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序

本報告沓は勝連町平敷屋に所在する米軍施設ホワイトビーチ地区内に計画された倉庫 （医療）建設工事

に先立って実施された平敷屋トウバル追跡緊急発掘調査の成果を記録したものであります。

ご承知のように本県は県土の約11%が米軍提供施設で占められており 、基地の整理計画や施設整備の拡

充等が頻繁に実施されている状況があります。ここ数年、基地内のこのような動きに合わせて文化財の調

査件数も増加の一途をたどっております。その結果、数多くの文化財が基地内に所在していることが確認

されています。特に、埋蔵文化財は開発調整との関連から表面踏査や試掘調査等の確認調査により、その

数が増加しております。

今回報告します平敷屋トウバル遺跡の発掘調査も同様な開発計画の中で緊急に発掘調査されたものであ

ります。発掘調査の結果、本遺跡は沖縄貝塚時代前期から中世の時期にわたる複合遺跡であることが確認

されるとともに、男多しい批の土器、石器、貝類、獣 ・魚骨類等の遺物や住居遺構等が検出されました。特

に広い範囲に無数に検出された柱穴群と溝状遥構は集落の様子をとどめているような状況があったと聞い

ております。このような調査結果をふまえ、工事計画の見直しが図られ、一部ではありますが追跡の主要

部分について現地保存の措置がとられたことは文化財保護行政に携わるものとして喜びとするところであ

ります。現地保存の図られた部分には集落追跡を研究する上で費重な資料も含まれており 、将来、極めて

重要な遺跡の一つになるものと確信しております。

埋蔵文化財は国民的共有財産であり、その地域の歴史的環境と密接な関係にあり、永く保存 ・保設して

いく必要があると考えております。本報告瞥が県民の文化財に対する理解および意識高騰のために活用さ

れることはもとより、地域の歴史研究など学術研究の一助ともなれば幸いに存じます。

最後になりましたが、こ指尊をいただきました文化庁、奈良国立文化財研究所、さらに、発掘調壺の進

行にご理解 ・ご協力をいただいた那覇防衛施設局、また、多大な協力をいただきました勝連町教育委員会

などの関係各機関に厚く御礼申し上げるとともに、発掘調査に参加、協力いただきました多くの方々のご

労苦に対し心から感謝申し上げる次第であります。

平成 8年3月

沖縄県教育委員会

教育長 仲 里長 和



例岳

1 . 本報告書は平成 4年度 .5年度に実施した平敷屋トウバル遺跡緊急発掘調査の成果をまとめたもので

ある。

2. 調査は「ホワイトビーチ地区内倉庫建設工事」に伴うもので、那覇防衛施設局の委託を受けて沖縄県

教育委員会が実施した。

3. 発掘調査に際し、勝連町教育委員会の協力を得た。

4. 発掘調査および資料整理にあたり 、下記の方々の指導 ・助言をいただいた。記して謝意を表する次第

である。

岡村道雄氏 ・天田起雄氏 ・木全敬蔵氏 ・伊東太作氏 ・内田和伸氏 ・高宮廣衛氏 ・上村俊雄氏

矢部良明氏 ・金子浩昌氏 ・黒住耐二氏 ・大城逸朗氏 ．嵩原健二氏

5. 獣 ・魚骨、石質、貝種の同定は下記の方々による。記して感謝申し上げる次第である。

獣 ・魚骨 金子浩昌氏（早稲田大学講師）

石 質 大城逸朗氏 （県立前原高等学校教頭）

貝 種 久保弘文氏 （沖縄県栽培漁業センター）

6. 青銅製の太刀の鐸については、東京国立t尊物館学芸課の小笠原信夫課長、池田宏主任研究官、原田一・

敏主任研究官の三氏から所見をいただいた。記して感謝申し上げる次第である。

7. 本書に掲載した 5万分の 1地形図は国土地理院発行のものを、グリット設定図は工事設計図に加箪し

て作成した。

8. 本書の執箪は第 I章第 2節に示したとおりである。

9. 出土 した資料については、すべて沖縄県教育庁文化課の資料室に保管している。
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第 I章調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯

近年の世界的な軍縮の流れの中、県内の米軍基地の整理 ・統合は急展開をみせてきており 、返遥される

ところと新たな建物がつくられると ころなど、基地内の動きが活発化してきているようである。今回の平

敷屋トウバル逍跡の調査も同様で、ホワイトビーチ地区の倉庫建設がその契機となっている。

平成 3年 8月に那覇防衛施設局から勝連町教育委員会に対してホワイトビーチ地区内で倉痙建設の計画

があり 、その予定地内の文化財の有無についての照会がなされた。おりし も勝連町教育委員会では町内の
(Jt 11 

辿跡分布調査を進めている途中であり、那覇防衛施設局と調整して平成 3年12月に 2日間の日程で試掘調

査を実施した。倉匝建設予定地 (6000mり に16箇所の試掘穴 （約3mX3m)を設けて地下の様子を調べた

ところいずれの試掘穴からも遺物 （＜びれ平底を主とした土器など）が検出されるとともに遺物包含層が

確認され、計画予定地全体が追跡地であると那覇防衛施設局に回答した。

勝連町教育委員会からの回答を受け、平成 4年 1月に那鞘防衛施設局から逍跡発見届けが提出され、そ

れに対し沖縄県教育委員会から工事着手前に発掘調査を実施するよう通知された。その通知を受け、2月

には倉庫建設予定地の遺跡発掘調査について、当該倉脂の配置は変更が不可能な状況であり 、ま た、当該

倉庫の建設は平成 4年12月には着手する必要があるため発掘調査を実施してほしいとの要請が沖縄県教育

委員会になされた。

那覇防衛施設局と県文化課との間で当該倉庫建設予定地の発掘調査について協議 ・調整が図られた。施

設局側は先に要請したとおりの状況にあり 、ぜひ早い時期に発掘調査を実施してほしい旨を説明し、県文

化課は当初予定の今年度事業で専門員が手いっぱいの状況にあり 、当該事業のような年度半ばの事業、ま

してや調査対象面積が6000m'という広い範囲におよぶ発掘調査には体制的にとても対応できない状況にあ

ることを説明した。その後、再三にわたる調整の結果、県文化課が調査員の確保になんとかめどがつき、

発掘調査に係る費用は那覇防衛施設局が負担するということで話がまとまった。

平成4年 6月に那覇防衛施設局から県文化課に発掘調査業務委託についての協議文が提出され、平成4

年 7月に県文化課から那覇防衛施設局へ経翡の見積りを回答し、発掘調査を行なう方向で動き始めた。米

軍基地内という特殊な地域であり 、基地内へ立ち入るためのパスなど倉庫建設予定地の調査に必要な諸手

続きは那覇防衛施設局が米軍と調整して行った。県文化課は勝連町教育委員会に発掘作業員の手配やその

送迎など発掘調査を行なうにあたっての協力をお願いした。

このような発掘調査の諸準備と並行して 9月補正での予算処置を行い、沖縄県と那覇防衛施設局との間

で業務委託契約が結ばれ、沖縄県教育委員会が発掘調査を実施することになった。平成4年11月下旬から

ュンボによる表土剥ぎを行い、12月から作業員を投入してホワイトビーチ地区の倉庫建設に伴う平敷屋ト

ウバル遺跡の発掘調査がス ター トした。

註

註 1. 「勝連町の遺跡 迅跡詳細分布調査報告」「勝連町の文化財第17集j 沖縄 ．勝連町教脊委貝会 1993年3月
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第 2節 調査体制及び成果の記録

1 . 調査体制

調査主体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・沖縄県教育委員会

教育長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..津留 健二 （平成4年度）

，， ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・嘉陽 正幸 （平成 5・6年度）

，， ................................ 仲里長和 （平成7年度）

文化課課長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・金城 功 （平成4年度）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・糸数 兼治 （平成5年度）

，， ．．．．．．． ．． ．．．．．．．． ． ．． ． ． ．．．．．．．．．．•西平守勝 （平成 6・7年度）

文化課課長補佐••………………・）II満 一成 （平成4・5年度）

,,................................• 知念 勇（平成4~6年度）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....新垣 末子 （平成6・ 7年度）

，， ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・日越 国昭 （平成7年度）

発掘調査指導•…………………••岡村 道雄 （文化庁主任調査官）

ケ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・天田 起雄 （文化庁主任調査官）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・木全 敬蔵 （奈良国立文化財研究所）

ク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..伊東 太作 （ ，， 

......................... .. .....• 内 田 和 伸 （

調査事業事務

文化振興 ・ 管理係長…………•••大村 光仁 （平成4・5年度）

，， ... . .. ............. ... ... ... • 此 屋根正治 （平成6・7年度）

主査………………新垣 和子 （平成5~7年度）

副主査………..….... 玉村 良子 （平成4年度）

，， ．．．．．．．．．．． ． ．．．．．•上間尚子 （平成4年度）

，， ……•• …•…· ・・比嘉美代子 （平成4・5年度）

，， …•…• …….... 宮城直子 （平成 5・6年度）

ケ ・・・・・・・・・・..….. 新崎 文子 （平成 6・7年度）

，， ................• 新垣敏子（平成 7年度）

主 任………••….... 伊波盛治 （平成4~6年度）

ク ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・ ・ •…・ ・・嘗間 保智 （平成7年度）

調査総括

埋蔵文化財係長・·……•…•……••大城 愁 （平成4~7年度）

発掘調査員

埋蔵文化財係主任専門員……上原 静 （現史跡整備係係長）

ヶ ……岸本 義彦 （現史料編集室）

主任 ……島袋 洋

ケ ……金城亀信

充指遮主事……我那覇 念

専門貝 ……山城 安生 （現北谷町教育委員会嘱託）
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専門員 ……上地 克哉 （現南風原町教育委員会学芸員）

発掘調査資料整理 ・補助員

暉託調査員……矢沢秀雄

,, ……高良三千代

ヶ ...... 比嘉 聡

11 ……普天間直也

/,, ・・・・..上原 明

，，， ……瑞疫覧尚美

ヶ ・・・・・・比嘉 優子

// ……玉寄智恵子

,, …•••豊見山ゆかり

，，， ……又吉純子

ヶ ……金城美祈

ヶ ……川満美賀子

'l ・・・・..仲問 留美

，，， ……島袋春美

発掘調査百科整理指導 ・助言……高宮 廣衛 （沖縄国際大学教授）

,, ．．．…上村 俊雄 （鹿児島大学法文学部教授）

// …• • •金子 浩昌 （早稲田大学講師）

ヶ ……矢部 良明 （東京国立博物館東洋陶磁室室長）

，， ……黒住 耐二 （千葉県立中央t専物館）

'l •…••大城逸朗 （前原高校教頭）

発掘調査作業員

前徳絹子、新川サダ子、徳平キヨ、宇根安子、島袋清江、仲本サチ、仲尾サダ子、東仲村文子、

濱川かつ子、徳本マサ子、兼城弘子、益田原洋子、伊良部民子、益田原真一、識名盛明、平敷

安子、田原千賀子、新屋トヨ 、宮里和美、新川幸子、盛根ヨキ、新川明子、大石根安子、吉原

ヨシ、山城一雄、川上質美子、屋良康子、久加根エミ子、川上房枝、徳山ヤス、仲嶺ツル子、

仲里キヨ、新屋ヤス子、新里エイ 、与座節子、徳門光子、仲尾サチ、徳山ハル、幸地チェ、東

門マサ子、恩納ミサ子、新屋敷勝子、崎原美津子、平敷洋子、新垣シズ子、門口恵美子、松尾

ミツ子、吉本シゲ子、仲尾シズ、宮城トヨ 、新里愛子、野呂内良子、新垣由紀子、新里幸美、

宮城由江、鶴元寿充、仲輿根ゆかり、大城江津子、平敷ひとみ、大城清美、新里洋子、大石根

溜枝、東門ミヨ子、久志江美、新里八重子、東仲ハツ子、大石根敦美、田場ハル、金城ヨシ子、

大城ヤス子、新川スミ子、前徳シズ、吉里俊子、崎原ノリ子、東門春江、田場初枝、宇根カッ、

稲福豊美、池田清子、小湾照美、宇根幸子、田原美枝子、仲門久子、茂太春枝、古賀恵美子、

山城みどり 、大庭キク、名波悦子、大城美江子、徳嶺光子、池味ツル子、新屋恵子、平敷勝江、

真鶴ヨシ、平敷勝美、山内節子、高橋八津子、池味節子、池味恵子、赤平ヤス子、伊幡ツル子、

座間味恵子、池味ハッ、徳門和子、新垣朝子、新屋米子、新膳圭子、吉本むつ美、新里留美子、

東門美和子、新屋敷幸恵
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2. 成果の記録

出土辿物の洗浄 ・注記 ・接合 ・分類 ・集計 ・実測 ・製図等、報告害作成に向けての整理は、下記

のメンバーにより実施した。

遺物洗浄作業員

金城房子、兼久綾子、吉田燐子、真境名百合子、牧志珠代、平良香代子

資料整理作業員

池原直美、高良三千代、小嶺禍子、玉寄智恵子、石橋朝子、浜元春江、備瀬枝美子、瑞鹿覧尚美、

手嶋永子、源河秀子、座間味美津子、譜久村郁子、島 京美、川満美賀子、折田衣代、豊見山ゆ

かり 、安和千代子、岡村綾子、城間桂子、高宮とり 、新垣千恵子、西銘定子、金城敬子、上原美

智子、川上益子、宮城サダ子、大村由美子、金城礼子、真栄城慶子、金武雅子、上地春枝、比嘉

優子、喜屋武さおり、友利映子、仲宗根三枝子、大村広美、外間瞳、上原園子、城間千鶴子、大

城勝江、照屋利子、平良費子、玉城恵美利、金城蕉、島袋春美、又吉純子、比嘉登美子、津波古

良子、仲間留美、田中ゆきの、新城恵

なお、追物の写真撮影は長田剛 （県文化課縣託調査員）があたり 、校正は池原直美、玉寄智恵子

の協力を得た。

報告書は下記のように分担執筆し、編集は島袋春美の協力で島袋洋が行なった。

第I章 島袋 洋

第Il章 宮城伸一

第m章 島袋 洋

第W章 島袋 洋

第V章 島袋 洋

金城亀信

第VI章第 1節 島袋 洋

第2節 仲 間留 美

新城 恵

田中ゆきの

第3節 1. 上原 静

2. 金城亀信

第4節 島袋春美

第5節 上原 ~＂,サ,. 

第6節～ 金 城 亀 信

第21節

第22節 島 袋 春 美

第23節 金子浩昌

第VII章 島袋 洋
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第II章位置と環境

本遺跡は沖縄本島東海岸の中部 （那覇から北東へ約40km)、勝連町に所在する。勝連町は太平洋側に突

出した半島一勝連半島ーに位置している。勝連半島は北に金武湾、南に中城湾の二大湾を形つくり、周辺

には大小の島々が点在している。半島の北側 （金武湾側）が与那城町、南側 （中城湾）が勝連町で、西は

具志川市と接している。勝連町は南風原、平安名、内間、平敷屋、浜、比嘉、津堅の 7行政区からなり 、

人口は14,000人、町域12.74k吋、東西6.5km、南北1.5kmとなっている。

地形的には中城湾側に海岸沖積層の低地が細長くのび、その背後には標高90mの丘陵が走り、丘陵の西

端には町のシンボルとなっている勝連城跡が位置している。この丘陵は内陸の方へ緩やかに傾斜しながら

展開し、町の中心部ではほぼ40~50mの台地を形成している。地質的には珊瑚石灰岩、沖積土壌、泥灰岩、

国頭礫層の 4層がみられ、平安名、内間、 平敷屋、津堅の各字には珊瑚石灰岩が広く分布し、南風原、浜、

比嘉には泥灰岩と沖桔土壌の分布がみられる。南風原の一部には国頭礫｝愚もみられる。

同町を構成する集落は 7つあり 、平敷屋トウバル辿跡のある平敷屋集落は勝連半島の最東端に位置して

いる。「村の高さや平敷屋村」と詠まれた同躯落も、終戦と共に梨落地域が軍用地として接収され、戦後

は浦ヶ浜に至る傾斜地帯に集落を形成している。 しかし、昭和52年に旧集落地域が返還され、それに伴っ

て集落は再び高台の方へ大きく発展しようとしている。和文学者で、組踊「手水の縁」の作者として知ら

れる平敷屋朝敏のかつての領地で、彼の唯一の随想録「酋家記」の舞台としても知られている。
(.t I I 

現在、町内に所在する追跡は51箇所確認されており、その分布状況をみると丘陵背梁部に集中している。

自然湧水が丘陵背梁部に集中するというのも一因であろう 。

平敷屋トウバル追膀は勝連半島の先端部にある米軍基地 （ホワイトピーチ）内にあり 、中城湾に面した

低砂丘地に立地している。背後を丘陵に取り囲まれ、孤立した感じの場所である。丘陵部には湧水の湧き

だす場所もみられ、前述したような町内の多くの遺跡の在り方と同様な状況にある。調査の結果、沖縄新

石器前IV期～グスク時代の複合遺跡であることが判明している。長期にわたり居住地として利用されたと

いうことは、本遺跡が生活する場所として適した環境 （湧き水、眼前に広がる中城湾）を具備している所

であったといえる。沖縄後期の時期の面から出土 した果多しい醤の貝殻、ジュゴンの骨などをみると、豊富

な海の幸を与えてくれたことを物語るようである。

周辺地域に目を向けると 、本追跡の下層 （沖縄新石器前IV期）と同時期の遺跡として平安名貝塚、平安

名貝塚 A地点、内間貝塚、津堅キガ浜貝塚などが知られる。上層 （沖縄後期）と同時期頃の遺跡として

浮原島遺跡、津堅ヤジリ浜貝塚、津堅和名浜貝塚が認められる。 また、グスク時代～近世の追跡として北
1、,I'2) 

西側の丘陵台地 （標高約60m)に平敷屋古島遺跡がある。同遺跡の発掘調査成果によれば、平敷屋トウバ

ル遺跡に後続する時期になろうか。

このように本遺跡周辺は歴史文化の痕跡を随所に残す地域であり、集落の形成課程、人的移動などの様

子が窺える地域である。遺跡に立って津堅島、遥か久島島や知念半島をみると、中城湾を丸木船で行き来

する往時の人々の様子に思いを馳せるとき、夢物語の中にタイムスリップするようである。 しかし、遺跡

地の周辺を取り巻く状況（基地としての利用や中城湾の埋め立てなど）はきびしく、夢物語もかたられな

くなっていくのだろうか。

註

註 1. 勝連町教育委員会「勝連町の遺跡」「勝連町の文化財第17集」 1993年3月

註2.勝連町教育委員会「平敷屋古島遺跡一発掘調査報告柑ー」 「勝連町の文化財第13集』 1991年3月
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第皿章調査経過

今回の調査は年度の後半に着手したことやその対象面積が6000m2と広い範囲であること、さらに、沖縄

新石器後I¥1期の単一遺跡として調査に入ったが、発掘調査の途中で複合遺跡であることが判明し、また、

調査区のほぼ全面にピット群が検出されるなどの状況になり、調査の途中で発掘調査対象地域の変更など

があり、延べ月数にすると13ヶ月、 2次に亘る長期の調査になった。

第一次調査は平成4年12月から平成 5年3月まで、第二次調査は平成 5年 6月から平成 6年3月まで実

施した。 以下、第一次調査 • 第二次調査の経過について概略を記す。

第 1節 第 一次調査

平成 4年11月30日・ 12月 1日の両日で発掘調査に入る事前の現場確認を行い、現場事務所の設置 （調査

対象地区の東側）、ユンボによる表土剥ぎがある程度の面積済んだ12月10日から作業員を投入しての本格

的な発掘調査がスタートした。

表土剥ぎは調査対象範囲 （倉廊建設予定地）を四分割した東北側の地区 (28mX48m)から行い、表土

剥ぎがある程度進んだ段階で、作業員による発掘やグリット設定を行なった。先に打ち込まれている倉庫

建設予定地の幅杭を利用して基準ラインとし、調査地区内に4mX4mを単位とする方眼を組み、東から西

ヘ算用数字を、北から南ヘアルファベットを付した。グリットの呼称は東北側の杭を示準し D-11、E-

12、F-13などと した。

調査範囲全体の1/4の地区ではあるがかなりの広さがあり、表土 （厚さ約150cm)剥ぎ終了後、本地区

をさらに四分割するように十字に土層観察用の畦を設けた。作業員による発掘作業は東側から西側の方へ

進めていった。黒色土層は30cm前後の厚さがあり 、10cmレベルで掘 り下げていった。上部は青磁や褐釉陶

器、須恵器、滑石製石鍋の破片などが若干得られただけで、ほとんど遺物を含まない。下部の方に貝殻

（ アラスジケマンガイが中心） ・ 骨 （ イノシシが目立つ） • 土器 （＜びれ平底）などの遺物集中部が点在し

てみられた。この黒色土層の直下は青灰色粘土層になり、その上面にはピット群 （直径15cm前後の円形状）

が検出された。また、南側では砂が混ざる状況にあった。

表土剥ぎの際に 6箇所の試掘穴を南北の壁沿いに設け、堆積層の確認を行なった。黒色土直下の青灰色

粘土層 （無遺物思）は北側で厚く 、南側に薄くなっていく状況にあり、この層の下からは砂層になった。

北側壁沿いに設けた 3箇所の試掘穴では砂層の上部から伊波式土器や石器などが得られ、沖縄新石器前W

期の頃であり、本遺跡が異なる時期の生活層が重なり合う複合遺跡であることが判明した。この層の下方

は次第に砂の粒が粗くなり、砂利層になっていく 。砂の粒が粗くなりはじめる層から下方においては遺物

が含まれず、いわゆる地山層になるものとみられた。

調査を進めた東側部分の表土剥ぎや作業員による発掘の状況から、黒色土層の厚さは30cm前後あるもの

の、遺物は下部の方に集中し、そこまではほとんど造物が出土しないので、本地区の東側は黒色土層の下

部 （造物が目立ってくる部分）までユンボによ り掘り下げ、その後に作業員による発掘を進めていった。

東側は造物の集中部を除き青灰色粘土層上面まで掘り下げ、その面で検出したピット群の掘り下げを行

なった。西側は黒色土上面を整えていた。中央に設けた土層観察用の畦を整えながら 、堆積層を仔細に観

察していくと黒色土層は中間の若干黄味を帯びた青灰色粘土層（無遺物層）により上下に二分されること
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が判明し、黄味を帯びた青灰色粘土層の上面にピット状の落ち込みが確認された。つまり 、II層は a・b・

Cに3分され、 aは遣物の出土量は僅少であるが輸入陶磁器や須恵器、滑石などグスク期のものが主体で、

bは間層（無迫物思）、 C は下部に簿＜貝居を形成する部分などがみられ、土器はくびれ平底を主体として

おり 、沖縄新石器後期の層と判明した。

II b層上面でピット状の落ち込みを確認したところで、今年度の調査期間が終了した。次年度（平成 5

年度）に継続して調査を実施するということで、今回発掘を行なった北東側の地区のほぼ全面をブルーシー

トで覆い、次年度すぐに調査が再開できるようにして第一次調査を終了した。

第 2節第二次調査

平成 5年 6月17日から現場を開始した。発掘調査を進めていくため調査対象範囲を四分割して、 1~ 4 

地区と呼称した（第 2図）。前回の調査箇所は 1地区となる。まず、前回の調査箇所 (1地区）の調査終

了の際に覆ったブルーシートを取りのぞき、その面の確認を行なった。 それから、 前回の調査終了間際に

確認された IIb層の上面で確認されたピット状の落ち込みの状況をつかむため、 2地区の発掘を行なった。

その結果、ピット状の落ち込みは本地区の全面に広がり、また、東側 (26ライン）と西側 (33ライン）に

南北に走る浅い溝状の落ち込みも確認された。ひとつの集落のありようが検討されたが、無数に検出され

たピット状の落ち込みの平面プランが把握できず、また、面積にたいして造物の出土醤が非常に少ないこ

となど、答えを樽きだすまでには至らなかった。

検出されたピット群や溝状遣構の掘り下げを東側 (25ライン）から西側 (35ライン）の方へと進め、そ

れをおいかけるように写真撮影および平面 ・断面実測を行なっていった。これと並行して 3・4地区の表

土剥ぎをユンボによ り行ない、その面を整えピット状の落ち込みの検出作業を行な った。また、下層の状

況を確認するため、 3地区のほぽ中央に十字に試掘トレンチを設けた。

このような現場の進行の最中に県文化課と那湖防衛施設局の工程会議が行なわれた。その中で県文化課

は大幅な期間延長が見込まれることを話し、那覇防衛施設局は期間延長よりは工事の設計変更を行ない倉

廊建設の場所を当初より南側にずらしたいので、その地域の試掘調査を行なってほしいとの話がだされた。

それを受けて現在の発掘範囲の南側30m付近の試掘調査を行なった。南西隅 (Z-35)の試掘箇所で貝層

がみられ造物も非常に多いが、他の試掘グリットでは造物の最はそれほど多くない状況であった。

この試掘と並行して 3・4地区のビット検出のためにユンボで剥ぎ取った面の整理を行なった。 IIC層

がかなり砂が混ざるようになり、渾くなる状況が認められた。そのため、3地区ではm層面を露出させ、

その面のピット検出作業を行なった。本地区の南東側ではm層が途切れ、以南に延びないことが判明した。

4地区もかなり砂が混じるようになり、 0・P-21を中心に造物（貝殻 ・イノ シシ骨 ・土器など）の広が

りが確認された。砂層であるが、 主体となっている土器がくびれ平底であり 、IIC層の延長と捉えた。し

かし、3地区の南東側の状況から1V層とした方がよいと考えられ、 IV層上面として扱った。

3・4地区の南側へいくにつれピットの数も次第に少なくなっていくことが判明した。このような状況

からさらに南側へ30m寄せたらどうかということで、 3・4地区の南側60mのところの試掘調査を実施 し

たところ、部分的に追物の集中部がみられるものの、それ以外は層厚も薄くなり 、遺物の最もそれほど多

くないことが判明した。南側の試掘調査の結果、当初の倉胴建設予定地を南側へ約50m平行移動すること

になり、その地区の発掘調査を行なうことにな った。

新に発掘することになった南側の地区を四分割し、5~8地区と呼称した。これにより l・2地区およ
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び3・4地区の北側は現在の調査面 (Ilb庖、III層上面）で埋め戻すことになった。 5-8地区の表土剥

ぎと並行して、 1地区は実測 ・写真撮影ができるように、露出させてある遺物の取り上げやピットの掘り

下げなど、埋め戻しの準備に取りかかった。

5-8地区のグリット設定は第一次調査の際のラインをそのまま延長し、アルファベットが足りなくなっ

た南側のグリットには五十音を付した。グリットの呼称も同じように北東隅の杭を示準し、 0-20、Y-

21、Z-22、あー23、うー24などとした。

3地区の 0ライン・ 29ラインの試掘トレンチの壁面の整理とピットの掘り下げ、 4地区のW層面の露

出作業、北側にみられるピットの掘り下げと並行して、東側 (5・8地区）から表土剥ぎを進めていき、

ュンボで削ったあとのNI習面の掃除およびその掘り下げを行ない、西側 (3・6・7地区）も同様な手順

で発掘を進めていった。このような作業の途中に 1地区の実測 ・写真撮影が終了したので、 l・ 2地区は

白砂を敷き （後日の発掘のときに、今回の調査レベルがわかるように）、埋め戻した。

3地区の試掘トレンチ西壁側のV思から前V期のカヤウチバンタ式かとみられる大型破片が押しつぶれ

た感じで検出され、接合して第15図 l (図版11)に示す形状になった。 4地区では 0・P-21を中心とし

た造物集中部 (N阿上部）からくびれ平底土器と共に定角式になるかとみられる石斧、青銅製の太刀の鉗

（第77図 1)や古銭 （開元通宝）などが出上した。 5地区の南側ではヒメジャコの出土が目立ち、 6地区

の北側ではピットが多く検出された。

調資期間と発掘面積の兼ね合いから作業員を20余名増やし、写真測枇やベルトコンベアーの使用などを

行いながら発掘調査を進めていった。N層を掘り下げていくと、 5・6地区の南側 (Yライン以南）では

下部の方からは乳房状尖底土器 （＜びれ平底のものに比べ厚みがある）が目立つようになり、ピットの検

出される部分もあるが、 3・4地区に比べ敷は激減してくる。

那覇防衛施設局より倉庫建設工事の工程から、先に東側の箇所 (4・5・8地区）を完掘してほしいと

の要望があり 、この地区のV層の掘り下げに入った。N層面では貝殻や獣 ・魚骨、土器などが集中的に広

がる部分などが見受けられたが、 V膀では上部 (0-15cmレベル）において若干追物の広がりがみられる

ものの、下部 (15cm~30cmレベル）では逍物の出土がほとんどなくなり、 30cm前後掘り下げると砂の粒が

祖くなり、以下ははっきりと異なる砂層になってきた。

本陪の土器はほとんどが乳房状尖底および尖底の厚みのあるものが主体になり、大型巻貝 （アンボンク

ロザメ ）の集積遺構が Z-17グリットで検出された （第 9図）。 また、 北西側 (4地区の南西隅）では下

部において平面プランが長方形状を呈すようにピソトが検出され （第8図）、X・Yのラインで東西方向

に帯状に延びる軽石の集中部が確認された。はっきりと砂粒が祖くなってきた層の下層の確認のため、ユ

ンボを使って発掘区のほぽ中央に東西の試掘トレンチを設け、基盤の白砂府になることを確詔して東側地

区 (4・5・8地区）の発掘を終了した。

東側地区の調査に目処がたったところで西側地区 (3・6・7地区）の調査を再開した。両地区を分け

ていた23ラインの畦の除去、西側地区全体の掃除を行ないW層面で検出したピットを再確認し、その掘り

下げを行なっていった。南西側で検出された貝の集中部（貝はイソハマグリが主体、土器はくびれ平底が

主体）の広がりを確認するため W・X-33を掘り下げ、 Zラインの畦も除去した。全体の広がりが露出で

きた時点で写真測批をおこなった。第35図に示す石鏃などもこの貝集中部から出土している。

w層下部では乳房状尖底が出土し始め、貝殻も大型のイモガイやシャコガイなどが目につくようになる。

v層になってくるとほとんどが乳房状尖底の土器で、 7地区ではジュゴンの骨の出土屈が特徴的である。

また、V陪面の露出作業の際に第17図 lに示す搬入土器が得られている。

6地区ではV層で検出されたピットはその時点でマークし、掘り終えた段階で再度マークして、W層検
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出のビットと区別できるようにした。また、本層になってから大型の巻貝（アンボンクロザメ ）が散見さ

れるようになり 、1箇所に 2・3個みられるものや第 9図に示すように集積遺構として検出されたものな

どがみられる。V層を掘り下げると東側の地区からの延長とみられる軽石の帯状の広がりが、東西方向に

みられ、発掘区西壁まで続いている。

西側地区のほとんどが粒の粗い砂層（地山）になった。最後に残った発掘区南西隅のあ～えー33~35グ

リットのV層を掘り下げていくと 、灰層と V層の砂層とが互層をなしてみられた。若干鍋底状に灰陪と砂

層が互層をなし、深いところで約40cmあり、その下方は白砂になった。平面形は直径が約Smの円形状を

呈 し、この部分から得られた土器はすべて乳房状尖底であった。中央に設けた畦の実測や写真撮影、さら

に、完掘状況の実測 ・写真撮影を行なった。

これで今回の調査をすべて終え、途中、発掘調査対象地区の変更（倉庫建設工事の設計変更）などがあっ

たものの、6000対という広い範囲で延べ13ヶ月（平成 4・5年度）におよんだ平敷屋トウバル遺跡の発掘

調査を完了した。
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第w章層序

今回の調査は当初からその対象範囲が6000面の広さであったが、前章で記したように発掘調査の途中で

当初予定地域を南側へずらし 、ほぼ同じ広さの範囲を新に発掘調査する ことになり 、結果的に10000面を

超える範囲の発掘調査を実施したことになる。ただ、当初予定地域は部分的に行なった試掘により基盤の

白砂層まで確認したが、全体を基盤の白砂層まで掘り下げたわけではない。

沖縄新石器後期（＜びれ平底の土器）の単純遺跡として発掘調査に入ったが、 一枚の層と捉えていた黒

色土層が3枚に細分され、こ の黒色土層の下陪により古い時期の追物包含層の存在が確認された。

さらに、北側（陸側）の当初発掘調査地域と南側（海側）の変更後の発掘調査地域では異なる層相を示

すことが判明した。つまり、北側の当初発掘調査地域 (1~ 4地区）に展開する土陪、南側の変更後の発

掘調査地域 (5~ 8地区）に展開する砂陪という状況がみられた。以下、今回の調資で確認できた層序に

ついて略述する（第 3図～第 5図）。

I層ー表土層。上部は米軍の造成層で下部は灰～黄褐色の旧耕作土層である。発掘調査範囲の全面に認

められ、北側で100cmを越す厚さを有しているものの、南側へ次第に厚さを減じ、南西側では30

cm前後の厚さとなる。米軍の造成層は南側で原くみられ、旧耕作土は北側で厚い。

II 層ー黒色土の追物包含陪。 当初発掘調査地域 ( l ~4 地区 ） に認められ、 変更後の発掘調査地域 ( 5 ~

8 地区） にはみられない。 30~40cm厚さを有し、ほぽ水平方向に堆積している 。 間陪を挟む部分

がみられ、 a・b・ cに細分される。

aー黒色の造物包含層。当初発掘調査地域にみられ、 3・4地区の北側まで広がっているものとみ

られる。厚いところで20cm前後の厚味があり 、南西側へ薄くなっていく 。輸入陶磁器類や須

恵器、滑石製石鍋、グスク系の土器などが得られているものの出土最は非常に少ない。

b一淡黄色の無追物庖。D-24グリットを中心とした 2地区北東側で厚く （約20cm)、そ こから東 ・

西 ・南側へ簿くなる。 1地区の東壁、2地区の南西側および3・4地区には及んでいない。本

界の上面には柱穴群が無数に検出されたほか、溝状の遺構なども検出されている （第6図）。

2地区は本隅上面で発掘を終了し、下層の状況は試掘穴で確認した。

cー黒色の遺物包含陪。厚いところで20cm前後あり、層の広がり方は a層よりやや広く 、当初発掘

調査地域のほぼ全面にみられる。粘土層であるが、南側の方では砂が混ざってくる。b層を挟

まない箇所においては、a層との区別は非常に困難である。下部において遺物の集中部が点在

し、出土晶は多い。土器はくびれ平底を主体とし、自然造物は貝類ではアラスジケマンガイ、

獣骨類はイノシシを中心としている。注目される遺物として青銅製の太刀の鐸（第77図 l)、

開元通宝 （第80図）などが見受けられる。

皿層ー無遺物の黄色粘土層。 本層も北側の当初発掘調査地域 ( l ~4 地区 ） にみられ、 南側の変更後の

発掘調査地域 ( 5~8 地区） には認められない。 当初発掘調査地域のほぽ全面にみられ北東側で

厚く （約20cm)、南西側に薄くなる。南側では砂が混ざり 、 1地区の東側、3・4地区の南側で

は本層の上面で柱穴群が検出された （第 7図）。 IIb層面のものより一回り大きく 、深いものが

多い。本層まで達しなかった 1地区の西側および2地区においても同様な状況になるものと予想
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される。また、 4地区では平面が楕円形 （長径約350cm、短径約150cm)状の土堀が検出されている。

w層ー黒褐色の造物包含層。II・ill層とは異なり、本陪からは砂層になる。変更後の発掘調査地域 (5~ 
8地区）に展開している。20cm前後の厚みを有し、ほぼ水平に堆積している。調査地域の南東側、

南側、南西側では大きく撹乱された箇所も見受けられるが、調査地域外にも延びている。遺物の

集中部がそれほど間隔をあけずに点在してみられ、聘しい麓の遺物が得られている。上部と下部

で出土する逍物に若干違いが見受けられる。上部はくびれ平底の土器が主体で、貝類はイソハマ

グリを中心とし、獣骨類はイノシシが主体をなす。下部は厚みのある土器が目立ってくるように

なり 、乳房状尖底．尖底のものが増える傾向にある。貝類はヒメジャコ 、サラサバテイラなど大

きなものが目に付き、獣骨類はジュゴンが多くな ってくる。注目される追物として石鏃 （第35図

1、2)や貝札 （第61図53~58)、土製玉（第63図）などが上部から出土している。

V層ー黄緑色砂の追物包含層。 20cm前後の厚さを有し、3・4地区の南側から変更後の発掘調査地域

(5 ~ 8地区）にみられる。南側では大きく撹乱されている部分も見受けられる。W附に比べ

遺物集中の度合いは粗になるものの、全体としての追物批は少なくない。土器は乳房状尖底お

よび尖底のものがほとんどで、貝類はシャコガイ、サラサバテイラ、ゴホウラなどの大型貝が

多く、獣骨類ではジュゴンが頭骨 （図版 9-5)や肋骨など多く見受けられる。北側において

は本府の上面や下部で柱穴が検出されており、中には平面プランの確認できるものが検出され

ている（第 8図）。 また、アンボンクロザメの集積追構も数箇所で確認されている（第 9図、図

版 7)。上部からは第16図 lに示す搬入土器が出土している。調査区の南西側では灰の集中する

部分（第12図）も見受けられた。

VI層ー黄褐色砂の造物包含層。 3地区の試掘トレンチで確認しただけであり 、全体的な状況は判然とし

ない。 1・2地区の試掘の状況や 4~6地区の発掘の状況からすると、 2・3地区から西側に広

がるものとみられる。試掘トレンチではm層の直下にあり、 30cm前後の原みを有す。追物の出土

舟は少なく 、土器では間延びした感じのカヤウチバンタ式（第15図 l)や頚部下端で逆 くの字状

に折れ曲がるもの（第15図3・4)などが出土している。（本文・表の 3地区V層）

V11層一灰黄色砂の遺物包含層。陪の広がりは 1地区を中心とした比較的狭い範囲のようで、 1・2地区

の北壁および南壁沿いに設けた12箇所の試掘穴の状況から、 2地区の東側から 1地区に広がる

ものとみられる。 1地区北側で厚く （約30cm)、北東隅に設けた試掘穴では造構かとみられる礫

の集中部も検出されており、この辺りに中心部があったかと想定される。試掘穴だけの発掘で

あり、全体の状況は不明。得られた辿物の醤は少なく、土器では神野 E式、伊波式 （第14図4~

7)などが認められ、石器は磨り石が得られている。（本文 ・表の 1地区W層）

VIII層ー無追物の白色砂層。本地域一幣の基盤をなす、いわゆる地山層。V~¥IJI陪に比べ、砂粒が粗く 、

さらさらする。 5・6地区では東西方向に延びる軽石の帯状の広がり （幅約4m)がみられ、さ

らに、調査区外にも延びている。
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第V章遺構

今回の調査により本遺跡は沖縄前W期～グスクまでの複合遺跡であることが判明している。面積的に広

い範囲の発掘調査を行な った沖縄後期～グスクの時期において、ピット群の検出、土堀、大型イモガイの

集積遺構、溝状遺構など当該時期に属す遣構が検出されている。以下、検出された遺構について、その概

要を記す。

1 . ピッ ト群

II b阿面、lil居面、V層上面、V層下面において、ピット群が検出されている。それぞれについて、概

要を記す。

ィ. II b層面検出のピッ ト群 （第 6図）

1・ 2地区に広がる本層の上而で無数のピ ット群が検出されている。特に、2地区においては南北に走

る溝状の遺構も東西で確認され、狼落の在 り方を窺わせるような状況であった。ビットは直径が10cm前後

の円形状のものが多く 、深さは20cm前後のものが主体をなす。 しかし、径が100~200cmの不定形状のもの

の中に数個のピットが検出されるようなところや円形状のものが数個繋がるような感じで連続するところ

なども見受けられた。

無数に検出されたピット群であるが、平面プランの掴めるものはほとんど見受けられなかった。ただ、

2地区の南側において長方形状のもの (1間X2間）が 1棟想定されているだけである。なお、 1地区西

側のピ ット群は確認しただけで掘下げは行なわなかった。 IIa層の時期のものかと考えられる。 IIa層は

紐的には少ないものの、12世紀~14世紀頃の中国産陶磁器、滑石製石鍋の破片、須恵器などが得られている。

ロ．皿層面検出のピッ ト群 （第 7図）

1地区の東側、3地区南側で検出されている。両地区の状況からすれば、当初発掘調査地域のほぽ全面

に認められるものと推察される。 IIb層面のものよ り若干大きめで、直径が約20cmの円形状のものが多い

ようである。深さも約30cmとやや深いものがほとんどである。ただ、部分的な検出であ り、平面プランの

窺えるようなものは見受けられなかった。

ビットからは土器 ・石器 ・貝 ・骨などの造物が得られた ものも多く 、また、拳大の石灰岩礫が入ってい

るものなども見受けられた。

ハ.v層上面検出のピット群

前述のビット群よりは疎らになり、 Vラインあたりで途切れ、以南にはおよばない。ピットの形状、大

きさや深さはlil層面で検出されたものとほぼ同様である。部分的に集中するようにみられ、平面プランの

掴めるものが 1棟検出されている （第 8図）。 長方形状になるとみられるもので、縦は約310cm、横は約

550cmである。大体 2間X3間の大きさのよ うである。長い方に 5本、短い方に 3本ピ ットが並び、その

中に 2本のピットを配している。
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二.v層下面検出のピッ ト群

上面のピット群と同じような状況である。

ピットの形状や大きさ、深さもさることな

が ら、部分的に集中してみられることなど

も似たような状況を呈す。平面プランの掴

めるものが 1棟検出されている。上層のも

のの近くで認められ、大きさもほぼ同じで

ある。縦が約310cm、横が約540cmで、ほぼ

2間X3間の長方形状のものである。ただ、

ピットの配置が異なり、長い方に 4本、短

い方に 3本、中央に 1本である。

2. 大型イモ貝の集積

v層で大型イモ貝 （アンボンクロザメ ）

の集積が7基検出されている。 この種の貝

の集積造構については、岸本 • 島氏によ り

集成がなされ、貝種による分類やその性格

づけなどについて九ナ1-1本土のこの種貝製品

の研究成果なども視野に入れながら検討が
(,t.J) 

なされている。時期的には沖縄前V期末～

後期初頭に集中することが指摘されている。

その後の新資料の紹介とともに、九）+I本土

の製品との時期的な対応などについて、南

海産貝輪の供給地としての現状や問題点な
(lt.2) 

どが提起されている。
m3l 

最近では久米島の清水貝塚などで報告さ

れており 、これからも増えていくものと予

想される。当該時期の南島一九・）+I本土間の

交流のみならず、全国規模の交流解明の足

掛かりになるものと考えられ、今後も注意

される遺構のひとつである。

本遺跡のものをみると、集積遺構が検出

された V層は乳房状尖底 ．尖底の時期の層

であり、時期的には符合している。検出さ

れたもので 6~10個集積しているものはほ

とんどが殻頂を下向きにして円形に配する

もので 、 岸本 • 島氏のm類 A タイプに入

る。伊江島具志原貝塚、ナガラ原西貝塚な

どから類例の報告が知られている。また、

2・3個のものは横に置かれた状態で検出

されている。以下、検出された集積遺構の
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第 9図 イモガイ集積 (8地区Z-17V陪面）

第 1表 イモガイ集積計測一覧

・-- ・・- ・ ● ● ~. 殻高：紐名／：＿＿
: I 0. I : 5. 6 : 完 '200'ィボカIiイそカイ

17. • : :rn.4:s...s; 完 :22Q.[1'/が'/?aサ.I エ・ ! v :11.1 ,6.1 • 完 ：2 70' 
I • ill 3 • R -32 '下：11. 7 : 6. I • 完 ；230'イボカパイモ”

-10 : 11.8;6.7(完；320; アンポンクロザ，

_ll~ , : • 12 . 1:6.4 ' 完 ： po: イポカ/¥イモガイ

U .. !.: __ ;_ • • 12. 3• 1 完 ：sso :n*・ ンりnf! 
1 _3_: : : 8_. 9 ; 5. 1 • 完；1_50 
.ll.: : • :JQ_. s.:.s .. ● 9完 .:229
1 2: : • [Io, 8 : 6. 1 i完 l240 
9: : ; 11, .¥ _6, 3 ; 完m
7. 6 : T-24 V :¥1.-. .2 6. 7. 庶 :330:7ソ太・ '/?a</・I
4 • • ・下 :n .sf_s:完:soo.'
5. : i .1.2; 7 •. 2.; 完)60:
6. : : : .1.2 •.. 1.: 7.: 完.:2.8.0 
8 • : ： .1..2.1.:6.-J浣：-~20 . 

; 10 • : : /11.s:6.4; 完i2 90 
: 21 . : : V'.I.U .6.-.. 7.: 完.'.3.20_

3: 2_2_ 6 • v -32 下 , 1 .L( .7... 6: 完 [HQ.l'/*''/?Dサ.I 
凶：[ ; 11. 3:6. 9; 完 ；350 

. ss.: : : • 9,.LS, L完；HQ._ 
4: t6i 6 • R-z 24 : IV : u .:~-s .: 完：ZQO'7'/*''/?Uサ.I 

97 i ; i : 9. 9 i'破i
• o. • : U.4-.L8 ... 3: 完.:.sso
: 4 4• : : : 1.1. ・.. 9 : 6, 8・：完：350 

s: 45_1'z-34 v;12.r:s.s: 完 ，380:1'/t・'/?oり.I 
: 4 6 : : 下 ：1.2-.. s 7_. L完:.4.0Q
~fr • • 12.6 7.4完 440
48': ; 16: 糾 730;クDH卜'

I . I +・I  : 

6 : }2,6 :X-24 :v 12.-J:7.6完 .'.UOJ'/*.ン?uサ.I 
廷ニ__;___ : 下 11.6:6.7.完240
25: : , 1u:1-1. 斑 ，too
26:' ・・・・・・ : :1.LL.6.-・.9.:完；m 
21 • , • :u. 3 :s .. ・・1:完 [2.69.7'1*'ンり0り.I 

1 ; 28 7 :z-35 : ;11.t;G ... 1; 完；29.D 
: 29: : : : IQ,J:.6.5.: 完 :290
:.....li: • [_J.l.Ll.) 7. I ・完:340 
30: • • v •1z.s •7.6; 完；VO 7'I本・ン?oがi

込— : :11.5 ' 6. 6 • 完 340
; ¥3,5 :1 . .s: 完 [58Q. 4 9: • ..... 

. , ;1.u : .a: 完:m,. 50: • 
51 :' : : 12. 4 : . ·········:·L~• 完.:Ho
52 : : : 12,.5 f 5. 完:m

s : .s3: s • z-11 v :u .. 7 1 .. 3.; 完 ，.400 • 11;・,?uが i

st: • • :u ... 1. ・:.LL完 ：.u.o 
......... t • 完:m.55 • ; 12: 7. 

56 : : ; IZ ;1. t完；m: 
5 7 : • • JJ. 9.6.- ~ : 完•~ ~o 
58 • : • 12'7.(浣 '370
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中から Z-17、T-24グリット検出のものについて略述する。

Z -17グリットのものはグリット北西側で検出されている （第 9固）。残した畦の断面から、若干掘窪

めて集積したことが判る。掘 り方は北側がやや直方向に立ち上がり 、南側は緩やかな傾斜になっている。

確認できる掘り方の径は約60cmであるが、平面の形状は判然としない。 また、確認できる深さも集積され

ている貝の殻高とほぼ同じ約12cmである。貝は最深部付近に集積されてお り、まず、 1個を殻軸がほぽ直

立するように置 き、その貝にもたせ掛けるように殻軸を上に向けた 8個の貝を周り に配置 している。

T-24グリットのものはグリ ッ ト南西側で検出されている。土層観察用に残してあ った 1グリット幅の

畦にあり 、上部をユンボで除去 した際の影評か集積された貝全体が西側にずれ落ちたよう に検出された。

そのため、写真撮影を行なうのがやっとで （図版 7)、実測は行なえなかった。Z-17グリ ットのものの

ような集積の状況などは掴めなかった。集積された貝は Z-17グリットのものよ りは若干小振 りのもの

が中心である。今回検出された集積追構の貝の大きさをみると （第 1表）、いずれの集積においても殻長

が10~13cm、殻高が6~ 7 cmのものに集中する。同じような大きさの貝が選択されたものと考え られる。

註

註 l. 岸本義彦 • 島 弘 「沖縄における貝の集積遺構ーゴホウラ ・イモガイを中心に一」「紀要」第2号 沖縄県教育委貝会文

化課1985年3月

註2.島袋春美「南島からみた貝の交易一弥生時代 を中心に一」 考古学ジャ ーナル No311 1989年II月

註3.「清水貝塚 発掘調査報告瞥」 「具志川村文化財調査報告店第 1躯J 具志川村教宥委員会 1989年3月

3. 土堀

2基の土堀が検出されている。0・P-20グリットの第W層面のもの （第10図）とあ ・いー33~35グリッ

トの第V層面のもの （第12図）である。以下、それぞれについて略述する。

イ.0・P -20グリ ッ ト検出の土壊

P -20グリット北東隅から 0-20グリット南側にかけて検出されたものである。上層の貝集中部 ([lC 

層） を掘り下げた面で確認され、東側が楕円形状 （長径が約180cm、短径が約150cm)に膨らみ、西側の方
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ヘ細くなっている。全体の平面形がオタマジャクシに似たような形状を呈し、全長が約350cmである。西

側の細い部分（幅約50cm)は緩やかな傾斜で東側へ移行するが、途中 2箇所に柱穴状の落ち込みがみられ

る。ひとつは楕円形状 （長径約20cm、短径約12cm)を呈し、鍋底状に掘り込まれた小さめのもので、深さ

は10cmぐらいの浅いものである。もうひとつは円形状 （直径約25cm)を呈し、ほぽ直方向に掘込まれ、片

側は約40cm、反対側は約30cmの深さである。

東側の楕円形状の部分は横断面からみると漏斗状の掘り方になっている。上方が緩やかな弧状を呈し、

中央部付近で直方向に近い感じで掘込まれている。西側が約114cmと最 も深くなり 、そこから東側へ S字

状に若干の段を有すように立ち上がっていく 。覆土の状況をみると 、下層のものが最も厚く 60cm前後を測

りその上方のものはいずれも 10cm前後の原みである。迅物は土器 ・貝 ・獣魚骨のほか、炭やサ ンゴ砂利が

目につき、いずれの層においても中央部に集中する傾向がみられ、周辺から流れ込んで堆積したことが窺

える。どのような性格のものかば判然としない。
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ロ．あ・えー33~35グリ ッ ト検出の土墳

7地区の南西隅で検出されており、約 2m離れて南北にみられる土城をつなぐような形状で確認された

（第12図）。 北側の土城は直径が約 Smの円形状を呈 し、ゆるやかな鍋底状になり、中央付近の深いとこ

ろで約25cmである。南側のものは楕円形状 （長径が約 6m、短径が約 4m)を呈し、堆積層はゆるやかに

南側へ傾斜している。潜り込むようにみられる灰色砂を追いかけて掘り下げた結果としてこのような形状

にな った。南側の深いところで約60cmである。両者とも下層の白砂上面にピット状のものが検出されたも

のの、どういうものか判然としない。

堆積層の状況には違いがみられる。北側のものはレンズ状の小範囲にみられる層が重なり合うようにみ

られ、南側のものは 2枚の層が整然と認められる。図に示した番号は各層の状況を意味したものである。

遺物の出土羅は多く 、土器はほとんどが乳房状尖底 （第26図 8)で、ガラス小王 （第81図）やアンボンク

ロザメガイなども見受けられた。また、焼けた貝殻や獣 ・魚情類、炭化物なども多く見受けられた。乳房

状尖底の時期の遺構とみられるものの、性格的には判然としなかった。

E-11 
F-11 
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第13図 1地区溝状遺構 （①、②、③、④、⑤は断面図の位置）
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第VI章 出土 遺 物

今回の調査により沖縄新石器前w期～グスク期にかけての複合逍跡であることが判明し、各時期の遺物

が得られている。特に、今回の新石器調資のメインになった沖縄後期の時期の造物は膨大な羅が得られて

いる。土器 ・石器 ・貝製品 ・骨製品 ・輸入陶磁器 ・須恵器 ・滑石製石鍋 ・青銅製品 ・鉄製品 ・貸銭 ・沖縄

産陶器などの人工造物と貝類、獣 ・魚骨類などの食料残滓があり 、内容も塁富で本時期の様相を窺わしめ

るものである。以下、今回得られた遺物の概要について種別に簡記する。

第 2表 人工遺物出土状況

1 区 2 l 区 3 区 4 h 区 5 地区
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第 1節 土器

今回の調査により聘しい翌の出土があった。これらの資料はかなりの時期幅がみられるものの、今回の

調査の主体となった沖縄新石器後期のものがほとんどで、接合して全形の窺えるもの、また、ある程度全

体の形が推測できるものなども数多く含まれている。特に、乳房状尖底は層位的な出土傾向など、この種

の土器の様相解明に大きな手がかりをあたえるものである。さらに、壺形やミニチュア土器、九ナ1-1系の搬

入土器などこの時期の土器をとりまく状況が窺えるような農富なバリエーション 、出土漏になっている。

その他には神野 E式、伊波式、大山式、室川式などの前IV期の土器、前V期と考えられるカヤウチバ

ンタ式や縄文晩期系の士器も若干見受けられるほか、グスク系の土器も僅かにみられる。このように得ら

れた査料はかなりの時期幅を有しており、時期的な面から下記のように分類した。なお、時期区分につい

ては第 3表の絹年を用いた。

第 3表 沖縄諸島の暫定編年 （高宮廣衛氏作成）

沖縄諸島発見の 現行
本土 沖縄 土 器 型 式 その他の編年賓料

九 州 系 土 器 編年

早 ヽ I ， 

前期 野国第 4群 ヤプチ式
I ャプチ式土器

｝爪型文土器

6670土 l40Y. B. P. 早
東原式

期 東原式土器 6450士140Y.B. P. 
縄

削．． 
条 痕文土器 条痕文土器
室 川 下 屈 式 土 器 曽畑式（渡具知東原）

!] 曽畑式土器 苔畑式土器 4880士130Y.B. P. 
神野 A 式土器

期 神野 B 式土器
文

中 面縄前庭 I式土器 旧具志川 A式 期
面縄前庭1I式土器 旧具志川 B式

旧 面縄前庭III式土器 旧具志川 C式
面縄前庭w式土器 旧神野 C 式

期 面縄前庭v式土器 旧面縄前庭式
時

後 神野 D 式土器
神野 E 式士器 伊波式（熱田原） 前
伊波式土器 3370士BOY.B. P. 

N 荻堂式土器 伊波式（室川）
大山式土器 3600士90Y.B. P. 期

代 期 室川式土器

晩 室 川 上 庖 式 土 器
宇佐浜式土器 人佐式並行 中

V 黒川式土器
期

期 仲原式土器

削•. 後期 板付 IJ式土器
真栄里貝塚

弥 期 I 亀ノ甲類似土器

生 中
Il 具志原式土器 山ノロ式土器 後

時 期

代 後 アカジャンカー式は
ill アカジャンガー式 免 田 式 土 器

期 中津野式並行か？

古項時代

I IV フェンサ下層式土器 類 須 恵 器 期
平安時代

◎ 「フェンサ下庖式は城時代初期Jとする見解もある。 (199 I. 4 . 5日改訂）
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第 1群ー沖縄新石器前W期に属すもので、神野 E式、伊波式、大山式、室川式などが認められる。倣

的には僅少である。

第 2群ー沖縄新石器前V期に属すかと考えられるカヤウチバンタ式のくずれたものや縄文晩期系とされ

る胴上部が逆くの字状に折れ曲がるものなどがみられる。磁的には僅少である。

第 3群ー沖縄新石器後期に属すと考えられるもので、今回得られた資料のほとんどが本群に含まれる II

c層、W層が出土層位の主体をなしている。

第 4群ーグスク系土器と呼称されるもので、IIa層が出土層位の中心となる。罷的には非常に僅少である。

これら 4群の出土状況は第4表に示すとおりである。以下、群別に概要を記す。

第 4表土器出土状況

0 
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1 . 第 1群

出土祉は多くないものの、神野 E式、伊波式、大山式、室川式が認められた。前 2者は 1地区の試掘

の際にm層の青灰色粘土陪 （無追物層）下の褐色砂層VI層から得られたもので、後 2者は 5地区のIV居か

ら出上している。後 2者のものはなんらかの理由で紛れ込んだものと考えられる。特徴的なものを第14図

に示した。

l ~ 3は神野 E式の口縁部と胴部の夜科で、いずれも口縁部に無文空白部を設けるものである。 1は

片側の傾斜が急な山形口縁の破片であるが、この形状の山が4箇所に配されたのか、山と山の間にくるも

のなのか判然としない。朝顔状に口縁部が開くもののよ うである。文様は口縁部の形状に沿うように 1組

の点刻文が施されている。口縁部が一段下がった所では点刻文もずれが認められ、一旦途切れたようになっ

ている。施文は深く明瞭で、左から右へ施している。口唇部は無文。

2は平口縁の；資料と考えられるもので、口唇部が若干広くなる。口縁部上端に叉状工具による長沈線文

を1組横位に施している。破片の左側に縦位の文様の一部が認められる。3は半裁竹管状工具による横位

の点刻文が 1組認められる胴部片である。

4~7は伊波式の；貧科で、5は同一個体とみられる口縁部と底部賽科から全体の形状を推定復元したも

のである。底部から口縁部へ朝顔状に開く典型的なもので、口縁部はいわゆるシェプロン状の山形が4箇

所に付されるものと考えられる。口径 ・器高とも約20cmを測り、底径は約 8cmとなっている。文様は口縁

部上端と胴上部に 2組の点刻文を横位に配し、その間は無文空白部としている。山形直下には 1組の点刻

文を縦位に施し、区画文としている。施文は深く、明瞭である。口唇部は無文。 6も5と同一個体とみら

れる。4・7は点刻文が2組認められる胴部片で、 4は文様が細かく、密な感じである。

8・9は大山式になるかとみられる苔料で、 8は口緑部、9は胴部である。8は上端部が若干丸味を持っ

て肥原する感じになる。その直下および約 1cm下方に、 5mm幅の単ベラエ具による押し引き文が 1条づつ

横位に認められる。 9は横位の刻文と幅広沈線が認められる。両者とも施文は深く力強い。

10~ 12は室川式 Aの範疇でとらえられるものかと考えられる口縁部査料である。10はカヤウチバンタ

式の口縁部で、推葬口径が約17cmを測る。口縁部上端が若干外側へ張り出し、口唇部が幅広くなっている。

この時期によくみられる特徴を有しており、文様はみられない。11は口縁部上端が逆 L字状に外側へ張

り出すもので、肥匝部外面は丸味を持って仕上げている。推紅口径は約19cmを測る。文様は口唇部に縦位

沈線と刺突文が認められるものの、全体的な様子は判然としない。12は口縁部の誇張はみられない。口唇

部および口縁部に 3mm幅の単ベラエ具による押捺刻文が施されている。

2. 第2群

本群も倣的には多くない。得られた食料のほとんどは深鉢形のようである。全体的な器形の特徴として

は平口縁で、口縁部上端が外反し、胴上部に比較的明瞭な稜を有し （稜は凸帯を廻らして描出するものと

凸帯を廻らさないものがみられる）、そこからゆるやかなカーブを描きながら底部の方へすぽまっていく

ものとして把握することができる。底部賓料は確認されてなく、底部の形状については判然としない。無

文。器面は丁寧なナデ調整。混入物に石英 ・チャートの微砂粒を多批含み、黒色鉱物が散見 される。器色

は暗茶～黒褐色のものが多くみられることがその他の特徴として認められる。以下、図示したものについ

て略述する。

第15図 l・2は胴上部に凸帯を廻らし、カヤウチバンタ式の口縁をつくるものである。 1は底部が欠落

するものの、全体の様子が窺えるものである。口唇部は平坦で、両側のカドは丸味を持つ。胴上部の凸帯

は口唇下約 3cmのところに施され、その幅の肥匝部をつくつているようである。その部分から胴部がほと

んど膨らまず、スムーズにカープしながら底部の方へすぼまっていく 。
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口径が約25cm、翡さは現存の査料の形状に沿って推定すると25cm前後かとみられる。口縁部上端の内面
には指頭痕が廻るような感じで認められる。

2は肥厚部が 1よりやや狭い（口唇下約 2cm) ものの、口唇部は 1と同じように仕上げている。口縁部
の状況を除けば、 1と同じようなプロポーションが想定される。推定口径は約26.0cm。多龍に含まれてい

る混入物が器表面に露出し、ザラザラした感じをあたえる。

3・4は頚部下端に凸帯を廻 らさないもので、 1・2と似たような器形が想定される。 3は口唇部の両
側のカドが丸く、 4は両側のカドが明瞭である。口唇部から胴上部の稜までは約 3cmで、 1と同様な幅で
ある。 2点とも口径の推符ができ、 3は約22cm、4は約26cmとな っている。 4は他の賓科に比べ、混入物

の低が若干少なめである。

5は口唇部の両側がカドを有すものであるが、小破片のため全体の様子は判然としない。推符口径は約
24cmである。胎土 ・混入物の特徴は 4と似ている。

6・7は混入物に黒色鉱物がほとんど見受けられないことからすると、本群から外すべきものかもしれ
ないが、本群の他の特徴の名残りが見受けられここに示した。 6は口縁部および口唇部の形状が1と似て

おり、器面も丁寧なナデ調整が施されている。 7は胴上部の稜がやや不明瞭にな り、口唇部から胴上部ま
での幅が約 5cmと広くなるものである。口縁部上端には約7mm幅の不明瞭な肥厚帯もみられる。

8も黒色鉱物を混入しないが、石灰質の砂粒を多址混入し、器色が暗褐色を呈す。器面は比較的丁寧に
ナデ調整が施されるなど古さを感じさせるものである。胴上部にわりと明瞭な稜を有し、口唇部は平坦に
仕上げる。口唇部には約3cmの長さで剥がれた痕がみられ、突起様のものが貼り付けられていたかと推察

される。推符口径は約20cm。

9は推箕口径が約11cmと小型のもので、 3・4と似たような器形が推定される。微砂粒と黒色鉱物を多
批混入している。外面は丁寧にナデ調整が施されるが、内面は雑である。器色は暗褐色を呈し、外面では
黒褐色の部分も見受けられる。11は口縁部の外反がややきつくなるもので、推鉢口径は約19cmを測る。器
面調整の状況や器色などは 9と同様で、混入物に石英質の微砂粒と黒色鉱物のほか赤色粒が散見される。

10は口唇部下約 2cmの箇所に鍔状の凸帯が廻るとみられる特徴的なものである。口縁部は内湾し、口唇
部は舌状を呈す。推算口径は約19cm。両面とも比較的丁寧にナデ調整が施されている。胎土は細かく泥質
で、石英質の微砂粒が密に混入され、黒色鉱物も散見される。外面は赤褐色、内面は黒褐色を呈す。胎土

混入物からここに示したが、所属時期については判然としない。

3. 第3群

今回得られた：介料のほとんどが本群に屈すものである。陸側 (1~ 4地区）では IIC陪、海側 (5~ 8 
地区）ではIV・V庖が出土層の主体とな っている。ただ、IIC層ではほとんどがくびれ平底のものである
が、 N層の場合には上部からくびれ平底、下部の方から乳房状尖底．尖底のものが多く出上する傾向が
見受けられた。V層からはほとんど乳房状尖底 ．尖底のものが出土しており、乳房状尖底 ．尖底→くびれ

平底の傾向を示していた。器種も豊富で、この時期の上器文化の様相を窺わしめる内容である。得られた
査科を下記のように分類した。

第 1類一胎土・滉入物、器而調整などが他の多くの質料と異なり 、あきらかに他所から持ち込まれた

と考えられるもの

第 2類一胎土 ・混入物、器面調整などは他の多くの資料と同様であるが、器形的に他からの影押を受

けたと考えられるもの

第 3類一器形、胎土 ・混入物、器面調整などの諸特徴がいわゆる沖縄後期系とされるものに含まれる

もので、今回得られた資料の主体をなす。器形、大きさ、文様などバリエーションに富んで
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おり、さらに細分可能である。

以上の 3類で、錆的には地元の土器とみられる第 3類がほとんどを占める （第 4表）。 また、第 2類と

したものの中には今後再検討を必要とするものも含まれる。以下、類別に略述する。

ィ．第 1類

量的には僅少である （第 4表）。 第16図 l~ 10に特徴的なものを示した。 l~ 7は九什1本土の成川式の

範疇のものかとみられ、 8~10は奄美の兼久式と考えられる。

l ~ 7はいずれも壺形になるとみられるもので、 l・2は口縁部、 3は頚部、 4・5は胴部、 6・7は底

部の資料である。これらは胎土が梢選され泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒や赤色粒が多簸に含まれ、外

面は滑らかな器）J/Lを有すものの、内面は剥がれる部分がみられたり、凹凸が著しいなど雑な感じになって

いるという共通点がみられる。

1は大きく折れ曲がるように外反する口縁部資料で、頚部で破損しており、以下の状況は窺えない。ロ

唇部に 1本の凹線を廻らしている。内面は頚部の方からやや削り込むように仕上げ、口縁部上端で若干盛

り上がる感じで縁部をつくる。外面の下方には不明瞭な縦方向の刷毛目痕が認められる。預部上方にぱ焼

成後に両側から穿たれた小孔 （輪郭の直径が約8nlffi、内側の直径が約 5mm)が 1箇所認められる。推算口

径は約16cm、推算の頚径が約 9cmを測る。器色は両面とも褪せた黄褐色を呈し、器厚は約 6mmを測る。

2・3は同一個体と考えられるもので、 2は口縁部、 3は頚部の；頁料である。 2はゆるやかな外反を示

すもので、口唇部を舌状につくる。推算口径が約13cm、推算頚径が約 9cmを測る。外面に刷毛目の痕跡が

かすかに認められる。外面は橙褐色、内面は暗黄褐色を呈す。 3は 2よりも明瞭な色合いを呈す。

4・5は凸帯を有す胴部片の賓料である。 4は断面三角形状の凸帯が横方向に 2条認められ、 5は刻目

を付した凸帯が横方向に 1条みられる。 5の凸帝上の刻目はやや間陥をあけて施されている。器色は外面

が暗黄褐色、内面が黒褐色を呈す。

6・7はいずれも平底の；資料である。 6は底面から若干内側ヘカーブして立ち上がり 、それから外側へ

開いて胴部へ移行するものである。立ち上がり部のカドはやや丸くなる。底面は若干上げ底状になる。推

算底径は約10cm。外面は色褪せた橙褐色、内面は灰黒色を呈す。

7は底面からほぽ直線的に外側へ開き、胴部の方へ移行していくもので、立ち上がり部は丸味を持つ。

推算底径は約 6cm。外面は暗褐色、内面は橙褐色を呈す。

8 ~10は混入物に金雲母片を多址含むもので、奄美の兼久式の範疇で捉えられるものかと考えられる。

8はD縁部、 9・10は底部の；資料である。 8は外反口縁の資料であるが、口唇部が破損している。推算口

径は約11cm。器面はナデ調整が施されるが、裏面に横方向の擦痕が認められる。 9はくびれ平底の資科で

底面からの立ち上がり部はカドをつくり 、その上方には指頭痕がみられる。 また、底面には葉痕の一部が

認められる。推算底径は約 6cm。底面から若干くびれ、内側へゆるやかなカ ーブを描きながら外側に開い

て胴部へ向かう 。立ち上がり部はカドをつく り、その上方には指頭痕がみられる。底面には葉痕の一部が

認められる。推算底径は約 6cm。10は中空の脚台部の責料で、底部との境に断面カマボコ状の凸帯を廻ら

す。底径は約6cmを測る。脚台は若干外側へ開くようにつくられ、端部は舌状を呈す。高さは約 2cmで、

混入物の最が多くザラザラした器肌である。 3点とも暗茶褐色を呈す。

ロ．第2類

本類も醤的には多くない。 しかし、甕形、壺形、鉢形など若干のバリエーションがみられる。特徴的な

ものを第16図11~ 18、第17図に示した。以下、器種別に簡記する。

a. 甕形

第16図11~18、第17図19~25に示したもので、 11は全形の窺えるものである。12~18は口縁部の、第17
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図19~25は底部の査科である。

11 は一部ではあるが口縁部から底部まで接合でき 、 全形の窺える資料•である。口縁部が折れ曲がるよう

に強く外反し、胴部は膨らまず、スムーズなカーブを描きながら底部に至る。底部は丸底的な平底で、安

定感がない。推算口径は約19cmで、高さが12.5cmと小型である。口縁部の内外面に文様が認められる。外

面は若干長さの異なる縦位沈線が約 2cm間隔でみられ、その下端をつなぐように弧状の曲線が配されてい

る。このパターンで器面を廻るかと考えられる。内面は上端に斜位の短沈線を約 1cm間隔で施し、その下

方に 1本の横位沈線を配している。また、外反部の境目には焼成前に穿たれた小孔 （直径約 4mm)が 1個

見受けられる。両面とも比較的丁寧なナデ調整を施すが、器面の剥落が著しい。胎土は泥質で、粒の粗い

砂粒を多量混入する。器色は赤～暗褐色を呈すが、胴部は煤けて黒褐色を呈す。

12~ 18は口縁部資料である。13は底部から直線的に開きながら胴上部まで至 り、そこから口縁部の方へ

直方向に立ち上がる。口唇部は丸味を持つ。約4cm間隔で凸帯様の盛り上がり部がみられる。頚部の間隔

は約 3cmである。 2段目と 3段 目の盛り上がり部の間には逆 U字状の凸帯も 見受けられる。 1段目の凸

帯にはわりと規則的な刻み目が配され、 2・3段目および逆 U字状の凸帯上には不規則な刺突文が認めら

れる。口唇部と 1段目の凸帯の間には弧状の沈線文が配されるが、全体的な構固は不明。器面はナデ調整

が施されるが、胴部には擦痕が見受けられる。胎土は細かく、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を含む。

器色は暗褐色を呈す。

12は口縁部上端を強く折 り曲げて外反させるもので、内側に明瞭な稜を有す。 外反部は平坦で、口唇部

は尖る。推算口径は約22cm。外面の外反部直下には沈線様のものが認められるが、文様なのか判然としな

い。器面はナデ調整が施され、外面はより滑らかな仕上げとなっている。胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒

と赤色粒を密に混入する。器色は暗褐色を呈す。14は口縁上端部の下方に約 2cm幅の鍔状に張り出した粘

土帯を廻らし、外側へくの字状に折れ曲がった口縁部を描出しているものである。口縁部上端が若干上方

ヘ盛り上がり 、凹面を形成するようにやや斜め上方へ張りだす。張りだし部の端部は丸味を持つ。推算口

径が約36cmで、両面ともナデ調整が施され、滑らかな器面である。胎土は細かく 、石英質の微砂粒のほか

黒色鉱物も散見される。内外面とも赤褐色を呈す。

15~ 17は口縁部上端が外反するもので、口唇部に向かって原さを減じる。15・16は口唇部が尖り 、17は

平坦になっている。 15は口縁部の内側に口唇部の方へ向かう縦位の凸帯の一部が認められる。15・16は推

算口径の鉢出ができ、 15が約22cm、16が約19cmである。文様は見受けられない。いずれも器面はナデ調整

が施され滑らかであるが、 15はポーラスになっている。 3点とも胎土は細かく 、石灰質の砂粒を混入して

いる。15はやや粒が粗く 、16は微砂粒を非常に密に含み、17は微砂粒をやや疎に混入している。器色は15

が色褪せた黄褐色、16が茶褐色、17が暗褐色を呈す。

18は口縁部がゆるやかに外反するもので、口唇部は丸味を帯びる。推算口径は約10cm。頚部下端に雑な

貼りつけ方で、横位に廻らされた小さな凸帯が 1条認められる。その凸帯と口唇部の間に細い粘土紐状の

ものが、なん らかの記号のような感じで貼り付けられている。現査料からするとやや間隔をあけて、器面

を囲続するようである。胎土は細かく泥質で、混入鑓は多くないものの赤色粒や石英質の微砂粒が見受け

られる。両面ともナデ調整が施され、器面は滑らかであるが、若干の凹凸がみられる。表面は赤褐色、裏

面は暗褐色を呈す。

19~25に示した底部は、いずれも脚台の資料である。16は高さ約 1cm、径が約 5cmと小振りの中空の脚

台で、端部は丸味を持ってつくられる。立ち上がりで内側へかなりくびれ、そこから外側へ若干膨らみ気

味に胴部へ移行する。器面はナデ調整のようであるが、それほど丁寧ではない。胎土は細かく 、石英質の

微砂粒や赤色粒を多く混入している。外面が赤褐色、内面が黒褐色を呈す。
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19・20は底面がやや上げ底状になるものである。底径は19が約 4cm、20が約 5cmで、両者とも小振りの

もののようである。19が約 1cm、20が約2cm立ち上がった箇所でくびれ部をつくっており 、どちらもそこ

から直線的に外側へ開いて胴部へ向かう 。19は底面から約 3cmのところを折り返すように、紐状の凸帯を

貼りつけている。4箇所にみられるが、わりと雑な貼りつけ方である。 2点とも両面ナデ調整が施され、

19はより丁寧に施されている。胎土は両者とも細かく、石英質の微砂粒を混入しているが、あま り目立た

ない。19はよ り精選された感じである。19は外面が赤褐色、内面が黒褐色を呈し、 20は外面が褪せた赤褐

色内面が暗褐色を呈す。

23~25は充実した脚台で、底径が6cm、底面の厚みが約3.5cm、器厚が10圃前後と大体似たような大き

さのものである。23・24は底面からの立ち上がり部はゆるやかにくびれ、そこから直線的に外側へ開いて

胴部へ向かい、 25は底面からの立ち上がり部のくびれがきつい。そこから直線的に外側へ開いて胴部に向

かうが、 23・24よりも外側への開き が大きくなっている。また、底面部の状況をみると23は平坦面をつく

るが、 24は中央部に径約2cmの盛り上がりがみられ、乳房状尖底の周りに粘土を付け足し脚台をつくって

いることが窺え、注目される資料である。25は中央部から端部へ傾斜し、地面への接着範囲が狭い。23は

立ち上がり部に 1箇所、底面部から凸帯状の粘土紐 （長さ約3.5cm)が貼り付けられている。

23・24は両面ともナデ調整が施され、滑らかである。胎土は泥質で、赤色粒を主体に微砂粒を混入する

が、最的には多くない。外面が赤褐色、内面が黒褐色を呈す。25は両面ともナデ調整が施され、滑らかで

ある。胎土は泥質であるが、石英質の微砂粒が多品に混入され、ザラザラした感じになっている。器色は

外面が暗茶褐色、内面が赤褐色を呈す。

第17図22は裾広がりになる脚台の脚部の賽料で、端部を平坦に仕上げる。端部の推算径は約 8cmで、筒

部の推鉢径は約 4cmである。端部の内側に滑らかな部分が若干みられるものの、端部の外面に指頭痕がみ

られ、全体としては雑な仕上げである。胎土は細かく、鉱物質の微砂粒のほか赤色粒などを混入する。器

色は暗褐色を呈す。

b. 壺形

本器種に屈すかとみられるものは第17図26・30に示したもので、 26~28は口縁部、 30は底部の資料である。

26は口縁部上端がくの字状に強く折れ曲がるもので、短預壺のものである。口唇部は尖り気味につく

る。小破片のため判然としない部分が多い。推算口径は約19cm。両面とも滑らかな器肌を有すが、口縁部

上端や内面には凹凸もみられる。胎土は細かく、石灰質の微砂粒のほか黒色鉱物などが混入されている。

外面は暗～黒褐色を呈し、内面は橙褐色を呈す。27は口唇部の方へ開き気味になる長頚壺の資料で、口唇

部は尖り気味になる。口唇下約4cmの所に断面三角形の凸帯を廻らし、その部分でくの字状を呈す。この

凸帯の上下には紐状の細い凸帯（断面は三角形）を配すが、全体の構図は不明。また、口唇下約2.5cmの

所に焼成後に穿たれた小孔が認められる。推算口径は約12cm。器面は両面とも丁寧なナデ調整である。胎

土は細かく、鉱物質の微砂粒を多く混入している。暗褐色を呈すが、口縁部外面では黒褐色の部分も見受

けられる。

28は口縁部が大きく外反する長頚壺である。頚部の長さは約10cmで、推算口径が約19cm、推算頚径が約

15cmを測る。口唇部は丸味を帯びる。かなり大型のものになるかと考えられる。内面の口縁部上端には第

16図lの賓料の名残りのような浅い凹部が認められる。文様はみられず、器面はナデ調整により滑らかで

ある。胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒と赤色粒を密に混入する。器色は暗褐色を呈すが、黒褐色を呈す部

分も見受けられる。

30はカドを有す肩部の；資料である。口縁部と底部がなく 、全形は判然としない。そのため器種は明確に

し得ないが、可能性の高いものとしてここに示した。肩部の最大径は約18cmを測る。両面とも丁寧なナデ
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調整が施され滑らかであるが、外器面の剥落が著しい。胎土は細かく 、黒色鉱物などの微砂粒を密に含む

ほか、小型の巻貝も見受けられる。上部は橙褐色で、下部は暗褐色を呈す。

23は底面からほぼ直線的に外側へ開き 、胴部の方へ移行していく平底の資料である。底面からの立ち上

がり部はカドがとれ丸味を持つ。推算底径は約10cmを測る。外面はよくナデ調整が施されているものの、

底面の近 くはそれほどでもない。内面は凹凸が見受けられる。胎土は細かく、鉱物質の微砂粒が密に含ま

れるが、粒の柑いものも目立つ。外面が暗茶褐色、内面が灰黒色を呈す。

C. 鉢形

第17図33に示すものである。底部からゆるやかなカーブを描いて口縁部に至るもののようである。底部

の形状は不明。口唇部は平坦につくる。胴上部に瘤状の突起が 1個みられるが、ここ 1個だけなのか判然

としない。文様は見られず、両面とも滑らかな器面を有す。胎土は泥質で、肉眼観察では混入物はほとん

とみられない。表面は口縁上端部と胴下半部に黒褐色の部分がみられるものの、頚～胴部は赤褐色を呈し、

裏面は黒褐色を呈す。胴部から口唇部までほぽ同じような原みである。

第17図31は推算口径が約 7cmと小型であり 、胴部で三角形状の盛り上がり部を有すことなどから甜形を

想定して推定復元図を示した。口縁部が若干外反し、胴部で三角形状に盛り上がり、そのままナベ底状の

底部をつくる。高さは推算 8cm。口唇部はやや丸味を帯び、注口様の突出部をつくつている。器面は雑な

ナデ調整が施され、胴部の盛り上がり部付近には指頭痕も見受けられる。胎土は細かく 、鉱物質の微砂粒

のほか赤色粒を密に混入する。外面はII音褐色を呈すが、口縁部は煤けて黒褐色を呈す。内面は赤褐色。

32は乳房状尖底で、先端部は弧状を呈す。立ち上がり部がほぼ水平方向へ開いていくようであり 、柑形

の底部になるかとみられるものである。器面はナデ調整により滑らかである。胎土は細かく、黒色鉱物な

どの微砂粒を密に含む。外面は暗黄褐色、内面は赤褐色を呈す。

34は碗形になるかとみられる底部資料である。底面から直線的に外側へ開くもののようで、立ち上がり

部のカドを有さず丸くつくられている。内外面に指頭痕とみられる凹部がみられる器面は滑らかで、外面

に化粧土を塗っている。胎土は精選され、鉱物質の微砂粒や赤色粒などが多羅に混入されている。内面は

橙褐色を呈す。外面は赤褐色が主体であるが、上瑞部では黒味を帯びる部分が認められる。底面部が6mm 

前後、胴部が4mm前後である。

35・39・40は器種が判然としないものである。35は皿形の資料かとみられるものである。底面部は外面

と同じような色合いを呈すが、凹凸が著しく剥がれているようにも見受けられる。口縁部を欠失しており 、

高さは不明。推算底径は約6cm。内面に擦痕様の調整痕がみられ、全体的に雑な感じのつくりである。胎

土は泥質で、混入物に赤色粒が散見される。厚さ 3mm前後と非常に簿い。

39は縦 ・横方向の小さな凸帯状のものがみられる胴部片である。器面はナデ調整が施されるが、凹凸が

認められる。胎土はやや砂質で、赤色粒を混入する。両面とも暗褐色を呈すが、表面は白っぽくなってい

る。10mm前後の厚手のものである。

40は尖底の資料である。胎土は細かく、やや砂質で、赤色粒を多醤混入する。外面は暗黄褐色、内面は

白っぽく褪せた感 じの色合いを呈す。胎土 ・混入物が他と異なるためここに示した。

ハ．第 3類

今回得られたほとんどのものが本類に含まれる。接合して全形の窺えるもの、ある程度器形の推定でき

るものなども数多く見受けられる。 また、器種 ・器形、大きさ、文様、胎土 ・混入物などの特徴にかなり

のバリエーションが認められる。器種においては甕形を主体としているようであるが、鉢形、壺形も目に

付く 。特に、壺形は長頚壺が主流で、第26図 1に示した全形の窺えるものは底部が乳房状尖底であり 、こ

の種資料の初めてのものとして注目される。また、この時期の特徴的な底部形態である＜びれ平底、尖底
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および乳房状尖底の出土状況が前者が上層に多く、後2者のものが下層に多いという状況がみられた。

大きさも口径 ・高さとも30cmを超すような大型のものからミニチュアのものまで見受けられる。文様は

凸帯を貼りつけるものが多いようであるが、沈線文を施すものもみられる。後者の場合、ラフなタッチの

曲線文が目に付く 。 しかし、全体的にみれば無文のものが圧倒的に多く、この時期の他の遺跡と同様な状

況にある。胎士 ・混入物については、胎土は細かく泥質なものが多いものの、混入物は赤色粒を主体とす

るもの、鉱物質の微砂粒を多く含むもの、 石灰質の砂粒を多く含むものなどが見受け られた。

以下、得られた査料の中から特徴的なものについて略述するが、全形の窺えるものを中心に口縁部につ

いて概観し、それから底部についてみていきたい。特徴的なものを第18図～第33図に示した。

a. ミニチュア土器

超小型土器として把握されるもので、数最的には僅少である。第18図 lに示す完形土器の大きさを目安

にし、大体それに近い大きさが想定される査科をまとめてみた。第18図 1~ 9に示すものがそれで、 1は

完形、 2~ 5は口縁部、 6~9は底部の査料である。

1は完形の査料である。やや丸味を帯びた尖底部から若干内側へくびれる感じで立ち上がり、そこから

外側へ開いて口縁部へ向かい、口縁部上端で僅かに直方向に立ち上がって仁1唇部に至る。口唇部はほとん

ど欠けているが、残っている部分をみると尖っている。口径は約4.6cmを測り、高さは約3.3cmである。無

文で、両面とも丁寧なナデ調整が施され器面は滑らかであるが、全体に細かなポーラスがみられる。胎土

は細かく泥質で、石灰質の砂粒を多祉に含む。内面は赤褐色を呈し、外面は赤褐色と暗黄褐色がまだら状

になっている。

2・3は底部からゆるやかなカーブを描いて口縁部に至るもので、 2点とも口唇部は丸味を持って仕上

げている。今回得られた底部形状からすると尖底の可能性が強い。いずれも推算口径は約 6cmを測る。2

点とも両面ナデ調整により滑らかな器肌を有すが、 2は外面に擦痕様のもの、内面に粘土を重ね塗りした

痕跡などが認められる。 3は内外面とも凹凸がみられる。2は胎土が砂質で石灰質の微砂粒が多く滉入さ

れ、 3は泥質な胎土で混入物に赤色粒が散見されるだけである。2は両面とも赤褐色を呈し、3は表面が

暗茶褐色、裏面が黒褐色を呈す。

4は底部から胴部へ催かに膨らみ、口縁部上端で若干外反するものである。外面の口縁上端部を僅かに

直方向に削っており、口唇部は尖る。推算口径が約 7cmを測る。両面とも滑らかな器肌で、胎土は泥質、

混入物に微細な赤色粒がみられる。表面が暗茶褐色、裏面が暗褐色を呈す。

6~9は底部の資料で、 6~8は尖底の資料である。 6は他の 2点よ りも底面部が尖る。3点とも器面

は滑らかに仕上げられているが、 6の内面、 8の外面には擦痕様のものが部分的にみられる。 6・7は泥

質な胎土のもので、 8はやや砂質である。混入物は疎で、赤色粒が散見される。 6は両面とも暗褐色、 8

は両面とも赤褐色を呈す。 7は外面が橙褐色、内面が黒褐色を呈す。

9は乳房状尖底の底面を押し上げるものである。器面は滑らかに仕上げられるが、整形の際の粘土のヨ

セなどがみられる。胎土は細かく、微砂粒のほか細かな赤色粒を混入する。外面は橙褐色、内面は暗褐色

を呈す。

b. 小型土器

このグループに属すものは概ね口径、高さとも 10cm前後のものをまとめてみた。第18図10~29に示すも

のである。本グループのものには尖底と平底が見受けられる。以下に略述する。

10~ 18に示したものは尖底の資料である。10は全形の窺えるもので、底部からゆるやかなカープを描い

て口縁部へ至る。胴部が若干膨らむ直口口縁の資料で、口唇部は丸味を帯びる。比較的均整の取れたプロ

ポーションを示す。推算口径が約10cm、高さ8.4cmを測る。無文。両面ともナデ調整を施すが、器表面に
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は粘土の栢み跡など制作時の凹凸がみられる。胎土は泥質で、微砂粒が混入されるが、罹的には多くない。

両面とも赤褐色を呈すが、暗黄褐色を呈す部分も見受けられる。

11は底部が欠落しているが、全形の推察できるものである。口縁部が内湾して胴上部が膨らみ、そこか

ら内側へすぽまりながら底部に移行する。口唇祁は尖る。10に比べると非常に歪な形状になってお り、上

面観も楕円形状を呈す。推算口径は長径が約12cm、短径が約10cmである。高さは推算 8cm。口縁部上端に

粘土粒を貼りつけたような箇所が1箇所みられるが、文様として意識されたものか判然としない。両面と

もナデ調整を施すが、器表面には粘土の積み跡など制作時の凹凸がみられる。また、外面には細かなポー

ラスもみられる。胎土は泥質で、やや粒の租い砂粒を混入する。

13 ~ 16は底部の資料で、 13 · 16は尖底、 14 ·15は乳房状尖底である。立ち上がり部の状況をみると 16だ

けがやや立ち気味で、他は開き気味に胴部へ向かうもののようである。いずれもナデ調整が施されるもの

の、器表面には制作時の凹凸がみられる。4点とも胎土は泥質で、 13・15は鉱物質の微砂粒、14・16は粒

のやや粗い砂粒と赤色粒が混入されている。13・15は両面とも暗褐色、 14・16は両面とも赤褐色を呈す。

26・27・29はくびれ平底の資料で、いずれも推算底径が約 5cmである。3点とも底面近くで若干くびれ、

27そこからほぼ直線的に外側へ開いて胴部に至り 、26はやや膨らみながら胴部へ至るものである。いずれ

もナデ調整が施されるが、それほど丁寧ではない。27は外面に縦方向の擦痕様のものがみられ、 26は粘土

の積み跡が明瞭にみられる。胎土は泥質で、微砂粒を密に含む。26・27は両面とも赤褐色と黒褐色を呈す

箇所が見受けられ、29は両面とも暗黄褐色を呈す。

20はゆるやかな外反を示す口縁部資料で、底部形状は不明。口唇部は尖り気味につくり 、推算口径は約

10cmを測る。口唇部および口縁部に文様を施している。口唇部には刻目、口縁部には上端と胴上部に横位

沈線を配し、その間に 2本 1組の右傾の斜沈線を施している。この斜沈線は約 3cm間隔で施され、器面を

囲続するようである。施文は浅く不明瞭で、雑な感じを受ける。比較的丁寧なナデ調整を施しているが、

内面は胴部付近に凹凸がみられる。胎土は細かく 、鉱物質の微砂粒を密に含む。混入最が多く、器表面が

ざらつ く感じで、粒の粗いものも目立つ。両面とも暗褐色を呈す。

C. 壺形

本器種に含まれるかとみられるものが 点得られている。他の後期遺跡に比べ、長頚壺が目につき、本

追跡のこの時期の特徴を示しているようである。ほとんど破片の資料であるが、第26図 lは全形の窺える

ものである。全形の窺える長頚壺として注目される資料である。その他にも 比較的大型の口縁部や胴部の

破片がみられ、その部分までの器形や大きさなどある程度窺い知ることができた。 しかしながら、口～頚

部の資料がほとんどであり 、全体的にみると肩部や底部の形状については不明の状況である。

得られた口縁部資料の推算口径をみると 、若干の幅が認められる。仮に 8cm前後をひとつの目安として

口径をみると 、それより 小 さなもの （小型）と大きなもの （大型）に大別できる。この両者をみると、い

ずれにおいても頚部を有すものと有さないものがみられるが、頚部を有すものが主流のようである。小型

のものにはその中間的なグループ （第19図 5 ~ 8 ) も見受けられる 。 小型のものは有文が比較的多くみら

れるものの、大型のものは無文のものが多いようである。それぞれの特徴的なものを第19図、第26図lお

よび第28図に示した。以下に略述する。

① 小型のもの

この種に分類できるかと考えられるものを第19図に示した。大型のものに比べ有文の査料が多く見受け

られる。注目されるものに注ぎ口を有すもの (l)や山形口縁のもの (17)頚部中央が三角形状に盛 り上

がるもの (16)、2つの粘土粒をリポン状にくつつけて貼りつけたもの (7) などがある。以下、無頚、

有頚に分けて略述する。
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・無頚

本種に入るものを 1~4に示した。 1~ 3は口唇部を有 し、4は口唇部を欠失するものである。口縁部

から直線的に開きながら胴部へ向かうものであるが、破片のため胴部以下の状況は不明。いずれも口唇部

は尖り気味につくる。 l・2はナデ肩になるものとみられ、 3・4はかな り肩の張るものと推察される。

1は注口を有すもので、その部分は丸味を持って仕上げている。 3は曲線文が施されているが、全体的な

構図は判然としない。 4は肩部に 1条の幅広沈線を廻らしている。

3点とも ナデ調整が施され、器面は滑らかであるが、指頭痕も認められる。胎土は泥質で、鉱物質の微

砂粒と赤色粒が含まれる。 1は暗黄褐色、 2は暗褐色、 3は褪せた黄褐色を呈す。4は表面が暗褐色、襄

面が灰褐色を呈す。

・有頚

口縁部上端を若干直方向に立ち上げて短い頚部をつくるもの (5~ 8)とはっきりとした比較的長い各頁

部のもの (9~ 17)が見受けられる。口縁部は 5・6がやや内傾し、 7~ 11・13は若干外反するもので、

12・14は直口状を呈す。15は口縁部上端が僅かに外側へ張 り出し、 16は預部中央付近が盛 り上がる。17は

山形口縁の低くな った部分の上端に凸帯を貼りつけ、その部分の口唇部を広くするとい う非常に特徴的な

口縁部資料である。 5・6・14は口縁部上端が若干内側へ張 り出す感じにな っている。

口唇部は丸味を持ってつくられるものが多く、尖 り気味のもの (7・16)や平坦なもの (15)などもみ

られる。器形をみるとナデ肩のもの (5)、肩の張るもの (13)がみられる。確認できた口縁部および胴

部 (18~ 26)の資料からすると、ナデ肩のものが主流であったかと推察される。18~26をみるとほとんど

が同じような厚さで胴部から頚部の方へ向かうが、 20は凸帯の廻 らされた頚部下端を境に厚さが変わ り、

口縁部の方へ渾くな っていく 。

有文の資料をみると沈文と浮文および両者を組み合わせるものがみられる。施文部位は口～頚部のもの

がほとんどであるが、 26は胴部まで施文されている。また、 12は裏面にも施文するものである。口唇部に

施文するものは見受けられない。沈文はラフなタ ッチで浅く不明瞭なものが多く、沈線による曲線文が施

文の中心となっているが、方向の異なる斜沈線文を施すもの (10・11)や縦位の押し引き文と刻文を配す

もの (18)などもみられる。

凸帯を配すものは 8が扁平な幅広の凸帯を逆 U字状に上端が口唇部に接して配し、 19は頭部下端に小

さな紐状の凸帯を、その直下に断面三角形状の凸帯を横位に廻 らす。20は沈線の施された扁平でやや幅広

の凸帯を、 21は断面が三角形状の凸幣を預部下端に 1条横位に廻らす。19・21は8・20に比べ丁寧に整形

して貼 り付けられている。

沈文と浮文を組み合わすものは 7と12である。 7は頚部下端にラフな横位沈線を配し、その上方にリボ

ン状に貼 りつけた扁平な粘土粒を 4箇所に配し、その間に弧状の沈線文を上向きに 1条配すという構図の

ようである。12は上端が口唇部に接して約 2cmの長さの凸帯をハの字状に配し、その間に雑な短沈線が4

条みられる。同じようなパターンで何箇所かに配したものとみられる。凸帯上にも沈線を施す。本資料は

裏面にも同様な沈線文が認められる。

器面はナデ調整が施され滑らかであるが、裏而は粘土の積み跡や指頭痕などがみられるものが多い。器

面調整はどちらかといえば表面に主体がおかれていたようである。胎土は泥質なものが多く、混入物に鉱

物質の微砂粒と赤色粒を混ぜるものがほとんどである。14・21・22は石灰質の砂粒も混入している。器色

はほとんどが暗褐色を呈すものであるが、赤褐色 (5・18)や黒褐色 (16)を呈すものも見受けられる。

② 大型のもの

推算口径が8cmを超えるものをここで扱った。特徴的なものを第26図 1および第20図に示した。ほとん
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どは長頚壺のようであるが、第20図 1は無頚壺の資料である。第26図 1は口縁部、胴部、底部が直接接合

できるものではないが、器面調整、胎土 ・混入物、器色などの諸特徴から、同一個体と考えられる脊料で

推定復元を試みたものである。全形の窺える壺形査料として注目される。以下に略述する。

・無頚

第20図 1に示すもので、推算口径が約18cm、肩部上方の推算径が約30cmを測る。口縁部から肩部の方へ

ゆるやかな弧状を呈して向かうもので、肩部の上方でつなぎ目から破損している。そのため肩部以下の状

況は不明。口唇部は内側の稜が丸味を持つ。表面はナデ調整により滑らかな仕上がりであるが、裏面は指

頭痕や積み跡などがみられるなど、表面のような仕上げの調整は行なわれなかったようである。鉱物質の

微砂粒や石灰質の微砂粒を密に含み、器表面の手触りがザラザラする。また、赤色粒も散見される。器色

は裏面が赤褐色を呈し、表面は赤褐色や暗黄褐色を呈すところがあり 、黒褐色の部分も見受けられる。

・有頚

第26図 1および第20図 2~19に示したものである。第26図 lは全形の窺えるもので、第20図2~ 11はロ

縁部の、12は頚～胴部の、13~19は頚部の資料である。

第26図 lはやや張り気味の肩部から僅かに S字状を示すように頚部に至り 、頚部が若干外側へ開くよ

うに立ち上がり、口縁部上端で若干外反する。口唇部は丸味を持って仕上げられ、若干波打つ感じになる。

口縁部の上面観は楕円形状を呈す。肩部から底部へすぼま りながら向かい、底部は乳房状尖底になる。底

而部が厚く弧状をなすもので、後述の乳房状尖底の分類で a種としたものに含まれる。全体の形状はトラ

ンプのスペードを逆にしたような感じである。推算口径は長径が約10cm、短径が約8cm、高さが約41cmを

測る。頚部の長さが6cm、胴部の最大径が約31cmである。器形や大きさの一端が窺い知れる資料である。

器面はナデ調整が施されるものの、雑な仕上げとなっている。特に頚部以下は粘士のつなぎ目の部分が

盛り上がったり、粘土のつけ足し痕がみられる。器表面が著しく凹凸を示すほか、アバタ状を呈す。胎土

は泥質で、鉱物質の微砂粒と赤色粒が混入される。赤色粒は比較的大粒のものも散見され、器表面に露出

しているのが目立つ。器色は赤褐色を呈すが、表面では色褪せたところも広範囲にみられる。

第20図2~11の口縁部査料をみると、 直口状のもの (2~ 6)、上端部が両側へ張り出すもの (7)、上

端部が外反するもの (8~ 11)などがみられる。直口状のもの (2~ 5) は推算口径やその形状などから

ここで扱った。2~5は直線的に開く感じで頚部が立ち上がり、口縁部が頚部より広くなるが、6は逆に

口縁部が内側へすぽまり、頚部よりも小さ くなるものである。口唇部の形状をみると前者の 4点は尖り気

味につくり、 6はやや平坦につくる。いずれも直口口縁であるが、2~5と6では異なる器形を示す。 2

は第26図 1と同様、口縁部が楕円形状を呈し、図の推定口径は短径を示しているとみられる。 6は有文の

査料で、縦位の沈線文が約 2cmの間隔で配されている。

器面調整は 2・3がわりと雑に施され、4~6は比較的丁寧である。 2~5は器面に指頭痕がみられ、

若干凹凸をなす。 5点とも胎土は泥質であるが、3~5は混入物が密に含まれ、手触りがザラザラする。

混入物として鉱物質の微砂粒と赤色粒がみられ、 6は赤色粒がわりと目立つ。器色は 2が赤褐色を呈し、

3~5は暗褐色、6は色褪せた赤褐色を呈す。3・6は若干簿手のものである。

7は口縁部上端に粘土紐を貼りつけて両側へ張 り出すようにし、口唇部を広くするものである。口唇部

は若干凸面をなすように仕上げている。広くなった口唇部から直線的に頚部に至るもののようで、同一個

体とみられる頚下部の資料と合わせて、口～預部の推定復元図を示した。頚下部の資科は粘土帯の幅を示

すもの（上下端とも積み跡で破損）であり 、それを参考に図のように推定した。それからすると推算口径

は約10cm、頚部の長さは約 8cmを測る。器面はナデ調整が施され、表面の方がより丁寧である。胎土は泥

質で、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を密に含み手触りがザラザラする。器色は暗褐色を呈す。
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8 ~11は外反口縁の資料である。11は比較的大型の資料で、胴上部までの器形が窺えるものである。胴

部から肩部が張らずに頚部へ至り、頚部が若干内傾気味に立ち上がる。口縁部上端で僅かに外反し、口唇

部は舌状を呈す。推算口径が約13cmと他の；資料に比べて大きく、頚部の長さは 7と同じ約 8cmである。賽

科の下部の推鉢径が約28cmである。胴上部にはラフな沈線が縦位に認められるが、文様を意図したものか

判然としない。表面は丁寧なナデ調整により滑らかであるが、襄面は粘土の積み跡や指頭痕など成形時の

調整の まま である。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒を多く含み、手触りがザラザラする。赤色粒

も散見される。器色は赤褐色を基調とするが、黒褐色や黄褐色を呈す部分もみられる。

8 ~10は口～頚部の査料で、8は口縁部上端を強く折り曲げて外反させ、 9・10はゆるやかに外反する

ものである。口唇部は 8が平坦で、 9・10は尖る。推算口径は 8・9が約 8cm、10が約10cmを測る。10は

有文の資料で、口縁部の表裏面に横位 ・縦位の沈線でジグザグ文様を配しているようである。3点ともナ

デ調整が施されており 、8は比較的丁寧である。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒がみら

れる。器色はいずれも暗褐色を呈す。

12~ 19は頚～胴部の資料である。これらの資料をみるとナデ肩のものが主流であったかと推察される。

また、胴部の最大径は30cm前後のもの (12・17・18)、40cm前後のもの (19)がみられる。前者のものが

普通であったかと考えられる。18・19は胴上部に横位の沈線が 1条配されている。器面のナデ調整は表面

に主眼がおかれているようである。12は11同様丁寧な仕上げであるが、17は第26図 lと同じように雑であ

る。それからすると精粗のものがあったかと推察される。

胎土はいずれも泥質で、12・14・18は石灰質の微砂粒を多砿混入する。表面側に集中するようで、裏面

側ではあまりみられない。13は鉱物質の微砂粒を多く含み、15・17は混入物の址がそれほど多くなく 、赤

色粒が目立つ。16・19は鉱物質の微砂粒を多孤混入し、手触りがザラザラする。ほとんどが暗褐色を呈す

が、 15は暗黄褐色を呈す。また、12・17・19は表面に黒褐色を呈す部分も見受けられる。

d. 甕 ．鉢形

得られた査料の主体をなす器種である。ここでは口径が10cmを超す中～大型のものについて略述する。

第26図4に示すものは一部ではあるが口縁部から底部まで接合できた大型 （推算口径が約36cm、高さが約

32cm)の査料であるが、底径が約 3cmと底径だけをみると小型に分類されるものである。例外的なものと

して捉えるかこの種の底部形状 （後述の底部査料の第 5種）を示すものにみられる特徴なのか注意される

賽料である。ここでは器形、大きさについて略述するが、後述の主な有文査料や底部資料を含めたトータ

ル的な検討までには至らなかった。今後の課題として引き続き検討を重ねていきたい。

今回の調査では破片の大型資料に恵まれたものの、口縁部から底部まで接合できた打料は第26図4の 1

点だけである。その他に口縁部と底部査料が明らかに同一個体とみられるものが2点 （第26図6・8)あ

るだけで、全体の器形を確定できるものはこの3点だけである。そのため、後述する底部形態との関連に

ついて言及するにはもう少し細かい検討が必要かと考えられる。

特徴的なものを第21図～第25図および第26図2~11、第33図 1~ 9に示した。かなりバリエーションが

みられ、下記の ように大別した。

第 1種ーロ縁部が外反するもので、その形状や胴部の状況などにより 、さらに細分することも可能で

ある （第26図7~9、第21図、第22固、第23図31~39、第24固 59~63、第33図1・9)。

第 2種一口縁部が内湾気味になるもの （第26図3・10、第23図40~49、第25図90、第33図4・5)。

第 3種ーロ縁部の方へほぽ直線的に開く感じになるもの （第26図4~6、第23図50~53、第24図54~

58・64~79、第33図2)。

第 4種一口縁部の方へすぽまり気味になるもの （第26図2、第25図80~89、第33図3・6~8)。
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第 5種 一口縁部から胴部下半へ丸味を帯びて移行するもの （第25図91~96)。

第 6種ーその他（第25図97~102)。

以上の 6種である。第 6種を除く 5種はさらに細分可能であるが、今回は時間的な都合もあ り、大まか

な分類を示すに止めた。以下、種別に概要を記す。

• 第 1種

口縁部をみると外反の度合いが強いもの （第21固 1~ 3)や上端部が僅かに外反するもの （第21図9~

17)、ゆるやかに外反するもの （第22図25~30)などが見受けられる。また、底部からスムーズに口縁部

へ移行するもの （第26図 8)や胴上部で直方向に立ち上がるため稜を有するもの （第26図 9、第22図18~

24)などもみられ、後者の中には稜の位置が胴部中央付近にくるもの （第22図22)も認められる。口唇部

は舌状を呈すものや尖り気味のものが主流のようである。

推算口径からみると20cm前後のものや30cm前後のもの、それより大きくなるものなどが見受けられる。

胴部に稜を有するものは20cm前後のものが多いようで、上端部が僅かに外反するものはいずれの大 きさの

ものもほぽ同じようにみられ、ゆるやかに外反するものは30cm前後のものが多く見受けられる。高さにつ

いては明言できないが、第26図 8は約26.5cmである。推算口径が約32cmであり 、その前後の口径のものの

高さの一端を示 しているものとみられる。

• 第 2種

本種も口縁部上端を若干内湾させるもの （第26図 3)や折 り曲げた感じのもの （第23図41・42)、胴上

部から膨らみ気味に口縁部へ至るもの （第23図46・47)などが見受けられる。第26図10に示すものは若干

波状口縁を呈 し、口縁部が内湾するものである。胴部中央付近でくびれ、その下方がやや膨らみ 「3」の

字状の形状をなす。大型破片の脊料で、若干波状を呈するものとして示 したが、判然としない部分も残る。

口唇部の形状は尖り気味のものや舌状を呈すものが主流のようである。

推算口径をみると上端部を若干内湾させるものは約28cmのものと約17cmのものがあ り、折 り曲げた感じ

のものは約20cm、約26cmのものが、胴部から膨らみ気味に口縁部へ至るものは約19cmである。推算口径が

約35cmのもの（第23図43、第26図10)もみられるが、20cm前後、27cm前後のものが多かったようである。

• 第 3種

少し細か くみるとやや立ち気味のもの （第23図50~53、第26図 4~ 6)、開き気味のもの （第24図54・

56・57・ 72)などが認められる。また、底部から胴上部へ直線的に向かうものが多くみられるが、第24図

67・74、第26図 6のように胴下半部が丸味を有するものも見受けられる。第24図67は強く膨らんでいる。

口唇部の形状は尖り気味のものや舌状を呈すものが主流のようであるが、 平坦に仕上げるものも比較的目

立つ。

全形の確定できる第26図4・6をみると 、 4は底部から口縁部へ開き気味にな り、胴上部がやや丸味を

持つ ものである。推算口径が約36.5cm、高さが約32cmで大きさのひとつの目安になるものとみられるが、

底径が約 3cmと小さな平底で、底面部を若干押し上げるものである。全体の形状をみると典型的なものの

ひとつかとみ られるが、底部形状が特徴的で注意される資料である。 6は胴部下方に丸味を持つもので、

乳房状尖底の資料である。口唇部のつくりや器面の状況など4とは異なるイメージのものである。推算口

径は36cmで、推算の高さが約29cmである() この両者からみると 口径が柄⑩前後のものはヽ高 さが3゚ 血前後

になるものとみられる。他の資科をみると 口径は25cm前後のものが多いようである。第26図 5は推算口径

が約43cmと、今回得られた賽料の中では最も大きなものである。

• 第 4種

口縁部の方へすぽまるもので、胴部が若干膨らみ気味のものである。口縁部上端を若干直方向へ折り返
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すものが多く （第25図80~89)、上端部がそのままのものは少ないようである （第26図2)。口唇部の形状

は尖り気味のものや舌状を呈すものよりも平坦なものが目立ってくるようである。

推算口径をみると20cm前後、 25cm前後、30cm前後、 35cm前後とバラエティーがみられ、25cm前後のもの

30cm前後のものがわりと多くつくられたかとみられる。

• 第 5種

口縁部から胴部下半へ丸味を帯びて移行するもので、比較的浅目のものになるかとみられるものである

第25図96は胴上部に断面三角形状の凸帯様のものが廻るもので注意される。口唇部の形状は舌状を呈すも

のが主流のようで、尖り気味のものや平坦にするものなどは少ないようである。口径をみると15cm前後の

ものから30cm前後のものまでみられる。

• 第 6種

前述の第 l~第 5種からはずれるもので、それぞれ種を設けるべきものかと考えるが、今回はここにま

とめた。第25図97は底部から口縁部へ直線的に開き 、口縁部上端を僅かに内側へ折り曲げる山形口縁の資

料である。推算口径は約15cm。98・99は胴部から口縁部へ直線的に内側へ向かい、上端部を折り曲げるよ

うに外反させるものである。推算口径は98が約13cm、99が約18cmである。100~102は胴上部で段を有すも

のであるが意識的なものかどうかは判然としな。100は口縁部上端を強く外反させ、101は上端部が僅かに

外反する。102はほぽ直口状を呈す。推算口径は101が約30cm、102が約20cmである。103・104および第26

図11は大きさのひとつの手がかりになるかとみられる大型の胴部片である。前 2者は最大胴径が約20cmで、

後者は約35cmを測る。

二．有文資料

一般的に無文化の著しくなる時期といわれており、本追跡の場合もその例にもれない。得られた土器の

全体に占める割合は低いものの、点数的には多く、文様の種類にもバリエーションがみられる。浮文、沈

文に大別できるが、この両者を組合わすものも見受けられる。虻的には沈文を施すものが多い。いずれの

文様も雑に施されるものが多く、他遺跡同様本時期のひとつの特徴を示しているようである。今回の調査

で得られた資料を下記のように分類した。

第 1類一凸帯文だけを配すグループ

a種一縦位凸帯だけのもの

b種一縦位凸帯と横位凸帯を組合わすもの

c種一横位凸帯だけのもの

d種一弧状を呈す凸帯だけのもの
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e種ー ロ唇部に沿うような横位凸帯を配し、肥厚帯をつくるもの

f種一瘤状の突起を付すもの

第 2類一凸帯文と刻文や沈線文などの沈文を組合わすグループ

a種一凸帯と沈線文を組合わすもので、表裏面に施文するもの

b種一凸帯と沈線文を組合わすもので、表面に施文するもの

c種一刻み凸帯と沈線文を組合わすもの

d種一瘤状突起と沈線文を組合わすもの

第 3類 一沈文だけを配すグループ

a種一沈線文だけを施すもの

b種一細沈線文だけを施すもの

c種一沈線文と刻文を組合わすもの

d種一刻文だけを施すもの

e種一無文。口唇部だけに刻文を施すもの

以上の 3類である。第 1・3類では a種が、第 2類では C種が主体をなすようである。第 2類 a種とし

たものは注目されるグループである。以下、類別に略述する。

a. 第 1類

第27図に特徴的なものを示 した。 1~ 10に示すものは a種に入るものである。凸帯の形状や長さ、貼り

つけ方など様々である。ただ、表面から裏面にかけて貼 りつけるいわゆる鞍状凸帯のものは表裏面とも同

じような長さで、短めのものが目につく (1 ~ 5)。10は 2本 1組で配している。凸帯が表面に長くみら

れるもの (6~ 9)は僅かに裏面にもおよぶ。器形的には口縁部が直口気味のもの (1-5・6)も見受

けられるが、外反するものが多いようである。 4は折れ曲がるようにきつく外反するものである。口唇部

は丸味を帯びるものが主流で、尖 り気味のもの (1)や平坦になるもの (4)などもみられる。

口径が推算できるものをみると 15cm前後のもの (1・5)、28cm前後のもの (2)が見受けられる。10

は口唇部に刻文を施しており、凸喘上にも施文されている。器面は滑らかなものが多くみ られるものの、

栢み跡が盛り上がるもの (1・2)もある。基本的にはナデ調整を施すようである。混入物は鉱物質の微

砂粒や赤色粒が多くみられるが、石灰質砂粒が目立つもの (3・4)もある。器色は黒褐色のもの (1. 

5・6)、暗褐色のもの (2~ 4)、暗黄褐色のもの (7・9・10)、赤褐色のもの (8)などが見受けられる。

b種に属すものを 11~16に示した。口縁部の 3点をみると凸帯は表面がやや長めで、裏面に僅かにおよ

ぶ。縦位凸帯が複数単位のもの 01・12・14)、横位凸帯が複数のもの (13)などがみられる。a種に比

べると断面が丸く 、細いものが目立つ。器形的には口縁部がゆるやかに外反するものが多いようで、口唇

部は尖り気味のもの (11)、丸味を帯びるもの (12・13)がみられる。推算口径が算出できたものは11だ

けで、約25cmを測る。器面は滑らかなものがほとんどで、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を混ぜるもの

が多い。器色は暗褐色のものが多く、赤褐色のもの (11)なども見受けられる。

c種のものは17に示すものである。カマボコ状のやや幅広の凸帯である。ゆるやかに外反する口縁部で

口唇部は尖り気味になる。推算口径は約15cmを測る。器面は滑らかで、混入物と して鉱物質の微砂粒と赤

色粒がみられる。器色は暗黄褐色を呈す。

d種のものを18~27に示した。U字状のもの (18・19)、逆 U字状のもの (20~22)、波状を呈すもの

(23・24)、逆しの字状のもの (25)などが見受けられる。ただ、同じ形状の凸帯でも貼り付けられる場

所には若干の違いが認められる。ほとんどが器面に貼 りつくものであるが、20は凸帯と器面の間に隙間を

設けている。27は V字状に貼り付けられるもののようで、下方の横位凸帯の状況も他と異なり 、本来的
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には本種からはずすものかと考えられる。裏面 まで凸帯がおよぶものは18だけで、 凸帯の貼 りつけは表面

だけになってくるようである。18は凸帯上に沈線を配すが、他の森料には見受けられない。

器形的には外反するものが多いものの、18・20のように内湾気味のものもみられる。口唇部は尖 り気味

のものや丸味を帯びたものが多く、 22・23のように平坦につくるものは少ないようである。23は口縁部上

端が両側へ張り出し、広くな った口唇部に約 4cmの長さの凸帯を貼りつける。凸帯は中央部がくぽみ、両

端が突出するように整形している。このような凸帯が何箇所に配されていたかは不明。 また、 25は凸帯の

配された横に小孔 （外径が約l0mn1、内径が約 5mm)が認められる。

推算口径の算出できたものは20・23で、それぞれ約11cmと約23cmを測る。器面はほとんどナデ調整によ

るが、 27は裏面の胴部に比較的明瞭な刷毛目調整痕が認められる。混入物には鉱物質の微砂粒や赤色粒、

石灰質の砂粒などがみられる。19・23は混入物の肉眼観察が容易である。器色は赤褐色 (18・20)、暗褐

色 (19・21・ 23・25・26)、黒褐色 (22・27)、暗黄褐色 (24)を呈すものなどが見受けられる。

e種のものは28・29に示すものである。前者は原く明瞭な肥厚帯をつくるが、後者は薄く 不明瞭なもの

である。批的には後者のものが多いようである。後者のものは口唇部に刻文を施すものもみられる。器形

的には外側へ直線的に開く もののようで、口唇部は丸味を帯びる。器面は滑らかであるが、 28は全面に指

頭痕が認められる。いずれも混入物は鉱物質の微砂粒と赤色粒が認められる。29は薄手のものである。器

色は外面が黒味をおび、内面は赤味を帯びた色合いを呈す。

f種のものは30-34に示すものである。 1個配すもの (30-32)と2個 l組のもの (33・34)がみられ

る。胴上部付近に配されるものが多いようであるが、33は口唇部に接するように貼 り付けられている。後

者のものは押さえ付けられたように扁平な感じになる。30・33からすると直仁1状のもので、 口唇部は30が

尖り気味になり、 33が丸味を帯びる。器面はいずれもナデ調整のようであるが、 1個配すものは泥質な胎

土で、2個 l組のものはやや砂質っぽい。混入物は鉱物質の微砂粒と赤色粒がみ られ、 2個 l組のものは

混入最が多い。器色は赤褐色 (30・31)、暗黄褐色 (32)、II音褐色 (33・34)を呈すものがみ られる。

b. 第 2類

第28図 1-15に特徴的なものを示した。a種のものを 1・ 2に示した。 1は口縁都が直線的に外側へ開

くもので、口唇部は尖る。推算口径が約38cmと大型のものである。表裏面にラフなタソチの沈線で曲線文

を施しており、表面の方が施文範囲は広い。また、細い紐状の凸帯を表面から口唇部、裏面にかけて配す。

表而では 1本の縦位凸帯となり、裏面では V字状になるように貼り付けられている。この凸帯が何箇所

に配されたかは不明。器面は滑らかで、表裏面に刷毛目調整痕が認められる。裏面のものがより明瞭であ

る。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒、赤色粒、石灰質の砂粒などが含まれる。器色は表面が暗褐

色、裏面が赤褐色を呈すが、表面では黒味を帯びる部分も見受けられる。

2は口縁部上端が若干外反し、口唇部は丸味を帯びる。推算口径は約31cmと1よりはやや小さいものの

大型の部類に入るものである。表裏面に幅の狭いヘラ状工具により浅く不明瞭な斜線を若干間隔を開けて

施文し、裏面はその後にやや幅の広いヘラ状工具により横位沈線を数本施している。表面はミミズ腫れ状

の凸帯が弧状にみられ、口唇部にも細い凸帯が横方向に配されている。器面は両面ともナデ調整が施され

ている。胎土は細かく 、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒が見受けられる。器色は表面が暗褐色、裏面が

黒褐色を呈す。

b種のものを 3~ 6に示した。 3は口唇部に凸帯の 1部が認められ、口縁部に沈線による曲線文が施さ

れている。 4は胴上部に断面が扁平な凸帯を横位に廻らし、その凸帯と口唇部の間に施文するが、器面が

剥がれており判然としない。口唇部にも刻文がみられる。 5は断面が三角形状の凸帯を口縁部上端と胴上

部に 1条づつ横位に配し、その間に上向きの弧状を呈すものがみられる。 6も上向きの弧状を呈すもので
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あるが、断面は扁平で、上部は口唇部の上方に飛び出る。 5・6は凸帯の縁に沿うように沈線文が施され

ている。いずれも全体的な状況は判然としない。

器形をみると 5は口縁部が内湾気味になるが、他は上端部が外反するものである。前者は口唇部が丸味

を帯び、後者のものは丸味を帯びるもの (3)、平坦なもの (4)、尖り気味のもの (6)がみられる。推

葬口径の符出できたものは 4だけで、約22cmを測る。 4点とも器面は滑らかであるが、 3・4は指頭痕が

認められる。いずれも胎土は泥質で鉱物質の微砂粒を密に含む。 6は赤色粒も散見される。器色は暗褐色

を呈すが、裏面は黒味が強くなる。

c種は7~13に示すものである。 7は縦位の刻み凸帯 （若干裏面までおよぶ）を間隔を開けて配し、そ

の下方に約4cmの長さの刻み凸帯を横位に配している。胴上部の横位凸帯は途切れ途切れになる。この凸

帯に囲まれた部分に鋸歯状の沈線文がみられる。口縁部が大きく外反し、口唇部は丸く、若干厚くなる。

推鐸口径は約32cmで大型の部類のものである。器面は滑らかであるが、表面には器面が剥げ落ちた部分な

ども見受けられる。裏面の口縁部には指頭痕、胴部には擦痕様の調整痕がみられる。胎土は泥質で鉱物質

の微砂粒を密に含む。器色は表面が赤褐色、裏面が暗褐色を呈す。

8 ~13は胴上部に 1条の刻み凸帯を廻らすものである。 8~10は凸帯と口唇部の間に施文しているが、

11は凸帯下方にも施文がおよぶものである。前者は鋸歯状文、後者は縦位沈線が胴上部で折り返すように

施文されている。後者のものは凸帯を切るように沈線文がみられ、凸帯を廻らしたあとに沈線文を施して

いる。12・13は約2cm間隔で 2本の縦位沈線文が認められるが、11と同じように凸帯下方にもおよぶのか

判然としない。ほとんどのものが口縁部は外反する。 8・10は胴部があまり膨らまないもので、 11は胴部

が膨らむもののようである。どちらが主流であったかは不明。

口径の推算できたものは 8が約12cm、11が約27cmで、10は推算胴径が約23cmを測る。大型、中型のもの

があったかと推察される。器面はナデ調整が施され滑らかであるが、口縁部上端には指頭痕がみられるも

のもある。10は裂面の上部に指頭痕、下部に擦痕様のものが認め られる。胎土は泥質で鉱物質の微砂粒と

赤色粒を密に含む。器色は暗褐色のものがほとんどであるが、 9は黒褐色を呈す。

d種は14・15に示すものである。14は刺突文を施した瘤状突起を口縁部上端に配し、口縁部に沈線によ

る曲線文を施文している。この瘤状突起は何箇所に付されたか不明。口唇部にも刻文が施されている。ロ

縁部がゆるやかに外反し、口唇部はやや丸味を帯びる。器面は滑らかで、胎土は泥質である。鉱物質の微

砂粒を密に含むほか、赤色粒も散見される。器色は暗褐色を呈す。

15は口唇下約 4cmのところに押し潰されたような円形状の突起が付され、口縁部上端に沈線文を施すも

のである。突起の周りは無文である。口縁部が直線的に外側へ開くもので、上端部が若干外反する。口唇

部は丸味を帯びる。器面は滑らかで、粘土の積み跡が盛り上がる。その部分には指頭痕も見受けられる。

胎土は細かく、鉱物質の微砂粒や赤色粒を多拡に含む。器色は暗褐色を呈し、裏面は黒味がやや強い。

c. 第 3類

特徴的なものを第28図16~29および第29図に示した。a種に属すものを第28図16~29、第29図 1~ 12に
示した。沈線文でまとめたが、直線を主体に構成するもの （第28図16~29、第29図 1~ 4)、曲線を主体

に構成するもの（第29図 5~ 12)がみられる。さらに細かくみると前者には鋸歯状文 (16~22)、斜沈線

文 (23・24)、格子目文 (25・26)、縦位 ・横位 ・斜位の沈線の組み合わせ (27~29)、縦方向の沈線文

（第29図 1・ 2)、縦位 ・横位の沈線の組み合わせ (3・4)で施文するものが、後者のものには斜位の弧

状沈線 (5)、波状文 (6)、山形文 (7)、波状文を互い違いに配すもの (8)、下向きの弧状文と横位沈

線の組み合わせ (9)、曲線文の組み合わせ (10~12)などがみられる。

施文部位をみると第28図16・22、第29図 1・2などのように口縁部および胴上部だけに施文するものが
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ほとんどのようである。 しかし、第28図28、第29図 6・8は裏面にも文様が認められ、前者は横位沈線、

後二者は斜沈線が施されている。また、第28図23・26、第29図11・12は口唇部にも施文するもので、前二

者は刻文、後二者は刻み目が施されている。施文は浅く不明瞭なものが多くみられ、第28図16のような明

瞭に施文するものは稀なようである。

口縁部形状は平口縁のものがほとんどであるが、第28図23はゆるやかな弧状を呈す山形部を設けている

この山形部が何箇所に付されたか不明。 また、第29図3は粘土を紐状にして貼りつけて口縁部を整えてい

る。器形をみると胴部があまり膨らまず、口縁部がゆるやかに外反するものが主流のようであるが、外側

へ直線的に開くもの （第28図16)、直□状を呈すもの （第28図20・26)、胴上部で若干の稜をつくるもの

（第29図 1・ 2・10)なども見受けられる。口唇部の形状は丸味を帯びるものが多く、次いで平坦にする

ものが目につき、尖り気味のものは少ないようである。また、口縁部上端が外側へ張り出し、口唇部を広

くするもの （第28図26)もみられる。

推算口径の算出できたものをみると 、15cm前後のもの （第28図18・27・29、第29図 6)、21cm前後のも

の（第29図4・11)、23cm前後のもの （第28図16・21・28)、34cm前後のもの （第29図10)がみられ、バリ

エーションのあった ことが窺える。器面はナデ調整が施され滑らかなものが多く 、指頭痕がみられるもの

も目立つ。第28図16は縦方向の、20は横方向の擦痕様のものが表面に認められる。また、第29図2は器面

の凹凸が著しい。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を混ぜるものがほとんどであるが、第

28図24・ 26は石灰質の砂粒も混ぜている。器色は暗褐色を呈すものが主流で、黒褐色のものも目立つほか、

赤褐色を呈すもの （第28図17・24)も見受けられる。

b種のものは第29図13-21に示すものである。ほとんどはラフなタッチで施された曲線文であるが、 17

は矮小化 したような鋸歯文を施文している。施文部位は a種と同様、表裏面の口縁部～胴上部および口唇

部であるが、裏面にも施文しているものは13だけであり、口唇部に施文するものは14・15である。14・15

は同一個体とみられることから 、本種においても口唇部や裏面にも施文するものは少なかったようである。

器形をみると直口気味に口縁部がやや外側へ開くもの (13・16・19)、口縁部が外反するもの (14・15・

17・ 18)がみられる。前者は口唇部が尖り気味になり、後者は18が尖り気味で、他の 3点は丸味を帯びる。

本種も胴部が膨らむものはみられないようである。また、胴上部の粘土の積み跡部が盛り上がり、肥厚す

るようにみえるものも見受けられる。大きさについては判然としない。器面はナデ調整が施されるものの

指頭痕がみられるものが多く 、13は両面とも胴部に擦痕がみられる。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微

砂粒と赤色粒を含むものが多い。16・17・20は石灰質の砂粒も混入される。器色は暗褐色のものや黒褐色

のものなど黒味の ものが多く見受けられる。

c種に入るものを22-24に示した。いずれも胴上部の横位刻文とその上方の鋸歯状沈線の組み合わせで

ある。23は横位文が押し引き文であるが、こ こに含めた。22・23の口縁部をみると 、いずれも外反するも

のであるが22は胴部がほとんど膨らまずに直線的に開きながら口縁部に向かうようで、23は胴部がやや膨

らみ気味になるもののようである。24の胴部賽科は22に似たような器形を示すものとみられる。22・23と

も口唇部は平坦に仕上げている。24は胴径の推算ができ 、横位文様の付近で約22cmを測る。器面はナデ調

整が施されるが、22・23は擦痕のみられる部分も見受けられる。胎士は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒

と赤色粒がみられる。 3点とも暗褐色を呈す。

d種に入るものは25・26に示すものである。 2点とも口縁部に 1条の横位刻文が認められる。25は口唇

部にも刻文を施している。いずれも口縁部が外反するもので、25は口唇部が丸味を帯び、26は平坦に整形

している。26は口径の推算ができ 、約14cmを測る。器面はナデ調整を施すが、裏面に指頭痕がみられる。

胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を含む。器色は25が黒褐色、 26が暗褐色を呈す。
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e種 としたものを27・28に示した。口縁部は無文のまま放置し、口唇部だけに施文するものである。刻

み目を配すものが普通のようである。器形的には胴部があまり膨らまず、 口縁部が外反するものが多いよ

うである。口唇部は丸味を持つ。2点とも口径の推算ができ、 27は約18cm、28は約23cmである。両者とも

器面はナデられ、裏面に指頭痕がみられる。胎土は泥質で、混入物に鉱物質の微砂粒と赤色粒を含む。器

色は暗褐色を呈す。

ホ．底部

今回の調査により数多くの底部資料が得られている。大別すれば丸底、尖底、乳房状尖底、平底のグルー

プにわけられる。しかし、仔細にみるとそれぞれの中で若干の差異がみられ、下記のように分類してみた。

第 1種一底面がゆるやかな弧状を呈す丸底のグループ

第 2種一底面が砲弾状の尖底のグループ

第 3種一底面部が厚く突き出たもので、いわゆる乳房状尖底のグループ

a、底面部は厚く弧状を呈すもの

b、底面部は厚く平坦なもの

C、全体の形状は bと同様であるが、底面を上げ底状に押し上げるもの

d、底面部は平坦であるが、内面が くぽみ底面部が薄くなるもの

e、全体の形状は dと同様であるが、底面を上げ底状に押し上げるもの

f、底面部への盛り上がりがよりスムーズになるもの

第4種一底面が平坦で、底径が5cm前後の平底のグループ

a、底面から直線的に外側へ開き、立ち上がり部は丸く仕上げるもの

b、底面から若干直方向に立ち上がり 、比較的カドを有すもの

C、底面が若干外側へ張り出す感じになり、わずかにくびれ部をつくるもの

d、形状は C と同様であるが、底面の中央がくぽみ、縁部をつくるもの

e、形状は cと同様であるが、底面の縁部の数箇所に粘土粒を貼りつけるもの

f、底面が明瞭に外側へ張り 出し、くびれ部は底面に近く、きついもの

g、くびれ部がやや上方にあり 、ゆるやかなもの

第5種ーその他

これらの出土状況をみると圧倒的に第3種、第4種が多く得られている。層位的にはV層で第 3種が多

<、 W層 .II C層で第 4種が多く得られ、第 3種→第 4種への傾向がみられた。 しかし、両者とも細分し

たもののつながりについては判然としなかった。特徴的なものを第30図～第32図に示した。

以下、種別に略述する。

：ヽ13 I . . . 
!_:_LO: .L. 
I : 
. ' ' !0.311・52 
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a. 第 1種

明確に本種に属すとみられるものは第30図 lに示すものである。底面はゆるやかな弧を描き、そのまま

直線的に外側へ開いて胴部へ向かう 。器面は雑なナデ調整が施され、凹凸が著しい。胎土は細かく石灰質

の砂粒を多罷混入する。外面は赤褐色、内面は黒褐色を呈す。

b. 第 2種

本種に属すと考えられるものを第30図 2~5に示した。 2は典型的なもので、 3・4は底面が濱れた感

じになっている。 2・4はやや立ち気味に、 3はその 2点より開き気味に胴部へ移行するもののようであ

る。 2・3は制作時の際の粘土の繋ぎ目が盛り上がり、凹凸のある器面状況であるが、 4はそれに比べる

とスムーズな器面の状況を呈す。粘土の積み跡の状況が判明する 2・5からすると、底面に近い部分は粘

土紐の幅が小さめで、そこから 2段目、 3段目と幅の広くなる粘土紐を積み上げているのが認められる。

いずれも器面はナデ調整によるが、それほど丁寧ではない。 2は指頭痕、 3は縦位の擦痕が外面にみら

れる。どちらかといえば内面の方が滑らかである。 2は胎土が細かく、石灰質の砂粒を混入し、 3はやや

砂質の胎土に微砂粒が混入され、 4は胎土が細かく、鉱物質の微砂粒が多枇に含まれる。

5は底面部が欠落しているが、本種になるかと考えられる。粘土の繋ぎ目の盛り上がりがみられ、若干

凹凸をなす。胎土は細かく、鉱物質の微砂粒を多羅に含む。両面とも暗茶褐色を呈す。

c. 第 3種

いわゆる乳房状尖底で、前記したように底面部の状況や厚みから a~f種に細分した。

a種としたものは第30図 6~16に示すものである。 6は第 2種の感じを残し、尖り気味のもので、 11. 

16は端部がややめくれた感じで立ち上がり部がくびれる。胴部へはかなり外側へ開いて移行するもののよ

うであるが、 8・11-13はやや立ち気味になる。いずれも器面はナデ調整が雑に施されている。 6・9・

11 ~ 15は胎土が細かく、鉱物質の微砂粒を多批に混入しており、 6はそのほか赤色粒も多盤含む。 7は胎

土が砂質で、石灰質の微砂粒を密に滉入する。 8・10・16は泥質な胎土で、石灰質の微砂粒のほか赤色粒

も散見されるが、餓的には多くない。

b種に分類したものを第30図17・18に示した。 17はやや立ち気味に、18は17よりも開き気味に胴部へ移

行するものとみられる。 2点とも器面はナデられているものの雑で、 凹凸が著しい。 17は胎土がやや砂質

で、鉱物質の微砂粒を密に含む。18は泥質な胎土で、混入物はあま り含まず、赤色粒が散見される。

c種に属すものは19・20に示したもので、底面部を 5mmほど押し上げている。いずれも直線的に外側へ

開いて胴部へ移行するものである。器面はナデ調整が施され、 20はより丁寧に調整されている。 2点とも

外面よりも内面の方が滑らかである。胎土は19が泥質で、石灰質の微砂粒を疎に混入し、 20が胎土は泥質

で、鉱物質の微砂粒を密に混入している。

21は上記3種のいずれかになると考え られるが、底面部が欠落し判然としない。

d種に属すものを第31図22~26に示した。底面部の幅は 2~ 4 cmぐらいで、 b種とほとんど変化はみら

れない。内面がやや凹む感じになり、底面部の厚みが lcm前後と若干薄くなるものである。23・24はわず

かに底面が押し上げられている。いずれも直線的に外側へ開きながら胴部へ移行するもののようである。

器面のナデ調整は雑で、どちらかといえば内面の方が滑らかな仕上がりである。胎土は細かく、鉱物質

の微砂粒を多塁混入する。25・26は赤色粒も散見される。

e種は第31図27・28に示したもので、 27はかなり立ち気味に胴部へ移行するもののようで、 28は開き気

味になるようである。器面は軽くナデ調整が施される。胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒のほか赤色粒が密

に混入される。

f種に属すものを第31図29~32に示した。底面から胴下半部ヘスムーズに移行するもので、 29・30は底
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面の厚さが3cm前後と原く、 31・32は 1~ 2 cm前後とやや簿くなっている。32は底面からの立ち上がり部

に粘土紐を貼りつけたところがみられる。器面はナデ調整が施され、 31・ 32はより丁寧に施されている。

32は内面に擦痕様のものが明瞭に残る。いずれも胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒のほか、 赤色粒が混入さ

れている。30・32は赤色粒が目立つ。

d. 第 4種

先述したように底面からの立ち上がり部の状況や底面の状況から a~gに細分した。特徴的なものを第

31図33~51、第32図52~73に示した。以下、それぞれについて略述する。

a種に屈すものは第31図33~35に示したもので、底径は 3~ 5 cmを測る。33は内底面のほぽ中央部に円

形の小孔 （直径約 5mmで深さ約 2nlffi)が認められる。いずれも器面は雑なナデ調整が施され、胎土は細か

く、 33・34は鉱物質の微砂粒を、35は石灰質の微砂粒と赤色粒を多絋混入する。

b種は36~44に示したもので、底径が約 4cm~8cmと幅がみられるものの、 6cm前後の大きさのものが

主流のようである。43・44は底面部が厚 くなるもので、 44は底面に l~ 2 cm大の略円形の粘土粒が、2個

並んで貼り付けられている。また、 36・39は若干上げ底状になる。器面は比較的丁寧なナデ調整を施して

いるが、立ち上がり部に指頭痕を残すもの (36・38・42)が見受けられる。また、38は内外面に刷毛目様

の調整痕が認められる。胎土はやや砂質のもの (36~41) と泥質のもの (42~44)がみられる。混入物は

36が粒の粗い鉱物質の砂粒が密に含まれ、それが器表面に露出して手触りがザラザラする。37~41は鉱物

質の微砂粒を多紐に含む。42~44は鉱物質の微砂粒を多羅に混入するほか、赤色粒も目立つ。

c種に属すものを45~48に示した。46はくびれ部からほぽ直方向に立ち上がって胴部へ向かい、他の 3

点は外側へ開くように胴部へ移行するもののようである。46は若干上げ底状になる。底径は47が約4cm、

他の 3点は約 6cmである。器面は45・48が比較的丁寧なナデ調整を施しているが、 46・47はそれほどでも

ない。46は内面に縦方向の刷毛目様の調整痕が認められる。45・47は底面の近くに指頭痕がみられる。胎

土は45がやや砂質で、他の 3点は泥質である。混入物は45が鉱物質の微砂粒を多く混入するほか、赤色粒

も散見される。他の 3点も同様な混入物を含むが、散見される程度である。

d種 としたものは49~51に示すものである。いずれもくびれ部から外側へ開くように胴部へ向かうもの

のようである。51は中央部のくぽみの径が小さくな っている。底径は49が約4cm、他の 2点は約 5cmであ

る。器面はナデ調整が施され、50だけが比較的丁寧な調整を施す。胎土は 3点とも泥質で、鉱物質の微砂

粒や赤色粒などが散見されるものの、混入物の最は疎である。

e種は第32図52に示すもので、くびれ部から直線的に外側へ開きながら胴部へ移行するもののようであ

る。底面の粘土粒は押し潰した感じで、雑に貼りつけている。大きめのものと小さめのものを 2個づつ相

対するように配している。底径は約 6cm。外面は丁寧なナデ調整により滑らかであるが、内面は縦方向の

刷毛目様の調整痕が密に認められる。胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒のほか赤色粒も散見される。

f種になるかとみられるものを第32図53~67に示した。器形的には59のようにくびれ部から直線的に外

側へ開いて立ち上がり 、胴下部でやや立ち気味になって胴上部へ移行するものが一般的であったかと推察

される。66・67はくびれ部からの開きが、他の査料に比べて大きい。底面の外側への張り出しは先端部が

尖る感じのものが多く見受けられるが、61~65はやや丸味を帯びる。55・56は底面が若干上げ底状になっ

ている。底径は 4~ 7 cmのものが見受けられるが、 5・6cmのものが多いようである。器面はナデ調整を

施すが、雑に施されるものがほとんどである。56・63は立ち上がり部に指頭痕が認められる。胎土は泥質

で、鉱物質の微砂粒を多く混入し、赤色粒が散見されるものが多 く見受けられる。砂質の胎土を有すもの

(55・56・59・64)でも混入物の状況に極端な変化はみられない。

g種 に入るかと考えられるものは第32図68~74に示すようなものである。 ＜びれ部からの立ち上がりの

-46-



第 7表 a 第 1群土器観察一覧 第 7表 b 第 2群土器観察一覧

ー47| 

i!~ no J+B り 1)•) ト 尼 庖偏考 法賢(cm) 器而認乾 器伍 胎土 酒．入物

l I D-16 IV 好斃、藉胡薫
1衷直ー赤暗褐姐色伍、

細かく、 チャート、石英砂粒

I面 汎3質

2 1 H-17 11最下部 ナデ調整 暗褐色 細加竹かく、 チャ ート、石英砂粒

3 C-21 IV 玖 ft"1ト
1両若面と擦痕

1表辺ー黒赤桔虹色釦▲、
細かく、 石英、チャート微砂粒

しい 淋質

4 2 F-26 攪乱 両面と擦痕 赤褐色
1細質かく砂 チャート、石英砂粒

l芸 しい

5 l D-22 v試掘 口径20.4 
器高20.0 

6 5 S-21 IV ナデ調整 1 表直—逸黒褐伐豆色、 細かく、 石英、チャート微砂粒

14 l砂竹

7 I D-11 IV 試掘卜 ~'If ナデ調整 赤褐色 細かく 、 チャート、石英砂粒
1泥哲

8 不明 砂 ナデ調整 赤褐色 細かく、 チャート、石英砂粒
I~ 竹， S-? v盛土 ナデ調整 黒褐色 細かく、 石英質微砂粒

砂質

10 不明 口径174 ナデ認整 暗茶褐色 細か く、 石灰質微砂粒
I加呵

11 5 キ-3 IV 口径192 ナデ臨整 暗褐色 細かく、 石灰質砂粒、石英質微
茄3質 砂約

12 5 T-11 m砂ま じり ナデ調整 暗褐色 細か く、 石灰質砂粒
I, 泥竹

皿 no JJ£i り1)外 屑 屑備考 法胃(cm) 器面認乾 器色 胎土 涅入勃I

I 3 P-35 IV西壁 口径25.4 

2 3-12 口径26.8 ナデ調整 表ー黒褐色、 細かく、 石英質砂粒、黒色鉱物， l.ltl-賠苗姐釦 汎3留

3 不明 口径21.6 ナデ閲整 暗茶褐色 細かく、 石英質砂粒、黒色鉱物
氾匹 、細かな赤釦．約

4 l D-2 I n 21 口径約260 ナデ調整 暗褐色 細かく、 石英質砂粒、黒色鉱物
・加哲 、細かな赤角粒

5 3 P-R2 IV上部砂 口径24.0 ナテ＇調整 暗褐色 細かく、 石英質砂粒、黒色鉱物， 氾哲 細かな赤色粒

I 5 6 不明 ナデ調整 暗褐色 細かく、 5讚 罷 枷 鵡 、 叡 饂 で
添質 bる．

7 6 G-31 ナデ調整 表—暗褐色、 細か く、 石英、細質微砂粒、黒色鉱
-35 裏』暗苗褐色 派質 1物 かな赤色粒

8 3 Q-24 IV 下 口径202 ナデ梨整 暗褐色 細かく、 石英質砂粒
沿ヨ咽

9 7 うー1IV 上2 口径110 ナデ関整 表ー黒褐色、 細かく、 石英質砂粒、黒色鉱物， 虚ー暗苓栢角 泥質 赤色粒

10 3 P-20 T T砂 口径18.6 ナテ＇品l整 表ー赤褐色、 細かく、 石英質微砂粒、黒色鉱
-29 直ー里ほ釦 泥竹 ” JI I P-14 n 2s 口径186 ナデ調整 暗褐色 細かく、 石物英、毀細微砂粒、黒色鉱

30 1泥哲 かな赤色粒
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第 7表 c②第 3群土器観察一覧
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19 11 6 X-34 IV 
12 6 -8 IV 
13 6 W-24 IV 
14 5 W-14 IV 
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第 7表 d 底部観察一覧
,-. : : . . : : .. . :no:I : クリット ： ： cm 

I) あ—u. .. : : 土濃 底径3,0 . ; 第1桟石灰質砂粒、赤色粒
，2:1: え~ll. •v.• 土鳴 底径~-o .... ・ ；石英質微砂粒、赤色粒
3: 7 : うー30 'IV 底径u 第 2種a石英質微砂粒．、赤色粒 ．． 

, (7 ・.[~tk虞乱］底釦. 2: : 石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
s:1! あーfr:Y上 ．底径LL.: 石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
6:6 . .'Y~!.2 .... [1'(p(tl6 底径2•. Q 第2種b[石英質微砂粒、赤色粒
7 L;.H.&. . :v• 上 ；底径LL) ....)石英質微砂粒、赤色粒 ．

.. 8、1•. ¥ヽー，2・1 , IV・．．． ….'底怪U ... • 第 l釦 ．：石英買微．砂粒．ヽ．．赤色粒
9 7 • ぁ—35 IV • 底径LO 第2種b石 英質微砂位、赤色粒

; 10:1 z-n . :i:v:. 下 ，底i!.2,j 石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色舷
30 •1.1.:.s v-_35_ JV.: ... ...'底径LS 第 3極a石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
[12): あー3.4.. .I,V最下 底径U.: 石英閃微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
!3'6.X-34 V 底径3,0 ・ .i石英質微砂粒

•. ¥4 .1 .. い-34.. :IV, . . 底径2-.6 .... 第 3穫b石英買微砂粒
)5 . 7 あ—, s : V 底径u 第 3種c石英質微砂粒 ． 
, 16) :x~1s :i.v: 底釦.~ 第 3:種虹石英質微砂粒、黒色鉱物
: 17 6 :w-32 IV・ 底径2.Q 第3種b • 石莱門微砂粒、焦色鉱物
18 7 :IJ-lJ'.:32 • V l(t牡i』 ：底径2,L: . [石英質微砂粒、赤色粒 ． 
19 1. iう・えー32,IV . . . ; 底径42 .• 第 3種C:石英質微砂粒、混人塁は疎である
20 :s w.~.J.s. Lrv • ....... 滋底径U . '.... : 石英質微砂粒、黒色絋物
.21 :8'Z-16 .... .. : IV [下面 底径3,3 第 3穫b石灰質砂粒
22;8; た5... .. ; IV上面 ，底釦 1 .• : 石英質微砂粒、赤色粒
.2U U ..... JY.: 下面 底径u : • 石英買微砂粒 ．． 
24;7あ．咄p , IV • ．．底径LL 第 3種d石英質微砂粒、凩色鉱物、赤色粒
2.5.Jあー2L.. .• IV下 ． 底径3,J... : ; ・石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
鼓 [1:1~15 :JL2S~3P 底径3,L: . : 石灰閃砂粒、石英買微砂．粒、赤色拉
: 21 1 • あー29 : IV' ．．．．．．．．． ．底径，2• ..6 .. 第3種~. :石英質微砂拉、赤色拉
, 2a:s : r~34 ... :w最下 •底怪3..6 第3棟~:石英質微砂粒 ． ． 
; 29 :.:f明． ．．．．：底．径ふ..L • '石英質微砂位．赤色粒
30 .. 7 あー34. v灰 集中部底径3,2 第 3種r[石英質微砂粒、．．赤色粒

31,.31;1 :~~u :Q:3Q::'.'JS 底 ．径3-0.) E~ 麟蘊叫雌である，
: 32.1. :.,~.1.6. : 11.J0~3~ 底径3,s • .. . l破割批庫臥臼で秘，
3 3'6'W-32 ...• IV・ 底径3..L.... i石英質微砂粒
34.'.1 .; えー30 . .;.IV : 最下部 ；底径u 第 4種a;滋麟細叫岬
35 1 D-11 ; 11. :zP--:-?.~ 底径4.J :. ......... : 石英質砂粒、赤色粒
36: 8 えーn LIY[貝 ．底径4,L.:第(種11::石英買砂粒
37 i 1あーn..)Y下 底径u 第種b碩輝他租i沿ふ逍で秘

• 38」 GH.8-22 ,.D: .. .. .'底径い ．石英質微砂粒、細かな赤色粒
: 39 .s J .~7 :rv: ... . : 底径4.6 第 4種b石 英質微砂粒
;49;7 ; うー29 ; 表土 ，底径6.8 • i石英質微砂粒
41:1・・ え-28. 'iv ・．底径5.6 石英質微砂粒

no'籾グリット ；屑屑脩考 ；法霰(cm1 . ,,'i'I . 
) .t4;.J .. ;f..-Q.¥炉ztl!ll掃除 ；底径L6.: ; 石英質微砂粒、．赤色拉
(3ふL'. .J~lt.......'..!l ..'.tS-:--39. …．；底釦,•• L .. i第4種b;石英質微姓舷、．．赤色粒
[4(t [ヤL [J¥IL. [底径U ..... : .. : 石英質微砂粒、赤色舷
45;¥.. ふu. . ;k ....... . : 底経~.L) l石英買微砂．粒．ヽ．赤色粒 ．．．．．．． 

31JU・．うー3.3 .. JY最 下 底径.U...... : 第4種c:石英質微砂粒、混人罵．は疎．である
41, 1 •0-16 ょk...... .. : 射u恥.( :. 石英質微砂舷、．混入慧は疎である…••
: 4~J lG:U .... !kl . . : 底径L&.:.... ; 石英質微砂粒、．細力~t.j:,赤魚粒． ． 
: 49 • 1 ; E-11 ．．．．．ぶ!l.. :.39~.3.5 .. 盆底経Lt 、 石英質微砂舷、混入量は疎である••••… 
; so:1+12・・ ;11: 最下部．；底経.5,.Q.. 第 4種d石英質微砂粒、混人璽は疎．である
, .51..;J :v.~1s .....• k; .. .l底径.u .. : .. . 石 英質微砂粒、細かな赤色舷．
• 52'I ,E-11 : ll :(20--::rn., 底径L2. • 第4種~.•石英慣微叫紐． ．．．． 
:53.1 J-13 .:11最 下1..... : 底径i.s . • l石英買微砂舷、赤色拉 ．
;SU ; W~.24 _l!l.: 最下 ．．．．底．径s.. s.: : 石英質微砂応．．赤色．粒
; 55'1 ,P-11 ... .. : (C : ..... …底経¥,6... .• 石英質微砂粒、赤色粒 .…•.. 
56 [1 [ll:12 le③ • . . 底径LL.... i石英質微砂粒．、混A麗．は疎であ．る．．．
.51 ; L)~\.5 ........ JA J9::::15 . ; 底釦,Lj (石英買微砂．粒．ヽ．．混A盪は疎．である
、.5~1.. :~~1.5 ..... .d,. . ........ : 底径.5-R... : 石英質微砂粒、細かな赤色粒
登 ．． ：．不明 ．．：．．． ……底径Lt 第 4種f:石英質微妙粒、．赤色．粒
; 60」 ,.1.~1s.... L11・45:--30 底径LL.... i・石英質微妙粒、赤色粒
JI I :Ht .. [ 11.: (¥9:::-U)底．径4.Q • • 石英沢微砂粒、赤色拉
62L¥ ...• ~~1L ....• 11 , 35"J~JU[底径5. 0 .) 石英質微砂粒 …........ 
s3;1..,Lu . ,11)1 底径H.... : : 石英問微砂t立、赤色粒
, 6.4.• 7 , え．ー25.... • IV下部 底経1,j 石英質微砂粒
:w1 •F-16 le• ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．；底径LL., [石英質微妙粒

32 \6~)+12. :11:F瞬．り l l'rL• 駄u:....... l石英質微砂粒
紅. :.6 渭~.3.◄…….. JY• .. ・・・ ；底経LL.... : ; 石英質微砂粒
&s ¥ :0-11 L11最下11:底径6,Q: :, 石英質微妙舷．．． ．． 
, 69;\..J~lS .. J<⑮ ．． ….: 底経L5 石英買微砂粒、赤色粒 ． 
L19.J . R~.IL. .. IL畦中． ：底径LS... 第 4種g石英買微．砂拉、．赤色拉
: u.:1. かu.....UL 4P-:-rs ... .l底径.U 石英質微砂粒
:n:1.: いー2L....'.YよPi¥Z ; 底釦,J 』 ・石英質微耽粒、赤色拉
1~ •L:U,7 .II'.. ….... : 底経.U : .. : 石英質微砂粒
:H :.5 [UL  .. l.V・下 底径u 石英買微砂粒
lll) ;E:U ......• ,~: ..... ; 底径.5.L ; 石英質微砂粒、赤色粒
: 1.U .. klZ ... ,!! .• 下課賭りL.. ¥底径u • 第 5種 ．石英質微砂舷、．赤色舷．
,77;5 -¥-22 'IV ........ .l底釦1,.1 • : 石英質微砂粒
・uf; な 31 i ; 表土 ．底径LL.;. 石 英質微砂舷．．
: 1.9 J. ,E~.1.5. ; !l .. • (25-::'.39)底径u 第邁.:石英質微砂粒、赤色舷
: 80 [l :E-17.. . Lk 底径，5，L .:第7穫 ：石英質微砂粒、赤色粒
s1:s Y-23 •IV • • ・s.o : s~ ． 
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第 7表 d 底部観察一覧
lijl no l枢グリ ッ ト：fi: 1'i脩考 法氣(cm

1: 7_あ-31 ・ 土填 底釦.0 ... : 第 1種 ；石灰質砂粒、赤色舷: u、え-31....、v_土濱 底掻3.0 ... • 石英買微砂舷、赤色粒
: 3・？ ：うー30.. IV 底径4.0 .. ・'第2穫a石英只微砂粒、赤色粒 ． 47 • 溝状撹乱底径(.2 ,: 、石英只微砂粒、悶色鉱物、赤色拉 ．
• 5. 7 : あー34 . Vよ 底径4•. &... : .. : 石英買微砂粒、盟色絋物、赤色粒
• 6,6 .Y-32 .. ,¥V.Pill6 [底径2.0 第 2種b[石英閲微砂粒、赤色粒
7 5 HB  :viよ 底怪2,.t.彎； ．；石英質微砂舷、赤色拉

, B .1 : いー27 ;IV. . . 底径2.4 .. 第 3穫a'石英質微砂粒、赤色粒
• 9, 7 . あー35 . IV 底径3.0 第2種b石英買微砂粒、赤色粒 .. 
: 10-1 ;2-32 'IV: 下 底径2.5 • ；石英質微砂粒、燻色鉱物、赤色粒

30:11 ,5 :y-35 IV・ 底釦._5 : 第3櫂a:石英四微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
12 1 あ— 34 . ¥V最下 ：底径3.3 : '石英質微砂粒、黒色鉱物、赤色粒
I 3 6 X-34 V 底径3.0 石英質微砂粒
14 1 . いー34 : lV. . 底径2.6 ....... 第 3穫b.石英質微砂拉

• 15. 1 , あー35 • V. • 底経2.0 第 3櫂c石英四微砂粒
16 :5•X- 15 ' IV [ . 底径3會 3 : 第3穫a.l石英門微砂粒、昴色絋物
_17'.5 ;W-32 _IV 底径2.0 第3穫b石英質微砂粒、黒色鉱物
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状況は f種とほとんど同じで、 直線的に外側へ開いて胴部へ移行するもののようである。74はやや立ち気

味に胴部へ移行するようである。73は底面が約 5mmと薄くつくるものである。71は底面に径が約 8mmの円

形状の粘土粒が2箇所 （約 1cm間隔）に認められるが、意図的に配されたものかどうか判然としない。74

は底面に葉痕が認められる。底径は 6cm前後のものが普通のようである。

器面は雑なナデ調整が施されるが、 74は比較的丁寧なナデ調整が施されている。71は外面の、 74は内面

の立ち上がり部に、指頭痕が認められる。また、 73は内面にヘラ様のエ具に よる調整痕がみられる。胎土

は71・74が砂質で、他は泥質なものである。混入物には鉱物質の微砂粒と赤色粒などを含むが、錆的には

多くない。

e. 第 5種

第32図75~79に示したものである 。 75·76は形状的にはくびれ平底に入るが、端部を丸くしていること

からここに示した。76からすると底面から直方向に立ち上がり、そこから直線的に外側へ開いて胴部へ移

行するもののようである。両者とも底径は約 5cm。いずれも器面はナデ調整が施され、特に76は両面とも

丁寧に施され滑らかな器肌を有す。胎土は泥質で、鉱物質の微砂粒と赤色粒を含む。

77は推算底径が約12cm、78は推算底径が約 4cmのものである。77は直線的に開きながら胴部へ向かうも

ののようで、 78はほぽ直方向へ立ち上がっていくもののようである。底面からの立ち上がり部のカドは丸

味を帯びる。両者ともナデ調整が施されるが、 78は外面に縦方向の擦痕様のものがみられる。胎土は泥質

で、混入批は少ないものの鉱物質の微砂粒などがみられる。

79は尖底の底に 3個の足状の突起 （円柱状のもので直径約 1cm、長さ約 1cm)を付したものである。特

徴的な；介料であるが、得られたものがこの 1点だけであり、全体的な様子はつかめない。

80・81に示したものは底面が剥がれてお り、とのよ うな形状のものになるか判然としないものである。

現資料の底の推算径は80が約 6cm、81が約 8cmである。いずれもナデ調整が施されるものの、81は立ち上

がり部に指頭痕が認められる。80は胎土が泥質で、赤色粒を多麓混入するほか、鉱物質の微砂粒も散見さ

れる。81はやや砂質の胎土で、鉱物質の微砂粒を密に含む。

4. 第4群

いわゆるグスク系土器と呼称されるものである 。 今回の調査では第33図10~13に示した口縁部に他の若

干の胴部破片が得られただけである。点数は僅少であるが、鍋形 ・壺形 ・鉢形の資料が得られている。以

下、図示したものについて特徴を簡記する。

第33図10・11に示したものは鍋形の口縁部資料である。2点とも小破片のため器形や大きさは不明。10

は口唇部に接するように瘤状突起が付されており、石鍋模倣土器とされるグループにみられる縦長の瘤状

把手が矮小化した感じのものである。11は瘤状の把手が付されたかどうかは不明。いずれも口縁部が内湾

するもので、この時期の鍋形の特徴を有している。口唇部は10が尖り気味になり、 11はそれよりやや丸味

を帯びる。器面は滑らかに仕上げられ、裂面に指頭痕が認められる。両者とも胎土は泥質で、混入物に石

灰質砂粒を密に含む。器色は10が暗褐色、11が暗茶褐色を呈す。

12は壺形口縁の資料で、推算口径は約12.6cmを測る。頚部下端から肩部への移行部をみると鉢形になる

可能性もある。頚部はゆるやかに外反して立ち上がり （約2cm)、口唇部は丸味を持つ。器面は滑らかで

あるが、表裏面に指頭痕も見受けられる。頚部下端の裏面では稜がみられる。胎土は泥質で、混入物に赤

色粒や石灰質砂粒を含む。混入鉦はそれほど多くない。器色は暗褐色を呈す。

13は鉢形の口縁部資料である。口縁部上端を外側へ摘み出すようにし、口唇部は尖る。器面は滑らかで

外面の口縁部や裏面には指頭痕が認められる。 また、器面は表裏とも細かなアバタ状を呈す。器色は暗褐

色を呈す。
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第 2節石器

本辿跡では破掛品を含めて~79点得られた （第 8 表）。 器種は石鏃、石製品、石斧、石斧転用品、敲石 ・
磨石類、クガニイシ、球状石器、砥石、有孔製品、石皿の10種に分けられ、同時期の遺跡に比べて多種

にわたる。出土批では敲石 ・磨石類が290点 (77%)で最も多く、次にセットで使用される石皿が41点
(11 %)で続く 。一方石斧は22点で総数の 9%と比率が低く、この傾向は後期造跡の特徴といえる。

石器の大半は5、6、7地区で出土し、なかでも後期に相当する [¥T、V培に集中している。

以下、各器種ごとに述べていく 。

第34図 石器層序別出土状況

200 , ............................ 口............................, .................................... .. 

150 , ........ _・.......................................................................................

個
数 100, ........ …, ................................................... . 

50 , ............... ●●● ........................................................................... す

゜

．．＂．．．．．．，．．．．ヽ● 9●●● ヽ．． ． ．．． ．． ， ．．．． ， ． ． ．．．．．．．．． 、 ．．．．．．，匡llillP—j鏃 ・・••

国 11製品

匿 硫
．．．．．，．ヽ●●・＂．．．．．．忍旦―石斧転H」,',/:

匿 如 ・ig;.fi類
巴 醐

.................................................. 臨 1-f-fし製品
, ......................... .. 

亡コ石皿
匿璽 クガニイシ

匡自 球状石器

JI 工―a Ire ][ 1V 寸

（出土地 ）

灰
土
墳

土
凛
ー

土
凛

II

第 8表石器地区別出土状況

心~~ Ill!! 区
2 3 ltl! 区 4Ill! 区 5 6地区 7 111! 区 地8区 1＇111!不叩明1表不 1閲 土 土 1)ヽ 台
地区 地 区 壕

llallclVV OIVUIVV砂 IlDI IV V IV V IV V 及 llIV V 灰 IJV Va  V採明 乱 壌 2 計 計
石 僅 完 I l I 

薮 l I 2 
i石 磨製恙製

破 I .. 1 I I I I 1 1 
完 l. l I l l 5 

石 破 4 J l l l 1 2 l l l3 18 斧局部 隅製 元
＇ l I I 

3 l f-½-未到 品 2 ！ ・ ・ 1 
石 斧転用品完 l 1 1 3 3 I A 煩 完 2 7 2 4 2 1 13 14 6 3 l 3 1 

" 
64 

岐
： : l 1 l l 7 2 15 6 l 2 1 1 5 3 47 8 旱~ 

B穎 完 1 ： 1 2 ' 3 l 
敲 破 l .' l 2 l 5 13 
石 C訊完 1 I 1 1 3 

破 2 l 1 4 l 9 12 
府 D 顧 1 完薮 1 3 5 5 1 11 2 2 2 

21 
32 

石 I l 3 l l l 10 42 
顛IE穎 完 2 

・I 1 ! 2 l 8 5 5 4 J 1 1 J l 33 
破 l 4 l 2 3 1 9 2 l 5 6 ， l l l 5 2 56 89 

F類 完 1 . 1 1 3 , 1 5 4 1 17 
破 l 1 1 2 1 6 23 クカ‘ニイシ完 Tl I I l 1 球状 石 器 完 I I 1 1 1 3 3 

日 i品
薮 1 I 'l J 1 1 l'l 7 7 
完 1 2 1 l 1 1 : 7 
破

．1 ． 
1 8 

石 皿 完 1 ・ 6 l 1 1 ， 
破 1 l l l 5 1 l 6 2 2 3 3 l 3 l 32 41 用途不明品 破 I 1 1 1 小 計 -元曇 2 l 2 2 2 2 1 6 17 3 26 9 1 1 47 27 8 8 ,2 3・ 1 7 2 6 187 
破 2 11 1 l 1 1 3 2 . 1 1 4 l 11 2 28 6 2 l 32 20・3 17 3 3 2 19 2 10 2 192 

合 計 4 12 3 l l 11 12 3 4 2 2 l 10 l 28 5 54 15 3 2 79 47 11 25 l! 6 3 13 26 4 16 12 1379 
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1 . 石鏃

有茎 ・無茎の磨製石鏃が各 l点ずつ、計2点が得られた （第35図 l、2)。個々の詳細は、第9表に示

した。

第 9表石鏃観察一覧

挿図 番 残 長 ・幅 ・厚 菫 量

分類 石阿 観 察 事 項 出土地

図版 号 存 cm g 

第35図 長 (I.7) 黒色 磨製石鎌。頭部先端及び裏面の右側茎部が破損してい 6地区

I 無茎線 破 幅 2.0 重 (I.0) るが、平面観は二等辺三表角形を呈していたと推察され Y-34 

図版30 厚 0.3 千枚岩 る。基部に扶りは無く、 裏面ともに粗い研磨痕が残 v屈

る。 Pi I. 12 

第35図 長 3.2 黒色 磨製石鏃。茎部左下端が僅かに破損しているもののほ 6地区

2 有茎鍍 完 幅 I.7 重 2.0 ぼ完形である。平面観は「矢印」の形を呈すが、中心 Y-34 

図版30 厚 0.3 千枚岩 軸で左右対称にはならない。基部には袂りが入り、頭 IV屈

部は表裏面ともに側辺部に沿って稜が入る。表面全体 貝溜まり

及び裏面の茎部下端には粗い研磨痕が見られる。

※（ ）内の数値は残存部の仕大値を示す。

~ グ乙

＾ 
,, 
,, 
" 

I 

C7 LI I /72:) 

゜
3cm 

一

ヽヽ

I 

(777¥ 

第35図石錨 (l・2)、石製品 (3)

2
 

I I I I I 

(0> 3
 

2. 石製品

6地区l¥f培より 1点得られた （第35図3)。破損品のため、その形状や用途等は不明である。表裏面に

研磨が施されているが、両面ともにキズが見られる。現存の法凪は、蔽大艮2.5cm、i立大幅l.2cm、最大瞑

0.5cm、重砿2.Og。

3. 石斧

石斧は18点得られた磨製が主体を占め、局部磨製 l点、未製品 3点を含む計22点が得られた。磨製石斧

の内訳は、刃部が欠捐しているもの 4点、片刃 l点、両刃14点である。ここでは、刃部の平面観における

刃縁の状態で下記のように分類を試みた。図示したのは13点で （第36図 l~第37図4)、個々の詳細は第

表に示した。

I類……刃縁が円刃をなすもの。4点。

II類・・◆…刃縁が直刃をなすもの、及び直刃傾向にある円刃も含む。8点 （片刃 l,8を含む）。

[lJ類……刃縁が中心軸を境に左右対称でないもの。 3点。

4. 石斧転用品

石斧を他の製品に転用したもので 「敲石」が2点、用途が不明ではあるものの再加工されているもの 1

点、計3点が得られた （第36図5~ 7)。個々の詳細は、第11表に示した。
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第10表石斧観察一覧

挿図番 分残長 ・幅・原重 紅
器種 石府 観察事項 出土地図版号 類存 cm g 

幅 (4.4) 比 ると、 は 時の打調整が 。 F-12 
第36図 1 石斧 I 破長 (6.7) 重 (100) 輝緑岩両也基部上＇ 磨盈び`＇ が破I してい:i ， ft と 1地区
図版31 厚 4.6 刃 丁寧に が れ、用痕は然 な 11層最下部

しヽ。

第36図 2 石斧 I 完 ＇ 8. 7 重 150 輝緑岩 旦由観はパf: 且9し'~ ， 塁9＇ 及品剥f 面に 3地区5.4 ている には の調整 R-25
図版31 I. 7 刃先が おり にが目 V層 Pit

゜
第36図 3 石斧 I 完 』9.0 重 219 石英じ 両' 廿平面が右よ側観見る敲はにら且に近い廿基端I 及使、びこ両右用ぼ側痕側れ面面てはに 7地区5. 9 岩 成に 整痕がかにり に Z-35
図版31 2. 4 はみ 。＇ 刃先全体に お a層

り、特に が目立つ。 また、 判
然としない。

第36図 4 石斧 1I 完 ＇ 7. 1 重 100 輝緑岩 両刃。る。刃ま平。た基先面表、端は観裏裏面こ面面はにぽ及パ右れは側びチ敲、形側で打剥面をは潤潅呈磨は整しT滅し扱た、寧し部及かてに分び研ない剥か磨りる離小がら。筍型施も見裂のさ石斧 6 地区
3. 9 であ れて X-35

図版31 2. I いる られ W層最下
る。 が入
る。

第36図 5 石斧 1I 完 長年 105.. 26 璽 160 輝緑岩！ 刃部れず剥、に。中、つ離使は平央両僅用がく面側見痕かばか観み面な" o ら！ 刃がはにく緑パ見はぼ近成みチら形れ形がく見でをI時呈:のあらす翡敲れる打がるる鯛。姐。、表ヽ面畜はII 鈍いよ中り ~7-地i 3区3-36 
図版31 厚畑 2.3 に翠は面1rl- 部が見ャ v層

整痕胃が又 2カ 灰集中土墳

韮
み 刃部は右側

に だける、刃先は 。ま
た としない。

第36図 6 石斧 I] 破 長・百 (115. . 06)' 重 (140) 輝緑岩 両不; は。で痕剥す破あ離をる祖残や。る。磨す1こ房贔翡盈＇ のみびがi 盈面たはは成すめは形、僅り平吐面の,..観,,は ぁ7地ー2区8 図版31 厚'1111 t (3. 0)/ 調 。-~ 及＝の両右 に 痕吋、匹刃打,.._ IV層下
に 放 れ1W、刃裏 かに凹面フ
を呈 。

第36図 7 石斧 D 破， (10. 7) 重 (145) 砂 岩 両刃及、見剥。基び灘ら平両端れし側面面るた観面。は基研はに端短磨わ部冊面たに形をりも。、呈再薄Tす度手寧る研の。1こ磨石硝刃を斧磨部施でをは註裏して面いに表裏 8地区
5. 4 面 さら Z-17

図版31 0. 8 に るた W層下面
め 剥離
が

第36図 8 石斧 II 破， (5. 8) 重 (90) 輝緑岩 片盈ぉ。基り鱈品裏破損しているが、表; 面及び両 1地区4. 9 側に丁 が施されている刃はこぼれ F-16
図版31 I. 9 て り、 面にかなりの剥 離゚が られる。 II C層

図版31 2. 0 には 伝にっている 、 IV層

第36図 9 石斧 m 破 』(8. 3) 重(155) 輝緑岩 両短右襄が刃冊対面こ形。称ぼと基部I 離し巳損しているものの認、中平心面軸。た観は 7地区5. 4 と推 羞打か羞整、刃部は でI うー30

もに 敲・→ 調痕が多く 。刃
れ剥 ている。

第37図 1 石斧 ij 破 厚; (5. 5) 重 (60) 砂質片刃部が＇ ~ しているが、~ ずi 面：且， ＇ 形を呈して 1地区
図版32 I. 3 われる れ 範゚囲で ら 及び基 1V屈

4.4 岩 いたと さ員表表は による且D-11 

し も多く の剥離る。基面は僅に研磨さ
いる部分が残る。

製 4. 7 施...す のの は剥離1a1調整記 まり、両 同 I-II 
第37図 2 <斧 ， 9. 4 重 170 砂 岩 上 ・I 制 端に剥I ， 整がみられ悶晶表面には譴を 1地区

図版32 2. 2 似かにり 然作面途、上もの 。の刃と考口隣え如ら 。れていないこと 1V屑最下部

第37図 3 石斧 醤得完 ＇ 9. 0 重 80 輝緑岩 小整施見部た"痕型、すはらでのが裏れ表の石残面裏自るみ然斧。で面るで石で。左はに、のあ表刃飼剥左稜面部面躍る側部。かがはにはを表稜みはら自利裏の基僅ら然用面右部れか面側中なとるしを央。てのもく利おに刃にぽ用成部かみり周し形けが「て有辺見時てい稜のにくら敲研る」打磨。（調註をま 7 地区

3.5 クー 8
図版32 2.5 IV屑上面

ぼみが
れ、 刃

第37図 4 石斧 1I 完 長 9.I 重 200 輝緑岩両~ 。破且た大型の石虐! を： と利用 し、前の>部 5地区幅 7.0 を 瓜僅せ たに刃部を成ているため、 面 V-23図版32 匝 2.I 観 ! 呈す。表裏 に 離が見られる 、 IV屈最下部
前段 での使用による の思われる両側面
とも に研磨が施され、 刃部は僅かに剥゚離がみ
られる。

※ （ ）内の数値は残存部の数大値を示す。
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第11表 石斧転用品観察一覧

挿図 番 残 長・幅・厚 重 伍

分類 石 囲 観 察 $ 項 出土地

図版 7 ロ 存 cm g 

第37図 5 敲石 完 長 9.9 重 420 角閃石安 平面観はやや方形を呈す。表襄面とも丁寧に研磨が施 7地区

幅 7.I 山岩 され、両側面にはくぼみが見られる。基端は全体にわ いー32

図版32 厚 4.0 たって剥離し、基端面には敲打痕や磨り面が見られ、 w層

刃部が敲打によって磨滅していることから 「敲石」と

して転用されたものと推察される。

第37図 6 敲石 完 長 10.8 匝 290 輝緑岩 平面観は棒状を呈す。表裏面とも丁寧に研磨が施され 6地区

幅 4.7 ているが、右側面は石斧成形時の敲打調整痕が残る。 X-33 

図版32 厚 3.2 刃部は敲打によってかなり磨滅し、基端面にも敲打痕 IV層最下

やすり痕が見られることから 「敲石」として転用され

たものと推察される。

第37図 7 用途 完 長 4.1 重 50 砂岩 基部上端が破損した石斧を再加工したものであるが、 1地区

不明 幅 5.6 その用途は不明である。表面は研磨が施され、裏面は J-11 

図版32 厚 1.7 剥離のみで研磨は施されていない。上端部は剥離調整 II層

され、僅かに敲打痕が見られる。また、下端部には多

くの剥離が見られる。

5. 敲石 ・磨石類

本項目では、敲打や敲打による＜ぽみ、磨面などの使用痕を示す石器を一括して扱った。石器のなかで

は最も出土屈が多く、全体の77%(290点）を占めている。これを使用痕の性格で下記の 6種類に分類した。

A類 ：敲打狼を有す I一面に放打痕を部分的に有す

敲打痕 II --而に踏打痕を全体的に有す

B類 ：敲打によるくぼみを有す tm 二面以上にA~打痕を有す

C類 ：磨面を有す

D類 ．・ 敬打痕とくぼみを有す

E類 ：敲打痕と磨面を有す

F類 ：敲打痕とくぼみ、磨面を有す

次に、完形品を使用頻度により細分し、記号化した。

-E 
a一面に磨面を部分的に有す

庖 面 b 一面に磨而を全体的に打す

c二面以上l:.lti面を有す

す

す

す

す

有

有

有

有

個

個

個

個

l

2

3

4
 

①
②
（
↓
④
 

口ヒ
す表で字数を数のみキ＜

 

分類の結果、敲打痕のみを有す A類が全体の 4割を占め、他の分類で敲打を有すものも含めると全体

の9割にものぽる。なかでも E類、 F類は「敲打」と「磨り」の両方の機能を兼ね備えていることから、

多目的に利用 されていたことが窺える。

以下、 A類から順に記述していく 。

イ.A類 （第38図 1~ 6、第33図 l・2)

敲打を有すもので、総数111点 （完形品64点、破損品47点）が得られた。 うち 8点を図示し、詳細は第

12表に示す。

本類は、敲打痕の状況および級打痕のみられる場所によ って I(14点）・II (8点）．皿 (42点）に分類

される。蔽打は平面観が三角状などは 3つの頂部に、棒状のものでは先端部に形成されるが、楕円状にお

いては確定されないようである。また、面の中央付近にみられる敲打痕は使用頻度が高まるとくぽみを有

すようになり、前述した B類や D類になりうる。礫形態は楕円状が主体を占め、他に三角形、長方形、

棒状がみられた。 しかし、 I、IIは使用頻度が低いことに起因して、丁寧に整形されていないものがみら
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れた。重砒別にみると重いものでは3kg程度の ものも あったが多 くは500g未満に とどまるようである。

第12表敲石・磨石類 (A類）観察一覧

挿図 番 残 長 ・ 幅 • 原 重 量
分類 石 質 観 察 事 項 出土地図版 方"' 存 cm g 

第38図 I 皿 完 長 7.5 重 300 凝灰岩 平面形敲、痕断面を形有ともに楕円状を呈す。上下端、両側 5地区
幅 6.5 面に打 すが不明瞭である。 X-23 

図版33 厚 4.6 w層最下

第38図 4 III 完 長 10.9 頂 800 砂岩 平面形、断面形とも有に楕す。円状を呈す。上下端と両側 7地区
幅 8.9 面に軽微な敲打痕を Z-31 

図版33 厚 5.6 v層下

第38図 3 ill 完 長 8.7 重 200 砂岩
有断撃面形が円形離と状がも上使の棒用端状礫である。上平端下坦に端面l に敲打痕を

6地区
幅 4.2 し、両面 により漬れ、 をなす。打 W-31 

図版33 厚 3.8 による剥 に3カ所、下 力所みられ v層下P-4
る。

第38図 2 皿 完 長 15.0 重 I,630 砂岩 隅丸の三角側残状面を呈した、 偏平な礫である。す三カ所の 7地区
幅 17.2 と右 の一に軽微な敲打痕を有 。表面は Z-31 

図版33 厚 4.I 頂自部然面を すが、部裏面には左上から右下にかけて稜 V層上
がはしる。砥石としての利用も考えられるが、使用
痕は判然としない。

第38図 5 III 完 長 17.7 重 480 砂岩 断面す敲形が長端と方形、 平面す形が細長敲打い二痕等を辺三角形状端を 7地区
幅 5.8 呈 。上は面をなほどに 有し、下で うー31

図版33 厚 3.2 は打痕共に浅いノッチがみられる。 V層上

第38図 6 m 完 長幅 1 7 . 6 頂 I,310 砂岩 断と面上形下が三角状ずを呈敲す大打型痕の棒有状す礫である。左側面 7地区
6.9 端にわかに を 。 う一え31-32 

図版33 匝 7.4 層不明

第39図 I 繹 破 長 17.0 重 I,830 砂岩 端断面形上除が略三角形をなす比較的大き打離な礫痕もである。上 7地区
幅 13.0 を く周と辺に、全周にわたって敲剥 を有す。右 えー30

図版34 厚 6.5 側面部下端部には打撃による みられる。 IV層

第39図 2. 分類 破 長輻 (｛ 5 . 9 ) 重 (140) 砂岩 破ら損右側痕品のため、本来の礫部形態は不明である 上端か 5地区
不可 5.8) 面、さらに下端 にかけて平打坦痕をなす゚ほどに クー 5

図版34 厄 3.4) 敲打を有す。表面には明瞭な敲 は認められな IV層上
しヽ。

※ （ ）内の数値は残存部の最大値を示す。

ロ. B類

敲打による＜ぽみのみを有すものである。総数13点 （完形品 8点、破損品 5点）が得られ、うち 1. 点を

図示した。

第39図3は平面形、断面形と もに楕円状を呈す。表裟面中央は、連続した敲打により＜ぽみを形成 し、

分類では②に属する。法批は長さ7.3cm、幅5.3cm、厚 さ2.9cm、重屈165gで、7地区からの表採である。

本類では、 1箇所にくぼみを有す①が4点、次に②が3点、③が 1点の出土であった。

石器の形態に よって使川頻度に差は見あたら なかったが、 いずれも面の中央部にくぼみを形成する点で

共通している。これは蔽石として頻繁に使用する場合、石器の角より も面の中央部を利用するほ うが、確

実に対象物をとらえる ことができるためであろう 。前批別では500g未満のものが多く 、比較的小 さめの

礫を好んで使用 していたことが推察さ れる。

ハ.C類

磨面のみを有すものである。総数12点 （完形品3点、破拍品 9点）が得られ、う ちl点を図示した。

第39図4は平面が円形、断面は桁円形状を呈す。側面の全周に自然面を残す以外は、表裏面の全面に磨

面を有すため、磨石 として利用されていたと 思われる。法乱は長さ8.0cm、幅7.4cm、厚さ3.2cm、重紐

340 gで3地区 R-28 IT層の出土である。

敲石 ・磨石類の中では、 本類の出土絨が最 も僅少であった。これは、大抵の磨石が敲石の用途も兼ね備

えていたためと考えられる。完形品3点を使用頻度に より分類した結果、磨石としての用途が明確なもの
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は表裏面に磨面を有す C (第39図4)の一点のみで、他は三角柱の一辺に磨面を有す bが 1点、 aが 1点

であった。資科が僅かなため、ここでは平面形態や重拡別の観察を省略した。

二. D類 （第39図5~8、第40図 1)

敲打痕と敲打による＜ぽみを有すもので、総数42点 （完形品32点、破損品10点）が得られた。 うち 5点

を図示し、詳細は第14表に示した。使用痕と個数については 第13表 D類使用痕別分類

第13表にまとめた。

本項目は「敲く」という目的にのみ使用された石器で、そ

の頻度が高い箇所にくぼみを有す。従って使用頻度により分

頬を行った場合、敲打痕を 2箇所以上に有す皿に、くぽみの

数も多い傾向が見られる （第13表）。 平面形態は大半が楕円

形で、重是別では1,500g未満のものが殆どであった。

第14表敲石・磨石類 (D類）観察一覧

蔽打痕 n
u
 

Ill 

＜ぽみ I① I② I③ I① I② I① I② I③ I④ 

i固 委女 I 4 I l I l I 3 I I I 13 I 5 I 3 I I 

挿図 番 残 長・幅・厚 重 且

分類 石 質 観 察 事 項 出士地
図版 ぢにコ 存 cm g 

第39図 5 皿① 完 長 6.4 重 210 凝灰岩 平面形は方形、断面形は三角形を呈す。上端および表面 7地区
幅 5.4 に敲打痕を有し、裏面においてはくぼみを形成する。 うー32

図版34 原 4.7 IV層最下

第39図 6 皿② 完 長 13.1 重 1.030 角閃岩 断面形が楕円形、平面形は上下部が張り出し、側面中央 7地区
幅 8.7 部に扶りをいれて握り部をつくりだす特徴をもつ。上下 あー30

図版34 厚 5.3 端、両側面では面をなすほどに敲打され、表謳面におい lV層
ては深いくぼみを形成している。表裏面の一部には打撃
による剥離がみられる。

第39図 7 m③ 完 長 17.0 重 2,640 石英閃 原みのある大型の礫である。平面形は楕円形、断面形が 7地区
幅 11.2 緑岩 三角形状を呈す、側面の全周にわたり面をなすほどに敲 えー29

図版34 厚 10.4 打痕を有し、表裏面においても連続した敲打痕がみられ w層最下
る。使用により上端と誕面ではくぽみが形成され、右側
面にいたってはノッチ状をなす。

第39図 8 皿① 完 長 6.4 重 156 凝灰岩 小型で楕円状の礫である。側面は全周にわたって敲打痕 6地区
幅 5.5 を有し、表裏面も部分的に敲打痕がみられる。痰面の中 Y-33 

図版34 厚 4.0 央部にくぽみを有す。 IV層最下

第40図 I m① 完 長 6.8 重 165 砂 岩 平面形は方形、側面形は下半分がV字状になる偏平な礫 7地区
幅 9.8 である。上端、表襄面中央部に敲打痕を有し、表面の中 あー28

図版35 厚 2.1 央部では深いくぼみをなす。下端部においては細かい剥 IV層
離痕がみられる。

ホ. E類 （第40図2-7、第41図 1-8、第42図 l)

敲打痕と磨面を有すもので、総数89点 （完形品33点、破損品56点）が得 第15表 E類使用痕別分類

られた。うち15点を図示し、詳細は第16表に示した。使用痕と個数につい

ては第15表にまとめた。

本類では 「敲打」「磨り 」を一面あた りの面積の割合でみた場合、面積

の小さい面 （側面、稜線）には敲打痕、大きい面 （表裏面）には磨面を有

す傾向がみられた。言いかえると面によ って「敲き」と「磨り」を使い分

船打痕 I I I Ill 

磨面 Ia I a 

個数 II I 4 

けていたと考えられる。形態的には楕円状が主体を占めるが、 illCでは D字型・多角形・ 半円形などに

整形された石器もみられた。 重最別では500~l. 500 g未満のものが多く、手頃なものをよく利用していた

と推察される。
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第16表敲石・磨石類 (E類）観察一覧

挿図 番 残 石質 長・幅 ・厚 重 :fit 
分類 観 察 事 項 出土地

図版 方ロ 存 cm g 

第40図 2 ill C 完 砂岩 長 7.4 重 180 偏平で小さめの楕円礫である。端面側をと面右なは側す全面。周ににわたっ 6地区
幅 5.8 て、軽離微な敲打痕を有す。上は下磨 打撃によ X-35 

図版35 厚 4.0 る剥がみられる。表裏面 IV恩

第40図 3 fil C 完 砂岩 長 7.6 重 360 
平認る。面め敲形ら打れ、痕る断がは面側表形面面とのにも全おに周い楕てに円わは形軽たを省t呈す平小坦ぶをり表ななす裏礫面ほであ

8地区
幅 6.6 、 どに Z-15 

図版35 厚 4.5 微りである。 は磨 V層上
面をなす。

第40図 4 ill C 完 砂岩 長 8.9 重 500 平面形が略楕円を呈す三角柱状敲の打礫である。上下端お 6地区
幅 6.8 よび側面中では平坦をな央す部ほどに されているが、表敲 X-31 

図版35 厚 5.9 面の稜 央部と裏な面中 においては軽を微なである。 IV層
打痕が認められい部分は全体に磨面 す。

第40図 5 皿c 完 砂岩 長 9.0 重 450 
平面形、 断面形ともに楕打面円形痕おを呈有びすす裏厚。面手下の端の中礫部央で部はある。

2地区
幅 6.9 側面は全周にわたって敲表 を 打撃磨に 攪E-2乱4,中攪採乱集層図版35 厚 5.3 よる剥離がみられる。 よ に面

を有す。

第40図 6 ill C 完 砂岩 長 11.9 重 850 平右両面形側、 断面中形央とも軽磨に楕微面円状敲あを呈すを 上下。端表および左 6地区
幅 8.0 の にな打痕 面の中 U-34 

図版35 厚 5.5 部およ面び裏面全部体は 面で り、磨゚ 有石すとしての使用央も V層上面
考えられる。

第40図 7 ill C 完 砂岩 長 13.0 重 l,490 平面形、断面形ともに楕円形を呈すめ。表裏面な敲に磨打面痕を 6地区
幅 10.7 有す。上下端および右側面には極て軽微 が S-34 

図版35 厚 6.8 認められる。 V層

第41図 1 ill C 完 砂岩 長 9.9 璽 320 
平面形は三角形、断面形打つは痕角くのとれた台形。剥る表。離を呈面両がすの側み。中上央は

6地区
幅 5.6 下端、表面、中坦央部なに敲 がみられる X-34 

図版36 厚 3.9 では稜が潰れ平 面を りしてい 面 w層
磨面をなし、誕面においては打割出による られ
る。

第41図 2 皿c 完 砂岩 長 17.9 重 2,100 断面形は三角状を呈する、大型の礫である。表裏面、 6地区
幅 8.4 上下端、二辺打は面痕をなす滅ほど敲打されているがとこ体ろ X-31 

図版36 厚 9.6 によっては敲 が磨 している。下端部を除き全 w層最下
に磨面をなす。

第41図 3 皿b 完 砂岩 長 10.8 重 665 平点面形が三角形、断面が形は略平台形を呈す。三角匁り形出眉のし頂 6地区
幅 7.8 では敲打により角を とれ、 坦な面をつく て W-35 

図版36 厚 5.8 いる。表は磨面なしているが、 およ に V層
おいては面石灰分が付着しているため磨側面面かど 然
としない。

第41図 4 皿c 完 凝灰 長 10.0 重 710 
断面す形ほはどら長全れ方周、形握に、 平面形敲はり六打出痕角し形てをを呈す。両表側側裏面面面は面を

6地区
岩 幅 9.0 な わたって 有す。 には Y-29 

図版36 厚 4.7 りがみ り部を作 いる。 は磨袂面 v層上
をなす。

第41図 5 III c 完 砂岩 長 10.2 重 880 厚みのある礫打痕で平を面形は有D字し状、を呈す撃。上下端および 7地区
幅 9.4

右側面は敲 全面に 一部面裏打体面 による剥離。付表が着 えー35
図版36 厚 6.4 みられる。左側敲打部は稜線をにより多 を形石成灰す分る v層

面および 面は磨面呈すが、 は の
により判然としない。

第41図 6 皿c 完 砂岩 長 6.4 重 430
断面形は細周面表長辺は面冑いには長全面横方局を位形になに状すわ、、平面形は半月形を呈す。 上

7地区
幅 9.5 

端を表除く がた裏、っ面部てと軽分下微的端なに部敲溝は打状縦痕の位擦を疎痕に有
いー26

図版36 厚 4.I す。 裏 がみ v層上
られる。 にはし
る。

第41図 7 分類 破 砂岩 長 (9.8) 重 (340) 断面形が楕円形を呈す細長い礫である。表面上部、裏 8地区
不可 幅 5.9 面下部および両側面に敲打痕を有す。表面は磨面をな クー4

図版36 厚 3.7 す。 IV屈上

第41図 8 分類 破 砂岩 長 (8.1) 重 (370) 断面形は略三角状を呈すが、破損品のため本来の礫形 1地区
不可 幅 (6.8) 態は不明である。下端部左側面部、および表面の右側 E-12, II c層

図版36 厚 (4.2) から下端部にかけて敲打痕を有す 線表面および左側表面 貝溜まり
は軽微だが、下端部は使用による稜゚ がはしる。 面
と右側面に磨面が数力所みられる。

第42図 1 分類 破 砂岩 長(13.1) 重 (780) 欠損品のため、本来の礫形態は不明である。表面は磨 地区・グリッ
不可 幅 (7.2) 面であるがその他は全面にかなり顕著な敲打痕を有 ト・層不明

図版37 原 (8.8) す。 南29-35トレンチ

※ （ ）残存部の最大値

-78-



へ.F類 （第42図2~ 7) 

磨面と敲打痕、蔽打によるくぼみを有すもので、総数22点 （完形品17点、破損品 5点）が得られた。う

ち6点を図示し、詳細は第18表に示した。
第17表 F類使用痕別分類

敲打 I II Ill 

前述の E類と同様、「蔽く」「磨る」の両機能を兼ねる

石器であるが、くぽみを有すため、敵きの用途においては

E類より使用頻度の嵩い石器である。分類を試みると、敲

打や磨面を 2箇所以上に有し、且つくぼみを 1箇所に形

成するもの (ill① c)が圧倒的に多い （第17表）。 このタ

イプは敲打痕を全周に、磨面を表裏面に有し、平面形は楕

円形を呈するものが大半であった。また、重蜀別では500

g以上1.000 g未満のものが殆どであった。

くぼみ ① ① ① ① ① ② ② ② 

磨面 b b a b C a b C 

個数 1 l l 1 8 1 l 3 

第18表敲石・磨石類 (F類）観察一覧

挿図 番 残 長・幅・匝 重 :Ji!: 

図版
分類

存
石質 観 察 事 項 出土地

号 cm g 

第42図 2 m①c 完 砂岩 長 11.6 璽 960 
平屏面形み、を断持に面つて形礫をり表ではなと面K に楕円形面でを呈周す浅1しこ 在あ噸る用。一和し 6 地~区幅 9.6 

TV層- 面図版37 厚 4.9 
坦表t裏面戸はe磨面 すノ． 中るッ。央チ！＇`1を全はな いほわどくに使 痕成また、、

第42図 3 m②c 完
花閃緑岡岩

長 10.5 重 I.070 

平籾凹み面息を形。がる成認楕す円員形る。躊、表断裏面緯形面羹はは尉隅繕面丸をの謳な＝す角。磨伽を呈諏す厚手皐の
6地3区1 贋8.4 Y-

図版37 6. 7 w層

第42図 4 m②b 完 凝灰岩 長 8.I 重 160 

精稜み線を上、な形紺中し篇央て部い裔お且る。よ長裏び蟹右面眉は‘園中悶面は、を認連呈翡続す。し贔た麿漬噂打痕tで韮くほ
7地3区3 量4.8 z-

図版37 3. 7 IV層

第42図 5 皿①b 完 砂岩 長 II. 7 重 790 

噂よ嗜深且い星なすぼ各。贔み騒が形成攣され内るカ＼。噂裏面麟で起は軽閥微。
7地薗厚幅 7 . 0 えー

図版37 6. I 打裏よ面には磨面り面を IV層最下

第42図 6 皿①c 完
花閃緑巌岩 靡長 1 1. 5 重 790 

胃罪彎響遺鱈 PII3 地層-3区3 8. 2 
図版37 5. 2 

品 ］゚ してい。 贔K の一部ほ

第42図 7 贖 破 砂岩 靡長 1 1. 3 重 (670)

：符息罹息空胃嵐印妥,:苫婚喜9面息i贔点''互 い8地ー上区19 9. 3 
図版37 (4. 9) w層

※（ ）内は残存部の穀大値を示す。

6. クガニイシ （第43図l、図版38-1) 

本遺跡より 1点出土した。両側面は全面に、上辺周辺には疎に裔［打痕を有する。側面周縁部においては

使用の結果生じた剥離が見受けられる。側面以外は磨面を呈し、特に表裏面は研磨により光沢を有す。ク

ガニイシの外曲部 （下端部）は、前後運動により固体を粉末にする磨石の用途を有し、磨面を横走する浅

溝は縦に持って石杵として利用する場合の指あてとして、意図的につくりだしたものであることを漑宮廣
（ふ2)

衛氏が指摘している。このため本標品が外曲部中央に有すくぽみも、敲石として頻繁に使用された痕跡で

はなく、指あてとして加工された結果生じたものであることが推測される。

クガニイシは白木原和美氏により、上辺の両側を袂って凸帯をつくりだす A型と 、上辺を薄くなるよ
（註 3)

うに整形するにとどめてある B型の 2種類に分類されている。本標品は上辺に凸帯がみられないことか

ら、B型に属すと思われる。

法盈は長さ18.2cm、幅10.7cm、厚さ6.3cm、重さ2,220gを測る。材質は花尚閃緑岩で、 2地区VI層の出
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土である。

7. 球状石器 （第43図 2、図版38-2) 

合計3点得られている。そのうち 1点は第43図2に示した。全体に打撃による剥離を有し、その上に敲

打が加えられている。これらの加工が製作時によるものか、使用の際に生じたものかは判然とせず、機能・

用途も不明である。重屈は310g、長径6.5cm、短径5.9cmを測る。出土地不明。

8. 砥石
砥石はすべて破損品で、 7点得られた。その内容は片面使用が5点、両面使用が2点である。各 1点ず

つを図示し （第43図 3、4)、詳細は第19表に示した。

第19表砥石観察一覧

挿図 番 残 長 ・ 幅 • 原 重 1il:
分類 石質 観 察 事 項 出土地

図版 号 存 cm g 

第43図 3 両面 破 長 (12.1) 重 (760) 砂岩 下端部は破損しているため、本来の形状は判然と 8地区
使用 幅 14.l しない。表誕面ともに研磨面を有する。 うー22

図版38 厚 3.4 w恩上

第43図 4 片面 破 長 26.4 重 (1,690) 左側及び下端部が破損しているため、形状は判然 3地区、か9
使用 幅 (10.3) としない。表面のみ研磨面を有し、裏面は自然面 w屑

図版38 厚 4.3 のままである。 テストトレンチ

※（ ）内の数値は残存部の殻大値を示す。

9. 有孔製品

人工的に穿孔されている石を有孔製品とした。完形7点、破損品 l点の計8点が得られ、そのうち 2点

を図示した（第43図 5、6)。詳細は第20表に示 した。

第20表有孔製品観察一覧

挿図 番 残 長・幅 • 原 堕屈

孔径 石質 観 察 事 項 出土地
図版 号 存 cm g 

第43図 5 完 長 4.3 重 50 縦横 全体的に磨耗しており、平面観は円形を呈する。孔 7地区
幅 5.1 0. 7 X 0. 8 は表から穿たれている。また、ヒモずれ痕は判然と いー30

図版38 厚 1.2 しない。 V層上

第43図 6 完 長 8.2 重 370 0. 9 xo. 9表 凝灰岩 自然石をそのまま利用している。孔は表裏面から穿 6地区
幅 9.8 0. 7 Xl. 5裏 ち紫材の内部にある空洞部に貫通するものである。 W-35 

図版38 厚 3.2 また、ヒモずれ痕は判然としない。側面は全体的に V層

敲打痕やスレが見られ、特に下部周辺で多い。

10. 石皿
石皿は41点得られ、その内訳は完形 9点、破損品32点である。内訳は片面使用28点、両面使用13点であ

る。各l点ずつを図示し （第44図 l、2)、詳細は第21表に示した。

第21表石皿観察一覧

挿図 番 残 長 ・幅 ・厚 重 量
分類 石質 観 察 事 項 出土地

図版 方= 存 cm kg 

第44図 I 片面 完 長 38.4 璽 18.0 表面のみ敲打による使用痕がみられる。使用面は 2面あ 7地区
使用 幅 32.3 り、下端部で最も深い凹面を呈する。 あー34

図版39 厚 9.0 w層最下部

第44図 2 両面 ヽ 長 90.8 ＊ 砂岩 移動するのに困難な非常に大型の石皿である。表面全体 地区・グリ元

使用 幅 43.2 に敲打による使用痕がみられ、下端及び上端近くは特に ット不明
図版39 厚 11.8 計測不可 凹面を呈する。裏面はすりによる使用痕がみられ、上端 IV層

近くでは側面に向かって傾斜し、下端近くは僅かに凹面
を呈する。左側面には剥離と擦り切り痕らしきものが見
られる。また、点線は砂の付着の範囲を示している。
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／」＼結

石器は、沖縄後期遺跡に普遍的にみられる敲石 ・磨石類などが主体を占める。一方、報告例の少ない磨

製石線や奄美諸島にもみられるクガニイシといった他の地域との交流を示唆する典味深い資料•も得られた。
(;14) (註4) (註 5)

石器の種類は、本遺跡と類似する土器組成の宇堅貝塚、アカジャンガー貝塚、具志原貝板、伊江島ナガラ
（註6I 

原西貝塚などと比較してもバラエティーに富んでいる。

今回出土した磨製石鏃は成川式土器と伴出しており 、弥生期の所産と想定できる。沖縄諸島での磨製石
（注 7) l,t.7 c) 

鏃の出土はこれまでに 3例あり、時期が確定されているのは具志堅貝塚の 1例のみである。これは無茎鏃

の資料であり、山ノロ式土器と伴出していることから弥生中期と想定されている。本遺跡の無茎鏃と形態

を比較すると、扶りの有無で異なる。また、本造跡の無茎鏃と同じタイプと見られるものに、種子島下剥
（吐81

峯遺跡の資料がある。こちらは扁平無茎の平基の磨製石鏃で弥生中期の土器と共伴するもので時期的にも

本遺跡と符合するものである。奄美諸島における磨製石鏃の報告では、破損品のため茎の有無が不明な宇
(;t 9) l.!10) (ltll) (,tllal 

宿港遺跡及びあやまる第 2貝塚の資料を除いた 3例が無茎鏃である。サウチ遺跡の資料は、時期が弥生前

期後半～中期中葉と想定され本遺跡と時期的に符合するものの、その形態は異なる。また、本遺跡の有茎

鏃のタイプは沖縄 ・奄美諸島のこれまでの；資料とは異なるものであり、時期が想定されたことからも注目

される。
{Jt 2) (註12)

クガニイシ (B型）は、沖縄諸島においては野国海岸および読谷村楚辺、アカジャンガー遺跡、清水貝
(、it.131 U J.Jl 

塚、北原貝塚などで得られている。なかでも楚辺採集のものは図面上でみる限り、形態的に最も本標品に
1.115) 

近い。一方 B型に比べて A型は報告例が少なく、嵩嶺遺跡の他、実測図から判断できるものとして渡喜
l.t16l 

仁浜原貝塚があげられる。奄美諸島においては A型の出土例が多く 、兼久式土器（後期後半）を主体と
(。tlil

する長浜金久造跡からは、クガニイシ (A型）の他に敵石 ・靡石類に相当する石器と球状石器が出十して

いる。兼久式土器は本逍跡からも得られており、タイプは異なるが同様にクガニイシを出土する点で注目

される。石質の花尚閃緑岩は、奄美大島や渡名喜島、石垣島など、沖縄本島以外から採取可能な石材であ

る。 しかし石垣島や渡名喜島からはク ガニイシの報告がまだなく、よって本遺跡出土のクガニイシは奄美

諸島から持ち込まれた可能性もある。このような周辺地域との交流は、石斧や球状石器の石質からも窺える。

石斧については輝緑岩が主体を占め、その他にも石英ヒン岩、角閃石安山岩などが活用されている。上

記の石質は石斧転用品の資料も あることから、貫重な素材であったことが推察される。また、球状石器で

は角閃岩などが用いられており 、これらの石材はいずれも遣跡周辺からは採取不可能であるため、当時の

交易や行動範囲を示す賀重な資料といえる。
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註JO.中山清美 • 他 「あやまる第 2貝塚J 笠利町文化財報告No.7 笠利町教育委員会 1984年

註lla. 河口貞徳 • 他「サウチ遺跡」 「鹿児島考古」 第12号 鹿児島県考古学会 1978年

b. 白木原和美 ・中山消美他 『手広遺跡J 竜郷町教育委貝会、奄美考古学会 1984年

c. 白木原和美 • 他 「サモト辿跡( I )」 住用村文化財調査報告No.I 住用村教育委員会 1983年

註12.裔宮廣衛「具志川村アカジャンガー遺跡調査概報」r文化財要覧J 琉球政府文化財保護委貝会 1960年度版

註13.盛本勲 • 他 「消水貝塚J 具志川村文化財調査報告杏第 1梨 具志川村教育委貝会 1989年

註14.盛本勲 • 他 「北原貝塚J 沖縄県文化財調査報告書第123集 沖縄県教育委員会 1995年

註15.金武正紀 ・金城亀信他 「宮城島遺跡分布調査報告J 沖縄県文化財調査報告杏第92躯 沖縄県教育委員会 1989年

註16.新田重清 • 他 「渡喜仁浜原貝塚」 今掃仁村文化財調査報告 第 1集 今帰仁村教育委員会 1977年

註17.弥栄久志 • 他 「長浜金久遺跡J 鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告杓{32) 鹿児島県教育委貝会 1985年
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第37図 石斧② 石斧 (1. 4)、石斧未製品 (2)、局部磨製石斧 (3)、石斧転用品 (5~ 7) 
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第41図 敲石・磨石類④ E類
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第43図 クガニイシ (1)、球状石器 (2)、砥石 (3・4)、有孔製品 (5・6)
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第 3節貝製品

本遺跡より出土した貝製品は計1108点余である。発掘区の調査の深度や複合追跡の性格も関連している

が、8区画の内で最も 7、8地区に多く検出されている。製品を用途別に実用品と装飾品に大別すると前

者が8種1019点、後者が10種88点、不明 1点となり 、実用品が多 く得られている。その内、特に二枚貝有

孔製品、貝Jill、貝刃が多く認められる。一方、装飾品では貝輪、貝製小玉が多いのが特徴的である。

第22表

山
(
I
l
l

品

技

鯰 1,,,. 

目輪

符状製品

騒 2'.3,z,,z: 1 lo;2 2l1,3'2;、
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1. 利器

ィ．貝刃

二枚貝の腹縁に敲打ないし押圧剥離を加えて、細かい鋸歯状の刃を付した製品で、総数50点と比較的ま

とま った醤がえられた。貝殻の種類はチョウセンハマグリ (24点）、シレナシジミ (5点）、チョウセンハ

マグリ (13点）、ヌノメガイ (1点）、モチヅキザラガイ (1点）、不明貝 (6点）などの 5種類からなる。

またその他の人為的な加工した点では、殻の中央に孔を穿ったチョウセンハマグリの製品 2点がある。

これは後述の貝包丁様製品にもみ られる仕様で利器として共通点が認められる。貝刃は砒的には多いため

代表的な製品を図化し、残りは表化した。

参考文献

後藤勝彦 仙台湾沿岸訊貝塚出ヒの貝f] 東北歴史衣料館研究紀要 第6巻 昭和55年

第23表貝刃観察一覧
胡No.恥 ． 貝種 滋長殻高粛 用粉 グリノト

1 6L f, りセJI¥マク.1/ ;.J .. I・ 5.,.6.,2_6 .. 2; J_;f-36 .. i¥/ , 
: 2 :v<. ..:..1. s.,. s.J :~1. 9: _s,w-22 .. :Y.: よ面
3 (413_: :I~ 厨ミ ： 7.2 6.f 29'. 7: ぁ～え34~36:.Yぶ．紐よ孜

: 4: W [::p:5. lpO. 3., 5;S-22 . .:Y., 
: ~_: n: : .. 4....9.: U.Jo. 2, : 無し . • • 1!. し：
; 6(t(hりi,/¥11・,,: .. u :4 .. 1s:11.9_yv-11 ..... . LY¥よ面
) 7,34.1; ;.1. 3, 6.J.;36. 1.; . ..1 :D-11 . ;k; 下部
¥.8:68.¥ ¥J.2:6..Q)7.1_5:V-22 ..... JV[J;, 面．．．
' 9 ! .6 .5 : :1 ~ i :1 / ・ミ ： 6,3 : 5 .J ) 2 . 2 : . 6:V -2 9 . .: IV_ ! P. i しL 
: JO . . . 6. 3'. 5. 9 21 6 V-2 9 .: .IV , pi t 7 . 

8_1; : • 19. 9・．．無し .IY.: .. 
_70 ;_5,.6(5.J.:19. 6' J-15 .. . ..'II :p_itlO 
15・ .  1.0・6.3・43・I F-16. .le :pit3_ 
1~: . 1,0, 5.6;30.1 •.. :G-16....... .: ... : ... 
316: : .. :s.1Hu 4!Q-14 . :rv 
350' :  *' •; * . :R-15 

:s. 0, ~- .2 (20.: .s-22 
, 11..6.: .L2[2.4_. _ _t: :r-19 
; H :4_ 1s: .. !( ¥V-1.1 ... 

. : .7.-2. ・s. Q: 37: .V-2.2 
第: : 74:: hりl!,1111参,, ; .s.. 9: 4.JJs. s: :v::23 
45 I :・215' : 19.71 s:w-22 

78.: : _7._8. 6, l:37. 1.. .W-22 
; 1-~; ~.. . 3: .. 51: _W-22 

; 79; • ; s .. o: _4. 7)6. 9.¥ :w-22 
: sf . s .. o: _s .. 2 JS. s.・ :x-22 .. 
: U' :..1-2, 6.))8.9, .. :Y-18. : 325: , .. : .)0 . ..2' ;:T::.24 
: .. U.':.  s .. 9: .. LG.: 2_9 . .,9's J-35 
U: . 7, 5.: 6 .. J)8. 2., ,V-34 

; 324.;.. ... .... . i 6.J; LZ;Z.7-7 L }::36 
,40~ : .. M!{・ミ _: j.1 :~. u:. . w .U-33 
7t:'.  _7. 4, u.: 43'}-33 

) 3W f, り tmr•1 u~:s .. st3.6. 6.: s J::.L 
J49: , • , • ' • , +.s . 

.. : ~- :sj_2: s. s:3'.:z3_ i.: 1:Z-21 ... . ..:w. 
~Lモチ :1.キザうガイ:.: .. 6-2., s. s.s)3 .. 1.; .. U・J.1. ...... ..)Y l 

: 35_~ : f., り・セ%1¥7ク''/ , .. t: r: • : .1 Z-35 . '務．：
: ss: :s,.95 .. 7. s.L59. 1' , あ～え3~~36 土括.,
: 63: ; 9. !.; 8 .. 0.;53 .. 9: あ～．．えH::-:U.'V.尿集中土弓
: :.3~:(: リけ砂ミ L..5 ... 3; 4 .. 9.:¥9. 9: 7: ぁ～え34::--3 6 濯炉丑
67' '.}0 . ..3, 9.1_; 87' しヽー28

• 62 . 7.6, 6.1;32._3; ぅ-35
257 i tt・! キザうガイ :s:・g,4.1 ' 11. 4• 1憮し

,.323., 
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ロ．螺蓋製貝斧

第48図3~5はヤコウガイの蓋を素材にした製品で、本項

目で取り上げた名称以外に貝斧、貝刃、螺蓋製敲打器などと

呼称されているものである。成形は当初から縁部の渾い箇所

が選ばれ敲打による付刃が認められる。検出された資料は 5

点と極めて微最で、図化したものは 3点である。説明の便宜

上、腹縁の付刃された位置についてはシヌグ堂遺跡調査報告

に準じてある。

参考文献

1 . 三島格「螺盗製貝斧」「賀川光夫先生還暦記念論集J 1982年

2. 沖縄県教育委員会 「シヌグ棠遺跡調査報告」 沖縄県文化財調査報

告書第67槃 1985年

第24表螺蓋製貝斧観察一覧
I 后~1 血= I ,.,~ I 研 l壬塁 I "ヽ,~

誓〗

⑫ 

⑮
¥
 

⑯ 

ー
⑨

⑧ 

第46図 附刃範囲の模式

①
!
 

「シヌグ堂遺跡報告書」より

a 

④
 

ら
刃縁

ハ．貝包丁様製品

第45図11~18、第47図は貝の渾い二枚貝の腹縁を研磨し附刃した製品である。貝種および製品の内訳は

クロチョウガイ (23点）とその破片 (10点）、シュモクアオリガイ (l点）、ミドリアオリガイ (14点）と

その破片 (5点）の総数53点と貝製品では比較的多く出土している。付刃の状況によ り、a刃部が鋭く鋭

利な薄い刃をもつものと、 b刃部全体が厚く、角度が約30度をなしその研ぎ面がほぽ平面を有するもの、
（註 I)

c刃部に細かい刻みがあるものがある。器形状の分類は既報告の盛本 ・比嘉分類に当面準じ、該当しない

新たな資科については項目を設定した。結果次のようになる。当該製品の付刃や有孔加工について、部分

的に貝刃や貝製掻器との共通性が認められ注目される。

A. 有孔タイプ 円形の粗孔を有するもの。 第47図 1~ 3 3点 A皿a…l A ill…2 A…3 

B. 無孔タイプ

I 扁平隅丸方形のもの。 得られていない。

II 刃部と頭部のみ整形、加工されたもの。 第47図12.13.16 第45図4.6.14.15.17

m 刃部のみ加工付刃したもの。 第47図5. 7 ~ 13. 19 

その他 上記 I以外の不定形のもの。 第47図20~26

C. 不明 付刃されていない製品。 得られていない。

註

註 ］．盛本勲・比嘉優子「貝包丁様製品」「南島考古J 第14号 1994年

註 2.神澤勇ー「貝包丁の再検討」「神奈川県立博物館研究紀要」 第 9号 1981年
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第25表貝包丁様製品観察一覧 単位 ："½ 
""t;;): No. : ~jno 貝種 殻長殻高菫量躯 グリット ：層

:11: : りロチ3りがイ ： 12.7:12.6: 73: : 平卜り...... ,. ....... ...................... , ......................................................... . 

: J .2 .: J .Q _7.: ......................... ! .. _q,. L ... ~, .. 1.: .. ~, .. 2.: ... 7. l・う.:-:tL........ . : .IY.l最T.... .. 
第：U.[H.Q ミドリ7オリがイ [ ... LZ・L (.......4・『無し ． ：負し[P.tU
45[1(137[ : 3.3: 3.3: 1.4: 6:V-32 :IV: ................................... , ... — ー・ ・ ・・・・・ ・・・・・・・ー．．．． ． ．．．．．．．．．，．．．，．， ．．． 一．．．． ．．．．． ．． ．．．．．．．．．．一． ． ．． ．．．． ．．． ． ．． ．．． ．．

: U_JH.: l .. tt¥ ... tJ,l .. tJ.[ . ..7 . [あ～え.H:~:t(Y惑集車遵図；)_6).Ut! クロ13り力.1 [ J, .5)6,J.LtLLJ.¥Q:-:.zt ................ :Y l上面．．．
: 17: I ．．．．．．，．ー・・・・・ [ .~, .. ~.Q .[ .2 ,. 5_Q.[ ... 2, .. ~.l ... q.[ TT:-:.2 .2 ................. l Y: 上面．．．
: 1 s : 16 3 : : 7. o : 4. 9 : 7 : 4 ¥ Q-19 ........... ....... : ・・・・・・・・・・・・ .. ............................................. . ...................... lw.: 下面．．．．一
: 1:144: 110.2:10.1136.2: fY-34 :V:pit13 ．．．．．．．．．．，．．ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．一．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．ー・ ．．．．．．．．．．．． 
l ... 2.[ ....... : [ 4, .. 1.~.[ ... ~, .. Q.lJ.&, .. z.[ ... Q.lX:-:.2.2 ................. : .Y.. 上面．
!.3JU. ・ クロ13りカ・イ ： .3, .. 1.~.:.~,.tL.t . .z.: ..7):-:.V. ................ lw.: ......... .. 
l ... (Jtf l .. t.(.. Q .. Bl. J.z.l .J .:.~:-:H ................. l.IY.'. 下面
: .. (Hf : .... LL. もL... 9, . .Q.[ ... 1.Lぁ～えH.-:-:-:tLY土城．
l. J .iH~、 [ .lQ, .. Q.[,lQ,.tl 9 .~: .. Q.¥ .. ~.\Z:-:.1 .5 ・ lv .. l上面．．
: .rluo.l. ミ・ドリl.t111l:.:イ...:. ぶ-2.l.. t.(.. 9,J [.J.l. あ．～えt3::-:-:tQ.'..Y.[土城．． 
l ... &.[.1.40.: l ... Q, .. 3 .l.4,.~.s .\ .. ~, . .4.l ... 4.lR:-:.1.~... ... ........... l.Y. .: 上面．．．．．
: ... L ...... : り口hり力，ィ ：・..~: . .4 .: ... 2, .. Q. [ ... 1 : .. ~. ¥ ... Q.: W :-:.2 J ................. i .Y. .: 上面．．．．．
: 10:153: l .~: .. l.Q .l ... 8,.~.[.2.2, .. 2.l ... (.: Z:-:.3.2 ................. : .Y. .¥P.i .t.1.~. 
: U.l ....... [ ......................... [ .. .4:J.l .. Lt .. s, .. t ... fX:-:.2.2 ................. lY: 上面 ． 

: t2.J.n: ミト,1)7オリがイ : .. l —.~.: •.. LL..5,.L .. 7点 ．～・・えn........ :v.: 土城． 
; lt[.1.2.Q:l ........................), .5.5 [3.Jf .. L.1.l .. .'Uあ．～•しヽn. .. :v.l .... 
).(・l.62.[ l ... L3.l .. L.L ...... Q.; .. (年1.~ .................l.IY下面．．．．
: lLl.66: : 4.5: 4.31 4.4: 6:W-33 Irv: ....................、.............................................................

:u.lH.1.: り口fョりカ・イ ： .. .4: .. 8 .: ... 3 :. z.: ....... ~.: ... 4.[.Q:-:.2.0 ................. : v .: 上面
第.l'G.1.q.O.! l .. L.1.l .. .4: .. L. LJ.;.J .lあ :-: .3 .~ . . ...... . ... ...l.IY.l ........... . 

............ : ..................................................................................... lwl最下．．．．．47:Isl • I 8.8:6.75:32.4: 7! えー34
: 1~)31: ミト・リl.t111l・イ...l ... 4, .. 6 .: .. .4: .. ~.: ... ! : .. ~.: ... 7 .: Z:-:.3.1 ................. : .Y. .: 上面．

図；2.0.:.: :::. ::; l Q, .. 2 .s .[ ... Q, .. &.l .1 .3, .. s .; .. s.: W:-:.2.1 ................. l .Y止面
l.v.l ....... : :. 3:8 : .. LQ.: .. .1,.~.: .. s.:x:-:.n .. ・・ ： I.Y.: 下面．．．

, ： 22:143: [.s,.f .. L5・U,--9.l... 6'.W:-:U ................ :Y :I、P.iJ.4
; Jt ...... : り□13り力：イ lt .. ~.Q.: .... L&.l . .O,J.l ... Q):-:22 ................ .:.w下面．．．．

.... .......... . ............................................................ lw.l最下部．, :24: : I 4.5: 3.4: 3.5: 5:X-35 
, 25: : : 4.4's.1: s.s: fz-35 :rv最下部................................................................................. 

26: : : 7. 6: 3. 41 8. 7: 5 I U-22 .................................................. ,. ......... ,. ......... ,. ............................... l.Y. ・；上面．．．．．
、4.0.2・・ ・ ミト~.1/.Uリカ '..{ ... l ... Q : . .4 .: ... 4, .. 9 .: .1~:. ~.: ... Q .l W:-:.2.1 ................. l .lY .: 

. . ............................................................................................... l.IY.l下面．．．．．： ： ： り□hり力”ィ : 2.1:1.gs: o.6: s:x-22 
[ .5 : .. 4 5 .l ... 4,. 7 .l .1 .1 : .. Q .: .. Q.l X:-:.2.(..... ・・・・・・・..... l.IY. 最下 ．．: : 128 I 

; UL ミト.1)7オリカ9 イ: .•. L3: ..s,J.J.tJ: 1 lz:-:t4. .......... ・[IV [最下
:u.z.: ........................ : ... 4.-.~.: .. Q,.f.1L3 : ..... Lあー.3.5・・、：最下．
: u.o.: クロチ3りr.t.... l ... 3.6 : ... 2,..z),..1.s., .. 1 あ～え33~36[V:
： ...... : ミドリ7オリカ・..t .. J! 見~:••• 9,.~.:.l.0.4,. l .. 1[ぁ～．・えff;詞Y:[土城
: H.2.l り!'!hりがイ...: ... LL  LU. L3 :.J.: あ～．え34,・:,3_q・焦し・土堀
;.4.0 .~ ミトよ111オリカイ &, .. 9.[U,.J l .. .1.Q.3 [ ... 1 えー2.8....... ;.IY最下
: 159: り口わりがイ 9. 4•10.9 : 55: 8:Z-16 :rvi 
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第47図 貝包丁様製品
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第48図 スイジガイ製利器 (1・2)、螺蓋製貝斧 (3~ 5) 
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二． スイジガイ製利器

第48図 l、2は突起の先端に付刃した利器で、製品と

して確認されたのは 7点である。その内 3点は付刃がみ

られ、他3点は付刃部が潰れ刃の有無そのものは確認さ

れないが、その他の残存する突起の遺存状況が意図的に

なっているものと判断されるものについては製品として

解釈し選んだ。特に内 l点は突起部が全て欠落してその

判断も困難なものもあるが腹部に粗孔が存在することか

ら、とりあえず本項目で報告する。出土層はいずれも N~

v層に集中する傾向がある。付刃部の分類では平刃型を
(,f.) 

中心とするものである。

註

註上原 静「いわゆる貝製利器について」 「南島考古」 第 7号1981年

＼ 

ヘス
面

ー
b 

喜〉二

式
模

器
利

製
イ

ガ
ジ

イ

ク 「スイジガイ製利器とその刃こ1まれ」 文化課紀要 第2号 「沖縄県教育委員会J 1985年

．、翁）
I 

，' 「続 ・スイジガイ製利器について」 読谷村歴史民俗行料館紀要 第14号 読谷村教育委且会 1980年

第26表 スイジガイ 製利器観察一覧 単位 ：宵

図番 ① ② 叫④⑤ ⑥ 平面 ,~ 縣晴頃勅 a b C d e 重 状況 地 グリ 層

1号 形 看 Ix ット

48 1 ▲ x △ △ 

゜゚
平刃 両 横位置 9. 7 4. 26 8 79 5. 36 l 3. 5 470 体層部に0.9X08cmの祖孔あ り 6 V-26 JV 

刃 5、6突起先端のみ欠損。左縁の

刃部剥難あり＾

2 ▲ X 0 X X 

゜
平刃 両 横位浬 6 3 3. 88 9. 01 5. 4 7 13. 98 400 体層部の線状の割れは発掘調査 5 X-13 IV 

刃 時にあやま ってキズをつけたも 下

のである＾

な X X X X △ X 8. 5 5 5. 4 2 13. 94 350 t(i)番突起は根冗より欠落するが I F-22 攪

し その他の突起の状況が附刃製品 乱
と共通しているため取り上げた。

腹面にI.5 XI. 6cmの粗孔有り 。

゜
X X 0 △ △ 先端 両 横位置 5 03 10 23 5. 61 I I. 59 340 全体の突起の状況は附刃製品と 3 P-33 n 

破損 刃 共通するが、残念ながら附刃部 C 

先端を欠損。体層の背面が打割

されている 。全体に風化が著し

し'"

△ X X X △ △ ① 両 横位置 7. 9 5 19 9 69 5. 48 13. 7 7 535 ①は欠損しているもののボイン 4 Q-15 V 

⑤先 刃 ト状を呈している。⑤は片面研 上

端破 磨の可能性を有しているが風化

損 が著しくあいまいの状況である。

いずれも先端を破損。
＇ 

△ X X 

゜
△ 

゜
先端 両 横位置 3. 8 5 8 78 4. 7 3 I 0. 8 6 320 突起の状況が附刃製品と、共通 P-15 

破損 刃 するため取り上げた。風化が進

み器面の保持は悪い^

▲ X 

゜
X 

゜゚
平刃 両 横位置 4. 7 4. 13 9. 69 6. 7 9 16. 48 710 附刃部は風化が著しく研磨面が 5 V-17 IV 

orが 刃 あいま いになっている。刃部部

イント の左縁を大きく欠落。ボイント

I様にもなる n

凡例 ▲附刃突起、0完全保存突起、△半欠突起、 X欠落突起 (lcm前後を残すものも含めた）

2. 容器

ィ．ホラガイ製品

ホラガイを素材とした製品で、貝殻の利用部位や加工状況により、機能が界なることから、製品にもバ

リエーションが認められた。以下に分類し報告する。
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第27表 ホラガイ製品観察一覧 単位 :寄

図 番号 殻長 殻径 重さ 縦 横 加工状況 地区 グリット 屈 層 備 考

50 I 30. 7 16 850 孔なし ホラガイ製容器 5 W-17 V 

50 2 23. 65 17. 75 480 1. 78 1. 69 ホラガイ有孔製品 (I孔品） 6 X-32 N 

50 3 19 7. 1 0. 2 2. 5 ホラガイ有孔製品 (l孔品） 7 し¥-26 V 上
1. 2 I. 35 

50 4 13. 8 6 84 I. 93 1. 4 ホラガイ有孔製品 (I孔品）殻口の大屈部を大きく 7 あー30 IV 
欠損。破損面が磨耗しているため二次使用がうかが

われる。

II. 69 4. 6 44 1. 64 1. 59 イトマキポラ、有孔製品殻口側と逆体層面に計2孔 1 D-16 IV 試トレンチ

を穿つ。

12. 07 6. 3 52 I. 86 I. 98 ホラガイ有孔製品 (I孔品）風化が著しく対層部を 2 D-34 IV 
大きく欠損。

図 10. 21 5. 7 95 2. 07 I. 42 イトマキポラ、有孔製品殻口のと逆の体層面に 1孔 えー25 下部

を穿つ。

な IV 
13. 02 6. 2 107 2. 43 2. 14 殻口側の体層面に 1孔穿たれている。 Z-30 

し 7 

7. 41 5. 4 38 2. 17 I. 33 ャッシロガイ、殻口の逆の大屈面に 1孔穿たれてい あー31 土搬

る。
V 

14. 94 5. 6 82 2. 68 2, 42 ホラガイ、有孔品 か31・32 灰集中土漢

9.6 8 84 135 7 シロニシ、殻口縁部や螺軸を打割により除去してあ 7 Z-34 JV 最下

る。体庖部は加熱を受け一部破損している。

ロ． 容器状製品

第50図 lは内部の螺軸をくりぬき、器状をした製品である。殻頂は欠落し磨滅しているが内部と貰通せ

ず水漏れはしない。ただ器の保存状態は悪く、器面は風化し細かい孔が多数見られる。殻口都分は図の様

に大きく欠損しているが、破損面は磨滅がみられ、殻口の先端面に僅かな研磨面が認められることから、

その後の器以外の二次的な使用がうかがわれる。 5地区VI名より出土。

1 . 有孔製品

体陪部に孔を穿った製品で1本屁の大きさ、孔の部位や数によりその機能が異なることが考えられるため

賓料をさらに分類して記述をする。

①殻口側の体層部に孔を 1つないし 2つ穿つもの。いずれも孔を穿つ方法は敲打によるもので研磨は

みられない。

・大型製品

第50図2は殻口側の体層部に円孔が 1つあり、また同面の体層部には不規則な小孔があるが、後の破損

で人工的なものではない。先端の殻口部分と殻頂を打割整形されている。殻頂は内部と貫通はしていない。

器面は風化し、本来ある斑点が薄く白色化している。明確な火熱の痕跡はみられない。6地区N層より出土。

・小型製品

第51図 lは殻高が14.9cm、殻径5.8cmのホラガイ資料である。 1孔製品で、殻の大きさに比して孔が2.6

x 2. 3cmと大きい。 7地区灰集中土城よ り出土。

②殻口面の体層都以外に孔が穿たれたもので、整形は敲打によるものである。この項目に入れたのは

2例である。

同図 3はナガイトマキボラを素材とした査料で、殻口側の体啓部と逆側の体層部に円孔を穿った資料

である。 1地区試掘トレンチN層より出土。

同図 2はイトマキボラで殻口の裏側の体層に孔が穿たれた例である。 7地区W層下部より出土。
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ハ．貝匙

・ヤコウガイ製品

精巧品と粗製品に区別される。

第51図4は扶りが施され取手を有する精巧資料である。受け部分は欠落している。受けの底から縁まで

が深いタイプである。 7地区v層灰集中上堀より出上。

同図 5は受け部分のみを残す資料で、受けは浅いタイプになる。 5地区IV層下部より出土。

第51図4は加熱を受け黒真珠色に変化し、器面の剥離が進行している。6地区v層上部より出土。

自然殻の節のある太い螺肋がまだ残り 、側縁の打割面の調整が十分になされていない製品で多数出土し

た。遺存状況の良好な 4点を図化した。第51図6は両側に扶りの整形面を残す破片査料である。 5地区IV

層。同図 7は7地区IV層下よ り出土。

同図 8は4地区IV層、同図 9は4地区IV層炉跡より出土。

第51図8は製品の素材となり、核として残されたヤコウガイの殻資科である。匙などの製品を欠きとっ

た残欠資料にあたるものと考えられる。内部の真珠層面は風化のための光沢はみられない。殻口から螺肋

に沿うように体層部が取られている。殻の欠きとられた縁に細かいチップ痕が残っている。南西トレンチ

7地区 b'砂層殻高16cm。

・タカラガイ製品

第52図 7はタカラガイの背にあたる湾曲した殻部を割り取り、器状にした小形の製品である。整形時の

打割面は、とくに研磨をした様子はみられず、手ずれ様の磨滅面にな っている。 6地区IV層より出土。

・ホラガイ製品

第52図 lはホラガイの体層部に沿って欠きとり匙状にみられる製品である。形状は巨視的にはヤコウガ

イ製品に類似するが、研磨は入念にはされず受け部分と柄の区別が明確ではなく、精巧なものではない。

J -7 II層出土。小形で柄に相当する頂部は三角状に尖り、受け部分の先は平坦になる比較的扁平の資料

である。 7地区IV層上部より出土。

同図 2は長軸に細くなるもので、端部および側面が丁寧に整えられている。6地区IV層よ り出土。

・ラクダガイ製品

前述の 7に類似するもので、 6は貝そのものがラクダガイを素材としている。自然の背面のみを打ちか

いて皿状にした製品である。打面は特に丁寧な研磨はされていないが手触りはスムーズになっている。 7

地区 層上部より出土。

・メンガイ製品

第52図3は深みのある自然貝のメンガイが選択され、加工部はわずかに腹縁部を水平に打ちかいたのみ

の器形の資料である。殻高11cm、殻長8.7cm、重さ163,7 g。 7地区IV層最下部より出土。

二．貝皿

貝殻の腹縁部をほぽ水平に打ち欠き、また腹面のヒレをカット調整したもので、打割面の研磨がみられ

ないものが一般的な製品である。加工および形態から器の機能があったものと考えられる。資料総数122

点と貝殻製品では多く出土している部類にはいる。貝種別にはシャゴウ (4点）、シラナミ (3点）、ヒメ

ジャコ (7点）、ヒレシャコ (105点）、メンガイ科 (3点）などの 5種類が認められ、その内でヒレジャ

コ製品が最も多く検出されている。

地区別には 1地区12点、 4地区 4点、5地区 4点、 6地区13点、 7地区61点、 8地区 7点と 6地区から

検出されているが7地区に著しく偏在している。層位的にはIV~V層に集中している状況にある。
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第28表貝皿観察一覧
単位：宮

; .1/c: • • : 閉 グリット： ： 格偏~- : ・：火

34'tvッ.JR'19.'25. 2.4'6ヵ し¥ : ・ 2' 'R '23.27. •~.2 · ヵ？卜3
98, J'? L =23. :zg_ =4.0= : :、B 94. R :1s. ;23. ii. 0 iO 
1ps R .)J, J.U., (Q, 3; △ ・ • 16: :L :16.:21.:1.1:0 
1.PJ. tiツ.tJ .R ... JL Jp, lu.l4 ....... ・ 不 明 ： 73. ; R :14.'19. :0. 7, △ 
101 •R •1s. •11. •o.s• 45. L : 20:ss. :z.s:c 
n. J. :JL2.9., .. l9.,.7.iQ 、 14: :L :16. :27.'1. 7'◎ t]Iヵ7卜：

~.3... :L: 15: 23:1.l: △ ’．．  ............................... _ ................ . 5''L.19.'30.2.3'◎ t ]Iヵ7卜
2.t .R..)L).7., U.: ・カ7卜3・． ．不 明 69: =L =19. 22. =1. 7 !0ヵ,ti
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12' : L 11 :2s,.x.LctJ力!,l:.• ; Z-30 ................. 371 , R • 1724. : 2.l '力'/ t 2 
拉 tv'J・ャJ:L: 18'26. ;l.4:0tvカ・1ト7 :IV 64: .R : 18 24. '1.5 :Otvカット
旦 ：R =22. :30.'2. 7 :Otvヵ,t : =Z-30 ' 19':R'18.'28. =2.0:0 

l這 : R :23.'32. 3. 3: 〇:： Z-30 59':L'21.'32'2.8: ◎ tv1J•ir 
AZ. .R .... u, .. :.u,),J・カ7卜L Z-33 最下 43j •R : 19 30.:2.1◎ 
71: :L :13.'21.'0.9: tvヵ，卜 ：： 48' :L ' 19: 26=1.3: tvカット ・ 

凡例 ◎ ：腹縁のカ ットがとくに顆著、 o:腹縁のカットが顕著｀△ :腹縁のカットが若干みられる。

杏；グリット：
': ぁ—32 ; 
; : あー35 ; 

；し,-32
＇し¥-34

：榊偏与

；最下

I : 逗
：ぅー28 : : 下
；ぅー31 : 
；ぅー33 • 
；えー26 , IV 

最下
部

7: 年廷
っー31

: 7: :y ． ． 
う・え33 : : 土城

7'う・え33-34'V灰心
: • ?~:t33-ヽ36 '< : : . ：土堀
: ：えー31

←― 
：えー33 ' ・上

汀

＞
 

. . .&.:11 
Z-22 

むー19 • : 上
8: っー18 IV 
：ぅー21 • 
L&.:11 
Z-15 

下一

vi上

x: カットがなく、 自然の感を受ける。

3. その他

イ．二枚貝有孔製品 （貝錘）

二枚貝の殻頂部や腹部に敲打により孔を穿った製品である。総数788点検出されている。その内訳の貝
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＼
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〇-(―◇
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芦
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3
 

-(-" 
6
 

ーローロ〗

10cm 

第54図 二枚貝有孔貝製品 ソメワケグリ (l)、シレナシジミ (2)、ハイガイ (3)、カワラガイ (5・6)、

リュウキュウサルポウ (7-10・12)リュキュウマスオガイ (l])、ヒメジャコ (13・14)
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第55図 有孔貝製品 ヒメジャコ (1~ 3)、シラナミ (4)夜光貝 (5)オオギガイ (6)
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第29表 a二枚貝有子

No. 貝種 ％姉殻高殻長雌（長稀（樋重量距グリノト層層備考
!_1_8_4_)精:・..1. .. :L.[完：Q, __ 1 _: .. -~,. 2 .: .. J , . .l.: __ J, .. 9.: ... _ 1_~._ z.: _5 __ .: Y :-:J .7. ........ _[ W.: 
l_B_L~-1狂LL・・・ [j破 t ...... .*.: ...... * l .. 1,.3.; ......... !). lY.-:17. ........ ;w [ ........ . 
u.1.l.tfゾt.LR... : 完!••••• J,i .... 11.l J, .. L .. 1,.7.: ..... ~.o .. fJ .. (Y:-:lt ........ :.IY'. 下
z.o.B. ● ： L.l完， 4:4.:.. 4 ... Z: .. L.5 : .. 1, .. L ...... Q, .. 5.[ [Y:-:22 、下
.2.Q.4. ・メ'/カ.1 '.L 完 L(....... 4.: ... 1,.1 : .. 1, .. t; ...... 5, . .&.: s カー5 ~IV [上
ZQt[ ............ lR .. l完:... L7.、Q,Q: ...... .2.: ....... 2島...J(・．．．．．，．．．上．．
2J3・カりう力9 イ[L.[完:.. 4, -~-l .. 4:. 4.l ....... 1.[ .. .Q, .. 8[ ..... l.2, .. 2 :.Q ... : キーL........ .l.IYl ........... . 
Vt[ ;R 完 Q ... l.l ....... 8 .l ... Q,. ~.l ... 4, .. 4.[ ..... 2 .~:.4 ・キー3 : : ...... .. 
rn.Q.:t1-ツ＇ャJ:. L ... l ... LL  .. &: .6.l .z ... z.: .. 2.. .. 1..: ... Jt t: 5 : ........... _: rv l .... . 
1-1.Q.l ............. lL ... l完；... 4,.1.: .. Q, .. ~.: .. Q,. 6.[ .. .Q .'.. &.[ .... .13 .'.. Q.: ..... : キー5.......... : ... : ... ....... . 
JJLRサル和R • 完i.. 4,. 1.[ .. 6 ... 4 [ .. o , .. 9 .'. .. .1,. 4.l ..... 24, s.:.s ヤs.......... l.IY.l 
u.s.: l.R ... : 破:...... L ... Q, .. s.: ....... *.:.J •. s : ......... .*.: lP.:-:.~. ...... .... :w上面
~.~~.: メl力→ イ；L .: 完[j,J.: . ..Q,..7.l .. LL .. L(....... J.: 5 :.~:-:.1.3... .. : V : 上．．．．．．
1_99[ ............ •t.: 完 4,.. 4.l .. 4 .... z.l .. o ... 1 ; .. R ... ~l ............. ; .... [J:-:12・・ 上 ，．，
1.B.V~ サルポウ[IL[完；.. 4 ... .4.l ... Q, .. &.l ... 1 •.. 9 .: .. 2 , .. s.: .... 2 s, .. ~.: .~... ¥J:-:.z .s ......... : .'!..: 上
ZQ.2・メ］カナイ ，L. [完，..Q, .. Q.l ... Q ... f ...... L ... 1 ... (... J.2 .. J :.L:.Y:-:.U ......... l.Y .. [上
t9.1.l.tD~. .t.J.:R 完 4, .. z .l .. s .... a .l .. o .... 5 .l .. o , .. s .[ .... .1 s, .. &.t.s ... l Y:-:.14 ......... l y上面
U.&.j~ カ・:. .1...: し..! 完.¥.. .4, .. ~.\ ... 4, .. ~.: .. .1 .... Q .: ... l , .. ~.'. .... .l.1 .... 9.i 5 ... l .V:-:.14 ......... : .Y. .: 上面．．．．
Ut}叩吃ウ[R... [完;•• 4, .. Q .: ....... 7..: ... Q .... ~.: .. 1 .... 4.: .... .4 .~.... ~.: .5 ... : Y :-: 1~......... [ .Y. .: 上
207 [tメッ・.t::ilL 完 l.-4. ..B.[.J .. ・.2.[.. L .4.[ .. 1 ... 1.l .... .1.~... .4.[ .Q ... [ Y :-:.~........... [ Y 上
.7..6.6・： メ`ノカ・` イ： L .. : 完:... 5 ... 1.: .. .4: .. ~.: .. .1 ... 1.: .. .l: . .4.: △ U,J .• 5 : 伯U......... :v: ........... .. 
H.3● 一；R ... : 完，...Q,.~.: ... Q ... f ... Z...(.. L .~.l ..... 4.Q,.f .... .lW:-:.2.Z ....... ・，.....: ●． 
10.6.}ザルガイ：R .. : 完 3, .. 7.[ ... ~, .. 4.[ .. Q , .. s .[ .. Q ,. q .[ ....... 4, .. 4.[.Q ... [W:-:.3.3 ......... [ ..... [JJ.i t 2 
n~.lU/ .. t).lL ... l完.l... ~: .. B.¥ ... &:.~.'. .. .l:. 5 .: .. _l : .. 3.'. .... 2 .9 : .. ~.'..6 ・キー9 ・・・：・ .[撹乱
H.Q・ :L... l破.l... s • .2.l ...... *[ .. o,.-9.l ..... L 主:[X:-:.3.2 ......... : .. ~.. : ........... . 
.1.Q.1.)'/がイ ;L.完.l... tJ.l ... t..2.[ . .1, .. 1 ; .. 1:.t .... ttJi 6 l.~:-:.n ........ : rv : 最下部
702 l : L 破*• *: *• *• *• ¥S-34 
~:fr\メゾャ:i"\:::[完:::i::i:[ :: :1 :::2:[ ::::: ::1 :[:::i:: :~::::: ::i:~::A:; .6. ・・: u~·3o 

最下部
W最下部

3.~t ............. lR 完： t .. 1.[ ... Q, .. 1..[ .. o, .. ~.l ... 1, .. 3.[ ..... 20, .. 1.[ ..... l ................. l ..... : 最下部
iLR叫訂.lR... [完；t.1.; .. 1 •. 2.:1.01.:.1,.sL .... 11 •. 1.:.6 ... ;u:-:s z ......... :w最下．

.~0.4 リ 1りわり : : 4. 6: 6. 2: 2 1. 5 l 28. 2 : , ................... , ......... , ......... , ............ . 

rn.~ サ｝ばり ：R 完 t.. t ..... ..7..[ ..... J.[.J, .. tl_ .... 4.7.. ... (6 [ V-30 ! IV :JJ.iU 
.2.~.~) .............'. .....'. ..... : ...... .4.l ... 5, .. 7 .: .. .Q, .. 9 : .. .Q .... ~.: .... 1.9 .... Q l ..... : ............... ・・：..... : 最．下．．．．．
27.Ltf/ .. tf R. .l完[•• 7 , .. 9 .[J .l , .. Q.[ ... l, .. z.[ ....... 1.[ ..... ~0 .... ~.[ .Q ... l Y:-:.~1 ......... [ .IY .: 
.7-.Q.L~ サル的，，L.. : 完 ... ~, .. &.[ .. q .... s.[ .. O, .. Q.[ .. Q, .. 7-.[ .... .14 .... ~.[.6 ... l Y :-:.~.1 ......... l _ry .l P..i .. ~.1.1 
Z.&tj~ カイ¥... : 完t.J,. .&.[ . ..Q, .. 7.: . ..1, ..'!.、...Z,.Z.: .... .lJ ... &.l.6 ... :Y:-:3.2 ........ lw.l ......... . 
.~0 .7-.l.t f {. .t ::i .[ R ・完l.J, . .7..l .. .1.:..6 : .. 1 ... 3.: .. J,.L .... 42,J.[.6 .. [Y:-:.33 ......... l.IY.l ...... .. 
n&.l.RJル翌.J.. : 完・l... tJ.[ ... t.8.l. o, .. s : .. Q, .. &.l .... .41,..2.J ... lY:-:3.3.. ....... :.IY'. .......... . 
.~Qt[力りi力ゞ・・イ； L.l破 '. ••••••• * ¥ .. L.&.¥ .. J, .. 7-.: .. 1 ... 2.¥ ........... *.[.6 .. [ .V:-:.~.4 ......... l.IY.[・・....
4J_6_:1/1りキ1り：L .[完:.4, .. B.l .. .ttl .. Q, .9 [ Q,.9,l. 39,.(6 : V-34 : IV l . . 
.4 .4.5 .• サ/~ホり R. : 完 4:.9 [ . ..7 .... 2.: .. Q,.f .. J ... ll, ..4.Q .. J;.. ... l ................ l .... ; ..... . 
.Z.&.Q.!'.R. .. : 完'.••• 4:..1、Lf.. LL  .L ... 22,,.4.• lW:-:.24...... . :. 
1tQ. [R. [破lLZ・：．．ざ，Q,.. 9.[.J, .. L ....... f [l¥':-:2.5 ..... _: : 
.4.2.Q. IL完 ：5, .. 8.[ ... 7.:.t .. .Q,..9.[. 0, . .7.[ ..... 2.9,J.• j• ~..... 
.2.1.t u:;・rJ l .... : ..... : ... LL  .. 9, .. L ...... L L6: ... 5Q .. J: 6 :w-so ! rv l ........ . 
2.1.t [R ・完[ 1 [10. 4 : 1 : 1, 9 : 61. 8 ...................................... , ......... , ............. , .................. : : ............ . 

3.3.Z.: J .. ・完： 6. 9 : 10. 7 l 2. 3 : 2. 1 : 9 5. 9 • W-31 
.3.3L lR .. : 完．
2 3 5 I : R : 完

No 貝種 ゾ梱殻高殻長輯（長闘（祖重量＿躯グリ・ノト層 層備考
6Q.&_: tメッ’．ャJ:L : 破:*: *: *: *: (4 :0-21 : IV l上面⑪
603: :R完: • ......................... .. 9, .. (.10,.~l .. LB ¥ ... l,.(.......... *.[ ..... ; ................ : ●：上面⑫
~LIうナミ .....J ... : 完;•• ~,_}.l J .(i, .. 5 .; 2, .. 4.Q : .3 ,.~.9.: ... 4 4 s •.. Q.: 4 ... : o::.Z.4 ......... : .rv .: 
W4i [R ・完: ..... J.l ..... 1.u .. 1,.f.J,.ll ..... 9.s,.~_: jo-22 ・上⑧．
'164_: t/. ゾャ]lL, .. ; 完 LLrn, .. 1-l. ... .. L.L3.[ ... j0, (4 ¥ .............. :IV上⑩
~0.2) !L完 :.J,.z.l.. t.s: .1,.2: .. L.5△ 2-5:J.: :p-20 上①
QQ.l.¥ ............. lR完 .l.J,.. B.[ ... L2 : ..... L .2:L. 6.LO.[ ..... ¥・ 上①
tlLD力:・・イ...:L ... : 破l... t L ..... t: .... LS.:. ...... .*.l .......... : 主；4 ... [ Q:: 1.4 ......... :.rv.: ............ . 
U.7-.:RサルポクlL...l破l... :t.7-.l ........ l ... LL  .... .. L .......... *.:4 :Q-14 :IV[ .... ・ ・

... w: サIvホ．．り：R .. [完：L7. l ... t .. s),J(0, .. 7.f ... J.t.f ..... ¥ ................ : ..... : ......... .. 
U(J.1がイ :L[完l..... s l .. 4:J.[. z, .. (... L6.[ ....... 7.:.(4 : Q-15 [IV: 上
fU.: ............ .l.. ... l: 破.l...... tl ... Q, .. LJ,.5 {. Z:L ......... t: .... : ............... : .... : 上．．．．．．．
随.Ltメリ t~ .:R..: 完l.. tJ..[.11,.(2,.f .. s.z.: . . 91,.9 [4.[R::lL .... l.rv.l最下部
Q.Q.Q リュりキュり[R: 完L.L.t-7: ・.t..1,.. 2.; ... 1-.n ... sLL.4 .. lR::.zt ........ ;.v: 上
Ut・・サ11/亦'.. ' ： L.. l 完； ... L~ i .. 6 , . . Q.i . . . Ll .i . . 1 , . . 9 i . .. . 2L t! 5 .. ! I-:H . .. . .. . :、. : .. . .. 
WU}ンカ イlL 完 l..... v ... li,. 2.: .. 1, .. 1.: .. 1, .. Q.l ..... 4.~,J.l.s ... lw::z.s ........ [.q ・・下．
rn.~ カりうカ イL 破 l... s,.t ....... ~) ... 0, .. 9.[ .. o,.t .......... J.l.5 加L.. <c:l. . .. 
1_93[Rザルガ.LR... : 完.:... 3,__7 .: ... 3 , .. 2 .: . .Q , .. ~.: .. O , .. L ...... L6 : 5 ・カー2.......... :.u.c.: ............ . 
UfLRサルボウlR .. l完:... L(. ..Q, .. Q.: . .1, .7 : .. .1, ll ....... ..1.1.:.Q・・ ・キー~..... . . ...[.Ile[ ............ . 
l.V.J~ カ:・..{__ .: .L・：完 ..Q,.L ... 4, .. Q .l .. .l, .. s [ .. 1-. 3.l .... -1.~, .. Q .l .Q ... l 1::.4 ........... l.Il.c .l ............ . 
U.Q.: リュりキュり L I完l.Ltl .. L .~.:.J,J.i .. LB.i ... J.&:J.: 5 キー5 : II : .......... .. 
174: サルホ．．り 、 ： ： 4_9: 6.5: 1: 1.2: 30.6: ....... ........... ・・・・.................................................................ー・・・・・................., .................. . 
(itf .. t杓 t.JJ... : 完 g,.4 .l .... 1.4. l .. _t ,. 4. l ... 2 •. 1_ .l ... z .Q~,. ~. l .s ... l~:: 1 .3 ......... l .rv・；上
!.7_QQ―: '. し..l完.l... t.L ... 5, BLl-.L .. LZ.'. ......... J.f :~ 戎L.... ・・・： ：下． ．． 
L9.t:/. 1カ＇ィ [L...[完l... Q,.(.... Q.l ... Lf ... L(...... H.: 5 [l—l.3. ・!IV[上．．．
21Q.[ ............. [R ... l完.l.. ~, .. 7-.l ... 1 , .. 1.l ... z .... Q .l ... 2 ... 4.: .... s 9 ... 2 .l ..... [J::.1.Q ......... : ..... ; ......... ――ー・
LU.i.~J.{ .. t~.!R. —ー：完］ー ~,.6.i ... s , .. 4 .: .. .o , .. Q .: ... o, .. 1.: ...... & ,. -1. :.Q ... :r ::.l .~......... l .rv・：下．．．．
.V(メ］カ・イ...lR ... l完．：• —.. 6l ... t.2・1, .1. [ .. 1, . .l. l ..... 2 .Q, .. 9. [ .q ... : ~::.2 .Z ......... : _IY. [ 

HB.l,RザルボウJ... : 完 .. Q,.2.: ... 1., .. 2,l .. .1,.s [ .. .1,.4.[ ..... 26, .. 6.[Q ... [t--J.4 ......... l.rv 上 ・ 
H.Lt}./ャ]lt .: 完l.. 6,.tl ...... ~.: .. 1,..2.: . ..1,J.: ... ..si..1 : s. _:x:: 16 ........ l.rv.l ......... .. 
1~0 リ 1りわり ；k...: 完：Q,.5.[ .... J・LJ.l... 2.[ . ..SL(s :v-16 : IV」こ＿＿ 

H(サIv点り濯破: *I *: *: *I *: : : : 上...... ー・・・・・・・・・・ー・ーーー・・・ー・・......................ーー・.........一 ●ー・・・......ー・・ーー・・・ー・・・・・ーー・・^^ー・・.....・・・....ー・・・・・・ー・・・....
163:.tメッ.. t~.J ... l破:•• L1.: ...... J.l ... ¥, .2 :1:..~t: .......... t:.Q ... lx::u ..... .. l.iv.l下．
.zo-9.lメ］カイ [L... [完.l... s , .. 6 .l ... s , .. 1 .: .. _1 ,. 4.l .. J,. 4.: .... 2.2,.J.l .Q ... : 炉U........ .l.IY.[ 
t6.LtJ. ゾ.. t~ . l L.. . l完.l.. Lt .. s.(.. 1,.~l ..... J. … .3 .Z, .. 6 .~.5 ... [W::.1.1 ......... l.IY止．
U.li :L ・完 l .LL. ふ.Ll:J.2J,.BL . . 3.0: __ 5i : • : 上 ． 

1.6.4 リュりキュり ；..... :. ・・・・[... .. L 8, .5.(.. L.zl J ... L .. ..4.L3 I 5 : W-17 [ IV [上．
1.Q.QサIv点り ：R ... 完:.. tJ.¥ .. 6,.3.[ .. 0,.(.0, .. 6 [ ... J9,.f : ................ • :J;, 
.20.6.l . .... . .... !R . . i完[ .4:9.l ... LZ.、..O,J : .. LL .... 4.l, .. L .. :W::20 ..... ・・・・．．． ．下 .... .. 
t&.2.(.tメリ'.t.J・[R... [完[••• ~,.6.: .. 9, .. 7.[ ..... z : ... 2:..5 l ..... Qt.t[.Q ... :W::.2.1 ........ :JY・下 ． 

.1.~.2 ・ リュりキュりR .. ・完.. 5,J [ ...... ~l .. 0, .. 7 [Ll7 l ..... 6.5,.7..: l.X::.13 上 ． 
_177・：サIvホぐりlt .. l完.¥.. 3:.L.5,.9.¥ __ _Q, __ 6 : .. LL  .. ..1.L3.: 5 :Y::U ....... :: IV [上．．．．
212 [ ............. ¥R ... t破l...... (..... .7.l .. L7 [ ... L.&.l .......... tl ..... lX::.l.5 ......... : ...) 
20-5.: : • : .... L 9, L .. LL  .Lt ... ..4.2,.6: j 
161.: t/. ツャ/L完 l... LL .. L&.l .. 1. 1.l ... 2:..s.: .2.tj.: s :v-16 : IV上 ． 

: 4QQ.: : ..... : .....'. ... 5,.L tJ l.J, .. L .. L2.: .... 3Lf : • : 上
uo.: ・. . ..J.: 完 LB: ... 7, .. &.L ... L .. O, .. Q : ... 2.5,.Q 上 ．
.1.1.B.)X力占イ 、L・．完:.. 6,.1.: ....... Q.: .. .o. 9.: .. .1,..2.: .... 2.t..LLJ::.1. 6 ........ lw・．上
17 3 : Rサルポウ R 完 4 : 5. 7・1.g: 2.4 13.7 5 :Y-16 :IV: 上

No 貝種 X梱殻高殻長籠(i腿（匝重龍 ：匝グリッ ト層 層備考

11 lりfりがイ，Rl完：2.8: 2.6:0.66 0.68: 3.9: :T T 
6_6 ¥ tfツ:.. t.J_J __完:••• 4:.6_[ __ 6_.(Q,_7& :_1,_p_L ___ 28, . .D.; ..... l: 不明 : ........... .. 
.. n l.~ サルボウlL.l完.l... 4: .. 3 : ... L7.!P, .. & .~ 、 i, . 4t l..... 2.2,.1 : ...)Z:-:.l.3 ......... lw) ... .. 
748: • , i ... L2.l ... 8 l. ...U ... Lt ... J.L5.[ : : , ........ . 
74( [L [完..6, .. 9.[.U,J.[ .. 1,J.[ .. t.._B_l.JQ.1_._.6_[ [ 
H.L ¥ ..... [ ... j ..... ..7-.j ... t .. L .. LS j .. 2.. .. L ... t8, .. 3.: : j不
7-H.:t/. ゾャJ:: l J_. .L .. LL.L L  tJ [ ・・・・f : 不明 ：明
'I.St: jR : 完 ・ふz.l,.6,_B_l.J,.. 2.; ... Q,.(... .2.L7.. 
1W: • . : : l.J, .. LJ, .. L .. LL.LL ..... ts, .. f : 
752: : : : 7.8:10.s: 2.8: 3.s: 1os.g: : ............................................................................................... ••···· ······· ·· ·:·· ···:········•·· •· 

us.: 完： .... 6.l ... s ... f ... 2, .. s.[ ... L2.l . J.&: f : : : ........... . 
.u.2.:1-, カ・1[L : ..... : ... t..4.l ...... L .. LL  .. LZ I .. 2.0,J.: [不明 ：不．．．．．．．．．．．．．
'16-1.''. ..... : ●破：~)....... * l.J, .. s.[.L&.: .......... J 明， ．
'16Q.[ ............. J完 Q,.. U .. Lt .. L.1..l .. LL .... 1t..2.¥ ..... [ ................. ; ..... ; ...... .. 
U.7: 完：... LLJ_. 6: .. o,6 :. Q, .. L .J.&: .6.: : 
7_q(1) lりキュりL [ ..... : .. :L.z.:... 6: L L  . J j ..22:.t [ : 不． ．． ． 
猜tサ）ばり： 破＇ ＊・ *: *: 1.7: *: : 不明 ：明．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．；・・・・・・・・・；．．．．．．．．．：・・・・・・・・・・・・・、 ．．．．．．．．．．．．．． 
75t: [ R完：.LL  .. LL  .. LL.LL  3.1.J.[ [ : : ......... . 
753: : : : 4.8: 7: 1: 1: 33.1: : .................................................................................................................................. 

.U(RサルボウjR完.:... t .. ~.[...s ... .2.l ...... ,U ... 0:..t ..... 24_. .1.: ! 不明 ・ 不．．．．．．． 

.ui:f.!¥f.:t ..... l破.l...... J.i .. .4:..S.:...1,.-7.: ..... L .......... ~: .... : ................. [明．．．．．．．．．．．．．
76.8)fツ:.. t.J.lR.、完l.. Lf .. f ... 3・1,.. 7・Ll: .... U, .. 6.[.1 .. :R:-:.1.1 ......... Lil.c [U 
~.&.9.f~fJ ... lし完 .....q.[ ... 4, .. ~.l ... 1,. 1.: .. 1, .. 5.l .... 1; 幻tll... lR:-:.l.l ......... l.Uc: 最下部
~.88.l~ サルポウUL完:• ..4 .... 7..¥ ... 7.: . .l.i ..... 2.j .. L2 : ... 3.l ... .4.iL lR:-:U・・・・・ij_d最下部
.ufメ!カ・・イ ¥ ... [完；~,.-1.: ... tJ.: ... ~.-. :r ... ~, .. 6[ .......... .*.lt .. ll):-:u ........ :.kl.4 
'16 .Lし杓~..t~) 完：L(.. 6,7.[.J •. 4 [ .... .2.[ ..... 1.3, .. 3 IL.[R:-:.U ...... lilc風！翡腐り
U.3.lメ―]カ―:.. L'.L...: 完：~....2.: ... 4, .. ~.: ... 1, .. 9 .¥ .. 1 ,. 7 .¥ ....... ~, .. ~.: 1 ... : f :-:.l.q ......... : .IT .G .: 12 ........ . 
7.7.(I団Jどがイ:.t.. : 完；... Lf  2_.4・.0 : .. ~.: .. .0 : .. ~.l ........... *.l .l ... lf.:-: 15 ...... _.:IT .G .[.l .4 .. 
nLt.11ッ:.• t~.J ...'.: 破[12_.5,l....... *) ... 3,.3 [ .. L2.j ・・・＊．・t.¥E:-:1.5 ........ .: .. IT.G ⑧ 
'1_7__1・ヽ}サ叱粒.lL.l完l.. L .~.: ... t.9.: .. L.5 : .. J, .. !i.、.....2.5,J.J .[f.:-:U ........ [IT.c :R......... 
59.Q.: メ刈~.. L.[L...l完： ~.... ~.l ... 5 :. 3 .: .. 1,.1 l ....... l.l ..... 1 .7 :. 3.[.l ... 暑任 U....... :.U.G.lR. ..... . 
tV.l.tiゾt:i.lL...破 ；..... ~;. .•• *.l.. .... ぎ......! [ .......... ~) .. if:-:H ....... J~ ⑬ 
UP.lDカイ :L...:完.:•. ••. •. 1.: ... q, .. q.¥ ....... 2.: .. L9 l .... .l.7., .. L1 ... lQ:-:1.t ........ :.u~.: ① 
~n.: リ1りキュり:R.. : 完.'.... ~,.1.l ... 1 ... ~.: .. Q , .. 1 .: .. o •. s.: ..... ~.~, .. ~.I z l f. :-:.3 .Q ......... ! .Y .. : ........... . 
1&tfl¥ ポかりJ .. : 完： •• 4, .. 5 : ... ~.... ~.l .. Q : .. 3 .: .. 0,.4.l ..... 2 .~:. Q .: .... .l f.~.~.~......... :.YI.: ... ・・・・・.... 
_q_~fj? カ:.. L:L .. l完LLL.. 3 .. J.l ..... ..1.: . ..1,..2.: .......... tJ :R:-:.:rn ......... : ..... : ............ . 
.qt~)うナミ ... ¥ .. : 破jJQ,.. s.[ ...... *.'. ....... ~.: ...... ~.'. ........... *.:.~. .. [ E:-:.~Q ......... l ..... [P i.t5 
~ttt/. リャJlR・・・し完 .3: .. 9.l ..... .Gl. 1_. 5 [ 1-.Q.; ....... L3.: 3 '.P.:-:.3.5. . . _[ I ; . .. . 
q.~tl. . . ..... ーー:R.. l完.l... 5,.L .. 6, .. Q.:.J,.1 : . ..1, .. 3.: ... ..2.0, .. tl ..... lQ:-:.2.s ......... : .... : ........... . 
Q.~.~ ・リュりキュりjR完:... 3,.8.[.J,J.[ ... L.7.l ... LU. J.LQ[ :Q-31 : : ......... . 
.q .~.t サJI!ホ，り: : ......... : 3,J.'. .. t..2.l. L_B_l ... LL  .. J3, 9 j 3 : .............. .: I l ........... .. 
. 5 95 ( : R .l完.l...... tl ... Q, .. ~.:.J, .z.: .. .t.z.l .... J.&,J.: .... lR:-:3L ....... : ................. . 
iiii:: メ1カ，ィ ： k::.l完[s,2 [ ... ~,.( ... 2, .. 6.¥ .. L&.l .... .12,.5.[3 .. :R:-:.2.4.'':'.2.9.)Y.[砂tしり
~QQ .[.RザルガイlR 完： .t .. 5.¥ ... t . .l_l ... o,.5.l .. .0, S.: ...... Lf3 .. [P:-:.Zt ....... :v.: 上
rnLtメッ t~ . :L.. . l完l.. ~: .. ~.\ .l .2,. Q(.. 2・. 6 i ... 2, . .l .: ... 2.1.1 : .. 1 .: .~... : P.:-: 3 2 ......... l Y..l P..i .~.1 .. 
1.UQ[.Rサル朋1.:R. .. l破l.. . rl ...... * :.J, . .l.'. ... l, .. 1 l .......... 主lt.. :P.:-:1s ....... : ..... :P.:-:r 
I.QQ.9.J1/がイ...J ... : 破 Q , . .1.: ...... ・* .[ ....... * .[ .. ~.. o .[ ........... *.lA ... [ R:-:.14 ・攪 乱
.fi1_3 [Rザ．ルガイ：し...l破l...... 主l...... *.i .. O:. Q.、..O:..L . ..... 主l.4・オー..4....... JG¥ 
605 :uゾtJ: L 破 : 9 1. 9 : * : 4 : 0-21 : IV : 上③
注 ※は計測不可 △ ：残存部の計視I]値 「孔径 （長」 → 孔径 （長径）、「孔径 （短」 → 「孔径 （短径）」
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No 貝種 ソ梱殻高殻長腿(~稀（匝重量距クリソト層層備考

_q_Q.&_: t/./'ャJL : 破： * * *: *: * 4 : 0-21 IV: 上面⑪

tot ............. J完:... 9, .. Q [1.0 •. & [ .. l, .. s.: .. 1,.s.: .......... 主．・ ： 上面⑫
.JLゾうナミ ： R .. l完[•• ~: •• ~.:1.Q, .. 5 .: .2, . .4.6 .: .~:.~.~.:. _ .2.4~: .. Q、L[Q:-:.2.2...... . :IY: 
.QQ.4・ ：R.: 完： .B.'. .. 1.1.[. L9・L LJ.t . .&.: :0-22 上⑧
7 6.(t/. リャJ:L ... : 完：L~)Q,.1.[. ….. t ... t . .t .. ..Q.D: .. B.: 4 l .............. : IV上R.•. 
602: lL...: 完・:.. LZ: .. 7,j、LLL.5.: △ Zt..4.: ;P-20 、上①
QQJ.'. ............. [R .. .l完:••• t.f ... t.Z.: ....... 2 : ... 2 •.. 2『 tl,. .0) ..... ¥ ................ [ .. [上①
Q_l_Z.J'/カ．．．・・L'.L... l破.i... LL  .... J.l ... 2: . .3.l ...... 主．． ．． ．．．．．主¥.4 ... lQ:-:14 ......... !.JY.: ........ . 
7 6 7 : Rサルポウ:L l破[3. 7 : .................. : ... LL  ...... L ......... .*.:4 :Q-14 :IV¥ ............ . 
.J.O.J峠り ：R .. [完：L(.. 6,.5・Q,.9 .6.[.0 , .. 1 .9 .: ..... 2~, .. s.[ ....) ................. : ..... : .......... . 
. 7.8.4・メンがイ L : 完 ・.... L.4 •. 7.tt .. LL  ..... LB.:4 :o-1s :iv上 ．．． 
611・・ ：破[*I 5.9! l.Si 2.1: *: .................................................... , ......... , ......................................... : 上．．．．．．．．．
随L.し杓.t.J.lR ... [完[.. tJ .'. .1 .1 , .. (... 2:. 2.'. ... 3 , .. L .... ~.t ,.f 4..):-:1 .7 ・・・・JY.l最下部
QQ.tリュりキェり R ... l完：. 4, .. 1.; ... 1, .. 7.¥ .. l , .. 2.; .. J , .. 1.[ ..... ~4,.1.;.4 ... ; R:-: 21 ......... [ Y 上
U2. ・サルr・り L ・：完：... LL t.t: . ..1 .. 1.: .. 1,.t: ..... 2.t:.t:s .. J:-:16 、.• : •••••. •••• . 
.2.0.1.f'Iカイ[L ・完[....... 7 .l .. 6 , .. 2 .'. .. .1,. 7 : .. 1 ,. 5) .... 2 9 ,.1 : s ...'.l¥':-:.2} ......... l .II.[下．
rn.tカリうカイJ・・：破.l... Lt ...... ~.l .. .0, . .9.l .. .0, . .9.l ........... * [.~ カー2........... &~.l ........... . 
193.[ RザルガイlR: 完：3,7・3, .. 2 [ o •. 3 :. O,L .6. 6.¥.5 ・カ:-:.L..... J.c.[ 
U.LRサ!~ポ・.lR... l完：.t・(.J,.. ~.: .1,.rl .. .t .. s.: ........ 1.U.s ... : ・キー3.......... :.n.~.: ............ . 
1_9J.; メンカィ・L.;L... : 完：L(... tJ.[.J,J.[.J., .. ~.[ .... U,.t.Q・・キー4........... t.n.½.: ............ . 
.l.U.: リュりキュり：L : 完:.. L~.: ... tJ.: ... Z:JU.J,.t: ..... 2~,J.: s キー5 ! II [ ........... .. 
t74・サルホ り： : ••• : .-4-9 : .. 6, s : ...... u .. 1. f 3.o, (.... : ................. :.c .. : ............ . 
t~.Lし枚:·__t}.;L ... 完.;••• ~: •• 4.l ..... 1.4.[ .. .1, .. 4.l ... 2 : .. 1.; ... 2 .Q .&, .. &.[.5 ... : S:-: 1.3 ......... : JY. 上．． ．． 
.1.0.0.: J, ... : 完:... t.L.J,J.: .. L.6.! ... Z:..2.1 .......... .*.: l.~: 唸L...... : : 下
1~.5 ・ メ'/カがイ ¥ ... : 完:... L&.l ...... f ... tJ.l ... L(........ H.: 5 ):-:U.. . .. IV [上 ．．． 
2_1.0[・・・・・ [R完:.• ~:J.[ .. 7,.1 : .. 2,.6 [ .. 2, . .4.: .... 59, .. 2.[ .... [J:-:J.Q .........'. .....'. .......... . 
1.7.Ltf./ .. t .~ 、R... l完： ~,.t :..Q,.4 : .. .0, .. 6 : .. .0,.7.: ...... ~,J 、LJ:-:U 、 IV、下 ．
.2 H『f_'Jカ9 イ[R.. .l完l...... -6.l ... s, . .Z.: ... 1,..1..: .. Lt : ..... 2.s, __ 9.;s ... l~:-:.n ....... .l.rY l 
H_B;.Rザルボり R.)完;.. 5 : .. 2 .l ... 7 :. 2.l ... 1 : .. 5 .: ... 1,.4 l ..... 2.6 : .. Q.; 5 .. :.Y~1.4 ......... : _IV 上 ．．． 
Ht嗚 •し )./tJJ ... ¥完.:..tJ、...... L.L.2.¥ .. L3.¥ ... j .~,J.: .5 ... lV:-:16 .........、IY.L・・・・・・
1.8.0.: リュりギュり [.L・完：Ltl ..... f . .1, .. L .. Z : . .. ~L.B.: 5 : V-16 : IV: ・上
Htサ）VホりJ: 破：~: ••••• ~.: •••••. *: ...... * ; .......... * ¥ ..... : .................'. ..... ・上．．
~ .6 3 J f. / . . t } . i .R . . : 破l . LL . . . . . t l . . L .2 . ¥ .1 , . . s .L . . . . . . . . . 主l .L l ・ロ .L .. l w .:: 下． ． ． ． ． ． 
.4.09.f; 力：イ ；L[完l.. s,.6) .. s •.. 7 : .. 1,. 4.[ .. 1,. 4.: .... 2 2 •. 1.:s ...'.l¥':-:J.Q ......... :.IY.: ........... . 
H.5.l.tf. リ.t .~ .l.L 完:... ~,.t.J,.( .J, .. &.l ...... -3.l ..... ~t .. tJ ... l 闇—P....)Y.l上．．．
:UL :L完 l.. L5.¥ .. t.9.!Lt2 ¥1,JL .... 30, .. tl ・ ．上．．
.l.fi.4 リ1りキュり:.... l ..... ¥ ...... f ... &: .. L.L.L .. LL  .. ..4.9,..3.: s :w-11 ~IV l上 ． ． 
1.Q.Q サルホ-r; R 完 L ~.\ ... 6,..3.l . .0,..4.l .. .D:.t ... J.L?.: ~...... . . : : 上． ．．． 
2.ot: ............. :R.. ● ：完.l.. 4, .. ~.: ... 1, .. z.: .. R ,. ~.: .. -1,.1 .: .... 4 t, .. ~.: ..... l w.:-:.2.0 ......... : .... ・：下 ．．．．
HZ :tメッ:.t}.[R・．完l .. t.(... ~, .. 1.l ...... .Z.: .. 2, .. s.l ..... ~t . .&.l.~ ... lw.:-:.:U ........ .lIY ・・下 ． 
u.2.1Jュりキュり R .: 完'.... 5 : .. ¥ .: ....... 8 .l .. .D: .. (.: .t ,..1.1.: ..... Q .~:. _t [ X:-:13 ・ ：上．．．． 
LVサルホり [ R 、完l... LL .. LL  . .D: .6.: .LL. Jt.3.I 5 :X:-:13 ...... : IV f上 ．．． 
.v.Z.: ............ l.R ・破'. •••••• ~.[ • ..... 1.; .. .1, .. 1.: .. .1, ~ l .......... .*.l ..... [X:-:.1.5 ........ ; ..... : .......... .. 
205: 6: 9.1: 1.7] 2.9] 42.6 . . ,..................................................... . ............ . 

t67i t/. リtJ¥完i... Q ,..t .: ... 1 ,. ~.l .. .t , .. 1.: ... z ,j、Z.Ls.:s:v-16 ;iv: 上 ．
2.0.0.: : .. : ... ; .s, .~: .t..1 l .2:..2.¥ . ..2,..2.: .... .u,.f : : l上．．
t~.O[ . ... .)R 完 L~. [ . J, .. &.[ ....... t; .. .0,.-5.; ..... z.s,. s.[ ..... [ ................. : ... ! 上
U.&.)ンカ-.L:し：完:.6:J、... t: .. .D: .. LJ,..2島 2.t..4.J .. :x:-:16 ........ .lw.: 上
173 : RサルポウR : 完 I 4 5.7: 1.9: 2.4: 13.7:5 :Y-16 !IV! 上

No 貝種 百了栢殻高殻長闊(!闘（且重量＿―-躯クリ ット屑 層備考
J.8.4i・メxt・・イ...:L.¥完: ___ 5 ,. _7.:. __ s ,_ Z.: __ 1 , .. L .. L 9. : . . 1.t .LS_. : Y-:1.7 ......... : IY.: ・
_18 _5\ .~ サル的 L 破 ＊ 主 *l..1,.3 [ ........... ~.} .. [Y-:1.7. ........ .)Y l ........... . 
J.7-L tf./.t~.: R. .. : 完；...... .L .... 1.1.: .. 1 • .z.: .. L.7..: ..... 9.o,. 6.J ... J-:18 ........ :IY・．下 ．．

．．一．．．， ．．．．ー，．．．ー・ー・・・・.......................................... , ................. • : 下．．．．．．．．．z.o-8.[ :L完:4. 4: 4. z • 1. s: 1. z: 6. s: :v-22 
ZQ.(/ンカイ :L 完 .L(...... (. ..1 .. 1.[ ... 1, .. 1.; ....... s .. t s 加5 j IV [上．．．
203: : R [完:5. 7 : 5. 6 : 2 : 2 : 24.[ : : : 上.................................................................................... ........................................... 

V,3ー：力りう力い・イ.:L... : 完:... 4 •.. ~. [ .. 4 _. .. 4.: ...... l.: .. Q ,. ti ..... l .Z , .. 4 .: .Q ... [・キ-:.3........... :rv : ........... . 
V.t: ;R : 完 L.. 5,.l.; ...... (.. Q,.~.[ ... Lt: ... J.9 .... 4.: : キー3 : 
ttt tiリャJ: ..... : ..... : ... Q,J.: ... & ... LJ,..z.: ... z.. ・・L... 3.6:..4.: 5 l. .. .......... : IV , 
U.6・・・・・：L...: 完:... 4 .. J.l ... L3 :. Q,.(.. Q,.f .... 11-.6L .. .l:t-:.Q .......... .: ... : ............ . 
U.LRサルホウR.: 完 ；•• .4 , .. 1 .[ .. 6 , . .4.[ .. Q , .. 9 .: .. J ... .4.¥ ..... z.4,. ~.;.Q ... l :t-: s ........... [ IY 
H.B.: iR 破：*: s.s: *: 1.5: *: : クー5
~t& メッカ・イ，L::t完，~:::i: [ ::i:iT:L::i・1::r :::::::::i1 s j ~if :: : ::: .... • 

[ IV上面
;V上

U(............. :.L完 i... 4, .. 4.l ... 4,. z .[ .. Q, .. 7 .l .. Q , .. B i ............. [ ..... [ J-:.1.Z ........ ・．；上．．
tBLR. サルボウ R 完 4, .. 4.[ ... Q ,. s.: .. 1・.. ~.: ... z , .. 3.[ .... z.Q •. 9 .: .s ... : i:-: 2 3 ......... : .v.: 上．
z.o.z.tい ．ゞ・・L¥.. l完: .. 5, .. Q.'. . ..Q, .. z.: ...... L.J,.-4.: ... J.Z .... 3.: s ... :.Y-:1.3 ......... :.Y..: 上 ． 
t~.7-.Jf./ .. t~.J 完 ...4:.2.[ .. 6,J.[ ... Q,.f ... .O, . .Q.(・・・・tq,.8).. [.Y-:H ......... :.Y 上面 ．． 
.. ............. ....•.......... ... 4,. ~.: .. -4, .. ~.: .. .1 ,. Q .: .. 1 ,. q.: ..... 1.1 , .. ~.:.s ... :: 臼 .4... :.Y.l上面198カがイ L [完：
L9_4『Rサ）し校.x.. : 完，4 , .. s.: ....... 7..: .. .o, .. 9 .: .. ; , . -4.l ..... 4 .9, .. 3 .: .~... : x-: 1 .& ......... : .Y. .: 上
Z.Q.Lt杭..t.J.:L完 ...4, .. &.[ ... t .. 2.l.J .... 4.[ ... 1-.l.[ .. J3, (.5 .. [.Y-:.q ........).Y上
.1H . i メッカ •'ィ ： L.l完:.J... 1.:.J .... q.: . ..1 ... .1.: .. .1 ... .t: △ u .... 6・:5 l'!f.-:U ... . j v : .. .. .. 
.lBf .... ・・・ x .: 完: ... 6,J.[ . ..Q ... f .. t . .4.: . ..1, .. ~.: .... 2.6 .. f .... ['!f.-:.2.2 ......... : .... .l上
.1.Qt}.:1!'ルガイR 完 ~, .. 1. .; ... ~,. _4. l ... o:. 5 .l .. Q, .. 5. l ...... 4,. _4 .[ 6 ... l'!f.-:.q .q ......... [ ..... : JJ.i .. t .Z .... . 
nL~f./. .t .~ . lし ：完l.. s, .. s.: ... B,. ~.: ... t, .. ~.: ... t, .. 3.'. ..... ~.~, .. ~ ・亀6・キーL ... ・・・ ．．撹乱
34.S.: : し．．：破：3, .2.[ ...... f. Q,.f ..... ..1.: .......... f :.X-:3.2 ......... (.. I .. : ......... . 
.1.Ql灼がイ ：L 完 6 •. 3,l . ..S, .. 2.l..L.7..[ .. L-7.; …JLL 6 ;~-:.3.1… : IV最下部
702 [ : L : 破(*: *: *: *: *: :S-34 
~:~4)メ;;ャ:i°[L 完t::i:i[jj・ i: : : : i:i [ :: :::ii:i: 6 · ·: u~io

． ；最下部
: IV l最下部

nt ............. i.R ... 1完:••• 4 .... 7. .: ... 6,. 7..[ .. .0: .. ~.l .. l: .. ~.; .... 2 Q .... 1. .; ..... l ................. 最下部
tFRマスオガイ.'..R完[•• 4,. 7.[ ... 7 •. Z.J. Q 7_ .ll , .. 31 : .... 1.7.,.-4.: .~...'.Y-:.~Z ......... [ .IY最下
lQ.4.i'1ュりキュり： , L(... 6, .. 2.[ ....... 2.l..Lf ..... 2.&:..2 
rn.s・：サル面り R : 完：.. L.t ....... 1: ...... t.l・Ll.;... ..Z.L4: 6 : V-30 : IV :.r.i.t.3 
299[ : : : 4: 5.7 0.9¥ 0.9: 19.5: : .................... , ..... , ................................................................................. : ..... : 最．下．．．．．
.Z .1.2.'..t 1.1.:・.. t} .: R ... : 完:••• 7-.... ~.'.J .t, .. Q.(. ・.t,. z.l ....... 1.l ..... ~.o , .. 3.l .6 ... l.Y-:.~1 ......... : w .: .... . 
1.0.L~ サル野；L・・完 3, .. 8.[ ... 5 ,..S.i ... .0, .. 5.[ .. .0, . .1..[ ... ..1-4:. .~) .. ,l.Y-:.q.l ......... i _I_Y (p_i t.1.7 
Z.&t[メ雌'.:イ...:L .. [完[••• 6 , .. s.: ... Q .... 7 .: ... t. 7 .~... Z, .. z.: .... 1.7 .... & .'..Q ... : Y-:.~.2 ......... [ IY .[ ........... . 
.3.Dt)f. ツ， t~ .:Rl完:••• 5 :. 7 .: ... 7 .'.. Q .: .. _1 :. 3.: .. 1: .. 4.¥ .... 4 2, .. 9.[ .Q ... : V.-: 3 3 ......... : _ry .: ...... ··••·· 
U.&.[.R聾翌'..:し：完 4,. s .l .. 11,. ~l .. .o ,. s .l ... o, .. &.l .... 41 , .. 4.[ 6 ... : .Y -:.3.~......... :w.: ....... . 
t0.8・カリうカ イ:t.. : 破，.......*.: .. .4, .. 8 .: .. 1 .... 7 .: .. J ,. z.: ........... * .:Ji ... : .Y-:.3 -4 ......... : IY .[ ......... . 
.U('iiりキュりlL... : 完；t..&.l ... 1.:..t: .. o, .. t .o, .L 3.9,.f 6 : v-34 • rv l .......... .. 
z45: サルホ＇り R : 完 . L .~.[ ... 1 •. z.! .. O,.t; .. J,.l.;. 4Q_. .. 6 : ..... : .................. [ .... [ ............ . 
Z&Q: :R .. : 完'..L.L..7, .. L .. LL  ... L ... 22,..4 j l'!f.-:tL .. _: l ... . 
.1.s.o.:'.R ... l破:••• ~... z l ...... ~.l .. .0, .. 9.[.J ... L ........ (['!f.-:.2.Q ........ i : .. . 
z.zt :L完 L&.;... L ~.[ ... Q,..9.[ .. Q,.7.[. JLt : : [ .......... . 
z.7Ltlリ,l・J[ .. : ... ! .. t.L ... LL  ...... L L.L .... 5.0, .. t 6 jw-30 : IV: ...... . 
2.1.9.j [R・，完L.. 7:.lQ. (... ..l.[. L.9-l ..... 6L8 :. . . .... : 
3.3,t :L完[.. t .. 9.).0, .. 7-:. __2,--3.[ Lt; ... ..9.5. _t : W-31 : i 
nL [R.[完，.Q,.. 4 :1.0,L .. L.&.: ... z, t: .. 1J.3, .. &: : ................ : : ..... . 
23 5• IR 完 8.2:11.1:z.z: 3.6: 148.1: W-32 : : 

※は計測不可、 単位 ．． 唸

No 貝種 ソ梱殻高殻長闘(ft闘（甘垂旦 ．躯グリノト層層備考

31 7 : Rサルボウ IRI完：4.7: 1.2: o.9: 1.3: 44_4:5 :w-32 :rv: ........................... , ..... 

25 2 ItメゾャJ[L[完・ 3.915.310.711.2110_3:5 fW-33 :IV! ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
.2.5.t_i : L I完：. 2. 9: 4. 2: 1. 1: o. 8 I 5. 7 I ........ ......... : ................................ .. 

223 : : : 4. 7: 7. 1: 1: o. 7: 46. 5 I )-33 : : , ..... , ........................................................... . 

:nf'/Jりキ1ウjRj完 4.-J.[ ... 6,.t;.o •. 5.; __ 0,.-8;. 2.3,.(6 I i IV; .......... . 
. 3.Ql: サルホ"り： ..... : .... : .. LL  6_. .5 [ .. l,.L J. L .... 3Q,.2 I : .............. . : : ........ . 
23.3 j j L [完.[... 4, __ 8 [ ... 7, .. 4) .. Lf .. 2, .. tl. .JQ, .. t jW-34 j '. 
2 28 j j j破： *: s: 0.8: 0.91 *: : ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・;・・・・・・・・・, ・・・・・・・・・；・・・・・・・・・・・・・；・・・・・；・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
I.Zf2)_'jがL.IL:完:••• 5 .... 7.l ... s, .. ~.: ... 1 , .. &.: ... 2 .... ~. l .... ll ... iむ.LI化U... ―ーJY.l最下部
Zt([L I完；t..1.'. ... Lz.: ..... J.i ... Q .. ..1.: ....... 1 .. ..z.: : • .. ......... .. 
41j I : [ 5.lj 7.3jl.33[2.09! 32.0 ．．．．．．． ；・・・・・；・・・......................................................... . ............ . 
ns.:tメッ ャ゚J: : : ... 4.-..L.7_...4.¥.Q_. __ 9.: __1_. __ L .... V.-.5 : 6 i W-3 5 j IV [ ........... .. 
. UZ[ !R I完:... Q,J.[.J ... Q.: ...... l.l .. t, .. 3.'. ... .. V .... 9ー：；， ．．
.z.s.t : : : 6.6: a.a: 1.3: 1.s: 54.6: : ...................................................... : '・・・・・・・・・・・・・
296[ : : I 6.8: 9.3: 1.9: 2.5: 60.3、'．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ZU.J%力”・Llk... l破． ＊ ； ・丸，..... ~.\ ....... *.¥ ........... * .l .Q ... l W-:.~.Q ......... [ _IY. .l ........... . 
31.2: I : : ...... (.J,__5・；・ ・・ L ..... 1.; .......... t: : , ; ........ . 
.zt( [L)完l.. 4, .. z.: .. 6, .. Q.: ...... z.: .. .1 ... s .: ..... 2.1,. 3ー：：：
5.3.i [ : . : ... 4.. .. t .J _.J .[LQ(.Q,J .~.l ... J.q,J) j : [ 
27.t ; .. .. . [ 破， LL  . — - ー主； . .. t. J . L .. LL .. . .. . .. . ~ . : : : ; .. . .. . . . 
ZQ.1.! • : : ... L5.l . ..4, .. B.I.J, .. L .. LL ... .. U ... t f• j : ........... . 
2.81: : • : 4'6. 6 I 1. f 2. 6: 24: • : : 
Wf'/Jりキ1りR 完 (j 1::1: i[j::fjjfjiX 6 :W-35 : IV 
.4.Q.Q .• サルホいり : : : .. L.6 :. 6: L 1-.L .1:.2.: .3.1_. f ; 
}Q.Q.: : : [ .. LB l 6_. 9 l Q. a.[ ... 1[ .. 32. ( : i ¥ 
34[ I ; ; 5.1: 7.111.68:2.211 34.51 : ．．．．．．． ；・・・・・；・・・・・；...................................................... • : : ........... .. 
..s.Q: : : : ... t..4.l .. -5:J.l.t...4.6.l.t..1.s.l ... --1.t .2・ ・ ： 、最下．
Q.3.[ j L j完；t.(.J, .. Q.l ...... l.[LQ.Q.'. .... .3.Q,.~ ・ ； : '. 最下．
Qf l .... l ..... l .. Ll.[ .. L4 ・息 H.;L.Z(.....4Q,.t : ' l最下
65、 , ..... lH ... l完:••• 4 : .. 6.¥ ... Q : .. ~.: .Q, .. Q .~.: Q : .. &.1.: ..... ~.Q, .. 6.: ..... : ................. : ..... : 最下

12~_7[カりうカ イ:L.. : 破， ~.: •• •••. *.: ...... *.[ ... 1 : .. 4.[ ........... *.'. .Q ...'.'!!-:.~.Q ......... : W .: ・・・・・・..... 
236.[tf./ .. tJ..lR.: 完 7__. .. 4.; .1 Q, .. Z.; .. .1, .. 7.. l ... z, .. Q. l ..... Q .1 _. .. Z. l .Q ... l X-: Z .1 ......... ; .IY. [・・
.zn: I/ lりキ1り[.L... [完.l... LL  .. LL  .. Q .... LJ .. J.: .... .tLs.: 6 J-:n. 、IV[ ・
4.2 .6 . )!~t、り..'.H... : 完，t..z.l... Q,..&.l .. L.3.[ .. .l .... ~.l ..... ZL5.l ... [X-:Zt ....... :) 
2.4.~. ・カりうカ イR .. : 破.l..... }.l ... 4,.6 ; ... l,.3 ; ... 0 ... 1 ; .......... J.l.6 ... [X:-:.3.o ........)Y.l ...... . 
. v.( .L l完l4. 6• 1. s• 1. 9: 2. 2• 2s. 2: : : : 
n1_ リュりキ 1 り •R 完 ffjj:[jj、q_.jf jff 6 [ X-30 : IV[:::::::::::: 
.ZAQ.: サルホより : : . ... : . ..4, .. 9'. .7_.J l .. Q .. -6.; .. Q, .. Q.; ......... ~.t : ................. ・ : ............ . 
2.4.1・lR ... l破 ~.i .. -4:.9 : ...... *:.. ..... ~、 ~.: •••• lx-:.3.1 ......... l .... [上面
Z q .1.'. .tf.1.:・.. t~.: R・，完 ：... 4, .. & .: ....... 1. l ...... .1.: .. l : . .l .¥ ..... 2 .4... .6 .l .6 ... l X-:.~.2 ......... :.rv.: ............ . 
2.8.Q.[.Rサルポウ..[R 完.:....•. .. (.J ... t ..... U .. .t, .. 2.: ..... zt 2 .• 6 ... [.x-: 3.2 ......... Jv.: ...... . 
7..7 q[ f. ンカ..1 : L 破 ヽ J.i ..... L LL..Z, .. L .* 6 • X-33 : IV: 
28 I : : : *: 5. 2'2. 2 l. 9. * : 
.2.4.L.Rサ・ルボウ R 完 t..1 ; .. Q .... ~l .. o.J.; ... 1 .. s/ .... 2.3_.5.[.q .. .;X-:.U ........ l.IY 最下部
'778 : tメッ"tJ [ R 完l.. 6_.~: ... &, .. 5) .J .... ~.: ... l ... &、 4LZ. 6 jX-34 • IV 
119; : : • 1.1:10.s: 1.s: 1.s • 64.3[ : 
Z .1 .3 . J% 力“ ・イL i 完• l . . . Q .. . . 4 . : . . 4 , . s . l . . l , . . Z . l _o , . . 1 .2 . ; . . . . l Q , . 3 . [ .6 . . . l X -: 3 4 
3.U.: リ1りキ1りL : 完l.. .4..J.l 5. 6.: .. L.LJ .... L ... 23. 8: 6 •X-34 
2 98 : サルホ:り[ I : 4.9: 6.8: 0.9: 0.8: 36.8. : 



第29表 b二枚貝有孔製品（貝

No. : 貝種 ：％ 梱殻高殻長 槌暉）腿暉 重量距グリット屑 層備考

りi : : 完・~,.-5.l.. L(L.Q2.[_J .... ~ ・...3.L?.: : I [最下

~J_&_: iL 破 ~'.!i:7"!胃゚ 7t::::4:6:+: : r:; 
~.4.: t)リャ]: : 完： 4,. _q_(.. _6 ... _q. [ l _._ .Q_5 .: J _. __ 3.l _[. …_4.Q,__7:7 え-32 !IV[最下

srif :R L ... : __ s, __ L_1. _3 t .. .Q, s_;Q, .. v.t ... ..s.1:.0: : : ; 最下 ．．
... [ : 破 l.. L5 [ __ ·- -~.: .. .Q. L_l,2 : ........... *: 1 

36f 
Hl.l ............. : ..... : ..... : ... Q, .. 2.: ... ~: .. 9.[ ...... 主.:.~,. 11 .:.......... *.l ..... l ................. l● ： :J:: ・・

完 4・..5.[ ... 4, .. ~.[ .. 1,.1.[ .. 1,.1・.......B:.S.: 最下
lQt: メッカ・1IL : ..... : い..L4.: .. 5,J.:. 屯..L .. Z:.3.:. J.Lt 7 Iえー32 I IV [最下．．
9(........ : .. : 破:••• ••• .*.l ...... .*.l ... 4:..3.[ ..... 主:.......... .*.l ..... : ............. L.l最下
.Jf : : 完l... t .. ~.[ ... 7, .. 3.[ ... Ll.[.2, .8(... ..3.Z:.2・ ； ：最下
.Jf・リュりキュり：L : ..... : .. L.t: ....... s.:.z, . .Q.9.:1,.i~.: ヽ・・・・・t5,3: : : [最．下．．． 
tu: サルがり : ...)破:...... ~.: •• 4,.~: .. tJ.: 悲 t: ・・・(7: えー32 I IV [最下．．．

悶~. l : :l:::5·: :!:f-:.1,: ~/,::9tf°:·:7:~ :f:::::5:1:Jl .... l ............... l ..... l!J  
H(J双枯!LL[完，L.5l .. Q,8.[ .. .1.5 [ .. .1,.4: ... J.7., .. 1 [.7 ・え:-:.u....... :w.: 最下．．
~.lf .t}ゾ旦：L ... [完[•• L.f ... 7.』 l.. .1 , .. l.[ ... l , .. z .[ ........... ~.[.7 ... [えー33.... l.IY. 最下
4.01 リュりもりL I完:.. LL. 6, .3 [ ... LJ, .L ... .4.Q, .. 3.: 7 Iえー33 j IV 、最下…•
.. H.)11! ボ'..り:..... : ..... : ••••••• ~.: ••• 1., .. 1. .: .1:. .nlJ,.~.1 .: ... J~, .S.: .... : ................. : ..... : 最下
~_5_7: し．完．；・7.,.. Q.[ ..... J.[ ...... 2-l. ..... 3; ... JLU lぇ:-:.3.3 最下部
5.U.! :L I完l.J,.. ~.: ... 7-,.L.J, .. L .. L.6.: ..... ・・・r:: •. ...... 
U.Qi tメッ＇ャJ: .... [ . [ .. 5:J.l ... 7., .. Z.[.Q,..7.-5.l.LZ.L . ..2.L7..I 7 I : IV [最下
ui: : l完.[••. 6,.-8.[ ... 9,J [.1, .. 41.[L.9t… j~, 6・ ：えー34 最下．
_l.Qll :R ・破 ： ~.: •.• JQ.¥ ...... r: ...... ~.: ......... .. *.: : 最下
5_1_1 : ......... l ... .: ..... : ....... *.: ....... L .... .. *.: .. L-4.l ......... J : ... : ................ : ..... : 最下 ．
ltQ.}ソカ長・イ會L 完：.• : も.t[... 5, . .1.[ .. .0,.(.. .0, .. 7.[.. .. U, .. 9.[.7.. : えー3L)Y 最 下．．．．
u_z_: リュりわり：L 完 l.. L.7..: ... Q,.~.: .. t.Ll:.05 : .... q.Q, .. Q.: 7 えー34 : IV最 下．

:.Jllサ）~rり..l ..... : ..... : ... s, 2: ... ~,__3 : ....... 1.:.0,.n: ... ..3.t.3.l .... : ................. : ..... : 最下
t6.L~ メゾt:I:.L... ; 完 .• 4: .. 6 .: .. 6 : .. 2 .: .. 0・. 5.[ .. .0•. 8.; ..... 4J, .. 7. .:.1 えー~.5....... JY..'. .......... . 
J6.4・リュりキュりL : 完[.• L.5: ..6 •.. s.: ... 1,.L .. L3-: ..... Z.t.7 .• 7 え-35 !IV[ .... . 
416: サルホ,り: ： , 3.1: 5.2 1.8: 2.21 *: : .... ー...............................; ..... : 最下部．
,7__1_1[tメリ:.tJ.;L... ; 完 -4,.~ .l ... 1 .. -4.l ... 1, . .1.t .. .1, .. 2.[ ..... z t .. 6 .l 1 ... : ................. l.Y. .l 1, 1,. 1 
: U.~:'' ュりギュり 、し．：完:... tj.[ ... LL  .... L ... LL  .... 4. 9: 7 • Iv J,.L7.. 
,718 : サ`・ルカいイ ：R : 完：3.1: 2.8 • 0.7: 1.21 3.51 • : :r.T.7 ...........................................、・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・----・・--... , ......................................... .. 

i.1-4.0.lV/..t~.lR ... 完 6... 7 L .. 7., .. Q.[ .. .0,.(.. .l, .. Z.l.. .. U, . .1 . ..7. ... : ................ .lY.lLL~ 
A_~.Q.: IJュりキ1り：L...l完.l... ~: .. LJ,.L ... Q,.L .. .0, .. 9.:.. 3L5. 7 • 27~ 30 IV : 上 ．．．．． 
4.51 [サ）ばり R[完l4. B: 1: o. 9: o. 9: 3o. 3: • : 上.............................................................................................................................. 

t3.l.[ [R・・・・完 .. 7.,.1.[..9, .. 9 [ .. .l,.7.l ... z, .. t ..... 7.t .t ).~Z.33 ... : '. .... 
nt:t灼 tJ:L..l破[a,2:.... ~.: ...... tl ...... .*.'. ......... r:1 1z-31 Iv[上 ．
.5 _4_1・ ，R .. [完：L.3 [ .. L~.: .. .o,J.[ .. L .~.l .. ..3~:.ll .... ( ・・： ．上 ．． 
4.3f [R 完.l.. L(... 6, .. 4.[ .. .0, .. 8・．．．息t... 32.( : あー4~ ・・． 上 ． 
t5.z.: :R ... l完.:•• • ~,.L ... ~,.-4 .! ... l,.L.J.2.: .... U, .. 9・：ぁ:-:.3.0 j i. 
12_4 わりキュり R 完 lJ .. .z.l ..... J.l _o, .1.9.lo .. 9(.. J.tJ.l 1 : あー31 V・土掘
Q.Q.~ サル*'? [ ..... [ ... l t t ... 7..-.(. .0, .. 1..[ .. .0, .. 8.l ... .4Lf : 土撰
tsL :fl ... : 完.:•• L.LJ .... ~.I.0, . .4t:.1, .. Q.3ヽ.....3.L7i [あー33: ¥ ....... . 
4.5( ・・・・・ ： R ... l破:••• ~: •• 9.[ ...... *l .. L(.J,J ・・・ ・・・＊．，、あーn.: ..... : .. 
65.2 I I I l .. t.l; ....... 9.l .. Lt ... L7△ 7(( : : : 上
(?.5L t)リャJ¥完 l.6 •. 5.(... LL  .LL.t .. L .. 1..1. .... 1..: 7 [あー34': v土．．
649: : ': 6.7: 9.511.8: 2.51 79.41 : : :J-. 

No 貝種 ：％ 梱殻高殻長腿（長径)tl輯闘 重量ー：転グリ・ノト層：層備考

~-8-4. j '/1 りキ 1 り ，L.. . [完： ~, __ 1.[ ___ 5 ,_ -~_ [ __ Q,_ -5.'. ..... _ 1-[ ... U ,J ・えー31 : ¥土楓
t83・サルホり lR・完 L5_[_ _ 5 [ _1,J.l .. L.L ... _u, .Q.: 7 '........ . j V 土携
~fl.l ............ :R完:••• 4,. -~.: __ -~'-~-: _q , __ s _1 _: o,_ 6_1 : .. ---~_6 , __ q_[ __ .. _l l:-:_3_1--:.u ... : __ ... : 
!AU.[メlが1.¥ .. [完， 6.¥ ... ~,.L ... L.l.¥ ... 3,_3 [ ___ J_tf 7 ... [ えー~ .4....... :v.: ........... . 
H.8¥Rサルボウ'..it.. 完 l_.4,.1[ .. 5,_~l D,.~.1.to, .. &s.t ..... 2.4, .. 3_(1 えーH....... lY.l .. 
. 40]サう力:.(R...、完：6, .. 2.: .. 6 •. . 6.: .. 0,.i:o,JL ... 1.s, .~:1.: え:-:tQ....... :v.: ... .. 
in: : : : s. s: s. 3: 1: 1. 3: 39. o: : : : 
U(jL  j完 7•. 2.l .9, .. 4 l .t.(.2:.1.U ...... 7(j  I ; 
.4.~.o.:u:;· ャJ: .. : .. : L7 :1.0,.L .. O, .L LL .... tLQ.17 : えー35 j V'. ......... .. 
QtU jR : 完l... t.1.l ... t .. Q.l ... o, .. ~.'. . .1, .. s.t△ ~,.f : : : ....... . 
4 22 : • ： 破 I7.8: *: 1.41 2: 98.81 I : : ..................................................................................... , ... ・・；................. , ・・・・・『．．．．．．．．．．．．．
4.3tl ¥完；3'. .. LL. 0, a.l. LL ...... tJ.: : : ; .. . 
4-5.t ; .. : .: .. .( .. tj  [ .. L(.. L(.... 1-8: O: j : ¥ ....... . 

437: 3.lj 5: 111.2: * えー35 I ; ............ . 
q~.: 111 りキュり R 完 f i:::i:i[:::::::i:[jj :: :::i:S: : : : ......... . 
454: サIvホ．．り • • 4: 6.6: l: 1.31 32.1:7: :V: , ..................................................... , . . ............ .. 

4.2.1.. : : : 4. 5: 6. 7: 1. 3: 1. 8: 29. 8 j : ； ..... , ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................................... .. ................. ; , ........... .. 
. Ht : : : 3. 8: 5. 6: o. 8: 1. 5: 15. 9 .............................. , ...................... . 

Hf :L 完 :••• ~ •. 9 _[ ....... 6}.J, .. 5 .: . J ,.(.... l 7 ,J _: ・東側 ： ．．． 
447、 : 4.2. 6.2: 0.5: 1: 21.81 : ..................... ・...... , ...................................................................................................... . 

.--42 Jjリt.J.[L、完l.. L.L.6, . .4、1:. _l .~.l _1 , . .1.9.[ ..... 2.1,J.'. .7-... l Z:-:3 5 ......... l樽．
rn'.Rサルガイ：L...[完 3 , .. 7. .[ ...... .4.[ .l, .. z .t .[ _1 , .. Q.5 .[ ...... 5,..3.[ .7-... [ .Z:-:.~.Q 刊 ，
'1.9.(.tjゾtJ.;L完.l... t..Q. ・..4:.~.l ...... .1.[.J, .. 4.[ ..... 10.J.[~... [7.:-:.4 ........... [ ..... : 撹乱
.6.&.1 lf x力:・..1:L.l完.:..• Ll'. ... LL ...... .l.: ... t..4.: ..... 6, .5 : ~ ・・：ク:-:.L....... : ..... : 攪乱 ．． 
~&(.R聾籾: . '.L... l完， Q: .. 1.: .. Q, .. ~.l ....... l .l .. .1 ,.1.: .... 4.1, .. Q .: ~ ・：クー5 ・・： ．，損乱 ．
HO.[メyがL.JJ完...Q, .. s.[ .. s , . .1 .[ .. 1 , .. (.. -1, .. & .l .... .1.4,J.l.8 ... lケ:-:.L........ [ 攪乱 ．．
~.6.LしJ/.. t~.lR ... l破.l... ~,.J.'. ....... ~.: .. o,.v .1, .. q.¥ ........... *.l&. .. :z:-:.13 ......... : w.: ........... . 
.6t9.[J刀粒.¥••• : 完:.• .4,. 3 .: .. s, .. Q .: .. .o, .. ~.: ...... .1.l ... Jl , .. 1. .: .8 ... :z:-:13 ......... lw.:. ・・・・・・
Vi,9.[fXf・・L.l..... l 破 t .. .... 主l .. . O:..tl . . .O,. t . .. . . ... .. ~.J . l Z:-: 1 3 . . . . .... .)Y .[ ・下 ．．． 
667: I • lR完:.. tJ.: ... 6,f .. .D:J、2、 t: :.z:-:H ........ 1 : 上
,.66t lL. l破，...5,J.l ...... f ... l,.~\ .. .2:J.l△ 4.2:J. : i : ... 
6 7_1_ : : : ~ . . .. . . 5 . ( . ..7 , j . [ .. .1 , . 3; .. . 1 , . 7__: △ .2 .7-: . f [ Z -1 5 ・下
qJL~.: t/. ゾャJjR 完 ：L7 JO, .. L .. LL .. tJ.l ..... Q.9,..4.: 8~ [ IV [下 ． 

!>7-0: : : : 7.7. 10: 2.1: 2.2: 90.0j 下, ............................... ,................................. .. ................ , ............. . 

6.7( :L 完 ：7,.~.JLf.J,..7- .[ . ..Z, .5.[.J3.Lf : i 下面．．
~.U.: : .. : ... : .... J.、..4:..L.O, .. L.D, L .. .5-5 I i Z-16 : ¥上．．．．
t7(............. [R・：完：t.-3.l・1,.. tl ...... J.l ... o,9.l .... 30, (..... : .................'. ・：上 ．．
67_5.f~f・｛．し完 6.'. ... ~: .. L.1, .. Q.[ .. L-5.l ..... 1.&.. .. t .LJ:-:.l .~ …..... : .IY. 上
.Q.6t:'/ェりキュり IL.l破:... 4.. . .4.l ...... ~.: .. -1, .. Q.¥.J, .. ~.: △ U,J.:8 IZ-17 :IV: ......... .. 
q.6.z.lサルホ:・・り...lR ... l完， L.Q.: ... 7.,.1 : __ J,.Q.l .. t.tl ..... 3.Q,.Q.[・・・・・，.................: .... : 下 ． 
irn.t)xfl: イ..J.: 完 q,.. &.; ... L3L .l,.~.l. ..... tl ..... z.~. f.& ... [.Z:-:U ......... [.IY. [下．．．
q .1 .7.: .t j I.'. .. t .J.: R ... l完：L.&.'. ... 7, .. 3.l .. .1, .. 2、1-.L ..... Z.l, L&. .. J:-:.tB ・・・ JY.'. 上．．．．． ． 
.6.8_5_[)レナノ］ミ，R .. [完.[••. Q ,. Q.[ .. 7 ,. 6 .[ ... l ,. 4.[ .. .1 ,. 1 .[ .... .4Q ,.~. [.8 ... [ z :-:19 ......... [.JY. .[上．
JLtL~ サ・ルボウ R 完 •• 4:..8.[.J. 3.[.J, .. 2・・L8,l .... 5L7-). J:-:20 ....... lJY. ; . ...... .. . 
~ .u.[.tf./い .t .J .\.. : 完l.J,.Q.¥1.1, .. s.: .. .l,. 1 :.--1, . .&.: .. J.Q~ , .1..:.s ... :.z:-:.v. ....... :w.: 上．．．
~t2 [メ'j力がイ ，L .. [完，q : .. 5 .(.. 4・.. 7-.: .. J : . .4 .l ...... _l .: .... _l .4 .. 9.[.& ... [ .Z :-:.2 .l ......... : .IY.. [上 ． 

~lL~ 聾点ウ'..:L破 4 •. 9 .[ ...... * .: ... o •. ~.; .. O , .. 7-.[ ........... ~.;.B ... l .Z:-:.~.z ......... [.IY. .[ ........ . 
~.&_4 ・ メソカ: ィlL .. l完:.•. Q, .. 3.I .J, .. s.: .. Z .. Z.'..J,J.: ..... ZtJ.J ... J:-:.Z.Z .........'..IY..'. 上．．． ． 
6 6 5• Rサルボウ T 完 ：4. 3: 8. 6: Z: 3: △ 54.118 :z-23 :IV 下

No 貝種 ％ 栢殻高殻長韮（長径）揺醐 重量躯グリット層陪備考

f5Q_Jf. 尻.t~ _\ R... [完:•• 7_ :. z.: .. 9,_ .4.: ... t, .. 5.: .. .1, .. 6.(.. -- ~.4: .. z.: _7_ ... : あ—.H....... i.Y .. : 上
Q_8_1_[_Rザ見ガLし完 :__ 2,__5い.z, __ 4_[ _. n ,. -~_;. _ _o,_ 3_; ....... z, .. 2.l _1_. あーH..... .:.Y上
.V. リ1りキlり:L.l完l.. .4: .. L _q, __ 3_¥_Q, __ 3_2_J,..!¥.L ____ 2Lt 1 l あ ．•し'.3.4.. V : ............ . 
tz.: 田 ．．り.)... : 完：4:.4.: ... 6,.4.:L.0.1 :. L3.: ....... ..2.4.: ..... : あJ.33:.36.:.... : 土撰 ．．．
7.6リ1り知りR 完 t ..2, .. 6.[.LQ.5.[Q, .. 6t 3 •. t 7 Iあ～え33:V土撒
93: サ.Ivが( : : 3.6: 3.2:1.13:1.42: 3.7: :~36 : l土掘.................................................................................................................................. 

rt!i.:1Jュりわり:L・完 :.. t.f?.[.-7:.2・・_o,5 [ .0, .. !¥.l .... 2~:.-4.: 7 あ～え33:V・土撰
4_05サ）レrり..; ••••• : ••••. : •• 5, .. 1.: .. 7_ : .. z.: .. _Q : .. !¥ .: .. .0: .. 7.[ .... .4.5 : .. ~.; ..... ; .-:-::.~.Q ......... : ..... : 土概
&1.JJ/ .. t~.:L ...'. 完l....... 7'..1.o: .. z.'..z,__1_1 [3:2sL J?.7., .. &.:.7-... : あ".A.3.4.N.3.Q.l.Y .. : ........... .. 
U.}△九ガ・イ..¥ ... : 破[••• 4, .. 4.[ ....... *.: l, .. 7-.~.[ .1, .. 7.4.[ ....... ~, . .O.[ .7. ... : あ·•'.A .3.4.N .3 (_y..[慧望．
.5.7.( J 完 ...L7-.; .. 9,..2.l .. t 7_ l ... L(..... 3.Lt I : 蘇唄．
.Q.7.3.: u:;・tJ: : 完l... t.z.: .. t .7 ¥ .. LL ... LL  .... U, .. t 7 : あ～え34:V [懇翌隻
~.o( : R : .. : .. L.3.[ ... 9,..1 [ .. L6 [ ..2,.6.: ..... tLQ.: : ~ 36 : [砧嘔
6 54 : 破 ： *: *: 0.9: *: *: ：屈集牡屈．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．：・・・・・・・・・；・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・；・・・・・,...................... .. 
Q53.Iリュりキ1り:L... : 完．．・5: .. Q.¥ ... 8, .. 9 .: .. _Q : .. ~.: .. .1 : .. 1. (.... Q.Q : .. Q. あ～え34 慧嘔
4-q_Q・サ）レホウりR [完[L 3.L,.t .z.[ .. .O,J.: ... O, .. L .. 24. 8: 7 j ~ 3 6 : V慧桂見
41 7 : : : 破j • . . * : 6. 1 : * : * : * : : : : ~Hi祖............................................................... , ....................... , ............................. . 

!¥tQ.: t/. ゾャ］ ：し完 ：L9.: .. t.B: 1 .. L .. L.7..'. ..... 2.0,J.: 7 : あ～え34:V: 土撮．．
537: ........................ : _ .: ...... 6.: ... LU ... L-2.: . ..2, .. 2.:. .... 4.2,.(.... : ~3.Q ......... l .... : 土撰．．
36.4リlりわりし 完 ；t..&.l ...... (. o ... (.. .o, L s, s.: 7 : あ吠H."'..3.6.:VI土掘．
_4.3 .3 ・・サ烈:・・り...¥L.l完.l... 4 : .. 4.: .. 6・.. 1.: .. 1 : .. 1.¥ .. 1 : .. 5 .: ..... 4.Q: .. 4.: ..... l~.".A.3 4.N.3 .8・；.... .l土楓 ． 
4.V [tメゾt.J:R.l破l.. 7 : .. Q .: JQ, .. ~.: ...... ~.: ·-·~: .. z.: .... 6 .6. 3 [ 7 ... ¥しヽー2.L.... [.Y..i上．．．．．．． 
&4 リュりキュり ，R... ; 完 ...4.-.(.. t 9) .. 9.6.;.L.4.4.l. .2.L(7 ;. い::.27.. . :V l下．．．．
nLH困'... L:k.: 完.[.. -4:..5.: .. 6,J.'. .. .0, .. 9.'. .... J.'. ... .Z.~,.l : ..... :. し.':-:3.5....... : ..... :. 
U.2_:.t}リ:.tJ・k.:完， ...Q .: ... LU ... 1 , . .zl .. 1,J .: .... _4.5, .o.: .7 ... : う~.4Q...... .l.Y.l ........ . ~t '.L..: 完 ~: •• 2 .; .. 7-, .. ~.; .0 : .. 7. .~.;J, . .0.5 .; ..... Q .0: .. Q.: うー27..... : ; ......... . 
l_Q_Qリ1りキ1りL 完 l.. L1: .t 6.:.0, .. n:.tJ.2: ... ..4.!¥.: 1 : : v: 最下
wz: サ）レ点り :. : 破.[•• .t. .~.: ..... ..*.¥ ...... J.¥L.15.¥ .......... *.: : ぅ-28 : : 最下
_l_Q,L・・ ;E. .. : 完 .. t.tl ・~,•• & :o,.~1.: .. J,.J.l ......... 3.3.[ ..... l ...... … .... L . : 最下．．
35: :R .. : 完:... t .. B.[to ... B.[.z,.t~.[L16 : .. \.U,.~.: : う.:-:.3t ・．最下
U.: tメリ ャJ[L・完:.. L(l.D: 6・L29:.tJ.Q:.... 6t.2!7 [う・・ .n・.34:V 尻土摸
!¥.7..4.; ............. lR 完 ：~: •. ~.; •.• !¥, .. 3 .: .. _o :. 9 .: .. .1: .. ~.; .... J.1 : .. 1 う吠U."..32[... ; ........... . 
1_09・リ1ウキュりlL... l完l.4,J.: ... LZ.l .. .o, .. 7..'. ... 1..-4.: ..... 4.LL う～え31: : .... ... . 
f!\~ サ）Vホり R 完；t3i .. tJ[ .. .0, .. 3[ . .0,..4.: ....... Lf7 !~32 :v l ............ . 
410: • : : 4.7[ 7.2: 0.6: 0.8: 35.3: : ..................... , ..... ・.................................................................................... , ..... , ............ . 

5.t.4.¥ .~} 1.: .. t.J .lL ... l完l... 5, .. !i.: ..... ..7-.i .. .o, .. 6 i .. o, .. 6 、◊..2.LLLiう～え~ .2 . :.Y. .: ...... ·•• ... . 
7(.Rサル灼.:R.. .l完：Q : . .1.: .. 7・.. 3 .l .O, .. Q.~.:.Q,.~.2.[ .... H :. &. l.7-... [. う．～え3.z.'..Y.. : 
H.ttメ:;・ ャ]lL ... 破;..... .. t ...... も.....,U ... L.3.[ ... J.Q_. . .(7 Iう～え32:V [ ......... .. 
3 4 7 [ R 完: 4 6.2 1.4: 1.2: *: ;~33 ・..........................、..............、.......................................................................................

tU.:1! ュりキェり L 完 :.. tJ・L&.'. . .0,.6 [ .. o,.f ..... 2L(7 Iぅ～え33:V [ .. 
1.2~ サルホがり .: .••• ! ... LS.; ... s,.t.0, .. 7- .~;.l:.2~.; ..... 2.0,.9・ ・
4.UJマ内i互(:L...l完l. ..5,.L ... 7.,.t: .. J, .. 9.: ..... ..2.: ... 27,.2.:1.: ぅ～え3LY..' .......... . 
U(.Rサルポウ[R完 :••• Ll : ... 5,..7.'..0,.4l'..O,Jtl ..... 2.o, .. 2.:.1 ... : う～えnl.Y・土撒
6.56.: tメリ ャJ:R 完 L.2.l .. ~, 9 : .. .t..s,l .. l,.t ..... ~.7, .. 7.: 7 う～え33:V・土欺
~Fl ............. : .....、破 l.. t..4'. .tJ.l 、l,.-9.:........... *.1 .... : ................. : ..... : 土1乳
4.U リュりわり 、R・破[••• 4:..~.: ..... * l .. L.!¥.[ .. 1, .. 8.: △ 3.9,.(7 : う～えt3!V・土懺
37.L サ）~r. iり ...;L ... 完 l... 4.J l .. 6, .. t;. 2,(... ~, .. 3 ........ 19,.0 えー24.... ;.) 
t~.lJマス・オ カif.. lL...、破 、 ~: ••• !¥, .. s.:.1,.J.6、1,.4.: .... .1.4:.5.:7 .. : えー2.9.... :.Y.: 
559'Rサルポウ :R 完：4. 6: 7. 4: 0. 8: l. 3 34. 4 7 えー30 : V 上

注 ※は計測不可 △ ：残存部の計視I]値 「孔径（長」→孔径（長径）、「孔径（短」→ 「孔径（短径）」
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No. 貝種 M ←賄殻高殻長 ・雑（胚雑暉） 重量瓶グリット層層備考

6_9Q_(_tfゾtLL...[完[6,J.: ....... ~) .. L.&.: .. L.~.\ ... j.1, .. Q.\~ [クーL........ [.JY.: 上面
Q.9.~_[ t .1Hf .. J .: 完:••••••• s.[ .. L.l.; ...... .l.; ... Ll.[ ... zt .. ~.l~... l: 日 ....... ; .JY..: 上面
t~l)l力， L:L.. . [破． ＊、•も1:.. L.9 : .. L.L .......... *.l.s ... [クー.L........ :.JY..[上面．
t97[りfリカ:.(L・・完l... 3 ,. f . ..3 ,..7-.[ ... 1 ,. L ...... 1.[ ... J Q, .(~. .. lクー.s.. .... :rv: 上面 ．． 
Q.9Z: tが/ャJ[L 完 3.7: 4 [ 0. 6: 1: 6. 1: 8 [炉5 [ IV上面…
Q.~J.l ............. : ..... : ..... l :: ~:::~:[: ::1:::4、ij、i:・~:[△:iii: ・・ ・・ヽ ．上面．
Q.~.fl.)'Jがイ :L 完:... ~-.. 6.l. .3, . .Z.: ...... U .. 0,.9 : ....... Lfl.: 8 りー5 [ IV・上 面
~.~.Q.[.......... : ..... : ..... : ... t.(. ..5, .. 9.;. L.7.[ .. L.(.... 2.7,.1.[ ..... [ ................. i .... l上面
_fl.&_9 リュりキ1りlL...l完：・・.., も...LL o, t、.. LC. ● ● .4.LS.: 8 : 曰 ： IV: 上面．．．．．
.Q~~ ・サ）Vホナり ，R...[完： t..4.l ... Q, .. Q.: .. -1, . .4.l.J, . .l .l ..... 2 9 ,. 2・・・クー8 ・．上面．．
t3.2: :L完:.. L.&.l ... t.(.. O,.t .. L.l.[ ... J.9, .. 1.: : 
t3.3.:t/,:; ャ]: .[破、 rl ....... ~.: ... o, .. 6.¥ .. L-1.: ........... *.: s ケー4 i IV f 
tzf ........... ..lR ・完， L(.. ~, .. 2.l.. .... L ...... .l.: .... .4.2,.5.l._ .. ¥ ................ , ..... , .. 
63Q 完 4.[.. L.6.; ...... !lJ,(...... 7-, .. ~ 
.fllL • : : 4_7: 4.3'1,9, 1.2, *': • .. ..............、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、........................ '.. ............ . 
.fl.U.:/.'J力:イ L i [ ...... (...... ( .3 .. 1、 f ......... fB ケー4 : IV ~.......... 
6.3( 破 l..... *.: .. LB.; .... J.;.. ... .. L ...... ( : : ; ............ . 
638; : : : *' s: 1,4: 1.6; △ 21. 7 : : • • ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
.fl.lti'Iュりキ1り¥.. l完:•• 4, .. ~.: ... 7 : . .l.[ ... o, .. ~.: ... 1 : .. ~.: ..... ~.3, .. ~.: 8 ケー4 i IV[ . . 
~.2.2.J! しホ‘・・り R .)破; .. 4・. 2.[ ...... ~.; ... l , .. 6.[ ..... ・・* .; .......... ~.l ..... ; .................'.....'............. . 
.fl.2 .Ltfゾt~ 、L.. . 、完:.J,.l : -10,. .4.[ J,.6、LLJ.Q.t..5J、ケ-:.4........... lw.l上面．．．
H.fl f'I力~・イ； L...l完：..... J.: __7,.8: ..... L ... L~.: .......... ~.[ .s ー・：忙.L. . [IY・；上面．．．．．
~.2.7- .J}. ゾt.J.J・＇完 1.t ... ~, .1-.; .. o, .. 9 .: ... 1, .. 6 .; ..... 7-.~, .. ~.; .a ケーs........... lw.: 上面
Htlメ'jカイlL.l完.:... ~: . .4.: .. L8 : .... J.l.J, .. ~.: ... J! も.l¥.:t.. : ーケー.L....... JY.: 上面．
Q .2-8. : '/ ュりキュり•し..: 完[... 4:..1.: ... t.f: .0, .1 : ..1,.f ... --2.LQ[ 8 : ケー.5........ [ IV [上面 ． 
644サJv点り L 完 4.1: 6.6: 0.8[ 0.8: 26.6[ あー16 : ·· ······ ··············· ············••··•···.··· ······,··· ·· ······· ············ ···············.. .. .. ... ........................... . . 

Q.4.Q.\.~f/.tJ :L .l完l.. L-4.:.J, . .4.¥ .. Q, .. 4、1,.2 : .... t6,__7_、L:あーU...... l.JY..[下．．
Q¥.f .R.:t化的[R.[完[••• ~, •• 8 .l ... s, .. ~.[ ... ¥ , .. s .: .. 1,.-1 [ .... lA,.O.[.& ... [. あ-:U....... [IY.[上 ．． 
62.fl.J}. ゾt~.;R ・破 ...... tl .L(...... tl ....... * l .......... tl.LいあーL9-..... [IY 上 ．．． 
QH.:1J1りキ1り：R ... : 完．、...4: .. 5 : ... 6, .. 1 : ... Q,.-7..! .. .l, .. ~.: ... .. 3.2:.2.• ! あー22・ : : 下．．．．．．
Q.2Q サルボ り ，R .. [完，4:..3・・..t.(.1-.6.[ ... tJ.[ ... J.L(8 [あ唸.L.)IV[
4.f ...... .... lL .. 完 l ... 2,J.l ... 3 .. 1 [-1, .. \.~.l .l, .. ~.7-.l ....... 6, .. 2 ・し・ヽー2.1.... ) ...) . . 
.6H.:'hりキ1り:L [完l... LL  .. t .. L.0 .. ..4.1 .. Q, .. L ..... *·• : : : ... ...... . 
t4.(サルカイ:..... l ..... : ....... ~.: ... z, .. &.l .. o, .. Q.: .. o ,. s・2.(8 jし＼ー21 : IV l .......... .. 
646 [ : R : 完：3. 3: 2. 8 [ 0. 5: 0. 5 I 5. 1 I : ········ · ······ · ·········· · ······ · ··········· ···· · · · · · · ······· ·;·········,·············,·• ... ; ................. ; ..... , ............ . 

t4.2.: j L : 完；.. Lt[ .. t .. 3 : . .o .. 9.:. LL  ...... L~.: : : : 上．．．．
to.• メ'jカ＇ィ [ .....'. ....) .... .4.'. ... tJ.[ ... Q,J.[ __ Q,..7-.[ ....... Lt 8 Iぅー19 : IV [上．．．
tlt ............. :R完 ：L(.J, . .1.[ .. Q,.f .. Q,J.; ... JQ,.O.; .... l .................'. ... 上．．．
Utl'/ュりキュり L 完 l.. .t..1.¥ ... 6, .. 6.: __1, 5.¥ .. L .~.: ... --3.fl: .. ~.: 8 う一19 : IV [上........
.u-6.lサルホ＇り l ..... l ..... : .. .4, .. 8 [ ... 7-,.J .l .. J : .. 7.: ... Z : .. Q .: ..... 5.2,. 8・， ． ．．．．．． ． ， ：上．． ．．． 
Q.2.(t/. ゾャJ:L・完：ふ3[.1L6.[ .... -2.; ... L(.. H.LB.: 8 : う-:.29....... : IV [上
6V.l ............. lR .. i喩完[ ... 6 , .. ~.: ... ~,.-1.: .. .1, .. ~.\ ... 2, .. Q .¥ ..... fl.Z, . .4.¥ .... [ ぅ.-:.2.¥....... : ..... : 下．． 

IL~f メ 'jがイ L 完 ~, •• 7-.'. .. L.9.l ... tJ.l .. L.Q l .... u,.t s ・え-:.n..... lw.: 上 ． 

q~Q.; ....... ー ，(::[破：• 主； .•• *.l ...... ~.l ...... *.l ........ *.l ..... lかH … l.Y .. l塵巽抄層
67-2.:.t}. リ:.t.J.:R...'. 完.¥.6 : . .4.¥. J : .. 1 .¥ ..... .. 2.: .. .2.. .. ~.: ..... fl.7-: .. Q.: 8、Z-:U.........、.Y.. : 上．
HQ)サルポウ：R .. l破，屯 Q.l...... ~.'. .. o,.t .. .l, .. U ..... 13,_f s .. :.z-:.it ........ l.Y.l上…．．．．
Qt~ メ'jがィ ,L 完 L.&.l .. L3 [ ..... J.l ... 1,.5 ・ 8●Z) ... : ぃ，●'・l.Y上 面
6 21 : Rサルポウ IRI哀~ : 4. 6• 7.4: 1.4: 2.2: 40.2;8 : あー17 : V 

＇ 
短径）」

No. I貝種：Kl「元知高殻長 揺 （胚!: Jl径（即 ：重量 机〖グリット ：層 ・層備考
q,8_4・リェりキ1り[L..[完；~, . .1.l __ q, __~l .. Q. _5.l ..... J.l .... ttJ えー31 : : ・土捌．． 
qt3サH'りl.R完 L L  .... 5 l .tJ.; ... LL .... 1.1 .. _q_: 7 :......... .. ,i V土携
J,.41¥ ............. :R. .. l完l... 4, .. 9 .l ... 6・.. &.l .Q, .. Q _1 ¥ Q •. 6 .7.: ..... ~.6,. 5.: ..... l A-:.31.N.~.4 ... :、
4.7(メ'Jカ→ ィ：L..[完:l ....... Q .: .. tJ .: ... 3 ,__1 .: .. t t: .... 1 t 1 .: .1 ... lえー3.4....... t.Y.l.. ........ . 
l_4(RサルボウL 完 i.. 4,.L ... 5,J), .. s.¥.;Q息.t..... 2.4..J;.7 えづ~.4....... 1 . .Y..l ...... . 
.4.Q.Jサう力，ィ¥R.)完l... L2l ... L6ヽQ,J鳥Q,J.&、1.LLLlえーtL.... l.Y..l 
.3~( : : : 5.8: 8.3'1: 1.3: 39.0: : : : 
.Uf•L 完 ；L.2.; .9,.(.J,.(.LU.; ........ .7-4.: : : : 
.4.9.Q.1 t fr. ャ]l ..... l ..... : ・ L.7..J.O,.L.. .0, .. 9.l.J, .. L .. J.6: .. 0.I 7 : え-35 : V l .......... . 
QZl':R l完[.J,.. 1.: ... 5,J.: ... 0, .. 9.: ... ¥, .. 5.[△ L9i i 
4 2 2: : I破：7.8: *: 1,4: 2: 98.8: I ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・,・・・・・・・・・.. ・・・・ ・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・............ ; ..... ; ............ . 

4.~t: !L完． 3: 4. 1: 0. 8: 1. 1: 7. 9: : : : 
4.q.3.: : : : 4 : 5. 5 I 1. 6 I 1. 4 : 18. 0 : I : : 
437 I : : ... 3,.J; ....... sL ... ll. Lt ........... * えー35
.4.~~.: リュりキュり R : 完l3.J・(6.l ... . L .. O, .9 l ..... L6.: : : l ........ . 
454: サルホ..り＇ , .... ..4.[ .. Q,(....... U ... L3.[ ..... U,.L7 j ! v [ ....... . 
421 I • I 4.51 6.7: l.3j 1.8: 29.81 I ....... , ..... ,............................................................... . ................. ; , ............ . 

446: : I : 3.8: 5.6: 0.8: 1,5: 15.9: ・ : : 
445 jL I完[••. ~,.f ...... (.J,.f .. L(.... 1.1:J 東側 ; : ............ . 

447j • : : 4.z: 6.2: o.s: 1: 21.8 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・'・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・.......................................................................
4.2.)f. ツ t~lL... l完l.. L .7..: ... Q: . .4.: J : .. 19 .; _1 :. J.9.l ..... 2.1 : .. & .; .1 ... l.Z:--J.5 ......... l碍． ．．．
70:R+fルガイ:L.l完[.J,.. 7..l ....... 4.:.1,..2.Ll, QL ..... s, .. LL [Z:-:3.5 ......... : 稀，．．．．． ． 
Q.94.Jf. リ:·.t~ .J... 完.l... 4 .. ..5 .l ... 4.. . .&.; ....... 1.; .. L.C .. ..1.0, .3: .& . : クーL.... l .. l撹乱
fi8_7: メ］力＇・イ¥ ... l完.:... Lt:.J,J.、.......L.1:..4.: ..... 6, .5 :t .: クーL...... : .... : 撹乱
6.8.6.)1ル点ウ：L.[完:••• 5,.(.J .. ..9L ..... 1.[ .. L.U .... .4.l, . .O.[L.lクーL....... l ..... [撹乱
fi.4Q.jメッカ・.t..:し．．：完 ...q: .. Q .l ... Q : . .l .; ... l :. 4.; .. l:. 8 .: .... 14, . .l.l & ... ;}:-:.4 ........... l ..... l攪乱．．．
fi.6fJf. ゾt~.lR.. l破： ~,Jl ...... .* l . .O, . .'L .. L.5.: .......... .*l.s ... :Z:-:.1.3 ........ :.IY.l 
fi.5.9).Rサルポウ，L.. .l完.:... 4, .. 3. [ ... 6, .. 5 .: .. .0: .. ~.: ...... 1.: ..... 31, . .1.[ & ... : Z :-:_13 ......... :w.: 
fi.7~ . :f._'Jがイ ．破l...... * ¥ ...... :t ... o ... 9 l .. Q. L ........ (L.¥Z:-:.1.3 ........)Y下
t67 I lE ...• 完:.. .4....6.[ ... 6,.9 (. Q •. ~.l ....... Z.(........ Ji :z:-:.14 ......... : : 上 ．．．
66f ¥破：Q,.f ...... .*.l .. J, .. sl..t.f△ 4_2.J.: j : : ..... 
6Uj : : : . 5: .7. 5 ¥ .. Lt.J,J.j△ :n, .. t•z-1s 下．．
fif~ .: tメリャJ:R 完[•• L.7..¥Q .. J.l ... t.L .. .1, .6 : ... 5.Lt: 8 j [ IV [下
.HQ.: • : • 7.7 10: 2.1 2.2 90.0 
Hf :L 完 ij:[:ii:i[ ::L:i[:::Zj.[ ::i~i:il [ .... . .... : l三
.6.7.3.: : ..... : .... : ....... L .. 4.. .. L Q •.. L .. Q, .. L ..... t .. Q.: j Z-16 : : 上．．．．．．．．
~.1.4.l ............ t .. l完:.. s, 3.l ... 1 , .. Q.: ...... .l.l ... o , .. 9.l ..... ~.o .... 4.l .... : ................. : ..... : 上．．
fi.1.q)? カ＇・イ.:L : 完 fi.: .. 5 •.. ~.:...1, .. Q.;.J, 5 ; .... .1&,.t[.8. .;.Z:-:Jf ....... :I¥T 上 ． 
.6.61 リ1りキュり¥... : 破l.. .4, . .4.l ...... t.:.J,.t: .. L .~.: △ tZ:..2.:8 :z-11 !rvl .. ...... 
fi.~z.: サルボ・→・・り，R ... [完：4...5 [ ... LJ.[ .. J, .. ~.: .. 3, 5.: .... H ... Q・： .(.............. ¥ ....•. 下．．．．．．． 
fiU.fヽ／カ・・・イ...;L .. 完 ： fi , .. & .l ... ~, .. 3 .'. .. ¥, .. & .l ...... 1 .l ..... z.~, .. ~.l & ... l Z:-:.1.& ......... l.IY 下 ． ． 
q1_7,Jメリt.J.J .. : 完l... L&.: ... 1,. 3.(.J, .. z.: .. L.1.l ..... ZL.Z.l&.)Z:-:18 ......... : W.l上
.6.8()レtソ］ミt.. : 完[••• f?, .. Q.l ... 7, .. 6.: ... ¥,. 4.[ ... ~: .. ¥.: ..... 4.0,.&.:& ... :Z:-:.19 ......... : rv..: 上
ttL~ サルボLR... : 完.:.• .t..&.i ... 1, .. 3.l ... tt ... 1, .. ~l ..... q.t.La. .. :z:-:.z.o ........ .)Yl ........ . 
~.7 & .: .~f. /:・.. t J● lt .. l完l.. r .. s.l iJ, .. s : .. L1 : .. J,J : .. J.q.8,.Jl.&.. lz:-:n ........ :w.: 上．．
~.8.2 j/カイ[L.. [完，Q,.. Q.[.L.7.l ... 1,(...... 1.l .... lLf& ... lZ:-:21 ........ .l.IY.[上 ． 

6.6L~ サ)~・ポウ L 破 ：4, .. 9 .l ...... ~.l .. Q ... 8 .l ... o, .. 1 .l .......... ~.l .8 ... l.z:-: .~.z ......... ;.IY .: ............ . 
6&tlf.xカイ ・lL... l完:•. 6,. 3.: ... Q, .. s.: ... z .... z.: .. .1 .. 6·•····z z ... ~.;~... l.z:-:.z.z ......... •w.: 上 ．．． 
6 6 5: Rサルホウ:L完 :4. 3: 8. 6: 2: 3 △ 54.1:8 'Z-23 :IV 下

No 貝種 ソ梱殻高殻長褪（長届）雑暉I重鼠躯’グリット ・層層備考

6 50 : tメゾャJ:R I完l1. 2: 9. c ........................................ 1.5: 1.6: 82.2:7 Iぁー34 ： v: 上
581 ! Rザルガイ：L : 完I2. 5 I 2. 4 0. 3! 0. 3 I z. 2: 7 あー34 IV I上···· ······························•• .. ・・・・・.. ・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・.-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・.-・ ・・・・.-・・・・・・・・・・・・ 

.. n: リ1りキ1りlL... l完：L.3.i .. t.3 i.0,..3妬息.Q.L.... 2.Lt: 7 :. あ．．•しヽH.. :v: 

... U.[サ!~翡:.り； R ... [完.l.. t.L ... 6,.4.'..t, .. QL .. .t.3.l ......... n: .... l~.A.3.3: .. ~.6.l ..... : 土披
'1.6 リュりわりR 完 t .. .2:.6.J, . .0.5),.6.8.; .... ..3, .. t 7 Iあ～え33IV 土搬
... nlサ，ルカでイ.:.... : .... i ... L.L.LZ.l.1, .. 7.Lt, .. 4.2.i ...... 3:..7.: ..... [::::3.Q ......... : .... : 土賦．．． 
tqfリュ和りIL・完 l... t.tl .. tz l ... o, .. q.[ .. .o, . .S.: .... 28. (1 あ～え33V [上楓
405: サルホ＇り ' : I 5.11 7.2: o.s: 0.1: 45.3: [~36 : : 土楓..................... ..................... _. ......... _. ................... , ........................................................ . 

... &J.i .~f. l.'. . .t .~.: L ... l完． ー 1..:J_Q : .. 2.: .Z,.J.t.l .3 : .. 4.Q.: ..... Q .7. : .. & .: .7 ... : かえ3A_N3.LY.:.. 
J.U.~ 公．力がLし．破 l.. 4,.4.l ....... *.l J, .. 7..3 [ t,..7..4.l ....... ~, . .o .: .7. ..)かt34_N .3 .6 [ .Y. . [慧想．
572 [ J ! 完：J,__7 [ .9. 2.; .2: .7.[ ... L(... ..3t t : [ 尿集吋尻
.Q.U.ltメリ→ ャ]: : 完;.. t. .. z.:.J, .. L .. LL .. LL  . ..3.Lt 7 : あ～え34IV [慧想．．
s_o( : R [. L6,.L.9,J・LL.2:J.L . . 5 Q, Q : : ~ 3 6 I : 屈集杜且

6 5 4 [ I I破I *: *: 0.9: *: *: ＇，尿集中土祖．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．，，．．．．．．．．．，．．．．．．．．．；・・・・・・・.......................; ....................... ·.•··--·· - •·--· · 
.6.st: 1/1りキ1り：し．．．完.:... s,J.'. ... &: .. ~.: .. .0, .. 9 : .. 1,.L ..... Q.Q, .. Q.l あ～え34、 ［慧嘔'.. 
4_6.0.: サルホ，り R [完 L3.[ ... 6,J.l ... t..7.[ . .o ... 9.(..... 24:.(7 j ~36 v頂駐訊
41 7 I : I破； *: 6.1: *: *: *: : : : 屈農杜屈

s3ri)tメ/ャ:ij完:••A::~· : :• i: • a:•••i:·2•: •••i•.·•1•;•• •• zri::i•: ·1 あ～え34fv土孤`
537 • : : 5: 7.1: 1.2: 2.2: 42.( 1~36 . . : : 上掘
t6(1Jュりキュり：L 完... z, .. t ...... 4-[ ... o,.(... o,.L ....... Lf 7 : あ吠HN.36:V 土掘
4.3.3・サルホ°り:L...l完、LL  ... 6,..7.; ... t, .. U.J,.5.l ... J.6,.4.: .... lあ咋H"..3.&.:.... : 土懺
4.9.1.[ .ti. / .. t J [.R ... [破，'!,.f;_to,.. 3.! ..... .. *.l ... L.z.l ..... 6.6, .. 3).'! ... [い:-:2.6.. l.Y.: 上
.J.4.11/1りキュりl.R... : 完：.. L(.. t.9.;.0,.9.6.),J(.. J.q,Ji 7 いーn.. :v: 下
tn '. ・サH : . : り.. . ¥ . .. l 完• l .. t. .~ . '. .. Lt '. . .Q , . . ~ . : . . . .. . J . '. .. . J .~ , . t : . . . . l し' :-: JL .. .. 、.. .. . : .. .. .. .. .. .. 
qtz [tf./.t.J.[L .. l完:••••• •• 6.[ .. 9,.t.l .. J, .. z.[ .. J,. Q .l ..... 4.5 ,. o.[ 1 ... : う.~.z .Q....... l.Y..l ........... . 
J.z.[ し．完.[.Q,.. 2.[ ... L~,l.o, .. 1.tL.O.Q.[ ... J.0, .. 6.I Iぅ:-:.n...... : : .......... . 
l_Q_Q .Iリュりキ1りL l完l.. LL ... L~.:.0, .. 9.7.J,.3.2 : ........ 4-Q.: 7 : : V最 下 ． 
mt: サルホり ， ：破:•. .4:.-9: ....... *.: ..... .*.J, .. 1.Q.: ......... Ji : うー28 : l最下
Utl ............ lR .. ! 完l4,.. t .... 6,J l.0,.87.l .. .tJ.l ........ 3.3.: .....'. .... … : ．最下

:R完：3.5. 、............LB.l.t.o,J.l.2:..6.9.[tJ.6.l .. .ULt (うー31.. : ・．最下 ．
11_:tメゾャJ[L・完l.. 1, .. 4.[_1.o .. G.[.1 •. 2.9.[1, .. 36.l .... 6s,.z.: 1 l: う・).n・.34.:V l_l沢上槻
F(............ lR .. l完 3,..9.l.. LL.0.9 : .. 1,.9 l .... lLl うN~ttべnl.. 
. 4.oi: 111りキ2り:L..l完.l... L~.:.J , .. z.l .. .o, .. 7..l .. L.L .. ..4.L7..: う～え31: : ............ . 
.Q.Q~ ・：サルホり :R 完、t. .. 3.: ... 3,J.[ .. .o, .. f .. .0,..4.l ...... s, . .Z.: 1 • ~ 3 z : v 
410: : : : 4.7[ 1.2: 0.6: 0.8: 35.3 .................................................................................................................................. 

.QJL. し1.t.. t.J.¥ ... l完．：・J,.. 5 .: ...... L .. .0 , .. Q.: .. .0,. Lt>,.Z.q, .. 9・J... ~ う.. ~ え.~.Z.(.Y. . ( ...... . ......
u .:.~. サル知:.:.R 完:•• t.J..[ ... 1, .. ~.: .0:. Q.Q.[.O, .. 8 .z.: ..... 4 Q,. 釘1....lう～え~.Z . [.Y..[........ . 
Uttメリ介 ャ]J . : 破：・・・・・.. 6.; ...... (.. .t t -3.l . ... 3.t.(7 [ う～え32IV l ....... .. 
34 7 [ : R : 完[ 4: 6.2: 1,4: 1.2: *: :~33 : • 
Ff'/1りキ1りL 完 l.. 4. 4l .6,.~.l .. .o,J.l .. .o,.t: .... .zt.U 1 う～え33:V [ .......... .. 
1.2.3 ! サルホ:り Lt  .. -5:.( .D,.7..9 .[L .2~ .l ... J.D: .. ~.l .... l ................ ; .... ; .. . 
4_75 }マ・スオ・ガイ.Jl完； .•• 5, .. 4.: ... 1, .. ~. (.. J, .. 9.: ....... 2.: ..... 4 .1, .. z. (.7・： ぅ．～えtLY..¥・・・・・・・・・・・
.U.9.i.Rサルポウ，R.. l完，.L.1.:... Q,.(.o,.4.3 [.O,.Q.9.[ ..... Z.O, . .Z.[L [う～え3.3[.Y.[土撒
f5.t UゾャJR [完 Lt  ... L9.l .. .1, .. 5.l. .LL ... 3.7.:..7.[ 7 : う～え33IV土！廣
657・ ．破ls. 4 l 8. 1: : 1. 9: * .......... .. .......... .. ......... ...:• 土漿．．．．．
U,5リ1り知り [R跛l.. t .. ~. l ..... J l . ..1,.s : .. 1.B: △ t9,.(1 lぅ～え3tV土撮
t'/..4 サルホ:.り.;L完 ：.. Ll .; ... Q ,J .; .. .2: .. 4. l .. L .~.; .. J 9 ,. Q; ... iえーZ.4....... ; .... ; ............ . 
.J9[J, マスi亙LL.[破l..... .. *.'. ... 5,J.:J,.J.Q.¥ ... LC ..... tt..5 :1 .. ! えー2 .~ ..... ..:.Y..¥ ........... . 
5 5 9 : Rサルボウ ：R : 完： 4.6: 7.4: 0.8: 1.31 34.4:7 えー30 IV上
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地・ 貝種 ％粒 殻高殻長闘（長稀（月重量匝グリノト層 層饂竺
A_l9: 1/iりわり R [完:...... 4.: ...... 6.¥ __ Q,.~:.J,_3 : .... 且~-: 7 : あー30 [ IV最下部
4J.8.Jivfり .. l .... .: ... 4:J [ ... Q, . .9.l ... l, .. L.O,J.l ..... 30,.,t ..... [ ......... 最下部
3.80.i力りうカ イ：k...l破：tJ.i.J,.L ....... ~.: .. O, .. Q.i ........... *.J ... iぁ-:.U...)Y.i 
fi.Z.( :L ・完l.. LU .. L5 , ___ Q, .. L .... . L ... t.( : : 
5.4( ; .... / ..... l ... Lt ... L3.[ .. l, .. 3.[.l., . .Q.; .... H, . .4. 
.5.V.:t/. リゞャJ: : : 3.8: 7.2: 1,3: 1.7: 19_5:7 : あー31 )rv'. .......... . 
5.4.Zi [ R完 cff::~:::sii::i:[ i:i'.:::::zii::r i i , ....... .. 
_Q4.t : : : .4:..4.[ ... s, .. t .. 1-z [.J, .. z.[ . J.4: .. 9.: ： ；・・・．．．．．．．．．．

538(: • • 4.9• 7.8: 1 • 1,5: zg_o: • ................................、............................................................、.................、................... 
4tZ.、メ］カイ．、し，破l... Ll.l ...... J.¥ .. 1, .. L ...... U ......... J) 、あ-:.31...... lIY.l ....... . 
~tt リュりわり [ L : 完・ふ5.[. .. .Q.; tJi ... t .L .. JLZ: 7 あー31 : IV [ ....... . 
.3~tlti~ ホ＇り..: ..... : ..... i .. -4:.L.J , .. Z.i .. 9:.B.、t,.. z : ..... 40,.0.l ..... : ... 
516 : tがJャJ:L完l.. 5,.ll J, .. z.[ .. L.4 [ .LL .. J.9:J.[ 7 : あー31 [ IV最下部
~i~ 破 6,.(...... J [ ... o, .9 [.L .~ △ Q.Lh  [ .......... : 最下部
5f~. 1/ ェりキュり ： LL ... ~,.3 : .. 0, .. ~.: .. 0,L .... lLZ.: 
fi.6.&・サルれり R 完:.. 4,J.l ... ~, .. Q.: ..... J.l .. o,.t ... ..zL.~.: 1 あー32 : IV l ... 
567: • : : 4. 2: .6, .. t .. o, .. LJ. 2.: ..... zt.L ..'. ... 
~:1i: ··· ···· ···· ·j完、:~j:t.. ~,z l .. o, 9.l .. J, .. z.: ..... Qo, .. s.: lあ-:iz ・ ．最下
fi.4f tメゾャJ[L 完.l... L.3.[ .. L6 L.L.3.: .. 1,J.l. ..... 1,.f 7 あー33 : IV[ ......... .. 
競al. : : 破:*: *: 0.7: 0.1: *: .................................. , ......... , ・・・・・・・.., ......... , ............. , ...... .. . ............... ・...... , ........... .. 

4H リュり知りlR破 :...... L ....... 6.: .. 1, 2: 見 ti△2.LL7 あー33 : IV 
4.U.[tivfJ ... lL .l完：Ltl ... Q, .. 5.'. .. 0,..7.: .. 0, .. ~.l ... .Z.&:.(... : ・ ・・ ：最下部
4ttDカイ L 破.:•••••• J.; ....... s .: .. Z, .. l .; ... Z:. 1.l .......... J .[ .. 7 甚 34....)Y.l .. 
4.12.: : .. L .LL ... L.O, .. L .. J.9 ... L ; • • 
4.5.7.: [L完 .. 4:.6} .. t .. Q : .. O,&・L.L.. 37:.Q.1 : ・: 
tB.Q リュりキュり ... ; ..... l .. L~: ... ~,.t .. tJ.[ .. Lt ..... 3.~,.t 7 あ-34 j IV [ :::::::::::: 
-4.25 サルホ-? : I l .. -3: .6.[ .. 3 •. L 0, .. L.O .. 9.(△ l~, .. z_: [ 
.413[ : R [完；.LZ.[ .LL.O,J.[ ... LL  .... 4.3,.f I : 
386: : : : 4. 1: 9. z: 1..L..z, .. L ... 36, 1: : • 
ii& 完 sj:fjj亀ij5、r.O.Ql ..... ~.Q,.6 

......... ・.................................. 

最 下．．．

1.5 2 : tメ:_;・ ャJ: R : ... : ... L(.. t f _1. 9.Z.l2 . ..7.L .... 46 7 : ぁ-34 :IVl最下
D.Q.: ............ l. 破 L ..... J :o, .. ~4.[1,.1.z ぎ ． • 最下
t5.3 リュりキェり ， ： L.L .. 6, .. L.0:6 il, .. z.q、.t9:.6: • : : 最下．．． 
ts.4サルホり ：L 完 [... Ll.[…Q,.(O, .. t4.[0,J.f ........ z.z.• 7 あー34 : IV最下
365: : . l ... : .. L4.[ ... LL.O,J.[ .. O,.(J.t .. t .. : ........ 上 ．
~44jJリ:::;ii.l完l.. LZ.i ...... 6 l .. 0,7、Q,7: .... .u •.. 2.:.1 ... : あー35...... JY.、． 

Q~.1. t I完；..... 3 l.J .... f .o, .. t:. _o,..1 l .. .. t.(:  : : ...... .. 
4.o_t : : : 4. z: s. 8: o. 9: 1. 1: 22. 7: • あー35 I [ .. .. L .... , .................................... _. ........................ , 

40.4.I '.H. .. l完.l... 3, .9'..6, . .Z.¥ .. O, .. ~\ .. 1, .. 3.i ... J.4, .. ~: ¥ ............... . 
Q.~ .: 1/出 1り[R.. l完：Q,J.l ... t..Q [ .t..4.J:.23 [ .H,.O.: 7 :¥,.¥-:.Z.5. ... : IV最下

U.~ サルホ:り ： t .7.[ ... ~, .. 5),.ltLU.; ..... 2.3, .. 9 
3 9 2 : IR : 完 4: 6.8: 1.2: z: 21.0: Iいー28 I i最下．．．．

3 91 : • : LC:i::Z:[jjf i:iL:::izj! : : 最下
3931 : : .l ... LL.tL..41 ... J.;.J.4[ *: : : : 最下
~isjh ャ:i"[R 完 l.J,Jl ... t .z、li.Jj:[:::::~i:::~Ji .. : ·( ~ヽ ·29 ... [.iv 
399: : • • 1. z: 1: 1,§[ .. L6l .... U, .. 3-l ..... ¥ ........ : ... : ....... .. 
!i.7.6 リュりキ1り，L... [完[jjfi,i[j,.. 5 [ .. 0, (.... Z.&: .. f • • '. ...... . 
.~.7 5 サルボぐり ： ： 5: 1.2: LL9、4-7:017 し¥-29 :rvl .... . 
578 I i : 完：・3・.6・:5:--sr-□-.5: o s: 1,1.1 • • 

第29表 c二枚貝有

No. 貝種 ソ梱殻高殻長闘(i雌（月重量拒グリット層 層備考

~tLtメリ't .LL... [完[••••••• 7.: . ..9, _8_¥_J._3) ... Ll.: ..... 7_8,_.2.:.1 :Z--:.~.2. ........ [W.: ........... . 
4.tl.tf., カ.1 IL完 l.. .6.l .. L(.J. __ 6[ __ 1:3_[ __ .J-7:(7 :z-32 :rv [ ........ . 
120[ : : : 6.6: 6.l:3.58:3.34l 29.7: : -------・・・・・・・・・・・・・・・---・・・・・・・・・・----・--・ ・・・・・・・・・亀．．．．．．．．．、................................................................. . 
4H リュりキュりlL... : 完， Lf ... Q ... (.. t.4.[ ... Lt[ ... U, f 7 I Z-32 i IV[ ........ . 
t9.(田 ．参・り： R 完.l・・LB.[.LL .. .o,.,t .. .o, t ...... * : ........... , .... ー・・・・・・・・・・・・,..... , ........... .. 
. Ht! lし：完：...... L .. 5, .. 9.l .. .O,.~. ヽ___o, L u,.-4,: l.z--:.33... .... : : ...... . 
7.4it/.:/ャJ・完[... 4.. .. f. 6, 3.[ ... 0,J.[.0,.9(.. .l.&:Ji 7 : : IV [ 
~_g: :L : .... : .LL .. t .3 :,0. 77.[ ... L2.l ... J.7: ( I Z-34 i ;. 
71 l : ● 破[s.11 *il.39'1.48l ..... tl .... L ............ l .... L .. . 

1:~ リュりキ1りI完 :::iz:[::i:i[:i;iijji[::: t.(7 I Z-34 i IV 
130: サ）Vホウり ： .................... , ..... , ... 1.4:.tl l ... Q, .. f . .o, .. ~J.[.1,Jz.l_ .... ~.0, .. 9-L ...'. ............. .'.. 
l.4.9.Jメッ：t~.J, : 完：~,.. 1.: .... J.o.lt.ts.:2 .. .4t; ..... 9.LL7 .. l z--: .~-4 ・ lw.l最下
55.5.: /.')かイ ：破: *: *: * *: *17 Z-35 :rv: ..................... ー・・・ ............................................ ー・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・・ー・・・，．．．．．．．．．．．．．
_4.0(リュりキュり ： ： L .~.l . .4,.-7.l .. .1.,.t . .o. 9: .... Jt . .Oi 
ttlサIvホ＇り L : 完:.. Ltl 5,_4、Q,. .&.2.J,..92.: .. J.L9.7 jz-35 :IV 
t2.6 [ : : : 4. 5 : .. 5 .. 9.), . .0(.0,..9(..... 2-6: 3 [ : : : 最下
3flilD力：・イlL ・完[: ::5 :: ~:[ ....... s .[ .. -1, .. 2 .l ... l , .. 1.[ .... -1.~, .. ~.t:1 クー~:::::: :: :::[:iv
~ .tl-1 ・； ．し．完、4:. .2l ...... 6 : .. .O, .. tl.: .. .0,--5.l ..... 21:5: : り-6
QQ.2・リュりキ1り:R... : 完[.4 ... 6.l. .. Lf .. .O:.(.. .0, 9 [ .. J.L2.[ 7 :........ . .. : IV : 
5: サ）Vホかり； L: 完 4:..7 l ... 6, .. 6), . .0.9 [1 .. 9t .... 4L( [り-8

・4・5・6・; : R : 完..L.Q.l ...... t: J,.L .. .l., .. Q.: ..... 2.2, . .z.: ..... l ................. :. ● ー・ ：上面
ii~j;.;: ゞ:tii:::完，..tJ・'1,.(.0,J.ftJ(....tL(7.: り--:.L....... [.IY.: 
_4f2籾 ．うがイ[L破， ~.[ •• -4.-.8.: ...... (.. L.9△ 2-4.-(.7 り一， IV上面
Q .n'. .t肛.t~ .lL... : 完： Q・.. Q .'. ... 1 , .. s l ... 1 ,. -1.: .. -1, .. 4.'. ..... ~.o ,. 2.: 1 ・・クーL..... . JY.l上面
_4_4( [L_: 完[.3 .. J.[ ..... J.: ....... l.¥ ... t .. ~[ ... J.4, .. 8_: : ク-9 : : 上面
4.tl.l・リュりキュりR ... l完 .4, .. 1.l .. t.t ..... ..1..: .. -1, u .......... ~: : .. ··•··••: l上面．．．一・
... 9.7サ）Vホ.? : : : ... 3, 3 : .. 4.. .. LL~.&.J, .. V.l... 9 •. 6.: 7 : I IV [ ....... 
t( :R : 完:.•• tf ... Q,.-1.:.0, u.:J, .. 22.l .... -1.0,J あー26 : (..... .. 
101: : : : 4. a I 6. 6 l.Q,J.3.), . .09.: .. JL5 l ..... , ............ l 
~ji(メ・ンカ:ィ ¥ ・．． 完[:X::~ : ::i :i : .. -1,.tl ... 1,.-4.'. ...... t.z :1 .. lあー2.6....)Y 下 ． 

UU/..tLL 完:•• 5. 2 : . ..tl,.fL.2.&.:-1, . .'l8.: ..... 3.2:.L7 .. : あー21... [.IY[ ........ . 
..Bf J 完 4:.~.[ .. L.&.), .. 82.[.2, . .Z.tl ..... 35, .. ~ あー27
Utlリュりキュり、R.l完l... LZ、.... 1.:0 •. 59.'.-1, . .0t、 tt..9i 7 : . ........ . j IV : ......... . 
~.'l.O.! サIvホ→ り．し ：完:... Q ,J .: .. s , .. Q .: .. _o , .. Q.; ...... 1.l ..... Q a,__4 あー28 : : .......... .. 
3 6 6 I IR : 完 3.6 I 6: o. 8 I 1. 1: 15. 1: ： ：下ー●● ー・・・ー・・・・・・....● ● ● ーー・・・・....., ..... , ................. , .................. . :x9 ・カり・う力j¥:::[完:[jj:i::i::i:[l,.. l.&.;L.l.&.: .J.0, .. 9.J .. : あ．ーn...... :w.: ............ . 
. Q-4~.l.tfリ:.. t.~.: し：破、Lf...... 主、 l,. .7.¥ ... 4: .. ~l ......... *.: .7 ... : あー29.. :w.: ............ . 
Q~Q.J~ がイ：L ... : 完 Q, . .3.; .. -4:.(... 1, .. (.. L~.l .......... ~.:J ... : ぁーZl...... JY.l下 ＿． 

-4.H.: カりうが.(L・．完l... 5,.L ... 4,.L . .O.L .. .O, .. &.: △ tt.LL'. ぁ:J.o... lw) .. 
;.39.5i !L・・・，完， L .~.l ... 1,.t: ...... J.l ... 1, .. s.l ... J9, _o 
u.o.: t/. ゾャJ:R I完 l.. L.7.[.J, .. ~l .. L?;t.-1.Q l .... J.&,.7: 7 あー30 : IV l. . . 
. ~.~6_[ ............ : ..... : ..... : ... 5,.L ... 1, .. 9.: .. .0,.7.l .. .0,.9、 .its:..... : ................. ;.、 ．．．
4t7-l : : l.-4,.f ... 5, .. 5.[ .t.f.J.J.l ... .. 21,-4.1 : : : ...... . 
_4_6tメ')がイ IL 完 Q, .. ~.l ... Q : . .1.l .. .1, .. 2 .[ ... 1 : . .l .[ ..... l .&, .. 6 .: 7 あー30 [IV! 
HL : : : 5.6: 4.9[ 1: 1.5: *' , 、........一．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．．． ーー・・・・・・・・・.........・・・・.........・ ・ ． ． 
484 : : R ・完I 5. 4 : 5. 4 ・1. 4 : 2 : 26. 6 5.9'[',j~ りキ1りL 完;:x::zT::::6:o:::~i::_:ijj::: iii! 1 あー3.0....... :rv 
Ai~ ー；サ）v~:.; ... : ..... : .....'. .. 5, 5.'. ... &, .. 2 : .. L.6'. .. J, .. Q.'. .... -4-6: .. ~.'. ....'. ............... : ....... . 
4 93 Itり J:L: 完 8.1:11.f 2.4 2.7: 110.6'7 あー30 'IV: 下

No 貝種 尻梱殻高殻長闘（長孔祖（匝重量虹グリソト層 陪備考
{Sf :L : 完:3.5: 5: 0.8: 1: 11.6: • , ......... , ......... , ......... , ................................. , . 

nt111りキ1り ： ~,.( .. tt ... Ll l ...... U .... 1.Lt • 
..z.s サ)~ホ＇り R : 完：t..L .. 6=.3.J •.. QLO, U.[ ... z.Z,Ji 7 Iし,-30 : IV l ..... 
Z( • : i ... t .. 6.: ... Lt[.Q,JZ.[.tJL ..... zt.5 ： ；．．．．．．．．．．．．． 

26: : : : 4.9: 6.7:o.s9J,JL.4.l-B: : ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．． ． ． ．  ················ ·•········ ·· :・ ・・・・：・．．．．．．．．．．．．．
4l&.: ¥ l完l.J,.t'.... L~.' . L.1.¥ .. L5 : ........... * ：；．．．．．．．．．．．．． 
49f t Jツ→ ャJ: ..... : 破， .*.: .. t.(. . t'. ...... t¥ ........ .*.: 7 : しヽー31 : IV: ............ . 
.4l'L: :R : 完 ..Lf ..... h.L7 [ Lt .... !¥8=J.: : ¥ ; ............ . 
4961 • , • 7.3, 11• z• 2.1 • 9~,.1• • 一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．；．．．．．；．．．．．．．．．．．．．
fr:Dがィ． ：破：＊、 ~:::: ::::i[:~:::~i[::: :: ..... .*.: .7 .. [し'::.3.1 、w.:
4.2('/ュりキ1り: , : ... 3= .. 7.[ ... L~l. O, (.. t .. L .. ..1.9,.f : : : 
.Q.~.3 サルホり R 完 l... 3= .. ~. : ... Q, .. ~: .. o,L.O: .. L .... 2.3 •.. t 1 しヽー31 ¥rv¥ ......... . 
18: : : • 4. 3• s. 3: o. 7: o. a: 22, L .... : ............ : : .......... . .......................... , ..... ・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・ 

QO.tJf. ゾt~lR 破[••• Q :.~.: ...... *.l ..), .. 3 .: ....... z.: .......... J .: .. 1・，いー3L.... :W最下．
3Vi・リュりキュり:L 破ヽ:. ..4, .. 1 : ....... *.: .. o,.-7.l .. o, .. ~.: ... J.3, .. 9.:.t .. : し '~.n...... :w.: 最下部
Q.Q.&.: ・イクヤカ、イ，L.l完[... s, .. z.[ .. L.7.[ .. 0,J.[ .. 0,.6.[ ...... L.Q).1 .. : し'::.n..... :w.: ...... 
t:.tf. リt.J:L完 ~, •• ~.[ •• 5,_8_;0,.H), . .lJ.[ .... 10, f .7 ... いーn.... :w 
&,9 : lL ・・［完.:.. 4, .. L.5, .9.:.t..1.3.J, .. Z.L J.tJ.: • • • . : :・・・・・・--・.... 

J.Q.: lR ... : 完.:... 3, .. &.: ... 4, .. ~.:.1,.1.~.:.1, .. 31.: .... ts,.1.: しヽー33 : 
tt 1/1り知り↓ ：完...~-.7.[ .. Lf O,JtL0.&.; ... ..1.2=.L 7 : : IV最下
.H・サ)~ホりり:R .. : 完；••• L7.: .. .4:J :0, .. 9.tJ, O.t[ ... ..lLL : ................. : : 最下
tV. ・，k... [完.l... L&[.J,.(.. 0,.-9.l .. LL ... ..1.LL lし,-34 : : .......... . 
470 : J 完 ： 3. 6 i 5. 1 : ..1. ・・4:・・l.'..... 1.2, .. B.l ..... l ................. : ..... : .... . 
tfr[i~ ウキ~ii:::完:::::::i;j:::iTi.tl.J,. .tl .... 10,.-1.:.1 ... : し':-st.... :w.l 
rn-6.l lR: 破:....... 6.: ...... .*.: ....... * : ...... J.: ......... .*.! 、 ： ，最下
tZ.5.• tメリャJ!L ・破 ..... Ll..Q, . .Q.[ . ..1,.~.[ ... 2,.1 [ .......... t 1 いー34 ¥ IV最下部
510 : : : : 3. 7 [ ... .*.: ..... L ... L2: △ 10,J.: ・・：． ．．．．： ．最 ．下部
i1Q:: .. ・・・・.. ・・・・i::[完：:i:f .J, .. &.l . ..1, .. ~.: . ..1, z: ..... ~o, .. 9.: : しヽー34..... : : 最下部

~.&t') ュりキ 1 り l R 完 I.3= .. L.5:.(. .J.[ .. 0, .. 9 l .. J.2:.(7 i ! IV l ...... . 
t~ .4サルホ? :L.l破：い、 ・~ I L2.4.: .1,.0l . :.......... * し,-35 最 下
13 3 I : R 完： 4: .6.[0: .. 5.3.[.Q,.?E .J.6 •. (..... : ................ l .... l最下．
iii[i'lカイ.."'.L:: 完[:::::::6:[::Q,.t..... (... ~, .Q.[ .... H,.t 7 いー35...... ! IV最下部
.4.&Q.: .. . ... ・：R .. .l完.l.. 4 •.. &.: ... t .. ~.: .. o,J.: .. o, .. L ... 1.LB ; ..... :. しヽー~~ ... ...: .... : 最下
Q.Q.°U,Rザルカ'.LL.[完， 2, .. & .: .. 2・.. Q .: .. 0 : .. (.: .. 0 ,.1.: ....... 2 •. 1.:.1 ... : うー2.5.....、w:下．．．
~.Q .8.)f./. t~ )R 完l.J,. .?l ... ~,.-6.l .. 1, 6.[ .. 1, .. 1 : .... 5.!¥, .. 4.t.1 うて2.L... .)Y最下部
n; IL 完 l . .4:.3.l ... s,.s ヽ・L3.4.),.. H.: . ... ~t.t i : I : 下
.. n: : ... l .. l ... t .. z.: ... Lt..1.4 J, .. P.: .. ..2.t .. B.i • • : 最下
閥＇）ュりわり l .. -4:. .~: ... 6=J [1,.0.1),.lh .. J.LS.: 7 うー26 : IV最 下 ． 
uz サ,~面り R : 完：t.-6.l .. L.3ヽO,.t?.J,J.L.. J-3:.-4.1 : : : 最下
ZJ: : i : .. !¥:.2 : .. t.7.[0:.8.4.),.35 : .. 56,..z.: : I : 最下
23: : : : s. 5: 8. 2 J ... tz.:o, .. v.: .6.8, t ..... l .............. :. 最下
s・:tメリャ:i:R完[j:::ijQj[1,.Q.3、2=.0.2.¥. . 8L(7 うー28 i IV 
iZ:l ............. lk ... l完l... 6, .. ~: .8= .. Q.l l, . .H J,JL .... .u,.o.: ..... : ................. l ..... [最下．
4.2.7.i • : l .. 4 ... 3.l, .. LS [ .. 0:.-8.; ..1,.f△ 2.L~ 最下．
tn:'Jェりキュり R 完： !¥.: ... Ll :L0.1.:.1, . .U.: ..... ~tJ.17 うー28 ¥ IV最下
fQ.2サルホり ，.... : .... :.J,.2 .•.. 7.:.L ... Q,.7. : .. l, .. 3.[ ..... 41:J I : ................. : [最下
i40 7 : IL 完 : 4 : .. 6, .. L.LQ.: .. L7 [ ... ZtJ.; ... : ぅ~ .2 .L.. 1. I最下 ．
356:["t)ゾャ:i.[R完 s・.1・: 1.1: 1.1 • 1.6: 33.2:1: ぅ-29 ! IV最下部
492: • : : ・・9. 4・:・i2・_・s :・・・2・.--4・:・・i・iT i・zi .. 6・; : 最下部

注 ※は計測不可 △ ：残存部の計測値 「孔径（長」→孔径 （長径）、「孔径 （短」 → 「孔径（短径）」
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※は計測不可、単位：雰／

No. 貝種 ソ梱殻高・殻長闊(!稀(~ 重量匝グリット層 層備考
4.1_9_[リュりわり:R: 完： 4: 6: 0.8: 1.3 ............................. , ......... , ............ . 18. 3 : 7、あー30 閃最下部

4Uサ）ばり .. : .. 4, . .1.: ... !l , .. 9.[ .. -1 , .. ~.: .. P . __ 9 .¥ .... 39,.'! .[ .....'. .................'. ..... ! 最下部
~.&_O ・カリう力’・イ\Ll破:s,J.l ... s,.1.: ....... *.: ... o,.t'. ........... ~ 、 7・・、あーU... JY.[ 
t2( IL完[3. 1 I 4. 5: 0. 6: 1: 5. 6 I : ...................................................... . . .. ........... . 

.QH.: '. .... ; ..... [ ... tJ.[ ... t.3.l .1, 3-[.1, Sl .... -1.4-.. 4・'

.Q.2.3.: tメッ4 ャJj : : ... L&.: .. -1:2: .1:.3 : .1.J.¥ .. .1.Ltl 7 : あー31 j IV [・・・・・・・・・・

.Q.4.2.! !R 完[L(... L5.[ .. .0,J [ ... Q,__7 [ ..... 2.0, .. S.: I ! [ ....... 
st'(: I I [ ... L4.[. .L&[ ... L2.[ ... L2.[ ... JLt I : ；．．．．．．．．．．．．． 
Q s~.: ............. : ..... : ..... : .. 4, .. ~.: .. _1 ,.~.: ...... .1.: ... 1 , .. s.: ..... z .~, . .o .l 、 .... .: .... :.. .. . 

4.&.2.)Xがイ¥... : 破:... Ll.l ...... J.: .. t..2.L .... J : .......... f _7_ .. [あー3.1......)Y.[ 
.H.t1Jュりキュり：L : 完 t.5.[ ...... t J.J [ .. L.2 [. 11:2.: 7 Iあー31 : IV 
3 88 ! サル;t,•' り ： ： : 4.7: 7.2: 0.8: 1.2: 40.0[ ( ............................................................................................................ 

tl.6.t/. ゾャ]¥ : 完:... 5,.ll.,7, .. 2 l.J •. 4 : .. L.3・2.Lq.:7 あー31 I IV [最下部
.Q.3 9・ ： 破 ..Lt .... .. *.: .. _o.__g [ ... L6△ !l.Lt. I ・ ： 最下部
.5.!l.~.: リ1りキ1り： ： ： 3.7: 5_3: 0.9: 0.7: 16.2: : 
~.!l.&. サ｝はり R 完:... LU . ..5,.5.[ . .1[ .. .0,.9[ 24:--9.:7 ! あー32 !IV[ ... .. 
. s.!l,t ........................... J . ..2.: ... 6,.Q.[ .. Q, .. 9/ .. .1, .. 2 [ ... 21,.t: ..... l ................... . 
. Q-7.11 lR・．完.'..J,.tl.. ~, .. 2:...0, .. 9.: . .1,..z.: ..... Q.O, . .!l.l lあーn.. ・: l最．下．．．．．
aftメリ→ ャ]: L l完l.J... 3.[ .. L.6 [ .. 1,-3.[ .. J.,J.l ....... 1,.}.: 7 あー33 : IV: .......... . 
550: : I破*: *: 0.7: 0.7: *: • ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．→ ...................................................................................... .. 
tu リュりキ1り：R 破 .:...... J.'. ...... 6 :.1:..2.: .. .0,.s.: △ 2.LL7 あー33 i IV I 
4.U.[tiばり ：L [完:.. .t.L . ..!l,.f .. .o,.f .. .o, .. 9.[ ... ..2.&,.L .... .:.. ............... l .... [最下部・
4.&.3.f~ がイ ：L.! 破：...... J.[ ...... 5[..Z:.t[ .. 2,.1 [ .......... J.[t .: あー34....)Y! 
4U.1 : : : .. L ... LC ...... L .. .O, .. L .... U,.L : : : .......... . 
4.5.7 ! jL : 完：L!l.[ ... Lt .. .O,J.[ .. t..!l.[ ... 3L.0 [ I : : ..... .. 
t8f I}出 1?l ..... ; ..... ; .. 4:J.l ... t t .. Ll.[ .1-.5 [ ... 39, .z: 7 あー34 : IV i 
4.2.5 サルホそり : : :. 3: 6.l ... LL  .. Q, .. L . .D:--9. ● △ U,.z: ! : : 
4U.l IR : 完；4.2: 7.5: 0.8: 1.3: 43.91 : • . .................................................... ー・ ・ ： ：．．．．．．．．．．．．． 
386 : : : 4.7: 9.2: 1.s: 2.3: 36.71 • • • ..................... , ..... , ..... , ......... , ......... , .................... , .................... , ................. , .. ・・・；・・・・・・・・・・・・・
tQ.&.: : : 完；••• tL ... B:LJ.55・2-.0L.3.5,J.: : : : 最下
1.s2:t1-ッさャ]: R l .... : tJ.l .t .s.:.LnJ,J.L ..... 46 1 : あー34 j IV [最烹．
155: : : 破i*I *[0.94j1.12: *: : : : 最下......................................................................... , .................... , ................. , ..... , ............ . 

U.3iリ1りキェり : : : ... LL  6, .z.: .. o, .6.J, 2s.: .. J.Lt: : : : 最下
田 ．サ！ばり L [完：.t .. U ... Lt[.0,..5(.o,Jf ....... 2.2.: 7 : あー34 j IV最下
365: : : I 3. 4: 5. 1: 0. 1: 0. 8 [ 12. 3: : 上..................... , ..... , ........................................................................................................ . 

, QH.Jfリ＇ャJ¥.. l完l.. L.2.l ...... s.:...0, . .1.: .. .0, .. 1、tL2・1あー~ .s..... . .lw l ........... . 
Q.&.7.I IL I完；..... -3.l ... L~.[ .. .O, .. (. .D:J.[ ... 7,(: : : .......... .. 
4.0.3: : ..... : .... : .. .4.-.. 2.l, .. Q, . .8[ .. .0,.f . .1, . .1.[ .... 22,.7: あ-3s ; l .. 
404: lR ... l完；t .. L -6: .L . .O,.t: .. .1,..3.: ..... 2.4:.tl : ..... .. 
... 5.5 jリ1りキュり ：R .. 完 ：5,J; Lf  .. L.(.1,J.3.[ ... J.5, _oj 7 J .' ~.25 . IV [最下
l.25: サルホ＇り I : : .. .4: .7.l .. -6:..5).J.9), 1,2 [ 2.3, f 
.3.~2 j : R i完 l....... 4.'. ... 6 : .. B .: ... ¥:. z.: ...... 2.: .... 21 :. _D i し¥-28 : : 最下
tv.: : : 『4,J.l..L2.[.. .o, .. '!.l ... Q,J.[ .. ..3.2:.o.: • ! l最下
393: : : : 4. 2: 6. 4l 1: 1. 41 *: : : 會最下
sisjh ャ:i' [ R 完、s:: ~ :::::a :::2・:: ::::: i:i·::i::~:: :·::3~:: :~:; 1 し~~29.... Tivf 
.39.9 [ ............ : ..... : .... : ... 1, .. 2.¥ ...... .1: .. 1幽 LJ,.. 6.: .... 9L.q.: ..... : ................ , .... , ......... .. 
~.1.6 リ1りキ1りL : 完 .L5 ・t.6[ _o,J.[ ... LL  .... z.t .. t : • • ......... . 
5.75・サル;t,・・ り． ： 、.. t: ・L.2.¥...... L L9; .. J.7, . .0 7 : し¥-29 : IV: ........... .. 
578: : R : 完 3.6.5.5: 0.5. 0.5. 14.1. : : : 

No 貝種 ．尻 梱殻高殻長猜（長碍（栢重量躯グリノト層 層備考
4_5f . . ： L : 完： 3.5: 5: 0.8: l: 11.6: ・・・・・・・・・... , ......... , ................... , ....................... , . . ,. ........... . 

_3_1f 1J1りキ1り ： ・3.9. 5.5. 1.1: 1: 15.7: : ・・・・・・・・・・.. ・・.. ·•·.. ,· • ··· ····.. ・・・・・・・.... ・............、. , ............ . 

. 2.q サルホ’． り R : 完： Lt: ... 6,Ll, 5L.o,.u.: ..... 22:1: 7 しヽー30 [IV¥..... .. .. . 
2( : • (. .A,.-6.l・Q,.fQ, .. 12.[ L51・n.. f : • ; ......... . 
it ............ .l. . ..l .... l .. 4,.f .-6:.1.[Q, .. qt.O,J.5 l ... o, t .... l ................ l ..... t ......... . 

4 98: :L : 完.:•• t.L ... LL  L.L 2: s : ........ ~.: • : : ........ . 
4l9 .• tN・tJ l ... ・：破．．．．．．．主l... L(...... .*.l ...... .*.l ......... *.: 1 しヽー31 [ IV [ .. . 
.4.V.: :R ・完 l 6, .9 ; .... 9 ;.J, .. 7.; .. .tJ,l. .. q.&: . .l.: 
496: : : : 7.3: 11 • 2: 2.7: 98.7: : : • 
7-.2・メッカ'..:イ； ．破： rl ...... t[ ...... ~[.3,.s.s ・ ・・・ ・(7__[いーu...... :w: ........ . 
4_2.(1)ュりキェり； ： L.7 l .. t.9.[ .. Q,.9-(. Q, .. 9 [ .. J.t.( : • : ...... . 
563. サルホ．．り[R 完:.. t.L.6. 3 : .. Q, .9.: .. .o: g: .. ..2.3, .. 3.• 7 : しヽー31 [ IV l ..... .. 
U.[ ............. : ..... ! .... L L .~.l.J , .. 3.[ .. .0:.(.. Q, .. &.l ..... 2.2:V ..... : ...................... : 
qQ.3.Jlリ..t.J.J ... l破.l... t .~.l ...... * l .. L .~.; ....... 2.[ .......... t.7ー し¥--::.n..... :.rv• 最下
~t7- ・ リュり知り Ll破l.. L.1..i ....... *.: .. .0, .. 1..: ... 0, .. L ... n .. 9.:1 ... :.~.~--::.~.2 ...... :w最下部
q.qfイタ柑(:L.L...l完l... q, .. 2.[ ... L7.[ .. .0, .. 7 l .. .0, .. 6.(...... -4:.(.7 ... : し¥--::.3.3....... tw.: .... .. 
4 [tメリt_J.J .. : 完[•. 3 ,. 9 : ... 5, s .l.O , .. 6 .4 .l 1 ,.1 s.; .... 1 _o, s.:.1 ... l ¥¥--:: .~.~....... [.IY.l ........... . 
&_9: :L .. : 完：4, .. 3.[ .. s, .. 9.J,J.LL.2.3) .. J-4:.3 i : • • ......... . 
90 : : R ・完： 3. 8 [ 4. 9 .1. 13 ・1.37 : 15,J.i し¥-33 : 
.J.tリュりキュりJ...• 完.:... t . .t ... t.(.O, .9.Q.;L.o.s.: .... 1.2, .U 1 ; : IV: 最．下．． 
.. U. サルホりり ： R .. l完l... 3.7 : .. -4:.6 :o.9.LL.01.: ..... 1.t.( : ................. : 最下
.nu l.L...l完： L.8) .. s, .. 8-[ .. .0,.f .. L.1.: ... J.7-:J.: [しヽー34 ; l. . . 
470: :R : 完:3. 6: 5. 1: L 2. 1: 12. 8: : ............................. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................................................................... 

372・リュりキュり：R .. l完：..... ..4.'..J, . .z.: ... o,.s.: .. L.l.l ... J.O, .7、7)し'--::34...... }Y : ............ . 
to.6・ t.[破 L .. * l ... L ... .. *.i.... . .. *.: : : 最下
q2_5 tメリャJjL 破:•••••• 主l.l.0,.. q.; .. l,. 3.[ ... 2,.1.[ ........... *.: 7 し¥-34 jIV: 最下部
510 : ： 3.7[ *· 1• 1.2: △ 10. 2: : ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 最下部
no :L ... l完：••• 4, .. (... 5,.(.J,.f . ..1, .. 2.l ... J.0, . .9.: [し＼てn.... 、最下部
~.8-Q リュりキュりl.R完 L6.: ... s, .. L. . L .. o, .. t .... .u, . .&.; 1 : • IV : .... ...... . 
U.4.: サルホぃり ： Li破i.. L~.: ...... ~iL .2.4.:L.Ol .: ........... *.: : しヽー35 : : 最下．．
U.3・・ ： R : 完:•.. .4.: ...... (.Q,.5t[.0:..75 : ... 26.(.... : ................ .: ..... : 最下
4.7-.g_: メ')がイ L完 6凡 .3[ ... 4.; ... LL  J8,4: 7 : い--::lL.... IV最 下部．
H .~.l ............ [R .. l完l.. L.&.: ... t .. L .. O. 8、..o, .. 9 .: .... _1_s ,. tl .... .lし.ヽ--::.3~ ・．．．．．．：最下
.q5.7 (.Rザルガイ:L.: 完・ 2:.s:. ..2,J.l .. .0, .. 1..: .. .0, . .1-l ....... t.L.1 .. .lうー2.L.... [IY.: 下．．．．
35.8 :.tり．ャrlR.:完 t .. 7- ,l.. .~,.6 ; .. 1, .. 6-[..L.7-.l ..... s.s, -4.;.7 う--::.2.L.. [IY.; 最下部
n: :L: 完 l.. Lt、...s, .. 5.:1, .. H :L.H.: ..... 2.fl, .. t : 下
... 2.Z.: : ..... : .... :.J_. 2 [ .. (.t.H.[.t.43). 27,.t: : : [最下
. ..2.0リュり知り : l .. L.L .. 6,.LL.O凡l... U.; ... 2.3_.J・：7 : うー26 : IV最下
lt~ 田り R 完 [.. 4, .6 i ... 7-, .. ~.[.o,.~LLt~.: .... f3,.4.: 最．下

•... 5,.2 : ... 7-.... 1..:.0 ... ~(1 .... ~.q : .... q .~,. 2ー： ． 、最下

23: • • : 5.5: s.2:1.4z:o.2L 68.6! : : : 最下..................... , ..... , ..... , ....................... ・・・・・・・・：・・・・・・・・・；・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．
LtメリャJJ ..、完、J,.. 7-.J.o ... z J_.J3.J_. .OL. J.5,.4.• 1 : うー28 : IV、
3 2 [ : L : 完:6.3 • 8.6:1.74:1.57 79. o• : • : 最下............................................................................................ , ................. , ..... ............ . 

427: : • '. ... 4.. .. t .. -6:.f ... Q,.8.[ .. L.2.; △ .2.9,.( I 最下
LVリ1りわり R 完 l... 5 :.J.J.J ... .OtJ_. .lL ... .. 3-1:.t 7 : うー28 : IV、最下 ． 
4.52サルホ..りl ..... : ..... (.. 5 .... 2 .• ... 7・.. 1.[ .. 0・.. 7-.[ ... 1 :. 3 .: .... 1.7 : .. ~ ・． ：．．．．．． ：最下
4.07-; .......... J 完 ．… 4.i... 6,. 4.l ... l , .. q .: .. J :. 1.'. .... 2.3 : .. 1.: ..... : うー2 .~ 最下
3.5.6.: t)ツャJ[R完 [.5, 7: 7. 7 : ... LLJ_. 6.: .... n ... 2.• 7 • うー29 : IV最下部
492. : : : 9_4 :12.5 • 2.41 3.1 123.6. : : : 最下部

No 貝種 ]ィ栢殻高殻長稀（岳稀（祖重量躯グリット層層備考
3q_3_リュりキュり：L : 完： 3.9: 5.5: 0.9: 0.9: 17.3: 最下部
3_5_q・サ）げり し．．．破l... t ...... t .. Q,.t .. Lt ......... f 7 : うー29 I IV i最下部．
t54) ... …...... lR完 i.. L _s .: . __ 6 ... _9 .: .. Q ,. _9 .: .. L 2_¥ .... _3 4, 1、..)................. ¥ •.... ¥最下部
tn:.t; ゾt.J.¥... l破： .J.l ...... t: ... tJ.¥ .. L.& l .......... J.l.7-... : うー~Q...... lw.l.. ........ . 
1.Q.4& メlカ・イ： L ・完 4, .. s., ... 4 , .. 6 .l ... z, .. 4 .l .. 1 , .. 7. l .... _ . .1. , . .o.l .1.. うー3Q...... .)Y.[ .......... .. 
.JQ.j : : l ... L4・¥.. LL0,..9.4.J,..4AL .J.7:J.• : : ¥ ......... .. 

~.: : L 完：... t.9-l ... 6, .7 [Q,.92.[1....5.4.(..... 2.1....4 [ : : .......... . 
s:uッ＇ャJj : l ... LS.l.J, .6 lLH lL7L ... 5.8, -2.j 7 : うー31 : IV: ............ . 

~Q:O:l i ..... i ... LtJ、t..&.l.. .o .. ..9・.LL△4.S....t ! : ¥ ... 
随1_[ [R : 完： 3. 6 : . 5: 0.5 0.7: 9.9[ : : : , ............... , ......... , ......... , ......... , ............ . 

502・ 破 4: *: 1.1: 1: *: ............................. . ....................................... , ................... , ................................... .. 

4.7'. カリうカ'.・・(R.l完.l.. .4:.L ...... L0 .. ..9.9.J.J.4 : ...... 9,.& :.1 .. ¥. う.::.U...... l.IY●、最下．．．．
A&門1.?t.クリlL.. .l破， ； ・・LQ.z.[Q. ..8.&.l .... u •. ~.l.7. ・・うー31... .)y: 最下
l_q7__j [L j完 l.. 5,..9.l ..8,.(.1_.J_fL.2.t. .. J.6_...8[ j : : 最下 ． 

.5.3.4.: t):/ャJ、¥ ..... ¥ ... Lll ... L LLJ, L . 48,Q.: 1 , うー31 j IV [最下 ． 

4.B.9.[ ............. [R・：完：.. .7.: .. 3 :.1.Q .. L .. 1, .. 6 [.J,.7 [ .. U.4:.3 : ..... : ................. : ..... : 最下
1_04リ1りキ1り[L: 完l... LL  .... 6.),..5.7),..3.9.l ..... z.t .. S.: l j l最下
to(サ）Vホ..り:. ● : ....  : . .t..tl. ・・LLO.... HJ .... 4.7..: ... ..3& ... 2.j 7 : うー31 I IV : 最．下．．．．
to.~.: ............) ... : 完[• ..5 .'.. 3. ¥ ... 7. _.. (.Q .'. _7_ .2. [ _1 .'.. ~.~.: ..... Q .7. _.. _1 _: ..... : ................. [ ..... [最下 一
ttf t)ゾャ]lL ... 響完： ~... 1.; ... 4 •.. Q.l .. Q .... 9 .l .. .1 .... 4.l ........... ~.: 1 うー32 : IV i最下
.!\.~ .6) ............. lR ... : 完:.. 3 .. ..8.: .5, .. 4.: .. .o ... s.: ... Q...s.: .... .1.4...L ..... : ................. : ー：最下．．．
43.4/JiりわりR... [完:.. .4:.(... 7, f .. Q,.9.[ .. L.3.l ... ..3.2,.( [ぅーn...... : : 最下
! ... 82・サ）V点り L j完：.. t..4. …4...(Q .. ..7.&) .. JL ... ..1.0 .... t 1 : ぅー34 : IV最．下．．．
'8 3・：R ¥完:4.8: 6.5,Q.81;1.07 33.8[ : ．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................. : ...• : 最下．．．．．
~.!\.Qi t)ゾャJ:L l完 6 • .1.l ... 7. ... (.. Q ... (.. .o ... &.l ... ..3.Q .... ~.: 1 うー35 : IV [最下．．．
H_f ............ l ..... 破．．．．主： *.l ...... -1(...... ll. ........ (.....'. .................'. ..... 最下．
… .LリュりキュりlR完:.4...9 : .. 5 .. 4 :.o ... .&.EQ ... 9.L .J.7.....3: 1 lう一.3L.... IIV最下
4Q.z.lH.t・り...lR ... l完:... 4,.1.[ ... 5, .. 1.: .. 1 .'.. 5 .: .. 1, .. 4.[ .... 1 .~.... 7. .: ..... : . えー2.4 ・・：最下部
1 tf? .l .tf !.'. .. t~.l R. 完 ：4 .... Q .: ... 6, .. ~.:1 ... Q .~.ll, .. 2.2.[ .... .l.~.... ~.l .7 ... : えー28..)Yj 
t&tfサ・ル切.lLl破l...... J .: .. 1, .. 2.: ... 0 .... Q.: .. Q .... ~.: .......... J .: .7. ... : え．＿・29...... JY.: ... .. 
4.&.&.lメ］がイ ：L・完[4. ?[ .. 4 •. 4 [. L7.[ .2.J [ ... u .. ..s.: 7 Iえ-29 :IV最下
4&.7._l ............ ;R .. l完l... s •.. s .: ... 5 •.. 4.l ... 1 ... .1.l ... o ... 9.: ..... 2.~, .. 7. .l ..... l ................. ; ..... : 最下 ．
U.2 リュりキ1りL 完 l... t .. 1.: .. .4:..4.:.1 .. J.q、L..O.L.. J.L6 • : : 最下．．．．
420: サ）Vホ0 り ' • : 4.8'7.5: 2.3: 2.3: 35.3:7 Iえー29 :IV最下．．
_1_3 .1. ・・ ； R.: 完 4, . .zl .. t . .7-.;.l, . .4.f¥.[.i, .. Q(.... .1もQ.l.... l ................. : 最下．．．
.4f3.: ・カ．り．ぅヵ:・・・イ・lR... l破: .. 4 .... 5 .: ...... J.: ...... .1.: .. Q .... 1. : .......... J .l .1. ... : え:-:.3.Q...... l.IY.: ........... .. 
.&.o.:'iiりキュり[R... [完:... 4....3.[ .s ... f.1 .. ..zs.¥.J.6.l ... H,J.: : : : ........... . 
HJ.: サ1ばり J 完， t.. ~.;. ..5,.f.1 .. 0.2 [Q_.91.l, .. J6,.6: 7 えー30 : IV最下．．
442: :R [完(3.1:4.7: 1: 1.3: *: •••• ・・・・・・・.. ・・....... : ••••• : 最T.... .. 
2.: [R ... [完.l.. .4...4 l J . ..s.l.t.Q.4) .. ..s.f?) ......... z.Z.: : .......... . 

U.f?.:t)ゾャJし.l完l.. Lt ... 8.l[L.7.7.¥l .. 7.L .. ..9.Z, .. ~.: 7 えー31 j IV j最下
SQ.IL[ ........ .lR ... l完:••. 4, .. 6.'. ... q ... !¥ .: ....... 1.: .. 1 .... &.l .... J.7. .... ~.l ..... : ................. : ..... : 最下

U.7: リ1りわりk.. [完：_4_...1[ . ..S.J息.7.(Q,.93: .... ..2.2: 7 えー31 ! IV最下．．
3_Q サルポ，・りR 完： 4...t[ . ..5 .... t,tJ.Z.;.L.lf .... .V, .. 4 [ ..... ¥ ................. : ..... ! 最下．．
tB.3.Jメッ'..tLL... : 完l.6, .. 5.! ... ~,.LJ, .. 9 : ... z, .s.: ..... &.2: .. ~.:.7-... iえーn.... lw.: 
a~ ・i.1.n... lR破：J.l ... L6、 ＊冒 t: ......... .. *.l7.[えーn .)Y[最下
.7._9;11イカ:.. L:R 完： ~,.. Z.l ... LS_l.Q,.7.6),. 2.1.: ..... lQ, .. O: 7. .. : えーtZ ・：IY j最下
ts.: t; リ，ャJ¥ : 完l.. .t..4 l ... .. 6.l .. Q .. J.:.0,..&.L .J.7.....7.. 7 : えー32 : IV: 最下．．
681 : : : 4.6: 6:0.89:1.24: 18.91 I : : 最下

短J→「孔径（短径）」



第29表 d二枚貝有孔製品（貝

No. : 貝種 1/i.:梱殻高殻長龍（長闘（屈重量躯 • グリット ：層層備考
1253.:_t}. ツ・.. tLL..l破l... 6,.9.: ...... * : .. 2,.L .. .2:4.: .......... : 主.l6.:x.-:.3.4.. ・・： _ry.[最下部
2.84 カりうがLし：完l... 4= .. a.[ .. 4, .. ~.l .. o ,. 6 .[ .. Q , .. 1.[ ..... l .2, .. 4.l.6 知~ .Q......... l.IY.[ .. .. 
. 2~~}砂切＼？クJ:し...: 完:•• 2:9: 3, 5: .Q, .. 9.: .. .Q, .. 8 : ....... ~:.t l.6 ..'. .X :-:.~.Q .........、.IY.:.. .. 
.3.4.Q.! :L : 完[3.9: 5.6: 1.2: 0.9: 12.0: : , ..... ...................................................... . . .. .......... .. 

. 3.4.(t/. ゾャJ ・破l..... ~.: ...... 8-l .... ~.: ..... *.l. … t_:6 :X-35 !IV l ......... . 
U.4.: !R I完:.. 4-.4.l ....... L . .Q,J.'. ... t..zl.. ... tt..s.! : : : ......... . 
274: : : : 5.8: 8.9: 1.5: 2.3: 39.7: : : : ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・.. ···· ·· ·· ········ ·········· ···················· ······ ············ ·· ··· ·· •··· ········:· ···· : ··········· ·· 
.2.2.9.: :L完；.. 4=.t.J,.,t ... Q, . .1.; ... Q,..7 [ .......... t : 
ns.: リュりキュり:..... l ..... : ... 4,..5.: ... LL  t.8 :. L9.: .. J.L2: 6 : X-35 : IV: ....... ... 
1t2 サルボ＇り !R : 完[... L3、4:_g[ . .Q,.8.[ Lf  ... .. H.J.! I : : 
226! : : : 3.7: s.1: 1.2: 1.4: 1s.2: : ..................... , ..... , ...................................................................................................... .. 

nt:.tが/.t.J.[R_.: 完．． ．屯~.l. J,.. Q.: ...... L ...... (.... JL9.J・X:-:tL...... l.IY. 最下部
:q.Q.[D力:.. L[Rー：完[.6 , .. 6 .[ .. & , . .&.: ... Q,.f .. L 2.[ .. 6.Q ,J .[ .Q ... [ .X:-: .3 .5 ......... [ .IY.[最下部
.3.4.Ltサル釘.lR... l完： ~,.1 : .. s , .. s.: .. .Q .... 1.l .. .Q, .. &.: .... 1~, .. 1.[.Q ... : 知35... .)Y最下部
~.nltメッ:.. tJ.lR. .. l完l.. L.4.l ... 7, .. 2.: .Q,.~.: .. .Q, .. t: .... 2.0, . .4.¥.Q ... :.Y:-:.2~....... :.IY ¥ 
.2.H.lDt令•・イ； L.[完；.. t .~.l.J,.t: .. LL .. Q,.t:. …tL6.:.6 J:-:.2~ ・・・・：IY.l最下部
，2 .&.2.: lL .. : 完.l... Q,..5.[.J,.7.l .. LL ... t .. L .... Q.Lt: l.Y:-:.~.Q ......... • .. 
2.QS: t/./ tJ'.R. .. : 完： LLU, .. L.t..1.: .. .2:J.[ .. Jt .. t 6 J:-:3L ... : IV'. .......... . 
316: : L・．笈 7:10.S:1.4: 1.8: 90.4: Y-32 ............................. ................................................................................................ . 

. U.1.)うナミ [R. 完•… & .l 1.t .. 8. l .. L .~.; ... 4, .. & . ; ... l 1 .6, . .Q .: .. Q ... l X :-: .~.2 ......... [ .IY.: 最下部

.v~.i : : 完：4: 5.7: 1: 1.2: 14.2: • .. ...................................................、 . . ........... .. 

2.9.Utメッ→ ャJ! L : ..... : .. .4,.(... t..7.l .L.4 [.J,.7.L J.&:.(6 • Y-3 3 : IV: ....... .. 
24 6 • : : 破 ： ti 8.s: *: 2.6: *: ............................................. ・・・・・・・・・......................, ...................................... , ..... , ............ . 
.Z.~Q.: ¥ : 完；.. .4, 4.'. .t.:LJ, .L .LL  .... Z5 . .8.[ • : : ... . 
2tt・リュりキェり [..... [ .... :. L.6.[ ... L~.[ .. Q,.(.. Q,.f ... .. 2.8,_8.l 6 • Y-3 3 • IV [ ......... .. 
3.39 サJv;f;'り ： R ・完 L6.[ ... 4= .. t ...... l; ... Lt .. . 1.Lf • : ; . . . ... . 
258: : : : 5.1: 7_3: 0.8: 1• 35.7: .................................................................................................................................. 

.nz.: tメリ.ャJjR l完l.J,.. 2.: t s : .. o, . .&.l . ..1,..1.: .. J.LZ.: 6 : v-3 4 : rv ; 
301 ! : I破： : 5: : *:' .................................................................................................................................... . 

.2.~ L }. X が．・イ. J, '. 完: • • • • • • • ~ • : • • • ~ , • • 2 . l . . J , . . 1 . '. . . J , . . ~ . l . . . . 1 .1 , . 5 . : .6 . . . : .Y :-: .3 .4 . . . . . . . . . [ .IY . l . . . . . . . 

.4.3: リ1りキ1り：L : 完：.4:Jーl... LLQ,J .~.[ .Q,.8.L .. J-3: . .4.: • I : ....... . 

.4.6.: サiv;t;・り:..... l ..... l ... LZ.[ ... L3.[L2~), 28;. .. Q.LZ.: 6 : Y-34 : IV: ...... . 
n3l ............. 奮R... l完l.. L3-: ... LL .. L .~.: .. .tJ.i .... 3.Q, . .'L ..... ; .. 、;......... . 
2.9.7.: :L [完[7_3: 101 2: 2.1: 88.1: ...... .. ...................................................... . . . ........... .. 

V.f : : l ... t.7.[ .. L1.; .. .Q,.t ... Lt. J4, S.: • : : ......... . 
tZ.S.l t/. ツ” ャJ!R : 完[ .5,J.: ・・・LL.. LL..1, .. L .. J.Lt: 6 : Y-35 [ IV l ........ .. 
44.~ _: : : : s.4[ 1! 1.6: 1.6'34.6l ' . . .................................................... , . . ............. . 

2 .3 .4 l ............. : ..... : .... i .... ~, .. ~.: ... &, .. ~.l .. .Q,.~.l .. 1,. 3.l ..... ~~, .. & .l ..... l ................. : ..... : ...... . 
nz.: メ1カ:.. LlL.)完l.. .4:..&.; .. .4:J.l ..... J . !. J,J、 LtJ 、 X:-: .~ .Q....... .. f.IY [ 
269 l • : : 3.1: 4.6: 1.1: 1.2: 11.1: • : . ....................................................... . . .. ........... . 

U (¥. 完 4,.. 2.l ... Q , .. 1 .l .. .Q, .. ~.: ...... 1 .l ..... 2.z, .. Q ：；．．．．．．．．．．．．． 
.~U.、：： : 4.7: 7.9: 1.8: 1.8: 48.4: : : : ． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．． ． ： ：・・・・・・・・・・・・・
.Vl、 :..... : .... L . .4,J.l ... t .. f .. L5.[ . -3'.: ... tt.L : I : ........... . 
終¥_:1}1りキ1?l : : ... t.4.[ ... Lz.l.J, LJ, 6 : ... JQ, .t 6 : Y-35 : IV :...... . 
2.7.Q.: サiv;t;・り：： '.... LL.4, .. L .. Ltl ... Q,.t¥ ... J.L4 : : : ........ . 
n(.R: 完 l.. t .. 6 .l ... s ,. Jl ...... U J,J.: ..... 1 .3= .~ 
no.: : : l 3: L .. L2.t.J,J・t..l.;..... 14:..5 
nz.: i I : . .4,.f.J,..3.¥ .. Q, .. L .. 0,-8.¥ ... 22,,4 ・
318: : : : 4.7: 7.1: 1.8: 1.8: 33.4: : 
注 ※は計測不可 へ：残存部の計測値 「孔径 （長l→孔径 （長径）、「孔径 （短J・→ 「孔径 （短径）」

t::::::::::: 

No. 貝種 ½,-if『頑高殻長稀(t稀（岡重量躯グリット屑 陪備考
310: /., ヵ＇ィ：L : 完:5 : 4. 2 : 0. 9 : 0. 7 : 10. 5 : 6 : :/J-6 : IV : . ・・・・・・・・・・・・・・-.. ・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・.. ・-・-・......................... 

n6.l.Rサルポウ:L.. l破 ..A:8 主・;.. .0.-1.; .. o, .. 7..l .... 45,9) カーIi. JV. 上面
4qf(力tiカ'.・(R... l完；.• 3, . .1.l .. t .. ~.: ...... L .. O,J.: ........... 6 J ・キーQ........... :w.: .... . 
no)J. リゞtLL... l完：Q,.Z.: .. 6, .. 6.: .. .0,.l: .. .0, .8 ¥ .......... (.Q ・キーL.... .:.IY.: 
Zf~ メ'jカイ L 完 ： 4.[ .. L(. __ J.; ... L2.;. ... ..7, .Z.: 6 キー6 [ IV 

326( : • • 5. 4• 4.6• 1.2: 1.z: 12.9: : : ・・・・・・・ ·········· ···· ···· ···· ···•··· ·· ····• .. ・・・・・・・・・・・-・・・・・・・-・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・-・:-・・.......... 

232• j L [完:•••.•• (fi:J.[ .. .0,.7[ .. J, .. ~.l ... 20,7 [ [ 
2.61 リュりキl?l ..... l .... l .. L.U. 7:..3.;..L(; . .O, .. L ....... tS.: 6 キー6 : IV; 
.Z,89・サルボ●`り ： R.l破.l._.4:.2'....... .*.[ .. .O ... L .. 0,.7) ....... ~.• : ................. : : .... . 
tZ8.[ ............. [L. .. [完[••••••• 4.[ ... Q , .. 4.: .. .1 •.. q.[ .. J , .. l.: .... .1.4,. 2・：キーL........ : .. ..l上面．
us.: カリう力いイ'.L.. .; 破 .*.; .. L.t .. .D:.(. .O,.L ......... : 主6・キー8 : IV; ...... . 
337 [ J (破： *: 3. 6• 0.4: 0. 4• *: : : : .................... ........ ·· · · ·· · · ····•······ • ·· · ··· ••-' .. ••······· ·· · · ·· · ·.. ・・・・・・・・、・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・..:・・・・.. ••• •••• 

300: : L : 完 3.7: 4. 7: 1• 1: 6. 5: : 
z:zLtメリぐャ]l ..... l .... Li:i:[:X:i[:::ij c::::c::::::s::1: 6 キー8 [IV ~::::::: 
.2.6.4・:R : 完 l....... s .•.. .... 7.i ... Q, .. L .. 0,.7.i ..... 2.0,J.. t 

2 6 5: : : : 5 • 6. 6 • l. 2: 1. 4 : 2 5. 6 • : : : · ·········· · ··· · ····· · •···· · ······················· ·· · · ········· ·· · ··· ·· ·· ··· · ·· ········ ····· · ······ ··· · ·.... .. :・・・.. :・・・・・・・・・・・・・ 

Z.ZZ: .L完 L4.l... t.L .. L(.. L.L .. 2-7: .. t • ¥ ; .... 
ns.: リ1りキェり. : 破． ＊ ＊ 〇.7: 0. 9・ ＊ ： ．．．．● 一●ー・ ・・..................................................., ' ' ............. . 
Z.Z.4. サ,~ホ}り ．完:... LL .. Ll・LZ.[ ... t.L ... l2, (6 ・キー8 : IV(......... 
z.zt tR 破 *.; ...... .*.; .. Q, . .t息.(... t • • : 上面
279( : : : *· * ' 0.9 • 0.9( * : ....... ・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・.. ·· ············•··················· ··············•· ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・..¥上面．．．．．
.24.S: メ1f. .t..:L ... : 完，..4...tl ... 3,.f .. o,l[ o, f ....... LZ.[t .. lギ-:.L........ [W『上面
2 .~.Q .l .tl./ . .t J. .l R.. ·• 完.:••..•.•• 7. .l ... ~, .. 3.: ... 2, . .1 .l ....... z. l ..... 5 .9, .. Z.; .Q ... i寺：L ....... iW i 
.~.0.2. l 力りう力｀・イ\ .:完.[... Q , .. ~.[ ....... Q. [ ... l , .. Q .: ...... 1.: .... l .B, .. 8 .: .Q ... : ~:-:.3 .3 ......... : .Y.: 上 ··••· 
2.5.f.t}. リ'.. .tLL.[破¥•.• 7 , . .1.[ ...... ~.[ ... 1 ,. 5 [.Q, .. 1.~.l ........... * .[.6 ... [ Y:-:.~.Z ......... l .Y. .[上
n[,1.H、L.)... : 完.'.... ~, .. Q.[ ... ~.. 8 .• .1,. l .Q.[ 1 , .. l 4.l .... .11 , . .4.l .Q ... l: 肝~s......... l.Y..l ........... . 
'I 7 .7..: .t J. j'. .. t J..: R ... l完:••••• J.: ... ~:.t :.J,.7.: ... 2, . .4.:. ・..5.7.,.2.[6 [IV:-:3.Q ......... l.Y.l ...... ・・・・・・ 
t3f.~. サルポウ¥... : 完l...... tl ... 1,.6[ ... U . .o,.tt .... .4.8, .. 5.[.6 ... lx:-:.~.o ...... :.v..: 上．．．
.~Q(;L ... 完 Q.;... 7., .. 2.[ ...... .1.[ ....... z.[ ..... Z.~, .. Q.'[X:-:.3 3 ......... : [Pi.t.5 
.J.9: ● L : 完'.... 5, .. L ...... L ...... LLS: ...... ~.'6 : !v (.......... 
.7..7.(: : : 5.s: 8. 9' 1• 1.1 • 3s.o: :x-3s : '. ..... 
2Q.o.: j・完[i::S:[j:::i::jj・i:::z:::::::zij・ ・・上
.7.4t: tメッよ ャJj j : .t8.: ... LL.L.L .. Z: .. L . . 34..J.: I : [顛．トーレ・ン.t. 
.7..4( : : (..... (... t.(. ..1,2.L. 2 [ . . .Z.4.. .. 5.: I : ・歴卜し．ンf
Hf jR 完 tJ.l .. t .. L .. .0 . ..1.: .. .0, 9.l J.tJ.: 1 : . : 詞西区歴土
Ht: : : '. 6. L ...... 9 : .0, .. 8.i .. .0, .. L ... .4.t .. Q.: t : 寛固区塵土
1.it: l .... l ..... l .. t .. i.lu,.8.l ... t.f .. .1,.f .. u.1.:..1・ ・：廃土
~Z(............. lR ... 完.l... ~,.l [ .... .1.0.[ .. l, .. ~.[ ... Z, . .1.[ .... 68 •. .0.; ..... l.Z:-:.29 ......... ; ..... : ............ . 
. U.5 .• メ,r..t.lL ... l完l... Ls.:.J,.t¥ .. t,.1.: .. .0: .. r .......... tJ .. :z~.~.1 ・・・・・・：攪乱
~.n l lL.l完:•• 4 ,.4.l ... s,. Q.: .. _o ,. g .: .. J, .. ~.: ..... 1 .1 ,. _o 
u.ttメ：JャJ:R完.l.. 6, .. 4.'. t .. LLQ.6.l.tJ.7..[ .... ~.D:J: 1 :z-3s : : .......... . 
540 [ : [破l *: *: 1•1.1 • *': • • ....................、・・・・・ .....· · ··· ···· · · · · ········ · ·· ······· ··········· · · · •····· ·· · ······················" · •· · · · ······· · .. ••· 

73: メンカ＇ィ:L .. .l完l... LZ.: ... t .. Z.[L.0(.0, .. ~6[ . 2.2:..7..7 !Z-35 1 [ ..... 

48.6 I : R : 完しs.1: 4. s 1 1. c 1. s: 20. 5 : ............ ● ▲ ● ● .............. . ··· ·· 、·· · · ·· ··· · ··•··· ······· ·· ·· ··· · ·· ,・・・..............● ● 言●● ............... _. .• ••.•..... •. ..•.. 
3.5_1 : I/ lりキュり，L l完l. .4:.5'. 7:.3 ¥ L.L L.L ZtJ.: : : : ........... . 
43.~ ・サルホ り： ・破:•..... .*.[ ...... *.(.. .l:..~ ・t.6: ...... (1 [z-35 : : .. 
t.o-8.[ ............ lR完 ，3,.. &.l .. L.&.l .. .0, .. 7J, .. 6.7 l ..... 1.2: .. 1..: .. 
~8.4 ・カリう力んイ：R ... l破、 主l...... J.l .. .o,. 9.: ...... .1.: ........... *.: .1 ... : z~.3.s ・．璧担［り＇
4 7 7 : /., カ,1 : Lー・完 ：5.9 5.1: 2.1 • 1.6: 1s.0 •1 •z- 35 : : 輯トレンチ

No. : 貝種 ％ 梱殻高殻長闘（長稀（祖重量躯グ、リソト層 層備考
44 9 : Rサ）レポウ:R: 完： 5: 8: 1.8: 2.9: 28.3:7 : あNX31N32: : ... ............ ., .... ., ................ ., ............... .. 

4.Uカリうカイ L 破 (... * : ..... J.'.... Q, .. ~,l.. ........ (7 いー26 撹乱
5.D.Fしu.● t.J.J.: 完¥.. 7, .. 4.: ... 9・. 4.¥ .. .1 : .. 2 .: .. .1. : . .4. ¥ ..... 7-.1,. Q .: 7 ... : \ .~-:.21 ....... : ..... : 撹乱．．．
1&.2.:.~ サルボtR... l完：.. .4, .. l.: ... Q , .. z.: .. Q, .. ~.: .. 1, . .4.: ..... 2.4, .. z.[.7・・・うー26..... ¥ .. .. 
.7-.4.Q.: メ］カ・LJ... : 破.:・・・・ ・~ . ;.. Lt ...... ~ l .. 1,.(........... *).7 南 2.9-:tLl... .. t琶.~ン・チ
2,QQ.[.RサルボウlK.. l完:•• L3.i .. L2.¥ .. Q,J.i .. Q, .. &.: ....... L~.i .7...J:,.L .7 ....... i .. L 
qQB)}. リt.J.¥.. : 破，L.5[ ....... (. .0, .. 1-.: ... Q,J、 f.Llし '-: .2 .~ . .. ....: .. u .......... .. 
. ..5.4JサルポLL完 5 :.~.: .. 7 ,J .: .. Q, .. Q.5 .:.o, .. &.4.: .... 1 .4, .. Q.;.7-.. iし'-:.3.3...... : .. u .......... .. 
u.2.lしi.l..t.J.[R... l完.l... Q, .. Q.; ... ~,J.: .2, .. 2~.: t .. Q.3.: ..... Q.Q, .. z .: 1_・・：．う.-:.2.1....... : .. 1 .. : ........... . 
4.B.O.i}.t!{イ:t.. : 完.:...... f: ... Q , .. Q.¥ ... ~, .. l.'. .. 2,. 2.: ..... 1ーQ,.f.7・：う．ー2.8....... :..I .. ¥ ... . 
4t9.[.~ 叩し祖ウ [R.i完：.4, .. ~.l ... Ii, .. 1.: .. .o , . .4.l .. .o, .. &.l ..... z 8 , .. s : 1 ・．う -:.2~ .......: ... I .. ; ........... . 
H-4:.ti./ .. t~lH ... l完：..5.l ..... J.: ...... L .. J,.~: ... ..3.~. .4・:.L:う-:.U...... .;.J .. : ........... . 
4.qf 1/ュりキュり ：完:... 3:J : ... LL  .. tJ.l .. L .~:. Jt.f : : [ ........... . 
4.4_3 サルホ：りL : 破 ..... (...... J,l .. .1, .. 1.: . ..2,.L ..... ... J: 1 うー32 : I ; ........... . 

532: : : • *'*'o.s: o.s: *' : .................................、........., ........................................... , ........................................ .. 

Q2_Q :.ti./. .t.~.\ .. : 破，......J .: ...... * .: .. .1 :. 9 .: ...... J .: .......... J.: .7 ... : . う. -:3.~ . .. ...:.1 . .: 
U.O: [R ... 完 3 .. 1 .¥ .. 4, .. & .:.o , . .1.1.:.0, .. 9.2.l .... J.3 , .. ~ うーn.... : : .......... . 
4.4.Q リ1りキュり：R .. l破．． ＊： ・L.. Q,J.: .. LL ........... *: 7 : えー26..._) I ¥ .......... .. 
n: サ）はり ：L 完:••• 4:. J.¥ . ..5 :. 3.: .1. 44.: .1 : .. 2.4.[ ......... 1.4 ・えー28 : I ......... .. 
& .Q .: ............. : ..... l ..... l .. 4, .. 2.: ... s, .. Q .l _o, .. 6 .1. l _1 , .. 2~ _; ..... z .Q, .. 1.: ..... : ................. i ..... i ........... . 

t6.0・カりう力9 イlt.. l完.l... 4, .. 6. l ... ~, .. & .[ ...... .1.: .. _1 , . .1.: .... .1.1 , .. ~.: .7-... : えー~.0.....) .. 1 .: ........... . 
57_7__[.Rサル困ウlR.. [完.:... 4, . .1.l ....... Q.: .. .1, .. Q.: .. .1 , .. 3 .: ..... 2-1, . .1.: .1 ... : えー~.O...... : . .1 : .......... .. 
.q.0_7_: t/. リゞャJlR ... l完l.. t .. L ...... ,t.J. 2: L(... ..2.0, .. t 7 l. え-:.3-t...... : I j・・・・・
160 [ : R : 破：t .. 7-.: ...... :i'.:Q, .. 4.~.l J,.n.?..i .......... :i'l ..... l.-t-: .~.~... .... : ..... : ........... . 
Ai⑧ : :Dカ，• イi::[完l... Q, . .4.: ... Q : .. 3.: .. 3 .. 1.[ .. 2, .. Q.[ .... .l .l ,. ~.[.7 ・：ぇ-:.~.~ ······· : · 1 • ·: • · ..・・・・... 
4.2.~ リ1りキュりjR: 完 ~,.L .. L(.. .O, . .S: .. o,.f .... J! 見t : ぇー33 : : 
tst・サルボ，.り¥ ..... : .... : .LL.4, .. 9.:.2: . .0.LtJ.L ....... H: 7 : . . : I l .......... .. 
... J・・・・・・；R.l完:.. t . .S: __7,J ・・LJJ・L~3.l.... zt .. s.: ..... : え-:.H....... [ .... [ ........ .. 
as.l.ti./ .. t.J.lR. : 完.l...... .4.l ... s , .. 1.l .. .0, .. 8.l .. o •. 1.: .... .14, .. 2皐：.1. ... :.-t-:.~.s ....... U .. l ... . 
tzt[R サ!~ポウ：L.I完:.. t.sL.s,.t'..o, .. 9.3 :.o,Jt: ..... 2.6,J :1 ... : えーts.. :.L 
JH.l: しメ：Lt}.[し．．・．完:....... Q .: ... ~: .. z.: .. J : .. !?.: ... 2, .. 5 ¥ .. •·3 5, 7.[ 7 ... : ................. : .P .. l :r,.:r : .... . 
Vf • : l .. L.2; .... .4.l ... tJ.l. L3.; ..... L( I : [1.L7 
143.I : i ¥ .. 4:..9: .. t .. L.L.9.: .. .1,..4.[ .... .l.L5: • :l.L.7 
.U.( 言 ； .. L .. t.6'. .. t.ll ... LL .. ..1.LL : : J,.J,J .. 
nz.: : j l ... L2.l . ..5, .. L 1. 7: .... 2.[ ... ..ZLf : : lLL7 
UL : : 完 l.. 5, (.J, .. L .. tJ.l ... t .. L ... .2.LL I : J:.:L .7.. 
nfメ‘／カサイL : (... 5,J.: ... t . .1?.l .. L(...... .2.l ..... 2.2:..7: 7 : i II [LLJ 
u.9 : . 1 : : ...... t ... t .. t: . .o, .s.: .... .. L ........ r : . ;1,.r.1-
V.Q.! : : : ... 6,.L ... LLJ,J : ... Ll: ... ..3t .. L : : J,.:LJ . 
.VL : ¥ [.J,..z.:. 5:.7 l .. L.5.l ... L L  .. ..ZtJ.: : I f.L7 
U( • • ..... • .. t..4.l ... 6,J l ... .. t .. Z:..6,l .... 3.L( I I ;L:L.7. 
7 28 : : [破[*: 5. 5: l. 3: 1. 4: *: : : :T. T. 7 ..................... , ................... , .............................、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..·· •• • .. ·· • ·· · ·· ·····' •··· ·· · ···· · 

nzJサ'.~尻？．．，し．：完 l.tJ.:... t.9l 1.1: 1.4! 9.s•1 • : II:T.T.7 
nt. ~ ザ）［ 力：・イ. J . .: 完: . L ( .. L J .: . . .0 , 5 l .. . Q , . (.. . . . .l L .~ . ; .7 . . [ . . . .. . . . . . . . .. . . . l . P . . • :r , . :r , . 1 
73.Q.l/.'J力すイ L ・完：s, .. L L6:.J, .. LJ,.L .. J.L6.j 7 : : II [LL~ 
.1.~f ............. : .... l .... .l ..... JU ... s, .. Q.: .. 1,.6 :J .. &.: ... .1L7.: ..... : ................ : .... [J,J, .. 9 
.4.Q.(t/. リャJL .. i完 ：..7, fl.1,J.i.J-9 l J. L JL5 7 : • II : 熊竪
4 95 : : R : 完：7.5:10.9 2.2: 2.9[ *' : : : 溝状撹乱........................... .、．．．．．．．．．亀..................., ...................... , ..... 鳥．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
3 78 : /.'Jカ＇イL: 完 • 4.8: 4.8 1.2: 1.s: 11.1:1: [u:・i籍虹



考
一
部

部

部

部

蔀叩

氣呪

No. 貝種 ％栢殻高殻長 ，稀(ft稀（祖重董躯グリ ・ノト層層備考
310:)'/ヵ9 イ.'.L................ : 完.:...... s.: .. t.z.u。：.. L.Q,.L争 lQ,.5(.~.. .J~.~······· ···_)y (............ 
.nti・〖加蛛ウJ.. 破 ...4:J 主:.. o,.t .. o, .. t. ... ts,.~ .: f .. lカーL )Y; 上面
.Zftiヵ・Vf.:イlR: 完．ヽ...~,.L .. 1-J : ...... L ... 0,.6.: .......... s.l.s ... :1~.Q .......... :IY: 一 .• .. 

3 -~Q .l.~f. :;_:・.. t .J.[ L ... l完l.. s, . .Z.: ... t .. ~.L.o,.f .. o,J.l .......... (6 ・ギー~...........:rv.: ......... . 
26()'/カ＇イ ： L ! 完;...... 4 . t L  .... L.J, z: ..... J, . .Z. 6 キー6 : IV; ........... .. 
V,q、...........L .. :、..t.tl .. L.6.l .. J, .. z.l ... 1,.il .... 1.2,i、...: ........... 亀ヽ............

.z.n: IL 完，....4.l .. Q, . .1.l .. o,. 1.. l ... 1 , .. ~.l ..... 2 .o , .. 7. ・・ ， 

.Zft: リュりキュり:..... ~.... L.Lt.l ... 7.,J.'. .. .1, . .4.l .. .o, . .t ....... J.s: 6 Iキー6 : IV j 
.2 ~.9 ーサルホ"り： R.. ー：・破:.1 .. ..zー；... f ... o ... .s.l .. .0 .. ..1・：・・・・・・・・・・中.: : → ... : : ........... .. 

~tB.l.. ........... :L: 完；•• ••••• 4.: .. Q, .. 4.: .. .1 •.. s .: ... 1, . .1.: ..... 14, .. z.: ..... : ・キ~.?....... [ ... ..[上面
ntカリうがイ・L.:破......(.. L.3.[ .. 0:.(.. 0: .. ~.[ .......... ~: 6 キー8 : IV[ ........... . 
iu・l........... .:R. : 破.:...... ~.: ••. 3:.6 : . .Q,J : .. o, .. 4: 争....t: 鼠 •・・・・・・・・； : • •• .... .. . 
300: :L : 完 3.7: 4. 7: 1: 1: 6. 5 
iii:tメッんャJl .... ~.... ::::s::~:::::~::~::::i::5::::::::2:::::::::s::i:: 6 キー8 !IV c:::::::::: 
2.Qt: : R完:.... J.l ..... J、o,J.l.. 0,.1 l .. ..zo,J.: : : : ..... . 
,2~ .Q.: ............. : ..... : ........... J.l .. t.(... L.2.l J,.(..... Zt.(... L ................ : .... ¥ ........... . 
. 2.2.2: jL ; 完l.. 4 _. .. 4 .l ... Q, . .1 .l .. .1 , .. 4 .l .. _1 , .. 2. l・・Z.L?: j : ; ........ .. 
2.25 : リュりキュり:.... : 破¥ *: *: 0. 7: 0. 9: *: : : : 
2.2(サルボ』り ； ；完[.. t.7.[ ... 5,J) .. L.z.l .. .1, -3.¥ ... J.t.f 6 キー8 j IV[ ........... .. 
Z.Z.7: !R ・破 ~ .[ ....... ~.[ •• 0,.-9.; .. Q,J ・・ ・支
.4.7..~.; ............. : ..... : ..... : ...... ~.: ....... *、Q: .. 9 .: .. Q_.__9 .: .......... ・* .: .....、....... : .f土冒::::
2H力がL.lL... l完，Ll・ ~,.3l .. 0, .. 9[ .. 0, .. ~l ..... J,2.[.L [:1~l ........'.:iY.[上面
ns.:.t杖 .. t.~.~R ... ・完.......?..; ... ~: .. 3.; ... 4: . .1.[ ....... 2.~..... Q.9 : .. 4.; 6 キ-:7........... [IY.[ .......... .. 
101'. カ.V力~・・イ.¥.. . : 完.l・.. Q, .. ~.l .. . . . .. Q.l . . 1 , .. Q .'. . . ... . J.[ . .. . .l~,. ~.: .6 .. . : .~-:.3.~.. . ... . .. : .Y. .: 上 ． ． 
.2.q.9.[ .tl{ .. t.J.¥ ・破： 1 • . u . . .*.l ● 1.:.s.[.o,.u : 主[.6 ... : J-: 3 .2 ......... : .Y. .: 上． ． 

37.[/¥{力,.t .. [R完.;••• ~, •• s.[ ... 3, .. ~.; J ,.1.Q.j 1 •. J .4.j .... 1.1 ,.A.[.6 ... lJ-:.3 .Q ......... l .Y. .l ........... . 
.7..V..、tメリ，tJ.JL¥完：..... 6 .: ... ~, .. Q. ¥ .. _1,. _7_.: ... 2 : .. 4.: ..... s .7 : .. 2ー亀.6... ~W.-:.35 ......... lY 亀
ns.:.Rサル加ウ：L[完： s.: ... 7, .. 6.¥ ...... 1.: .. 0 :. 9.[ .... 4~, .. Q.[.Q ... [X-:.3 Q ......... l .Y. .: 上．．． 
, 3031 ・. J ... l完.'........ ~.'. ... 1, .. 2.; ...... .l.; ....... 2.[ ..... 2.~, .. s.: [X-:.~.~·········f [Pi t5 
2t: :L完 Lt:. ..L ..... L .. L.L ...... t[ 6 I : V : 

7.76: : ..... : ..... : .. t .. L.t .. L .... J.: .. L.7.l. ... 38. q_: jX-35 : : ........ .. 
26Q [ l.R完 ...Q,J.[ .. 7.,.t[ .. 0, .. 1.[.J, .. 2.[ ... Jt..4.l .... [. ................ [. ・．上
7..4.5 : t ;:;・・ ャJ: : '. .. s,J ¥ .t.L .. LL  .t .. s.: .. J.4:J.[ : ・ ；軋酎陀t
悶 R 完L:~:l:: :~'. ::i : l :: ~: : :~ 。~: l :::::U::!> : . i l: 誓こ
.HZ: I j : ... Lt争［ 争 .L.O,.t、..0,.L .... .4.t .. s・： ： 洞醒麿土
.7.4.3 j l .... L ... :.J ... Ll.2,~.:.J,J.l .. L(.. U.7:..7..¥ : ............... . 
!itt. …•• ・・・・.lR... l完 ~, .. ~.l .... 10 .l .. 1, .. ~.l ... 2, . .1.l ..... 6~,. Q .l ..... l Z-:.2 .~......... l ..... [廃土
.3.lq.:f.X:4・・・・イ...'.L...'. 完.l... Lt: ... t .. 6.'..J,.1 : .. 0, .. 9.: ......... }.!.7.)Z-:.U. ........ : ・・・：攪乱． 

t: 完：.t~-3.! 4.4: 6.6: 0.9: 1.3: 17.0: : , ................................................... , ............. . 

117: tメ:;-・ ャJ:R : 完 6,.. L..B,.f _1, 0 6 :.t Hl ... J.O. (7 I Z-3 5 : • 
54Q I : .... : 破： ••• • ・・* .: ...... ~.: ...... 1.: ... 1 : .. 1 .: ......... ・・* .: ..... : ...... . 
7 3 :)'/カ,1 : し．．．．完，..5,.2.:... s, 2 [L.01[.o, 96 [. J.L7.: 7 :Z-35 I ¥ 

4~il ............. [R完 s... 1.: .. 4,.s ; .. 1:.4) .. 1 ... s ; ..... 2.0, .. s.: ..... : ................. : ..... i ........... . 
.~tL 1/iりキェり L 、完l.t.s.: .. 1, .. 3 : .. .1.s、L L  29, .. 4.: : : L ...... . 
4_3_9_: サ）Vホり， 、破.l..... : 主『 ~[ Lll .. L.L ........ (7 I Z-3 5 : : 
1Q8・；............. ~R. 完；.Ls.: .. t.~: .. Q,.7), .. 6.7.[ ... .12,.7: .... : ................................... . 
3~4・カりう力：(R ... [破l...... ~.: ...... *.l .. o,.9ヽ ・L.. ... J[.7 亀Z-:35.. : . [、直聾gり＇

4 7 7 :)'/がイ :L : 完 :5 9. 5 1• 2. 1: 1. 6: 18. 0 7 :Z-35 : • 甫百トレンチ

※は計測不可、単位：唸'

No 貝種ヅ梱殻高殻長翡（長猜（匝重量躯グリット層層備考
U_9_j~ カ・..L[L ... l破；Ll『 主 Z.-.. 6.i ... z,. ~.[ .......... ~.: .7. ... : ................. l. II慧悲猿乱
4.Q~ ・リュりキュりL ・完 l.. 3.-.( .L?; .. .0.-..&.l...O .... ~.: ... J.Lt 7 : II蘭悲猿乱
4.4.&亀サ!~ぷり .:R..: 完： tJ [ .. t.L . .O,J、...O, .. L .... QZ_. f● ● : .................  : .....  [隔悲猿乱
Ht IL 完 l.. 4:J.: ... Q.-.7.l.0, .. 7.l [.O,.lし.. 2.6 .. ( : j 頂悲饂
U(t/. ゾtJ'...... ~..... ! ... Lz.: ... 1..-.t).-. .0.7 [ . J.l .. J .~-.. t 7 I不明 II愚焦猿乱
14 5 [ : R [完[4.7: 1.2:0.91:1.02, zs: : , '構状撹乱....... ................... ..... ..................................................... ...................................、--・・・・・
139 :Rサルポウ：R 完 ：4.5: 6.t:0.71 0.74' 30.f? 不明 II 溝状柑乱..... ............. , ................................................................. , ..... ..... . ・・・・・・・・.. ・・・・・・・ す・ヽ • ・ヽロ・・・・・
70 9: . : :'... LS; 6_. .LJ.-5.[ .. tJ.[ .... H.-. .Z.: : : :J.-.LJ .. 
. 7.U. ・ ¥I完：... LL..&.-.. LJ, .. L .. Z: .. L ........ t: : :'.L. ・L.L
u.o:tメリぐャ]: : ¥ .. t..4.[.J, .. (.. LL  .. 1.-..7..l△ tL5 I 7 I i IV),.1 .. L 
UL ; ..... l ..... l .. .7-:..LJ, .. (.. L.5) .LB [. .U .... t : : :J,.L.6 
.1..Q~) ............. :R ... l完； Q, .. 5 .l ...... 9.: .. J .-.. 4.: ... 4, .. 7 .: ..... 3.9,. 2 .l ..... : ···•·····....... . : ..... : I,.I, .. Q .. . 
.1.J.t I}ェりキュりlL・，完，4.-L.6 .. f .1. 2 [ ... 2 [ .... Z.L8j 7 I I IV f.L.L 
7.3.5サ）Vホり...;R 完 4:.tl .. .7.:.(.. .0, . .&.[ .. J, .. 9.[ ... .3.o ... .z.: ..... l ................. ; ..... lLI .... 6 
U.4.! : : 完:.4: 6} .6. 5 : J.-.L t .. L ... .tt .. t : : J,.L.1... 
U.S.:t/. リャJ!L 破：~.l .. .7.-..9.l .... J.[ ... t.-9.l ....... f 7 I j IV『LL7
716: : : : *I 8.21 *I *I *I : : :T.T.7 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・.. ・・・・・・・・・.. ····· ···· ······· · ·• .. · •· · •········· · ··.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1.Uli/ュりキュりt.. : 完.l... t .. L..4.-.. L .. o, .. 9.i.J, .. L ... H.-.7.: : : f .L.B.. 
7__3(サ）しホ＇り ，L[完：.4:J.l .. t .. L.L-9.l ... 1.-.. ~.: ..... n.1.• 1 l .... ... . . .) rv f .L.9 
Ut ............. :R完：.. .4, .. ~.: ... Q, .. &.[.l.-.. 6.5.[1, .. 7.6.[ ..... Z.2, .. 7..[ ..... lZ:-J.Q ........ .; .... . 
~.q.l.Jf. /..t~.'.R 破ヽ ： ••• ~.: ••••••• *.: ... t, .. s.: ....... 2.: .......... ~.:.1. ... :z:-J.7-......... :w.: .......... . 
44[.'l}りケグリ..[L...[完； ~.: ••• 2 .... & .l .0, .. 1..z.l .o, .. Q.~.: ....... 4.-. 6 .[ 1 ... l z~z s ......... l w.: ............ . 

t~ .&J・サルボウ： L .. ! 完：. ..4.-.. L..7.-.. 4; .. o .. .7.l. L2.l . . 2.LtJ ... :z~.zt ........ :w. 下 ．．． 
~.~Ltメゾャ J : R 破:... L~ 亀 ＊、 L ... ..1△ tLO.: 7 : Z-29 [IV: ...... . 
552: : : I 4.3: *: o.9: o.9 *': ................................................................................................................................... 

t5.6 Ux力ぃイ ： k. ,t完.•• Q, .. 2.: ... 4 .... ~.: ....... 2 .: ... 2, . .1.[ ........... ~.l .7. ... : .z:-: z.9 ........ !IY.l ...... . 
.4.3t)・サIレポウ； L.l完:....... Q.¥.J,.L .. .Z.. .. F .. 2,.4.: ..... 4.0,.5.¥.7. ... l.z:·J.~.......).IY..l. ・・・・・・
.. v.: lL . .l完.l... LL  .L.3 l.t.36¥1 ... 4.4 l .. 3t.f : , , ....... .. 
. Q.Z.t t/. ツ.tJ IR I完 L L.. LL.9.-.L.L.L .. 9,(7 :z-30 !IV[ ............ . 
tz.&.l ............. : ..... : ..... l .... ..&.lJQ .... ~.: ... z, .. 2.l ... tJ.l .. JH .. ~.: ..... : ................. ; .... : ............ . 
L38.: : : [ .4.-5 l ... 6:.(.0, .. nl.l.-.U.[ ... J.L7_.: : ¥ : ........... .. 
4.3(: L完:• ..4.-.(.. t .. L.t.t . .o .. -9.l .... z.1 ... .1.: : • ; .......... . 
U.(1/lりキ1り:..... ・....'.•. 4:..L .. 6:.9.:.0,J.Z.i.t..Ot'. ....... J.t 7 I Z-30 I IV¥ .......... .. 
4.00サ）しホ占り・ 完 l.. L.l・L&.[.. L.6.[ ... t .. 2.[ ... Jt .. 41 • : : ...... . 
. 4.Zf : R : ... ;.J, .. t ... LL  .. 0.-J.l .. Lh  .. 42:.2.: : : ： (........... .. 
4 31 : : (破i*'7.5: * 2.1: *i ........................................................................................ 

... UJメッ·.t~.[ R... [完：... L&.lto, . .8[.L2 [.L5.l .... J.9.0.[.7. ... l.Z-:tO .........)Y..l: 下．．．．．
U5: リュりキュり：R : 完[... t.(... 5,.(.0,.9.2.[.1.-J.&,l ... .. U.J I 7 f Z-30 : IV; 下 ．． 
u.tlt1~ 困．”・・り.. . : . . ... : . •.. . : . . .4.-. .1.: .. . ~, . . 4.: .Q, . . & J. ¥ J , .. Q .4. ¥ ... .. l~, .. 4.: . ... . : . . .. . .. .. .... . . . . : .. .. . I : 下． ． ． ． 
~to.>印. . . .¥ ••• : 破，・・・・・・・*・l・・・・・・*.:...... J.l .. 4, .. 3.l .......... tl.1. .. t.z~.~J ......... lw.: ........... . 
.j.Q.j • : 完 4.-.ll... Q .. J J,.1.1.:.t..5f .ts ... ( : : ~............. 
~.n : uツ→ ャJ¥、i4, L ... tJ) ...... .1.l ... LL  ... .1.5,J.: 7 i Z-31 j IV : .......... .. 
tQ.t : : 破： f ...... .*.: *: *; *: ; ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

.QU: l : • * I 9. 4 I *: *: * I : .............. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....... ・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
~fZ.J1カイ\.. : 完l... q,.f: .. .4.-..5 : .. LL .L.L .. 1.7,J.:.1 .. lかU....... JY. ・・・
t5.L~ サルボり，R.. [完:.. L.1.l ... Q .... ~.: .. .1.-3 [.t ... v.: ... Jt .. 4.l.7 .. lz:-:3.1._ .... lw [最下
.Ut lL破:••••• .*l ...... 9.l ...... .*.l.J,.L ....... f :.Z:-:.n ...... 最下部
... 5.2 tメリ4 ャJjL・完l. ..4.-.4: .. L3 :.0,..&t:.o, .. &.L. J.7.-.L 7 : Z-32 : IV: ......... . 
13 : : : 6.1: 9.2:1.02:1.74: 61.8 : 

No. : 貝種 ½ i: 梱殻高殻長輯（名：科（甘重量駆：グリット ：層層備考

44 9 [ Rサルボウ：R l完.................... ,. ................. •.. ; ....... , . ; ... c : .. , . ; .. ・"':. ・".; ..... c二：.. , . ; . •. ... ;:: .. "., .c ... , ・"'.; ..... ; ............ . 

A.Vカりう力』イ;L.;破.:...... .*.; ...... .*.; .... .U .. Q, 8 ・ ・・*.l.7-... lいーZ,6 ・攪乱．
_q_O( .~f/ .. t.J (R. .. (完.:... 7.,.A.'. ... ~,.L .. .l,..2.1 .. LL ... JL.9 ¥.7-... 1\ ~:J.7 ....... : ..... 鳥攪乱．．．
~t2.[ Rサルボウ[R[完．.......................... ,: .. c.; ... , : .. -.; ... c: .. c.; ... c: .. ,.; ..... c .c: .. c. ・.・ ● ● ● _・ ..  , . . . .  ..,_• ......... ............. . . .  ..  

. 1.4Q.f, 力いイ...:L. : 破： *: 4.2: *: 1.6: .... *:? : 南29-35 遡iトレ．どt.
2 50 [ Rサルポウ、R完．....... ............. ..... .... . .. c: .. , ..... c:.:-:.、...,: .. , ..... c: .. -: ......... c.-.. c.,.・ ● ● ー・亀.•.:.. •.: .. ・........... , ............... . 
508 : t杓..tJ : L [破•••••.••••.••••...•• , ............ __ ,: .. , . ; ....... ・.. : •. ・" : ..'.. ; .. ・"'.. , . : ............. : .・.... : . : ... __ .., ., ....... ; .. c .• ; ............ . 

54 : Rサルボウ L 完．..................................... , : . ・".'... ・. : •• ・..'・":. ・"・".'・" : .. , ., .'..... ・.. , : .. , ., • ·•... ・.. : ..•. ・"・'....... , .. c ..• ・・・・・・・・・・・・・
142 :uゾャJ:R [完．........................... ..... ... ・. .-.. ・.. , ... ,.-.. c.,.c.-.. c —·.... c.-.. ・.. ,. 凰.....-........ ヽ・・・・・亀..・..... c ............... , ............ . 

480: りがイ.lL: 完.......'............ . ................. , .•.. ・"' .. ,.'... , : .. , .'... c :. ・"'....... c .・. : .. , . .-.・....... , ... ・"'., ....... .-.. c .. ● ............ . 

469:Rサル的 濯：完．• ••.•. .••. ••.. .••. . . •. •••• .. • . •• .... , : .. , .'... , : .. ,., ... , : .• ,.'... , :. ・".'.... ・"・': .. , ., .・....'.. , ... ・"・" •...•.. , .. c .. , ...• ••...••. • 

. 4.4.4.l.tf /..t.J.¥R. .. l完...・・・・・・'.........• ....•..... , ..... , :. ・" ....... ,.・. : .. , ... •....... , •... , "・...... ヽ..-, .............. .. 

. 455.[')ェりキ1り: : 完..-... c.-.. c., ... c.-.. c ..... c: .. c . .-... c: .. c ....... c.c.-.. ・... . . , ........... .. 

Htサルホぐり ： L : 破． ． .................. ・.. , ... c: .. ・.. , .. 竺：.. c., ............. ・・ ， . -一 ， 一 , ............ . 

58 2 ( ....... ................... ..... ....... ・..、.......・...... ,: .. , ・・....c:. ぇ．．．．．．．．．．．．．．．．亀....、..................................... 
. Q.2Q.Jf/..t~.[L. .. [i破.:ー， ．．^・..........・................'. ・....... , .... , ., .......... c ..'............. 

HQ.: ;!Li完.,... , : •. ・..'... ,: • ・".'・"・.'.. , .'・" .• , ・" ., ••. •• c ••. : .• ・..''..  そ.... , ., ....... ・ , ......... ·•• . 

.4.4.Q.:')ュりキ1り:R[破`..... ..... ....................... ・. .-.. -.. 亀・・...-....、..............• . .. ~... . ,.・......... . ........... .. 

.. Bf 1t1vホ`・り : L : 完；... c: .. c.; ... c: .. c.;.c: .. ,.,.;.c: .. c.,.; ......... c.,., , ・- -・ , ; ............ . 

86 : • ...........................'.....'... , : . ・".'... , .-.. , . • .. -. : .. , .c.'・" .-.. c二 .,.... ニ.・..-.. ・.. , ..... , ................. , ................. .. 

5 60 (カリうがイ¥: 完．....... ..... .. ...... .. .......... c: .. ,.、..・'.-........... ・" .... ・" .-.. c ....... c .• .-.. ·..•. ・.... ヽ ..~ . .. ・.. ・........... c .. , ........... .. 

5771Rサルボウ :R完....... , ............. , ..... , ......... c: .. , . : ....... a.; ... c: .. , . ; ... c: .. , . ; ..... c .c: .. ・.. ; .・.... ; .・. ~ . .. , .・........ ; .. c .. , ............ . 

.W1.[tメッ・・tJlR. l完.'..·• • • •••••• • ••• , ... c.-.. c., ... c.-.. ,., ... .. c.c.-.. ・.. • ・ , .. ~... ,.c .......' ― , ............ . 

.lfO.(............ ¥R. .. ¥破.....C: ..'.. 亀..........・"・・'・'・..c.-. ・'・"・・.................... .-. ~ ... , ., ..... . .• . ....•......... ... 

A.1.B.)_'jf・・イ・.lL. l完.. . . • •• ·• , .. -...... ー・・・ニ・・・・ニ...・........ c .• , ............................................... . 

A.2.f 1/1りキ1り:R: 完...., : .. c .....': .. , .'... , : .• , .••• ・'.-. ・'......... , .-.. , . ・ • 一 . . . , ............ . 

ui: サIvホ`・ りl ..... : ......... c.-.. c .•. . ・"・・'・・・ニ.-.. ・.. ・.... c.-.. ・.. ・............ c二．． 亀................ • ............ .. 
... J.: ............. [R. .. [完.; •• ・"・., • ; ... •• .-•• , .... .-•• ·•• c . ..•. .. ·•. ·•. • ...• ご .-. .-.. -.. , ..... , .. ニ...―.. , .......................... . 

. 5.4.t.~,1.~ .. tJ..;R. .. l完.l....... 4.l .. s, 1 ¥ .. Q, .. &.l .. .Q, .. 7..l .... J.4, .. 2.l.7-ーー： え-:.~ .Q....... l . .t.l ............ . 
121 : Rサルポウ L 、完．. .. .. • .. .. • • .. .. • ... .. .. ... .... . .. ,: .. ・...... , .-•. , ・:・・. .-.. ・.. ・.... ・., .. ・.. ・..、..... c.・. .-.. • ・・`．．．．．ヽ..ニ...・.. ・.............. , ............ . 
n(しメッ-.. tLL...l完： tl.J.-.. 2.:. _L6 : .. 2 •.. 5.[ .... 3t.7) .... : ................. [.II.[J, J, 
US: : : ; ... 4: .. 2.; ..... tl ... t .. LJ,.l; ....... L(:  : lJ,.L.7-.. 
U3: : : '..J, .. L .. 4:.Q.l ... t .9 [ LL  J.4:.5.f : : J..L.7-.. 
.7-.2.(: : : 5: 4. 6: 1. 9: 2. 1: 12. 1: : • ............................. , ....................... , • :T. T. 7 
nz.: : : l ... t.z : ... s, .. t.J, .. L ... .. 2-; .... .2.t.t : • .. .......... . : J. T. 7 
.7-.2L : 完 ：.. Q,J.l ... L2.l.J •. 9、LL.z.Q,J ・ 亀LL7
1.2_1__:j'jヵ,f i L [ : ... Q.-J.[.J,.(. L(...... f .... Z.LL 7 I j II [LL7 
nt . : : l ...... -6.l . ..4, .. L .. Q, .s.; ....... L ........ ( : :),.LL. 
1.3.Qi : ¥ : ... LL  .t .. L .. LL.L.7-.; ... JQ,.L : I J,.L.7-. 
.7..3.L I : l ... L2.[ ... L7-.l. .tj[ L.L ... ZQ,J.: j : :r. T. 7 
nt : '. ...'.. L(... Q,.tl ..... 3-l .LL  ... H,.(i  i [J:.J..7 
7.28 : ............ : ..... : 破.!..•.•. ~.: .. Q, .. s.: ... 1,.3 : .. L.4.l .......... r: ..... : ................. : .... :11,.1 
732 :Rサルボウ L [完:3.51 4.9: 1.1: 1.41 9.6:7 : :II T.T.7 ....................................................................................、............................., ............ . 

nt~ ザルガイ R ・完 4:..~ .l .. L 1'. .. R,--5.[ .. .Q,j.; .... t L ~.;7. ; ................ .[.II. ,J,.J, .. 7-
.7.3 9 メッカ,f : L 完、 t~.: ... t.6 : .. L.~.: ・LL.J.7-:6: 7 I [ II J..L.L 
n~.l ............ : .... : ..... : ..... J.l ... s, .. Q.:. 1:..s.[ .. J, .. ~.: .... u .. ..1.: .... : ................. : ..... J:J.9 
4_9(tjゾャ]:_I,・完『LtltJ.; .. L.9 l .. L(.. JL.5-: 7 ! [ II 息悲聾乱
495・[ : R [完l1.s •10.9 • 2.2: 2.9• *• • : : 構状撹乱．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．`．．．．． ．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．：・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・ヽ......ヽ.,.,.-w..... 

378: メlカイ : L : 完： 4.8: 4.8: 1.2: 1.5: 11.7:7 : : II • 溝状撹乱， 
短径）」

-112-



種はカワラガイ (8点）とその破片 (11点）、シラナミ (2点）、チョウセンハマグリ (1点）、シレナシ

ジミ (1点） とその破片 (3点）、ヒメジャコ (227点）とその破片 (50点）、チサラガイ (1点）、ソメ

ワケグリ (1点） とその破片 (1点）、メンガイ (97点） とその破片 (24点）、リュウキュウサルボウ

(292点）とその破片 (35点）、イタヤガイ (1点）、ウチワガイ (2点）、ケイトウガイ (1点）、ハイガ

イ (2点）、ヒレジャコ破片 (1点）、リュウキュウザルガイ (17点）とその破片 (2点）、リュウキュウ

バカガイ破片 (l点）、リュウキュウマスオガイ (4点）とその破片 (1点）、その他の不明貝 (2点）な

ど17種類がみられた。

地区別では、 4地区が529点と最も多く得られ、続いて 5地区が113点、 2地区が56点、 6地区 1点、 1 . 

3地区が出土 していない状況がある。他は表土や撹乱層から90点余 り出土 している。

4. 装飾品

装飾品として考えられるものには貝製小玉、巻貝有孔製品、半輪状製品貝輪47点 （オオッタノハ製貝輪

15点、オオベッコウガサガイ製貝輪 2点、メンガイ製貝輪 1点、シャコガイ製貝輪 l点、ゴホウラ製貝輪

19点、イモガイ製貝輪9点）、（イモガイ製円盤状製品 1点、サラサバテイラ製有孔製品 1点、貝札 5点）

であった。貝輪の47点の中には未成品や失敗品も含めてある。また、イモガイ製貝輪については粗割りか

ら完成品までの流れを窺い知ることの出来る査料が得られたのでこれをイモガイ製貝輪の点数に含めてあ

り、これを図化した。

装飾品の中では貝輪が最も多く、使用した貝種も 6種類におよんでいる。

イ．貝製小玉

マガキガイ 、イモガイなどの自然の丸い螺塔部を素材とし、 当該円盤の中央に孔を穿った製品である。

大きさは大小認められバリエーションがある。総数26点出土 している。地区別にはイ地区のIII層に集中し

て検出された。代表的なものを第56図 1~ 6に図化した。

ロ．巻貝有孔製品

・イモガイ科

第56図 8はゴマフイモを材料に体府に貫通する粗孔を穿っている。全体に水磨を受けたように磨滅がす

すみ手触りではスムーズになる。殻長5.1cm、殻径3.1cm、重趾26g。表襄に対応するように2.0 X 1. 4cmと

l.4X0.7cmの孔が穿たれている。 6地区N陪より出土。

同図 9は体際部に敲打により租孔が穿たれて、製品としてはやや粗製品であるが、殻頂部に貰通する小

孔がみられる。殻は全体に風化している。殻長6.0cm、殻径4.1cm、重泌32g。粗孔3.6X l. 9cm、小孔0.4

XO. 4cm、4地区W層出土。

同図10はユキゲイモを素材としてた製品で、対応する体層面を砥磨し孔を穿っている。ただ特に孔に集

中して整形してはいない。殻長3.9cm、殻径2.3cm、璽搬4.5 g、大きい孔がl.8 XO. 8cm、小さ い孔がl.4 X 

0.5cm。 6地区W層より出土。

同図12はクロミナシを使用し、対応する体層面と殻頂部に砥磨による孔を穿った製品である 。殻長

4.3cm、殻径2.8cm、重搬7.7 g、側面の大きい孔が2.8X l. 3cm、小さい孔が2.9Xl.2cm。殻頂部の孔径0.7

XO. 7cm。 7地区V陪より出土。

同図13はマダライモの殻頂を砥磨し孔を穿った製品である。殻長2.7cm、殻径1.8cm、重砒3.1 g。より

出土。

・タカ ラガイ科

同図11はタカラガイの背面部に粗孔を穿った製品で、長軸の両端にあり視線で貰通している。殻長
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第30表 貝製小玉観察一覧 単位：オ
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u: マカP キカ・・イ Z,.O.&.lL1.6 l . .O,.f.Z: .. ll l.Q, .. !il;.0,.4.1 [.fl ・ ・キー~.. l.IY ..... l上
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: .1 t [ L H : .l, .. !i .~:_o . 7.6 : .2 ... t[ .. .O, .. Q.[ .0,. _4_q : 6 ・キーL.:IV [ 
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6.3cm、殻径4.2cm、重批48g。大きい孔がl.1 X l. 7cm、小さい孔が1.1XO. 9cm。 8地区W層より出土。

・マクラガイ科

同図15はサッマビナの殻長に孔があ り、また殻口部分にも研磨痕がある資料で、全体観は管玉状を呈す

る。殻長3.1cm、殻径l.7cm、璽景7g。孔径0.7XO. 7cm。 7地区v層よ り出土。

同図16は小形のイモガイの螺頭部を水平方向に砥磨し、管王状にした製品である。殻長1.4cm、殻径l.3 

cm、重量l.1 g。孔径0.6X0.7cm。

・ニ枚貝製品

同図 7は小形の二枚貝を素材に、腹面に孔を穿った製品である。形状や大きさから前述の貝小玉と同様

の用途が推測される。殻長l.4cm、殻高1.2cm、重批0.3g。孔径0.2X0. 3cm。 1地区 E-11II層より出土。

・フデガイ科

第56図17はチョウセンフデガイを素材とした製品で、長軸方向に砥磨された二本の溝が施されている。

溝の断面は U字状にな り、各節ごとに結果と して孔がみられる。なお器面は風化しているため白色化 し

ている。殻長8.2cm、殻幅2.3cm、重埜29g。C-21、IV層より出土。

・スイ ショ ウガイ科

第56図14は殻口の背面側にあたる体層面に粗孔が穿たれている。孔は平面形が楕円形で、孔径0.7Xl.2

cm、殻長50.7cm、殻径35.7cm、重屈21.0gになる、6地区Y-35V層出土。

ハ．半輪状製品

同図18はウラソデマイノソデガイの外唇部に砥磨面がみられる資料で、残念ながら破損しているため全

体の形状については不明である。残存長5.2cm、残存幅2.1cm、残存厚1.6cm、重鉦6.1g。 1地区E-11 II 

層より出土。

同図19はテングガイの外唇部のみ資料で破損しているため全体観は不明であるが、明らかに砥磨痕がみ

られる製品である。殻長4.9cm、殻高1.9cm、殻幅1.1~2.lcm、重量18g。 6地区V層よ り出土。
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二．貝輪

a. オオッタノハ製貝輪 （第57図 1~ 15・図版50-1~15)

総数15点が得られている。完形品は 3点、ほぼ完形のもの 1点、他の11点は破損品である。いずれもオ

ォッタノハガイの背面部を打ち欠いて、背面を除去した後に、表面や周縁部に研磨を加えて仕上げるもの

を基本とする。孔の平面観は、卵形もしくは楕円形を呈するものと亀甲状を呈するものがある。

加工や研磨の状況と鍔の幅などから便宜的に I類から W類までの4種類に分けた。 I類~N類の 4種類

の中で細分が可能なものについては、各頬の後に a・b・ cを冠して、 I類 a・I類 bとして記することに

した。個々の特徴等については観察表に呈示することにした。ここでは分類概念のみを以下に記述するこ

とにする。

• I類

I類として取り扱ったものは、外面の孔周辺と周縁部への研磨がやや丁寧に加えられたものである。そ

の他に鍔の幅が8.Omm~20mmの範囲内に納まる幅広のものを含めた。表面の研磨の状況から研磨が徹底せ

ず表面の放射肋が残っているものと研磨が入念に施され表面の放射肋が消失するものの二者がある。前者

を I類 a後者を I類 bとして細分した。 I類 aは第57図 1~ 5に図化した 5点である。 I類 bは同図 6に

示 した 1点のみである。

• II類

II類としたものは、外面の孔周辺の研磨が I類よりも丁寧である。周縁部への研磨は I類よりもやや丁

咄である。鍔の幅が6.8mm~ll.3mmの範囲内に納まり 、鍔の幅は I類より狭い。表面の研磨は I類 bと同

様に放射肋が消失するほど入念に加えられている。 I類 bとの違いは、外面の孔周辺の研磨がII類に於い

ては丁寧である点と鍔の幅が I類 bよりも狭いという点にある。II類は同図 7~9に図示した 3点である。

．皿類

I類と同様に外面の孔周辺と周縁部へ研磨を雑に加えるが、 I類 aと同様に研磨が徹底せず表面の放射

肋が残っている。鍔の幅が6.9mm ~ 12. 6mmの範囲内にあり 、鍔の幅のみを考えた場合、 II類に近い。皿類

は同図10~14に示した 4点である。

•N類

w類として取り扱ったものは、素材の形態を諒重した為、平面観が亀甲状となるもので放射肋と鱗片突

起部を巧みに利用して亀甲状に成形したものとみられる。外面の孔周辺と周縁部への研磨は丁寧である。

表面の研磨は放射肋の部分を他面よりも丁寧に加えて、放射肋を強調する為、同部位は光沢を帯びている。

同図15に示した 1点である。

b. オオベッコウガサガイ製貝輪

総数 2点が得られている。内訳は完成品が 1点と穿孔したのみの未製品が 1点であった。

オオベッコウガサガイの背面部を内側からの打撃と押圧剥離で除去した後に孔周辺に研磨を施して仕上

げている。周縁部および表裏面への研磨や加工はない。以下に特徴を記すことにする。

① 完成品

第57図16は完成品で孔周辺に成形時の打痕が認められる。研磨は僅かに認められる程度である。他の面

への研磨はない。サイズおよび重熾は、縦長6.11cm、横長4.78cm、孔径縦長4.65cm、孔径横長3.51cm、重

罹6.5 g。出土地点と出土層は 3地区 P-33N屈下部より出土。

② 未製品

同図17は背面の内側より打撃を加えて粗孔とする。この粗孔の縁から周縁部の向って二本の婢が入って

いる状況から判断すると製作途中で縛が生じた為、未製品のまま廃菓されたものとみられる。他の面への
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第31表 オオッタノハ製貝輪観察一覧

挿図 出土地点 縦長 横長 孔径 (cm) 鍔 (mm) 重揖
分類 観 察 事 項

番号 出土附 (cm) (cm) 縦長 横 長 幅 原 さ (g) 

第57図 7地区 l2. 4~ 3. 8 ~ 完成品。完形品で孔周辺と周縁部

うー31 8. 21 6. 00 5. 48 4. 0 I 28. 0 1類a に比較的雑な研磨を施す。

I v屈 18. 3 4. 5 

" 7地区 12. 3~ 3. 2 ~ 完成品。完形品。孔の周辺を一部

えー24 9. 27 7. 17 6. 22 5. 11 27. 3 I類a 欠く以外は破損はない。孔周辺の

2 IV層下部 20.8 3. 8 研磨は周緑部より T寧である。

" 7地区 8. O~ 2. 6~ 完成品。ほぼ完形品。孔の周辺と

えー28 8. 21 (6. 64) 6. 00 (4. 5) 13. 3 I類a 周縁部を一部欠く。孔周辺と周縁

3 IV層下部 14. 2 2. 9 部の研磨は比較的に丁寧である。

,, 7地区 13. 7~ 2. 7~ 完成品。破損品。周縁部には明瞭

えー29 (4. 5) I類a な研磨はないが、孔周辺の研磨は

4 IV屈 15. 3 3. 0 丁寧である。

II 7地区 10. 9~ 3. 5~ 完成品。破損品。周縁部の研磨よ

あー33 (6. 7) 1類a り孔周辺の研磨は丁寧である。

5 N層 13. 8 3. 9 

,, 7地区 14. 7~ 3. 3~ 完成品。破損品。表面の放射肋を

あー34 (12. 9) ］類 b 消失するほど入念な研磨を加えて

6 v層上部 20. 0 6. 4 仕上げている。

,, 6地区 6. 8~ 2. 3~ 完成品。ほぱ完形品。周縁部の一

X -26 8. 13 6.30 6. 52 4. 84 12. 9 11類 部を欠く 。表面の放射肋を消失す

7 IV陪下部 11. 3 3. 7 るほど入念な研磨を加える。

" 0地区 7. 6- 2. 8~ 完成品。破損品。成形手法や研磨

X -26 6.35 5. 07 (l 0. 2) n類 の手法は上述の 7と同一である。

8 IV屈下部 10. 9 3.0 7と重なって出土している。

,, 7地区 (3. 7~ 2. 5~ 完成品。破損品。孔に沿うように

うー 28 (3. 8) a類 破損する。孔周辺と表面には人念， v層下部 5. 2) 4. 2 な研磨を施す。

,, 7地区 8. 9~ 2. 5~ 完成品。破損品。孔周辺の研磨は

う • i. -33 周縁部より丁寧である。

10 v~ 12. 6 3 0 (6. 6) lil類

土壌内

,, 7地区 7. I~ 2. 6~ 完成品。破損品。孔周辺の研磨は

Z -31 (5. 6) Ill類 周縁部より丁寧である。

II IV層 l 0. 4 2. 9 

II 7地区 2. 6~ 完成品。破損品。孔周辺の研磨は

う一32 II. 9 (4. 8) III類 周縁部より丁寧に加えて仕上げ

12 N層下部 3. I る。

" 7地区 10. 2~ 2. 9~ 完成品。破損品。孔周辺の研磨は

う・えー 周縁部より丁寧である。

31・32 10. 8 3.0 (3. 3) m類

13 v層

,, 6地区 6. 9~ 3. 2~ 完成品。破損品。孔周辺の研磨は

W-35 (4. 6) 皿類 成長線と一致した為、平坦な研磨

14 IV層 12. 2 3. 7 面を形成する。周縁部の研磨は雑
で徹底していない。

完成品。破損品。素材の形を尊重
II 1地区 10. O~ 2. 2~ し尾甲状に仕上げる。表面の放射

し＼ ー30 (5. 3) IV類 肋は研磨が他よりも集中的に施さ

I 5 v屈上部 12. 7 2. 8 れた為、光沢を帯びる。本品は破
損した後に廃棄され、火を受けて
灰色に変色している。
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研磨は認められない。法屈は、縦長5.35cm、横長4.26cm、孔径縦長2.06cm、孔径横長l.49cm、直屈8.9 g。

出土地点と出土層は 7地区あー351¥f層より出土。

C. メンガイ製貝輪

完成品が 1点のみ出土していたので、これを図化し、以下に特徴を記述する。

第57図18はメンガイの腹縁を輪状に加工したもので、主に内殻面より穿孔する。研磨は周縁部に僅かに

残っている程度である。孔周辺への研磨はない。法祉は縦長6.87cm、横長6.86cm、孔径縦長4.87cm、孔径

横長4.15cm、蛍油22.4g。出土地点と出土層は 7地区えー35V層より出土。

d. シャコガイ製貝輪

シャコガイ科の縁辺部と孔を穿って研磨を加えた破損品が1点出土していたので、以下に記述する。

第57図19はシャコガイ科のシラナミと推察されるものを素材としていて、周縁部の鱗片突起と放射肋を

研磨で削り落して丁寧な研磨仕上げとしている。孔周辺の研磨は周縁部より雑である。外而への研磨は徹

底しない為か成長線が若干残っている。法絨は残存長9.06cm、残存孔径長7.02cm、幅2.21cm、残存重品

36. 3g。出土地点及び出土層は 7地区えー281¥f陪最下部より出土。

e. ゴホウラ製貝輪

スイショウガイ科のゴホウラの腹而や背面を利用して加工された貝給である。腹面使用のものを腹面加

工型、背面を使用したものは背面加工製の二者に大きく大別出来る。腹面加工型と背面加工型の二型式に

は完成品以外に腹面加工型には上唇 ・外唇を除去した後に螺塔内部の螺階 ・殻軸を腹面に打割で粗孔を穿っ

ている製作途中のものがある。また、秤面加工型にも製作途中のものがあり、背面に大小の違いのある粗

孔を穿ったものや背面の打割による穿孔以前に体附部を除去したものがある。腹面加工型と背面加工型の

両タイプを便宜的に前者を I型 ・後者を II型とする。さらに使用部位 （完成品の部位）などの状況から I

型 A・I型 B・ I型 Cなどに細分することにした。以下に分類概念を記述することにする。個々の特徴

等については観察表に表すことにする。

① 腹面加工型 I型

このタイプには完成品以外に製作途中の未製品のものがある。 I型は未製品も含めると A~Fまでの 6

種類に細分出来るので、 I型については I型 A~I型 Fとして以下にその特徴を記して、分類概念とし

たし'o

. I型A
I.I I l 

本タイプはいわゆる立岩型と称される貝輪の範店に納まるものであるが完形品はなく 、全て破片である。

残存部位は前溝近くで磨り落され、体府左側腹部が残るもの 2点 （第58図20・21)、螺塔側部の磨り落し

と螺塔内部の螺階が除去されたもの 1点 （同図22)、体層左側部と肩角の大結節が残るもの 1点 （同図23)。

その他に同タイプの破片を一例図化 した（同図24)。 I型 Aの鍔の幅は6.9mm~ 16. 8mmを測る。

• I型B

本タイプ前溝の先端を僅かに磨り落したもので、利用部位は体層内部の内唇 • 前溝 ・殻軸を取り込んで

いる。 1点のみ出土している。鍔の幅が17.8mmとI型 Aよりも幅広であり 、内唇部や体層左側腹部など

への研磨は微底し平坦面となるところもある。同図25に図化した。

• I型C

利用部位は肩角の大結節を避けて螺塔の次体層部を利用している。鍔の幅は6.2mm~7. 3mmと狭く 、厚さ

もI型 A・Bよりも薄造りである。同図26に図示した。

• I型D

腹面加工型の製作途中のもので腹面の粗孔周辺に研磨が入り、殻軸が除去される。体層から螺塔方向へ
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縦に粗割した段階で、体lr'i左側腹部と螺塔の次体層及び内唇前溝奇りに僅かに研磨を加えている。屑角の
(.. I. 21 大結節が避けられている点と上層の螺塔側部が除去されている状況から完成品の形は I型 A の立岩翌か

ら外れる。仮りにこの状況で製作を進行させた場合、螺塔が残り歪な隅丸の菱形状となる可能性が考えら
れる。同図27に呈示する。

• I型E

I型 Dと同様に製作途中のもので 3点得られている。基本的に前溝を残す点と殻軸を除去する点で共
通している。研磨の状況などから観察すると腹面の粗孔周辺に研磨と体庖を縦割した部分に僅かに研磨を
施したもの （同図28)、腹面の粗孔周辺に沿うように雑な研府を施すもの（同図29)、体附左側腹部と螺塔
左側腹部が破損した為研磨が全く存在しないもの （同1忍130)の3点がある。

• I型 F

本タイプは背面に大きな租孔を穿っていて、イしのサイズが縦8.5cm、横 7cmを視ljる。孔が大きい為、背
lfli加工型 (IT型）の貝輪を製作するには困難な状況にあり、寧ろ腹面加工型 (I型）の貝輪製作を目的と
したタイプとみられ、腹面加工型 (I型）のストックかあるいは②型貝輪への加工の初期段階のものとみ
られる。第59図38に示すものである。

② 背面加工型 II型

このタイプも腹面加工型 (I型）と同様に完成品以外に製作途中のものが含まれている。この製作途中
のものを含めると rr型は A~Cまでの 3種類に細分出来るので、 n型はn型 A~IT型 Cとして分類し、
以 Fにその特徴を記して分類の概念とする。

• II型A

本タイプは殻口面に対してほぽ平行に殻背部を利用した為に内側に螺階の一部が残るものである。完形

第32表a ゴホウラ製貝輪観察一覧

挿 図 出土地点 高 さ 孔径 (CD¥) 鍔 幅 並 呈

分 顛 観 察 取 項
醤 号 出土 紆 (cm) 縦 横 (..) (g) 

第58図 6地区 6. 9 ~ 完成品。破la品である。前溝近くを殻口面に対し水
T -34 (7. I 8) (IO) 1型A 平に磨 り落す。両面の研府はT寧である。 体屈 内側20 V庖上部 8. 8 は大部分が自然面とみられる 。

‘’ 4地区 12. 6~ 完成品。破 捐品である。前溝近くを 殻口 面に対し水
R -14 (3. 5) (8. 6) 1型A 平に房り落す。両面の研磨は丁寧である。体屈内側21 IV雇 14. 2 は大部分が目然面とみられる。

内倒の体 肘部に生物の穿孔瓶が観察される。

‘’ 6地区 12. 2~ 完成品。破 捐品 。蝶塔側部を保持 した破片で 、殻軸S -28 (4. 3) (I 3. I) 1型A を避けて磨り落して貝輪とする。
22 v屈上部 15. 8 

7地区 完成品。破m品。日角の大桔節および体屈左側部のII あ～え ー 12. 9~ 破片である。外面の研磨は徹底。口角の大結節は原
34~36 (5. 2) (6. 9) 1型A 形を尊撞した為、大結節に面を取るように研磨を複23 V Ii灰 I 6. 8 雑に加える 。

集中土壌

" 6地区 13. 9~ 完成品。 破損品 。体屈部分 の破片。内外面の研窮は
キー 8 (4. 36) (3. 5) 1型A 丁寧に施しているが、研磨は外面が合4位方向に施さ24 IV厖上部 15. 0 れた為、外 il.iiは斜面となる。

完成品。破 LA 品。体層部の内唇 • 前溝・殻紬を取り
“ 8地区 16. 6~ 込んで加工した資料である。各面の研窮は徹底して

(4.0) (25. 4) 1型B 施されて いる。 特 に前溝と体 恩の曲りを意譲した研25 試掘 18. I 窮加 工とみら れる 。外 面左側面は曲りに沿うように
面取りの研房を加える。
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第32表b ゴホウラ製貝輪観察一覧

挿 図 出土地点 ぢ さ 孔 径 (cm) 鍔 幅 童紐

分 碩 観 察 庫 項

番 可~ 出土 屈 (cm) 縦 横 （皿） (g) 

完成品。絞揖品。利用部位は訂角の大結節を避けて

第58図 7地区 6. 2 ~ 蝶塔の次体脳部を使用した貝輪の破片 。両面への研

(6. 5) (5. 8) 1型 C 房は T寧である 。外面 のH辺にも研窮を 加え る為、

26 Z -35 7.3 角が取れ ている。 体屈内部 の蝶塔部を除 いて 研磨を

加えている。

” 7地区 縦10.8 未成品。表面（腹面 ）はffl孔を穿ち、孔 の周辺に研

Z -32 4. 2 3. 5 102. 5 1型D 磨を 加えている。 裏面の 体屠および蝶塔 の割 れ面に

27 IV層 横 7.5 は部分的に研磨を加えている 。殻紬を完全に除去 し

ている 。

” 7地区 縦 12.7 未成品。表面（腹面 ） に悶丸方 形状の孔 を成形す

6.0 4. 5 156. 3 1型 E る。子Lの上半分程度に研舒を加えている 。裏面の体

28 Z -35 憤 7.8 層部割れ面には半分 近く 研磨を施 してい る．

” 5地区 縦 12.7 未成品 。表面 〈肛面 ）は縦 長の 楕円形状の孔を穿孔

W -18 4.8 3. 5 154. I 1型 E する。孔の周辺には雑な研磨を施している。裏面の

29 IV層下部 横・1.0 体層お よび蝶塔の引れ面には成長線 で割れている箇

所が多く、研磨が実施されたかどうか は判 らない。

II 6地区 縦 12.7 未成品 。破捐品。体屈部 の一部を欠く失敗品。表面

Y -34 4. 37 (116.0) I型 E （腹面）に子Lのみを穿っている。 研房は ない。 裏面

30 IV層位 下 横 は祖割りのままであり、研窮は実施されていない。

部 (5. I) 

" 
完成品。 破損品。背面には生物による虫位いで アバ

出土地点 2. 0 ~ 夕状を呈する。背面を利用したもので、内面に 蝶階

及び出土 (6. 9) (23. I) n型 A 部の根元が 残る 。蝶階部に t,T寧tJ研磨を加えてい

3 I 吊 不明 2. I る。研磨は体昂の大部分を除いて T寧に実施されて

しヽる 。

” 7地区 l. 7 - 完成品。 破揖 品。背面を利用し たも ので、内 面に蝶

え ー28 (6. 5) (21. I) II型A 階部の根元が残り、その面にも研射を加えている 。

32 IV屈Q下 I. 8 鍔上面 の割 れ面 の研騒は雑 では ある が、 割れ面に b

部 軽 く研窮を 加えている。

’‘ 7地区 完成品。破 捐品。背面を利用したものとみられ、鍔

クー 8 (6. 7) (1. 6) (11.7) ])型 A 上面が破 捐 している。 鍔下面は体屈 の曲りに合うよ

33 IV屈上ilii うに面取り気抹の 研窮を T寧に 施す。表面の研磨は

雑である。

” 7地区 (1. 3~ 完成品。破m品。背面を 利用したも ので、 廿面 の研

(5. 4) (5. 0) n型 A 窮は徴 底し、 T寧である。 鍔の幅が 2~ 3 •• と薄 く

34 Z -35 I. 9) 仕上げられている。鍔の上面の 研窮 !iT寧であ る。

鍔下面は破損面とな って いる 。

第 59図 縦 未成品。背面に円形状の孔を穿つ。孔の周辺に研磨

6地区 (I 4. 6) を施す。内面は体 屈 と蝶階 ・殻釉が除 去され割れ面

V -36 横 3. 57 3. 9 415. 0 11型 C は敲打で潰されている。内面の 蝶陪の一部に僅かな

35 V層 I 2. 5 がら 研肝を加えている 。上唇端部が打ち欠かれてい

る。

” 3地区 縦 未成品。背面に五角形状の粗孔を穿つ。上唇端部の

Q -28 (I 7. 0) I. 97 I. 73 870.0 n型 D 一部が打ち欠かれている 。研印はない。

36 v屈 横

(12. 5) 

” 4地区 i(J6. 0) 未成品。背面に歪な粗孔を穿つ。上唇瑞部は大部分

R -21 I. I 9 I. 37 705. 0 11型 D が打ち欠かれている。研磨 はない 。

37 V層下 < 12. 0 

‘’ 5地区 1(20.4) 未成品。背面に大きな祖孔を穿った為、背面を利用

Y -16 8. 0 6.98 805.0 1型 F する貝輪の製作は困難な状況にある。本ろ腹面加工

38 rv約上部 横 13.4 型の貝綸製作の為に背面へ穿孔した bのとみられる

る。
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品はないが残存部位から 1I型 Aの平面観を推定すると略三角形状の貝輪とみられる。 Il型 Aのゴホウラ
(jt3 l 

利用部などから所謂、広田型と称されるものに含まれる。本タイプに含まれるものを 4点（第58図31~34) 

図化した。

• II型B

背面加工型の製作途中のもので背面に3.7cm~4. 0cmの円形状の粗孔を穿ち体層と殻軸を除去し、上唇の

端部を打ち欠いているものである。研磨は部分的に残存し、背面の孔の周辺 ・腹面の体層前溝や螺塔 ・外

唇に施されている。研磨などによる磨り落し作業の初期段階のものとみられる （同図35)。

• II型C

本タイプは背面の前溝寄りに歪な粗孔を穿ち 、上唇の端部を打ち欠いているものである。歪な粗孔は紐

や縄で緊縛する目的で穿孔されたものとみられる。貝輪の材料となるゴホウラをストックする目的（持ち

運びや管理面）で孔を穿ったものと理解出来るタイプである。2点出土していたので同図36・37に示した。

f . イモガイ製貝輪

大型のイモガイ科であるクロフモドキやアンボンクロザメ等の螺塔部や体層部を利用したものである。

螺塔部を利用するものは螺塔部とほぼ水平に体層部 ・殻軸 ・螺階へ打割を実施した後に体層の打割面（破

損面）と殻頂部を研磨で擦り落しを行ない最終的に貝輸として利用されるものである。本貝輸の製作過程

を窺い知ることのできる未成品や製作途中のものが出土したのでこれも含めることにする。分類に際して

ぱ形態などから I類から 1II類の 3類に分類した。 I類以下の主な分類基準は次のとおりである。鍔の幅が

10mm~25mmの範囲内にある ものを I類とし、 25mm~50mmの範囲内にあるものを 1I類と した。 未成品及び製

作途中のものを 1II類とした。また、必要に応じて各類の中に a・b・ c等の種類に細分した。以下に分類概

念を記述することにする。個々の特徴等については観察表に表すことにした。

• I類

I類貝輪として取り扱ったものは、鍔の幅が10mm~25mmの範囲内に納まるもので、後述する II類よりも

鍔の厚さも Il類よりも厚い。本タイプは皿類とした未成品及び製作途中のものから貝輪として完成された

最終的な形であり、素材を生かした加工により外唇の後溝もデザイン （意匠）のひとつに取り込んでいる

ようである。本タイプは 4点（第60図39~42)が出士しているが、完形品はなかった。素材の利用箇所は

螺塔部と外唇の後溝の部位である。

. II類

Il類貝輪として取り扱ったタイ プは、鍔の幅が25mm~50皿の範囲内に納まるものである。鍔の厚さは I

類よりも薄い。素材の利用箇所は残存部位から推定すると体層を使用するものが主要部位として考えられ

る。本タイプは 3点 （同図43~45)が出土している。完形品はなかった。

．皿類

本タイプは I類貝輪の製作過程で、何らかの理由により製作が中断されたものである。一応、製作工程

を想定して、 a・b・cまでの 3種類 (3工程）に細分することにし、以下に記す。

a (第 1工程） …素材の体層の大半を打割し、殻軸を除去したものである。 3点出土していてその内

の 1点を図示した。 （同図46)。

b (第 2工程）・・・aの第 1工程を終了した後に体層打割面に研磨を加える。この作業と同時に殻頂と

螺塔の擦 り落しを研磨で実施し、螺塔を平坦に仕上げて螺塔の厚みが薄くな った中央付近から9.2mm~ 

10. 2mmの円形状の孔を穿つものである。（同図47)。

C (第 3工程）…bの第 2工程をそのまま踏襲し、引き続き体層打割面の研磨と螺塔の擦り落しを研

磨で実施している。螺塔の平坦面を継続して研磨による擦り落しを行なう為、螺塔の厚みは漸次薄くなる
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第33表イモガイ製貝輪観察一覧

挿図 出土地点 縦長 横 長 孔径 (cm) 鍔 (mm) 重蜃
分類 観 察 事 項

番号 出土凩 (cm) (cm) 縦長 横 長 幅 原さ (g) 

第60図 6地区 11.3~ 3. 8~ 完成品。破損品。螺塔と体屈の一
V -32 7. 4 (6. l) 5. 9 (30. 8) I穎 部を研磨てほぼ水平に擦り落とす

39 v層上面 11.6 11.7 為、鍔に角が出来る。外唇の後溝
pit内 端部は欠落する。

” 5地区 14. 5~ 2. 8~ 完成品。破損品。外唇の後溝端に
キー 3 6.3 6. 0 4.37 4. 13 (31. 8) 1類 も研磨を加え丸味を持たせてい

40 w層 18. 2 13. 3 る。また、鍔の上下端の縁も研磨
で丸味を持たせて仕上げる。

完成品。破損品。螺塔と体層の一
II 6地区 19. 5~ 3. 6~ 部を研磨で螺塔面と水平に擦り落

V -34 (5. I) (12. 7) I類 とす為、鍔に角が生じている。
41 v屑上面 20.3 8. 0 

” 5地区 17. 6~ 3. 3~ 完成品。破損品。鍔の上下端の緑
W-17 (4. 2) (8. 7) I顕 は研磨で丸味を持たせて仕上げ

42 IV層下部 18. 8 II.I る。

" 6地区 30. B~ 2. 9~ 完成品。破損品。螺塔と体層の一
V -35 (3. 9) (12. 3) II類 部を研磨でほぼ水平に擦り落と

43 IV層 3 I. 6 6. 4 す。鍔の上下端の縁に角が生じて
いる。

完成品。破損品。 媒塔を内側より
,, 5地区 35. 5~ 3. 9~ II類 擦り落として体囲のみを利用す

W-19 4. I Cl 7. 0) る。鍔の上下端近くに鍔面に向っ
44 IV附 37.8 4. 4 て斜位に研磨を入れ面を取る。鍔

面の幅がI.4~3. 0mmと狭くなる。

II テスト ・ 47. 3~ 2. 7~ 完成品。破損品。体屈上の鍔縁辺
トレンチ (4. 5) (2 I. 3) n類 に研磨を加え丸味を持たせてい

45 n屈 47. 7 4. 2 る。

" 6地区 未加工品。体屑の大半と殻軸を除
V -35 7. 3 6. 7 155. 5 m類 a 去したもので研磨はない。

46 v層上面

" 6地区 24. O~ 未成品。体層の割れ面に研磨を加
V -35 7, 5 7. 0 10. 9 9. 3 133. 6 皿類 b える。螺塔を擦 り落として平坦な

47 v層上面 24.3 面に仕上げる 。孔は外面より穿
つ。

,, 6地区 24. 4~ 未成品。体庖の割れ面に研磨を加
V -35 7. 5 7. l 35. 8 32. 4 133. I III類 c える。螺塔を擦り落として平坦な

48 V層上面 26.3 面に仕上げる。孔は外面より穿
つ。

ので、薄くな った箇所から打ち欠いて孔を大きく広げていくものである。（同図48)。

なお、本タイプの b(第 2工程）とC (第 3工程）の造物は接続したような状況で出土している点から

2点 （同図47・48) とも孔に紐や縄を通して緊縛された状態でストックされたものとして考えられるとこ

ろである。 また、 a(第 1工程）も上述したストック品 2点とかなり近接して出土している ようである。

ホ．垂飾品

垂飾品としたものの素材は巻貝のイモガイ ・サラサバテイラ ・クロフモドキ・ヒメゴホウラの 4種類を

利用したものである。形態としては円盤状、半環状、符状、鉤状などと豊富である。この中には貝札 （蝶

形など）が含まれている。以下に素材名を前に冠して形態の名称とし、以下に記述するが、貝札について
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は形態や点数も多い為、分類概念を記し、個々の特徴は観察表に表すことにする。

① イモガイ製円盤状製品

第60図49はイモガイの体層や螺塔を研磨によって擦り落して螺塔を平坦に薄く仕上げたものであり 、完

成品とみられる。平面観の状況などから円盤状製品とした。表面には生物による虫食いでアバタ状となる

が、研磨は丁寧である。表面が僅かに盛り上がっている。裏面は螺塔内部の螺階部分で表面よりも幾分か

丁寧に研磨を加えている。縁辺の側面は外唇後溝や体層の一部であり 、外唇後溝を擦り切って体層と馴染

ませている。サイズは長径34.5mm、短径31.7mm、厚さ5.6mm、重罷12.4 g。表土層より出土。

② サラサバテイラ符状製品

第61図50はサラサバテイラの殻底を半環状に打ち欠いたもので、側面観は三角形状を呈する。ペンダン
(;t,1) 

トなどの用途が考えられる。古宇利原造跡で「符状製品」として名付けられたものである。側面に2.5mm 

の孔を両面から穿っている。研磨は殻底の一部と上縁の側面に認められる。サイズは最大長46.4mm、最大

幅19.3mm、最大厚9.2mm、璽蘭7.2g。出土地点は 6地区キー 8IV層より出土。

③ イモガイ製有孔製品

同図51はイモガイの螺塔の縁辺を利用したもので貝輪の破片の両端に孔を穿ち垂飾品への転用品かある

いは同じタイプの貝輪の破片に孔を穿ち 2~3個連結した貝輪として再利用したものとしても考えられる。

本品の平面観は半環状を呈する。表面の両端部近くには外側から2.8mmの孔を穿つ。両面及び上 ・下の側

面への研磨は丁寧である。両端面は破損面であり研磨は徹底せず雑である。サイズは最大長65.1mm、最大

幅9.4mn1、最大厚 6mm、重菌5.9 g。出土地点および出土層は 6地区 T-34V層上面より出土。

④ ヒメゴホウラ製垂飾品

同図52はヒメゴホウラの外唇部を利用したもので垂飾品とみられる。外唇部を水平に殻口面と殻背を磨

り落している。破損品であり両端上縁を欠く 。外唇の周縁部に丸彫り様の沈線を 2-3本一組の単位で3

箇所に施している。研磨は背面の上側面と外唇に主に施されているが、外唇内面と外唇縁辺の研磨は丁寧

である。外唇は素材に沿うように研磨が実施されている状況から素材の形を尊重した研磨 （手法）とみら

れる。サイズは残存最長8.5cm、最大幅3.5cm、外唇の最大厚l.1cm、残存重紐41.1 g。出土地点 ・出土層

は 1地区 D-11試掘トレンチIV層 （伊波式土器と共伴する層）。

⑤ イモガイ製貝札
（註3)

貝札の完成品および未成品が6点出土している。貝札の中には蝶形のものと広田遺跡上層出土のタイプ

が含まれている。個々の特徴については第34表に呈示し、ここでは貝札の形態などから完成品以外に未製

品も含めて大き<I -III型までの 3タイプに分類し、必要に応じて A・Bの2種類に細分した。以下に分

類概念を記すことにする。

• I型
(,E 5) <北6)

I型としたものは伊江島ナガラ原西貝塚 ・具志原貝塚で出土した蝶形の貝札である。本遺跡の例は孔を

穿つタイプであり 、具志原貝塚の例に近似するものであり、 1点のみ出土している（第61図53)。

• Il型

Il型と分類したものの中には広田遺跡の上層から主に出土した有文タイプが1点ある。このタイプを Il

型 A とし （同図54)、無文のものを Il型 Bとした。 Il型 Bには角近くに孔を穿ったものと角に袂りを入

れたものなどが含まれているものが3点 （同図55~57)得られている。

．皿型

本タイプは I型や .Il型の貝札を製作する目的で研磨を縁辺に加えたものとして考えられたものである。

素材はクロフモドキであり、体層と螺塔の一部を縦方向に打ち欠いた破片を利用したものである。 1点の
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第34表 イモガイ製貝札観察一覧

挿図 出土地点 長 さ 高 さ 原さ 重伍 孔径

分類 観 察 事 項
番号 出土屈 (cm) (cm) (mm) (g) (mm) 

第61図 6地区 2. 3 ~ I. 3 ~ 完成品。イモガイ科の体肘下部か ら螺塔近くの部位
X -35 5. I 2. 3 7. 5 I 型 を縦割 りした破片を利用したものである。両側辺に

53 IV屈 3. 8 2. I 左右が対称となるようにW字形の刻みを施してい
貝溜り る。中央上端には凸状に突出した部位を造り出 して

いる。更に凸状突出部の両脇に袂りを入れて凸状突
出部を強調する。中央には横方向に稜が走ってい

て、研磨による稜が造られているようである。孔
は5箇所に穿たれていて中央付近の孔がl.3mmと小さ
い。両側の上下に は2mm前後の孔を 4個穿ってい

る。孔は両面よ り穿たれている。

II 6地区 2. 2~ I. 6~ 完成品。イモガイ科の体層下部を利用したものであ
X-31 3. 2 4. 7 2.5 11型A る。全体的に磨滅傾向にある。文様は片彫りや丸彫

54 IV屑 2.8 4. 0 り気味のエ具で上下の縁と平行に細目の沈線を彫り
貝溜り 込んでいる。上下の文様の中に太目の沈線をほぼ平

行に二列彫り込んでいる。上位の太目沈線と下位の
細目沈線の隅角は上下が対称となるような鉤を短か

く人れている。文様がかなり簡紫化された感じを受
ける。孔は右上隅に外面から穿たれている。文様や
孔の穿孔状況から貝札の半欠品の破損側面に研磨を
加え、孔を穿ち再び貝札として再使用したことが考
えられる。

II 7地区 I. 2~ 完成品。イ モガイ科の体屈下部から螺塔近くの部位
Z -30 3. 2 3. I 6. 9 n型B を利用したも ので平面観が角欠きの方形状を呈す

55 IV層 3. 3 る。研磨は入念に外面や各側面に施されている。内
面の上端近くも下端に研磨が集中的に施されてい
る。

II A -38 3.1~ 完成品。破損品。体層下部から螺塔近くの部位を利
N層最下 (2. 8) 2. 9 (8. I) 11型B 用。貝輪からの転用品とみられる。貝輪破片の破損

56 部 6. 4 面に研磨を入れて角を丸く仕上げたものとみられ
る。左下寄りに孔を両面から穿っているが孔がズレ
ている。

,, 
6地区 2. 8~ 2. 2~ 完成品。破損品。ゴホウラの背面とみられるものを
キー9 (2. 7) (2. 7) (4. 5) II型B 利用したものである。右側面は直線的な研磨である

57 IV府上面 4. 6 2. 3 のに対し、下位の側面は湾曲気味に研磨を施してい
る。孔は両面から穿たれている。

II 6地区 3. 3~ 未成品。破損品。イモガイ科のクロフモドキの体層
Y -35 5. 2 (5. 0) (4. 5) ill 型 下位から螺塔近くの部位を利用。上端部は破損で欠

58 V層上面 9. 2 落、他の三辺は研磨で擦り落されている。
pi I 

み出土している （同図58)。

⑥ ゴホウ ラ製鉤状製品

ゴウホラの貝輪の破片を利用したものとみられるもので第61図59に示した 1点である。本品は貝輪の破

片の両端に入念な研磨を加えて丸味を持たせて仕上げて完成させている。用途については判然としないが

垂飾品として取り扱った。サイズは最大長6.6cm、最大幅9.4mm、最大厚 6mm、重品4.3 g。出土地点 ・出

土層は 6地区V-34V層上部より出土。

⑦ 用途不明

同図60はイモガイの体層部の破片を利用したものとみられるものである。下端を欠落しているが平面観

が縦に長い半月状を呈するものが推定される。側面観は僅かに湾曲 している。両側而の研磨は表面よりも
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第35表県内主要遺跡出土の貝製装飾品との比較枕兄

器種・素材
貝 輪 垂 飾 品

オ オ メ シ ゴホウラ イ モ イ サ イ ヒ 貝札 ゴ 用 合
オ オ ン ヤ ガ イ モ ラ モ メ ホ
ツ ベ ガ コ

＾ 
ガ サ ガ ゴ I] 型 ウ 途

夕 ツ イ ガ 完

＾ ^  
ヘ イ /¥ イ ホ I m フ

ノ コ イ 製 未 完 未 製 テ 製 ウ 鉤 不
Jヽ ゥ 口 製 成 製 円 ィ 有 ラ r 

状ロロ

ガ '-' 品 品 品 盤 ラ 孔 製 A B 製 明 計
サ 、一 、- 、一ノ 状 符 製 垂 型 型 品
ガ I I] 製 状 品 飾
ィ 型 型 品 喜 品

時期・遺跡名 ・文献番号

シヌグ堂遺跡 ① 3 3 

中 高嶺遺跡 ② 4 I I 6 

地荒原貝塚 ③ 2 2 15 14 5 II 49 

期 知場塚原遺跡 ④ 1 I 

熱田第二貝塚 ⑤ 13 13 

具志原貝塚 ⑥ 4 2 I I I 2 ll 

ナガラ原西貝塚 ⑦ 6 ， 4 I 191 1 2 220 

後 阿良貝塚 ⑧ 2 2 1 5 

具志堅貝塚 ⑨ I 10 11 

備瀬貝塚 ⑩ I I 2 

宇堅貝塚 ⑪ ・ ⑰ 3 I 4 

アカジャンガー貝塚⑫ 2 2 

木綿原遺跡 ⑬ 3 4 I 3 4 15 

期 北原貝塚 ⑭ 3 2 I 6 

清水貝塚 ⑮ 12 I 0 2 6 ， 2 6 47 

米須貝塚 ⑯ I I 

小 計 25 29 13 4 4 33 23; 18 7 11 2 2 

゜0 II 

゜゚ ゜゚
396 

合 計 370 15 

入念に施されていている。裏面の研磨は他面よりも雑であるが周縁部に研磨が集中する傾向にある。サイ

ズは残存長4.02cm、最大幅9.7mm、最大厚3.2mm、残存重塵4.5 g。出土地点と層は不明である。

小結

本追跡出士の貝製装飾品の類似例を県内の主要遺跡と比較を試みたのが第35表に呈示したものである。

貝輪の中でオオッタノハ製貝輪が中期の追跡から出土していないことが今のところ傾向として窺い知るこ

とが出来る。また、ゴホウラ製貝輪の I型と貝札も中期の追跡から出土していないことが改めて再確認で

きるとともに弥生時代相当期に所属する時期のものであることが推察認識出来る。

本遺跡のゴホウラ製貝輸の未成品については、腹面加工型の I型 D~I型 F3タイプであり 、島袋
（註 7)

春美分類の II類の範疇に入るものである。背面加工型の未成品は II型 B・II型Cの2タイプが島袋分類

のI類に所属するようである。II型と仮称したところのゴホウラ製貝輪については、木下尚子教授は次の
Cif8) 

ような見解を述べている「この地域は、縄文時代晩期末～弥生時代前期前半頃、最も早く南海産貝輪を入

手する。それらはゴホウラ ・イモガイ ・オオッタノハを用いたまる型貝輪であった。いずれも沖縄諸島で

古くから用いられていた貝輪と同じ形態をなす。……中略……南海産まる型貝輪を九fl、1と南島で比べてみ

ると、貝の利用部位や細部の造形に、わずかではあるが明瞭な相異が見出せる。九州人の南海産貝輪は、
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使用開始期から九1+1製であったといえる。」。木下教授は県内外の遺跡から出土する貝輪を時代別に系統的

に分類を試みて立証している。
（牝 9)

その他に安里嗣淳氏は腹面型の未成品 （製作途中）については 「南島は 「素材の提供者」としての立場

にあった。……中略……素材を入手する例としては、遠くからもたらされたゴホウラ貝から腕輪を造るに

あたっては、その成功度 （完成品の歩留り ）を高める必要があるため、自然貝そのままではなく 、最初の

打割穿孔工程を経たものを求めた。一方、提供者にとってもそれは軽罷化 ・堅持の合理化につながった』

と述べている。県内の遺跡の出土状況からも今のところ安里氏の上述の見解は有力な説として考えられ、

納得できるようである 。 安里氏の見解を具体的に県内出土の貝の集積遺構を検証した岸本義彦 • 島弘の両
（註IO)

氏はゴホウラの集積造構は、住居址との関わりで把握できたことを見解とし述べている。さらにゴホウラ

の集積遺構は交易品としてのストックであること公算が大きいとの見解を示している。
（社JI)

イモガイ製貝輪については、完成品が最も多く出土した遺跡として地荒原貝塚があり、完成品 （完形品 ・

破損品） 14点得られていたが、製作途上のものがイモガイ円盤状製品 (5点）が貝輪から除外されていた

が、本遺跡の出土例から地荒原貝塚のイモガイ円盤状製品が貝輪製作工程の中にあることが今回、初めて

確認されたことは費重な発見であった。

最近になって、ゴホウラ製貝輪の製作工程に関する資料として、読谷村の大久保原遺跡 （腹面利用タイ
(:.J:12) 

プ）と高知口原貝塚 （背面利用タイプ）の例から製作工程のモデルのひとつとして仲宗根求氏は検討を行っ

ている。

註

註]. 三島 格 ・橋口達也 llI 南海産貝佐に関する考古学的考察と出土地名表 「立岩遺跡」 福岡県飯塚市立岩遺蹟調査委貝会

編河出柑’房 1977年。

註 2-註］に同じ。

註3-a. 国分直ー ・盛国尚孝「種子島広田の埋葬遺跡調査概報」「考古学雑報」 第43巻3号 日本考古学協会 1958年。

b. 国分直ー 「南局先史時代の研究j 脱友社 1972年。

註4.上原 祥ほか 「古宇利原遺跡発掘調査報告杏」 今帰仁村教育委員会 1983年。

註 5.安里嗣淳ほか 「伊江島ナガラ原西貝塚緊急発掘調査報告嘗J 伊江村教育委貝会 1979年。

註 6.安里嗣淳 ・盛本 勲ほか 「伊江島具志原貝塚の概要J 沖縄県教育委貝会 1985年。

註 7.島袋春美 「南島からみた貝の交易一弥生時代を中心に一」 特集 貝の交流 〈シェルロード〉考古学ジャーナル No311 

1989年。

註 8.木下尚子「南海産貝綸交易考」 横山浩一先生退官記念論文集 I「生産と流通の考古学」 横山浩一先生退官記念事業会

1987年。

註 9.安里嗣淳ほか 「伊江島阿良貝塚発掘調査報告」 沖縄県教育委員会 1983年。

註10.岸本義彦 • 島 弘 「沖縄における貝の集積遺構ーゴホウラ ・イモガイを中心にー」「紀要J 第2号 沖縄県教育委員会文化

課 1985年。

註11.大城 慧 • 島袋春美ほか 「地荒原貝塚一個人住宅建築工事に係る発掘調査報告ー」 具志川市教育委貝会 1986年。

註12.仲宗根 求 「ゴホウラ製腕輪」 の製作工程に関する資料南島考古だより 沖縄考古学会 第53号 1995年II月15日。

表中の註文献

① 金武正紀 ・比嘉春美 「シヌグ堂遺跡J 沖縄県教育委員会 1985年。

② 金武正紀 • 島袋春美ほか 「宮城島遺跡分布調査報告 （高嶺遺跡） 」 沖縄県教育委員会 1989年。
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③

①

⑤

 

大城 愁 • 島袋春美ほか 「地荒原貝塚一個人住宅建築工事に係る発掘調査報告ー」

岸本義彦ほか 「矧場塚原遺跡J 本部町教育委員会 1988年。

金武正紀 ・阿利直治ほか 「恩納村熱田第 2貝塚発掘調査報告柑J

l979年。

具志JII市教育委員会 1986年。

日本箭信砲話公社沖縄電信電話菅理局 ・沖縄県教育委員会

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

 

安里嗣Ii享・盛本 勲ほか 「伊江島具志原貝塚の概要」

安里嗣i卒ほか 「伊江島ナガラ原西貝塚緊急発掘調査報告店J

安里嗣i阜ほか 「伊江島阿良貝塚発掘調資報告」 沖縄県教育委員会 1983年。

弘ほか 「具志堅貝塚発掘調査報告J 本部町教育委員会 1986年。

弘ほか 「備瀬貝塚一下水道工事に伴う緊急発掘調査報告ー」 本部町教育委員会 1986年。

具志川市教育委貝会

沖縄県教育委員会

伊江村教育委貝会

1985年。

1979年。

岸本義彦 • 島

島

金武正紀 ・比嘉春美ほか 「宇堅貝塚群ーアカジャンガー貝塚発掘調査概報J 1980年。

⑫ ⑪に同じ。

⑬ 当兵嗣ー ・上原瀞ほか 「木綿原」 読谷村教育委員会 ・読谷村立歴史民俗；臼科館

⑭ 盛本 勲ほか 「北原貝塚発掘調査報告古」 具志川村教育委員会

⑮ 盛本 勲ほか 「清水貝塚発掘調査報告也」 具志川村教育委員会

⑯ 湖城 消ほか r米須貝塚J 糸満市教育委員会 1985年。

1978年。

1995年。

1989年。

第 4節 骨製品

第62図は本追跡出土の骨製品で、大別すると実用品と装飾品、用途不明、未製品に分けられる。出土状

況は第36表に示した。これによると実用品が多い。紙面の都合上主なものを図示した。

第36表 骨製品出土状況
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実用品

ィ．骨針

骨針は 7点出土し た。出土状況をみると 1地区]]C層、 6、 7地区のm層で 1個、N層で 4個、V層

（土城2)で 1個の計 7個である。いずれもイノシシの誹骨の端をカットし尖らしたもので、先端は平刃

のものとポイント状のものがある。本品は沖縄貝塚時代前W、V期に多く見られるが、後期のアカジャ ン
W 11 LiE2l 

宇堅貝塚、具志原貝塚からも出土し、刃の部分にバリエーショ ンがあるようにおもわれる。

1 . 

ガー貝塚、
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第37表骨針観察一覧 △残存部 単位： ？

笥図 ~* 骨 部位 ~/i 観察事項 昴•大且 最大幅 最大厚 携 り、リット 雇 HZ  

第62旦 1イ／歿 膝竹 破 先端部は尖らすが、片刃的である △ 66. 9 6. 3 4. 3 7 令-9 IV 

図版55

2 破 焼けている。黒褐色～褐色、針先 △ 70 0 s. 7 3. 5 7 z-35 IV 

旦刃残は片る刃ri、mn甜も部ll)j'K瞭t凡でつやがある

3 破 近位部利用、先端部残存する。刃 △ 35. 4 5. 5 3. 5 6 x-34 IV 

こぼれはみられないn

4 破 先端は祖く削るが、鋭 くなく、軸 △ 40 0 6. 4 3 6 7 ヤ9 IV 

＇ 

頂部の可能性も考えられる。

4a 破 偏平刃、横に研磨痕、先に刃こぼ △ 37. 7 6. 3 3. 6 I F-15 n 30~ 

I 
れ有り。

35 

4c 破 研磨痕が顕著に尖る。 △ 28. 3 4. 6 2. 8 7 あ～え V 土荘
34-36 

4b 破 調整は他に比べて祖いが、刃先は △ 35. 4 4. 3 3. 1 7 T・T-6 田

鋭く仕上げている。刃こぼれはみ

られない。

ロ．骨鈷

同図 5はイノシシの下顎の左切歯の両端を鋭く尖らし、ポイント状にしたものである。エナメル質部分

もかなり削 りこんでいる。下部も削 り込んでるため、空洞にな っている。完形品で最大長43.2mm、最大幅

6. 1mm、最大厚4.3mmを測る。 7地区あ ～え-34~36 V層灰集中部の出土である。類例は見られないが形状

から利器的要素が強い。

同図 6はイノシシの四肢骨の反った部分を用いたもので、一端は舌状に加工し、他の端は柄の部分に当

たり、ゆるやかに細くなる。厚さは柄の部分で2.2mm、刃先の部分でl.6mmとかなり薄い。全体に研磨調整

が顕著で光沢がある。残存部の蔽大長△33. 2mm、幅10.1mm (柄の部分8.3mm)を測る。 1地区 D 11 II層

最下部の出上である。

ハ．ナイフ状製品

同図10はクジラの肋骨と思われるがはっきりしない。おそらく肋骨を両面から削り、幅20mmの板状にし

たもので、横断面は先端部が長楕円、軸長側が長方形状を呈する。頭部から63mmの所に 3箇所程袂りを施

す。残存部の最大長△159. 8mm、幅15.4mrn~20mrn、厄さ7.2mrn~ 10. 5mmを視ljる。7地区 Z-34N層最下部の

出ヒである。

二．骨錐

ジュゴンとクジラの 2点が出土した。

同図 9はジュゴンの肋骨を用いたもので先端部は43.3mmの刃面をもち、片刃状に削る。軸頂部は若干破

損するが粗削りのままである。全体に仕上げは雑である。最大長99.2mm、幅24.7mm、厚さ18.1mmを測り、

6地区 W -30N層の出土である。

同図21はクジラの肋骨を縦に半裁し、先端部を尖らしたものである。全体形は肋骨の特色をいかし、ゆ

るやかに湾曲する。軸頂部は横位に切り痕が囲続し、尖端部は丸味を帯びる。最大長 1mm、最大幅45.0mm、

庫さ24.3mmを測る。7地区 Z-34Y層下部の出土である。クジラの骨は他に径25cm、厚さ7.2cmの椎体が

ある。 1個体を解体したのが別のところから手にいれた可能性も考えられる。かなり大きい資料で錐とし
(113) (IE4) (註 5)

てよいか疑問も残る。クジラの製品は渡喜仁浜原貝塚、古宇利原遺跡、古我地原貝塚、沖縄貝塚時代前N、
（註6)

V期から主に出土している。後期の遺跡では消水貝塚などでみられるが材料自体が手に入りにくいものだ

と思われる。
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2. 装飾品

ィ．サメ脊椎有孔製品

2個出土した。同図12はその 1つで最大径23.2mm、最大匝10.9mmを測る。縁は一部破損し、孔は3.1mm 
を測る。 1地区 E-12 II c層の出土である。製品は大きい方である。また、同じ半損しているが推算径は
21. 9mmのものが同じ場所から出土している。

ロ． ジュゴン有孔製品 （未製品）

同図11はジュゴンの肋骨をかなり削り込んで加工したのものである。平面形は緩やかに湾曲し、イノシ
シの下顎犬歯を想起させる。一端に穿孔の痕があり 、径は片側が6.1mm、他方が4.6mmを測り貫通しない。
孔のあけ方のわかる好賽料である。本品は最大長50.4mm、幅はll.4mm~7.8mm、厚さは11.4mm ~ 10. 4mmを
測り、横断面は上辺が隅丸の台形を呈し、下方に徐々に太くなる。出土地は 1地区で D-16のII層と 1V
肘のものが接合出来た。

同図13はジュゴン肋骨を横位に切断し、研磨加工を施したものである。切断面に削り痕、側面に切断痕
が2か所確認出来る。また、片面に穿孔の跡あるが1お通しない。 7地区Z-231¥/陪の出土である。径26mmX
23mm、厚さ20.4mm、重さ11.1 gを測る。

同図14はイノシシの四肢骨を半裁し、両面からていねいに研磨加工する。形状から中央に幅10.0mmの方
形の孔を 2個配する。孔は平行四辺形を想起させる。形状から装飾品の類と考えられる。残存部の最大長
は35.1mm、最大幅9.1mm、厚さ3.3mmを測る。 1地区 D-111]陪20125cmから出土した。
3. 用途不明

ここにまとめたものは形状から用途を推測するのは不可能なもので従って材質別に まとめた。
ィ．イノ シシ？

同図 7はイノシシの右尺骨の近位部を縦に半裁し、両面を研磨したもので、他に加工痕はなく、裏面は
随空が残る。最大長△33.0mm、最大幅19.6mm、厚さ5.3mmを測る。 1地区 F-16 IJ c層の出土である。

同図15はやはりイノシシの右腔骨を一部半裁し、さらに研磨加工したもので両端は欠損する。縦に研磨
痕がみられる。最大長△43. 5mm、幅13.2~ 11.1mm、厚さ2.7 ~3. 7mmを測る。 1地区D-15+ F-151Ic 
培（接合）の出土である。

ロ．ウミガメ

同図16はウミガメの背甲板を用いたもので破損品である。周縁部は上部と側緑部に 2mmほどの扶りを施
す。また、周縁の加工は削り込んだあとさらに、角に丸味を持たせている。色調は白～黒褐色を呈し、焼
けたものとおもわれる。残存部の最大長42.6mm、最大幅47.3mm、厚さ10.6mmを測る。 6地区 X-351¥/層
蔽下部から出土。袂りを入れるのは、夜光貝製匙にもみられるように、沖縄先史時代の骨 ・貝製品に見ら
れる製作法である。

同図17はウ ミガメの行甲板に径5.7mmの孔を施す。周縁は破損しているため、詳細は不明である。裏面
は褐色を呈する。残存部の最大長32.0mm、幅33.0mm、I且さ6.0mmを測る。 6地区 Y-311¥/陪の出土であ
る。また、同様の製品が同地区 X-351¥/附からも出土している。最大長△3. 26mm、最大幅3.29mm、最大
孔は径4.6mmを測る。

4. キズ有り
ジュゴン、イノシシ、ウミガメの廿に溝状の切り痕がみられるものである。食するためか、製品にする

ためか不明であるのでここにまとめた。

小結

本追跡出土の骨製品は種類、屈とも他の遺物に比べて非常に少ない。また、ジュ ゴンも大批に捕獲して
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第38表 キスあり観察一覧
単位 ：唸/

大

179. 0 29. 9 24. 4 7 あし'-34、 V 集中土漿
35 

145.0llB.4117.5171う～えー V 上
33 

142.5119.5117.917 あー35 IV 最下部

20 I I近位端～遠位端。肋骨の稜の所に削り痕がI2sa.0l20.s11s.sl無 不明
し

いるが、製品としてはさほど使用されていないのは時代的なものが秤景にあるのだろうか。クジラの製品
は沖縄の先史時代の中でも出土砿の少ないものである。その中でイノシシの骨を半裁したものは初めての
出土である。用途については今後の；貧料の追加を待って検討したい。ウミガメは 3点の出土があるが、扶
り入りは夜光貝の影響か。

註

,.t: l. 沖縄県具志川市教介委且会 「宇堅貝J尿群 ・アカジャンカー貝塚発掘溝介報告」 1980年3月
,,1: 2. 沖縄県教脊委且会 「11直島具志原貝塚の概要」r沖縄県文化財調査報；';-,_If 第61集J 1985年 2月
.. l:3. 沖縄県今鉗仁村教行委H会 「渡~仁浜貝塚凋1i:報告',_If〔I〕」「今帰仁村文化財，逗1査報告 第 1集」 1977年 3月
nt 4 . 沖縄県今帰仁村教介委且会 「 占宇禾lj原逍跡発掘調介報告，I~」「今紺仁村文化財湖査報告"l~ 第8集J 1983年 3JJ 
,,J:5. 沖縄県教行委且会 「石川市占我地原貝塚ー沖縄自動 I胆直 （石川~IJIS"iil間）建設L'f.に伴う緊忽発掘調1i:報告，!)'(6)-」「沖

縄県文化財講介報告苔 第84集』 1987年12}]

,,1:6. 沖縄県具志川村教'({委n会 「清水貝琢 梵掘,J/,lif.報告杏」「具志川村文化財溝査報告，1団第 1集J 1989年3月
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第 5節土玉製品

大きさが約3cm台の上玉製品で計6点得られた。内 5点は完形品。残る l点が欠損品からなる。上器と

同じく焼成によるもので赤褐色をおびる。胎土には多屈の白砂、石英、黒色鉱物の微砂粒が滉ざる。出土

地は 6地区 w-27~28のN陪を中心に検出され、ほぽまとまった状況を呈 している。

第39表土玉製品観察一覧

~ 〗]胃片言互罪詞豆鱈こごご乞：］言；~i i lv-za 
一部欠損箇所がある。

3 12. 4512. 3312.0312. 3112. 71平面形は円形。孔の位置が片側により、球体 I IW-25 

も一方が厚くなる。孔径は小さい。赤褐色を

担
4 12. 8812.5612.1513. 6118. 41平面形は円形。-flの位四はほぱ中央にあり丸球 I IW-27 

状をなす。

5 l 2.78 l 2.5l l l 6.4 l 5.7 l l2.6 l平面形は一方がやや尖：塁~~~Lは大きく中 I W-27 V 慧i検出

6 12. 4'11. 8411.9513., 110. 6 I半欠落している。孔の位置は中心よりはやや い.lJ-
1 れる

□ 0ーロ

3
 

5
 

第63図土玉製品
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第 6節青磁

青磁片が5片得られていたので、これを図化することにした。内訳は碗 2片 （口縁 ・底部）、盤2片

（口縁 ・胴部）、杯 1片 （口縁）、皿 （口縁）の4器種であった。以下に個々の特徴を記す。

1. 碗

第64図 lは厚手の内樹するタイプの碗で、内面口縁端部に明瞭な稜が走っている。外面口縁に三本単位

の櫛描きによる波頭文を施している。波頭文の直下には線彫りによる蓮弁文を描いている。素地は灰白色

の粗粒子で微細な白色鉱物や灰黒色の鉱物を多く含んでいる。釉は厚く 、両面に施している。釉色は黄緑

色で、透明である。貫入はない。器厚は 6mmを測る。推算口径は14.2cmを求めた。 1地区 I-17採集。

同図 2は碗の底部近くの破片で、高台際での推算直径は6.2cmと求められた。見込みに圏線と印花文を

施している。素地は灰色の細粒子である。釉はやや痺く 、高台脇まで施している。釉色は淡青色を呈して

いる。貰入はない。 1地区 C-13 I層60~70cmより出土。

2. 盤

同図 3は鍔縁盤の口縁破片で、鍔端を軽くつまみ

上げている。内体面に 3本の櫛目で蓮弁文を描いて

いる。櫛目の単位は 3~5本が考えられる。素地は

灰白色の細粒子である。釉は厚く 、両面に施してい

る。釉色は黄緑色の釉で、両面に粗い貰入がみられ

る。 1地区 I-14の畦の東壁より採集。

同図 4は高台に近い箇所で破損した胴部片で、内

面に陥圏線がみられる。素地は灰白色の微粒子であ

る。釉はやや厚く、両面に施している。釉色は淡青

緑色を帯びている。両面に粗い貰入が観察出来る。

表採資科である。

3. 杯

同図 5は外面に陽圏線を施し、圏線の上下に弁先

のない線刻蓮弁を描いている。内面は幅広の丸箆で

蓮弁を描いている。素地は灰白色の細粒子である。

釉色は明青緑色を呈 し、釉を両面に施している。両

面に粗い貫入が認められる。推算口径は11.5cmを測っ

た。8地区ク ー2より採集。

4. 皿

同図 6は無文の外反口縁皿の口縁賓科で、腰部で

「く 」の字状に屈曲する。素地は灰白色の細粒子で

ある。釉色は明青緑色を呈し、両面に施している。

両面に釉が施されている。貰入はない。出土地点と

陪は II層の Pit.440より出土。

小結

波頭文と線彫り蓮弁文を施した碗は、今のところ
(.ltJ) 

首里城跡にその類似例をみることが出来る。首里城

~ 

、＼二了
2
 

(]~ ー□：／
召 一均~ 6 

こ□□］
5
 ゜

5cm 
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跡の出土状況を検討した場合、 首里城跡では雷文帯碗や線刻細蓮弁碗などと共伴していることが確認さ

れていたので、この種の碗は今のところ15世紀中頃~16世紀に位囮付け られるものとして考えられる よ

うである。
註 2)

杯の類例は、 今のところ今帰仁城跡の出土品に懃められ、蓮弁文杯と して分類されているものに類似

するようである。

註

註 1. 上原 耕「首里城城郭、西のアザナの調査」 「文化謀紀要」 第10号 沖縄県教育庁文化謀 1994年3月。

註 2.金武正紀 • 宮里末廣ほか 「今帰仁城跡発掘調査報告 IJ 今婦仁村教育委員会 1983年。

第 7節白磁

白磁の胴部破片が2片出土している。 1点は白磁玉縁碗もしくは端反碗の胴部片とみられるものであ

る。他の 1点は白磁外反碗の胴部である。以下に個々の特徴を記すことにする。

1. 白磁玉縁碗か端反碗

第65図 lは薄手の胴部片で、内面腰下部に片切り彫りによる圏線を施している。素地は白色の微粒子

である。釉は薄く、外面の腰下部まで施す。内面は総釉。釉色は淡灰白色で透明である。貫入はない。

外面の調整は削りを丁寧に施して仕上げるが、部分的に雑な削りが入っている。内面は輛櫨痕が丁寧に

施されて仕上げるが、一部分盛り上がっている箇所が認められる。器厚は 3~ 4 mmを測る。胴上部の最

大径は15cmを測る。8地区クー 3IV層面より出土。本資科は白磁玉縁碗の可能性が強い。

2. 白磁外反碗

同図 2は内面に浅目の片切り彫りの圏線を施す厚手の碗である。素地は灰白色の微粒子である。釉は

厚く 、外面の腰下部まで施 している。内面は総釉する。釉色は淡灰白色で、不鮮明な色合いとなってい

る。貫入はない。高台際に削りを入れている。推定高台径は 7cmを測る。出土地点と出土層は不明。

小結

白磁王縁碗か端反碗の胴部片とみられるものは、
（註 I)

金武正紀氏編年に順じるとすれば、本資料を 白磁

玉縁碗として考えるならば玉縁碗の碗 Iに該当す

るようである。時期的には11世紀末~12世紀前に

所属するようである。端反碗の胴部として取り扱っ

た場合、時期的には玉縁碗と平行する時期であり 、

時期的な差においては、問題は生じない。

白磁外反碗として取 り扱った胴部片は、今帰仁
1,1: 2) 

城跡の白磁碗m類に相当し、発掘担当者の金武正

紀氏は次のような時期を設定している「山北（今

帰仁）王が中国交易を行った1383~1415年を中心
(;!3) 

に将来されたと考えられる。」この種の碗は、勝
（註4)

連城跡からも出土しているようである。

、＼二］三 ／
¥.._ ________ l:: ―こここ-ここーこ」

2
 

゜
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註

o.t 1 . 金武正紀 「沖縄における12・13世紀の中国陶磁器」「沖縄県立博物館紀要」 第15号 沖縄県立博物館 1989年。

註 2.金武止紀 • 宮屯未廣ほか 「今帰仁城跡発掘調査報告 IJ 今帰仁村教介委貝会 1983年。

n.E 3 . 金武正紀 「沖縄の中国陶磁器」 「月[Ill考古学ジャーナル」 特巣 ・琉球王朝の考古学 第320号 ニュー・サイエンス社

1990年6月号。

.,J:4. 安里嗣浮 ・大城秀子ほか 「勝連城跡ー南貝塚およぴ二の）L北地点の発掘調査ーJ 勝述町教有委員会 1984年。

第 8節染付

明代~irf代の染付片が7点得られている。器種は碗と杯の 2器種のみであった。以下に個々の特徴を記

述することにする。

1. 碗

第66図 lは口縁を欠くが、頸部の状況から口縁が1生かに端反るタイプの碗とみられる。外面のみに文様

が残存し、淡野色の呉須で葉文を描く 。釉色は淡青白色を帯びる。索地は淡灰白色の微粒子。打入はない。

表ヒより採梨。

同図 2は口縁が直口するタイプの碗である。文様は外面のみに施していて、淡灰緑色の呉須で幅広の固

線で描いている。釉色は淡灰白色で、両面に施している。索地は灰白色の粗粒子で、微細な黒色鉱物を多

く含んでいる。 7地区 Z-26樅乱附より出上。

同固 3は碗の底部破片で、高台の大半を欠いている。文様はなく 、淡青白色の釉を総釉 した後に見込み

の釉を輪状に掻き取っているようである。見込みの中央の窪みは成形時の指押えによる ものである。素地

は淡灰白色の微粒子である。尚台際での復元直径は 9cmを測る。表採品である。

同図4も碗の底部脊料である。高台際に削りを入れている為、高台外面の稜線が削りで明瞭となる。i炎
灰白色の釉を総釉した後に見込みの釉を掻き取っている。素地は淡灰白色の細粒子である。高台際での復
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元直径は7.2cmを測る。表土層よ り出土。

2. 杯

同図 5は小杯の破片で、口径の推算が5.1cmを求めた。外面の呉須で圏線と草花文を描き、内面の口縁

と胴下部に圏線を施している。釉色は淡青白色を呈 している。素地は白色の微粒子である。piし 6より出土。

同図 6は杯の腰下部の破片である。文様は内面に二本の圏線と草花文を描く 。外面の釉色は茶褐色の透

明釉を施し、内面は淡青白色の釉を施している。素地は白色の微粒子である。高台際での推算直径は2.4

cmを測った。 7地区 Z-24 A'・B'砂層より出土。

3. 碗胴部

碗の胴部片を同図 7に図化した。外面に呉須で蓮弁文と波状文を描く 。内面は構図が不明である。釉色

は淡青白色を帯びている。素地は白色の微粒子である。表採品である。

小結

報告 した染付の中で、同図 2は素地や呉須などから中国南部もしくはベトナムのものとみられる。なお
(,t I) 

同図 2・3・4は阿波根古島迫跡の例からすると 16世紀後半~17世紀中以降の時期に位薗付けられるよう

である。 また、外面に茶色の釉を施した杯も阿波根古島遺跡などからも出土していて、時期的には上記 し

た16世紀後半~17世紀に納まるようである。

註

註 I. 金城亀信 ・照届 孝ほか 「阿波根占島追跡J 沖縄県教育委員会 1990年

第 9節緑釉陶器

緑釉の小壺 とみ られる胴部片が 1点出土していたので、これを図

化した。以下にその特徴を記述する。

1 . 小壺

第67図 1は側面観が 「く」の字状に屈曲 し、丁度算盤玉のような

形態とな っている。文様は屈曲部の上に波状文を施し、同部の下に

は蓮弁文を施している。素地は、淡桃白色の細粒子で、軟質である。

淡い緑色の釉を施す前に下地に白化粧を行っている。内面の調整は

判然としないが、外面の蓮弁文と 一致するように内面が窪んでいる

＼
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” こ》
0
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／ 
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c
 

ǹ
 

状況から指ナデや幅広の丸箆などを使用した可能性が高い。文様や 第67図 緑釉陶器

調整方法などから型物の小壺とみられる。T.T.8のV層よ り出土。

小結
Jt.l) !.f2) (,E3l 

緑釉の報告例として今帰仁城跡 （瓶） • 阿波根古島遺跡 （水注） ・糸数城跡 （壺）などで出土 していて

グスクやグスク相当期の遺跡からしか報告 されていないようである。糸数城跡の資科は13世紀中頃~14世

紀中頃の時期に位置付けられていて、阿波根古島追跡の資料は16世紀に比定されている。

本造跡の責料は須恵器 ・石鍋・ 白磁王縁口縁碗などの出土する II陪~I¥l陪よ り下のV層よ り出土してい

て、本資料が安定した層から出土しているのであれば、 11世紀末~12世紀以前の小壺となる可能性が高い。

もしそうであるのであれば、県内最古の緑釉陶器となるが、今後の類例査料との検討や本格的な鑑定が
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必要であろう 。 また、ここでは緑釉として報告してあるが、二彩や三彩となることも予想されるので、一

応、釉の残存状態から判断して緑釉として取 り扱った。仮りに国産や中国産の緑釉であれば、 8~9世紀
()t.4) 

前半頃の資料となる可能性が高い。本資料の正式な鑑定結果については、将来報告したいところである。

註

註 l.金武正紀 • 宮里末縦ほか 「今帰仁城跡発掘調査報告 IJ 今婦仁村教育委員会 1983年。

註2.金城亀信 ・照屋 孝ほか 「阿波根占島逍跡J 沖縄県教育委貝会 1990年。

註3.金城亀信ほか 「糸数城跡j 玉城村教育委員会 1991年。

註4.財団法人 千葉県文化財センター 「房総考古学ライプラリ ー7 歴史時代(I)J 弘文社 1993年。

第10節黄釉陶器

黄釉陶器の壺の底部片が2片得られている。以

下にその特徴を記すことにする。

1. 壺

第68図 l・2は素地や底造りの成形が一致して

いる為、同一の個体である可能性が考えられた。

一応、個別に特徴を記述する。 1は推算底径が

7. 1cmを測った資料で、底部がくびれた平底気味

の器形となっている。 ＜びれの成形は回転箆削り

で調整され、突出部は丸味を持たせて調整する

（回転箆削り後に回転擦痕）。外底面の調整は、

雑なナデや指圧が残っている。外底面や剪開面の

状況から胎土を円盤状に押し付けた後に身となる

陶土を継ぎ合わす方法で実施されている。内底面

こ 二 I

＼
 ーー

2
 O 3cm 

第68図黄釉陶器

は雑な輛輯成形で仕上げている。内底面には黄色の釉が垂れている。素地は軟質で、桃白色の粗粒子であ

る。 1地区 H-14 II層35~45cmより出土。

2は推算底径が6.3cmを測った資料で、底面の大半を欠いている。成形技法及び素地は 1と同一である。

釉は胴下部まで施しているが、釉は禿げ落ちていて、淡い黄白色となっている。 1地区 H-13 II層30~

35cmより出土。

小結
(.,EI) 

本査料については、東京国立博物館陶磁室長の矢部良明氏に鑑定をお願いした。鑑定の結果、 12世紀前

半の資料であることが判明した。県内遺跡で黄釉陶器がこの時まで遡った；資料はなく報告例もない。褐釉
(.ii'21 

水注の例では新里村遺跡から出土したものが最古であり 、12世紀末~13世紀に比定されている。今後の県

内陶磁器を編年する上で貴重な賓科となることについては間違いはないものとして判断したいところである。

註

註 l. 1994年10月18日に矢部良明氏に実物を現場で鑑定して戴いた。記して謝意を表わしたい。

註 2.金武正紀 「沖縄における12・13世紀の中国陶磁器」「沖縄県立t罪物館紀要j 第15号 沖縄県立t導物館 1989年。
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第11節本土産陶磁器

本土産陶磁器として取り扱ったのは伊万里系の

瓶と近 ・現代の茶碗である。いづれも 2点のみ出

土していて細片化した資料である。以下にその特

徴を記述する。

1. 伊万里系の瓶

第69図 1は染付瓶の頸下部の破片で、呉須で圏

線と鋸歯文を描いている。釉色は淡青白色で、外

面のみ施し、内面は露胎のままである。素地は淡

灰白色の微粒子である。表採品である。

2. 近・現代の茶碗

同図 2は茶碗の底部片で、高台径が2.5cmを測

る。外面の腰中央には、 呉須で斜線と圏線を施し
2 

‘ 第69図 本土産陶磁器

,!-三□＼，
ヽ

高台外面には二本の圏線を施している。外底面に

第12節 須 恵器

゜
5cm 

も圏線を施している。釉色は青白色で、両面に総釉した後に覺付と高台内端の釉を掻き取っている。廃土

より採集。

(oll I 

総数20点が得られていて、全て小破片である。須恵器としたものは、白木原和美氏が類須恵器と提唱さ
(Jt2) 

れたものである。この須恵器の窯は10年程前に徳之島で発見され、カム イヤキで焼成されたものが持ち込

まれたかと考えられるところである。県内の多くのグスク時代遺跡から出土し、報告されている。カムイ
（註3) (,J:,1) 

焼き （須恵器）は日本最南の有人島である波照問島の大泊浜貝塚や最西端の与那国島の炭田崎遺跡からも

出土している。本遺跡で確認された器種で明確なものは壺である。他に胴部片ではあるが薄手の腰折皿か

杯などに該当する資料が得られている。これについては器種不明として取り扱うことにする。以下、壺 ．

器種不明の順に記述することにする。また、胴部の 2・3点は壺と 判断されたので壺で取 り扱うことにした。

1 . 壺
第70図 lは外反のきつい壺の口縁破片である。口縁内面を窪ませて、口唇を尖り気味に成形する。外面

口縁は若干、丸味を持たせて成形し、口縁下端に箆削りを深めに入れて肥厚を造る。外面は回転箆削りを

回転擦痕で消した感じを受ける。内面は回転擦痕が認められる。器色は外面が灰黒色を主体とし、口縁部

は灰褐色を帯びている。内面は灰褐色を帯びる。芯部は茶紫色を帯びる。素地に石灰質の微砂粒が少最滉

入する。口径の推算は12cmを求めた。 5地区カー 4Ile層の出土。

同図 2も外反のきつい壺の口縁破片で、図 1と基本的に口縁形態と成形が一致していて図 lと同一個体

である可能性もあるが、 一応、特徴を記述する。外面口縁に箆削りを入れた為、この部分に角が生じ「く」

の字状となっている。また、肥厚帯直下に箆削 りを入れて削 り取って成形している点 も図 lと共通してい

る。器面調整は外面の口縁に回転箆削り、頸部に回転擦痕が観察出来る。内面は回転擦痕のみが観察され

る。器色は両面とも灰褐色を帯びているが、外面が幾分か濃い色合いとなっている。芯部は茶紫色を帯び

る。素地に石灰質の微砂粒を少醤含んでいる。口径の推算は11.8cmを求めた。
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同図 3は壺の頸下部から肩部にかけての査料である。外面の頸下部に格子状の叩きの痕跡が認められる。

叩きを回転擦痕やナデで消したようである。内面には回転擦痕が観られる。器色は外面が灰褐色、内面は

灰色を帯びている。芯部は茶紫色を呈している。素地に石灰質微砂粒が少批含まれている。頸部の最も締

るところで10.2cmと求めることができた。 8地区クー 4N層上面より出土。

同図 4は外面に平行叩きを入れた胴部片である。外面の叩きは箆で削られ滑らかとなった部分が認めら

れる。内面は目の粗い格子様の当て具を当てた後に刷毛目状のエ具でナデ消しているようである。器色は

外面は淡灰色を帯びている。内面は明灰色を呈している。芯部は茶紫色を呈 し、素地に微細な石英を僅か

に含んでいる。 1地区 F-12 II層30~35cmより出土。

同図 5も外面に平行叩きを施した破片である。内面の当て具は目の粗い格子状の当て具を当てた後に刷

毛目状のエ具でナデ消すが消え切っていない。器色は両面とも青灰色を帯びている。芯部は明茶色を呈し

ている。素地は肉眼では観察できないが25倍ルーペを使用すると微細な石英が僅かに含まれていることが

確認できた。 1地区 E-llII層25~30cmより出土。

2. 器種不明

同屈 6は器厚が2~2. 5mmと薄手の査料である。外面は箆による削り調整で仕上げられている。内面は

回転擦痕で仕上げの調整とする。器色は外面が灰黒色、内面は灰色を呈している。芯部は茶紫色を帯びる。

素地に微細な石灰質砂粒を少祉混入している。表採資料である。

註

註］ ．白木原和美「類須恵器の出自について」

法文論叢

1975年。

第36号 熊本大学法文学会

註 2.伊仙町教育委貝会 「カムイヤキ古窯跡群

0」 伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告内

(5) 1985年。

註 3.沖縄県教育委員会 「下田原貝塚 ・大泊i兵

貝塚j 1986年。

.iH. 与那国町教脊委員 会「艇田崎追跡J

1986年。

第13節 沖縄産無釉陶器

沖縄産無釉陶器で確認された器種は、

壺 ．瓶 ・甕（水甕か厨子甕） ．炉 ・小

皿の 5種類であった。個々の特徴につ

いては第41表に呈示し、図は第70図の

2 ~10に示した。

ここでは本造跡出土の沖縄産無釉陶

器について、 1・2点注目される資料

について考えてみることにする。第70
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沖縄産無釉陶器

図7の瓶の査料は、底部近くに鍛などが認められる状況から焼成中に窯内で傾いた状態で焼かれた際に徽

の発生や粘土が付滸したものである。本来ならば窯出しの段階で廃棄されるかあるいは著しく商品価値の

低い瓶として売買されていた；貧料として考えられ、当時の窯業生産と流通 （生産地と消費地）のあり方を

検討する上で注目される責料である。単純に歪な形をした瓶であってもその機能を十分に満たせば、商品

として流通していたのであろうか。
l,tl) 

同図10の小11Ilの類例は、湧田古窯跡の例があり、灯明皿として使用されるものと銘々皿として使用され

るものが存在するようであるが、両者の区別は口縁資料がない限り困難である。今回は小皿の底部として

報告してある。器形は類例資料などから内樹の小皿が考えられる。

第71図

註

註 I.島袋洋 ・金城亀信ほか 「湧田古窯跡 (11)一県庁舎議会棟建設に係る発掘調査ー」

第14節 沖縄産施釉陶器

゜

、＼ーニ こグ
10 

10cm 

沖縄県教育委員会 1995年。

沖縄産施釉陶器で確認された器種としては、碗 （灰釉碗） ・小碗 （鉄釉小碗） ・袋物 ・油壺 （蓋） ・急

須 （蓋） ・火炉 ・大型急須 （把手）があ り、その他に酒器の口縁とみられるものが出土している。これを

含めると 8器種となる。個々の特徴については第40表に表わした。図化は第71図に呈示してある。

ここでは本遺跡出土の陶器の特徴について概略的に述べることにする。
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前述した 8器種（酒器 ？を含む）

の器に釉掛された釉の種類として、

灰釉 ・鉄釉の 2種類を基本として

いる。その他に素地に白化粧土

を塗付 した後に呉須で亀甲文を描

いて仕上げに透明釉を施した釘彫
（北 1)

り染付や白化粧土に透明釉を釉掛

けしたものがある。飴釉 ・緑釉な

どの資料は未発見であった。主な

ものを以下に記す。

第71図 1・ 2は灰釉碗で施釉の
（註 2)

手法は「フイガキー」によるもの

である為、腰下部から高台は露胎

二 1
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三
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ロニニ＇2 

~ 心
のままである。 2の資料の見込み

に重ね焼きの目痕が観察される。

3は外面に鉄釉、内面に透明釉

（白化粧土）を施したもので類例
（眈3)

として湧田古窯跡で出土していて、

湧田古窯跡の小碗II類に相当する。

内底面は他の小碗を重ねで焼成す

る目的で輪状に掻き取っている。

5の袋物については釉薬に灰緑色

を帯びた透明釉を用いる点に注目される。内面にも釉を施している点や釉色の状況などから検討される器

亨〕
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第72図 沖縄産施釉陶器

種は花瓶が考えられるところであるが、今後の類似資料等に期待される。

註 1. 多和田真淳「琉球陶器の分類学的考察」「琉球の文化J

註

創刊号 1972年。

註2.釉薬に器を浸して掛ける手法であり 、見込みと高台は露胎したままである。

註3.沖縄県教育委貝会 「湧田古窯跡 (I)一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ーJ 1993年。

第15節 その他の陶器

その他の陶器として取り扱ったものは、産地が不明なもので本土の須恵器か陶器。あるいはタイ ・ベト

ナムなどの東南アジア諸国の陶器などの可能性が考え られる。将来の鑑定結果に委ねることとしたい。

ここでは特徴を以下に記述することにする。

第72図は推算口径が15.1cmと求められたものである。残存部位から腰折れの皿もしくは蓋が考えられる

が、ここでは皿として図示してある。腰部は 「く」の字状に屈曲し、頸部で軽く締ま らせた後に口縁を外

反させている。口唇は幅広で9.5mmを測る。口唇の外端は丸味を持たせて成形している。器厚は 5~ 7 mm 

を測る。外面の調整は腰部から上が右から左方向に回転擦痕を加えているが不鮮明である。腰部から下は
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第40表 沖縄産施釉陶器観察一覧

口径
図

器種 底径 施釉範囲 施釉範囲 出土地点
図版 釉 （外面） 釉 （内面） 素地 特 徴 な ど

分類 器高 （外面） （内面） 出土層
番号

(cヽ）

第72図 13. 6 淡灰色。透 同左。 灰白色の微 口縁は総釉。 同左。 直口気味の碗が予想される。口唇に鉄柚が T. T. 1 

図版60 灰釉碗 一 明釉。 粒子。 付者。口縁直下に箆削りを加え口縁を強洞 I層

I している。胴部に細く浅目の圏線とみられ

るものが施されている。

,, ー 無釉。 同左。 淡灰白色の 無釉。 同左。 灰釉碗の高台破片。畳付けが2.5mmと幅が 8地区

” 灰釉碗 7. 3 微粒子。 挟い。高台は両面とも斜位に削り出して成 クー3

2 形されている。内面に重ね焼きの際の胎土 IV層上部

目の目痕が見られる。

” ー 鉄釉。失透 白化粧と透 灰白色の細 高台外面ま 総釉後に見 腰部で丸味を持った小碗。釉は高台内面途

II 小碗 3. 8 釉。 明釉。 粒子。 で施釉。高 込みの釉を 中まで施した後に畳付けの釉を掻き取って

3 台内面途中 輪状に掻き いる。内剖りは深く丁寧に削り出 してい

まで施釉。 取る。 る。

II 4. 4 鉄釉。失透 同左。 茶褐色の細 口縁は総釉。 同左 口縁部で 「ハJの字状に開く 。口縁内面を 1地区

” 酒器？ 釉。 粒子。 僅かに窪ませている。内面の頸部と口唇内 C-13 

4 端に稜諒が認められる点などから酒芯の可 I層

能性が高い。 60-70四

II 灰緑色。透 同左c 灰白色の微 高台際まで 総釉。 腰部で丸味を帯びた袋物。内面の纏鑢痕は 7地区

II 袋物 5. 4 明釉。細か 祖い貫入あ 粒子。 施釉。 起伏が著しく、雑である。 いー26

5 い貫入あり。 り。 攪乱

” 11. 8 灰茶色。透 無釉。 灰白色の微 残存部は総 無釉。 葺上面に丸彫りの浅い圏線を施す。蓋上面 7地区

“ 油壺の 明釉。 粒子。 釉。 の釉が輪状に禿げ落ちている （童ね焼きに あー35

6 蓋 よるものとみられる）。 溝状攪乱

II 9. 0 淡黄白色。 無釉。 白色の細粒 総釉。 無釉。 蓋甲に叉状工具による圏緑と亀甲文を施し 7地区

,, 急須蓋 透明釉。白 子。半磁胎 た後に文様上に呉須を雑に施している。釘 表採

7 （釘彫 化粧。 彫りの染付である。

染付）

II 鉄釉。失透 無釉。 灰白色の細 総釉。 無釉． 内彎気味の器形が予想される。口唇を弧状 8地区

” 火炉 釉。 粒子。 に快って成形する。口縁に丸彫りの斜沈練 クー4

8 文を施す。胴径16cm。 攪乱

" 大型急 黒褐色。 同左。 淡灰白色の 残存部は総 同左。 急須の把手破片で幅3.7四を測る。憤断面

" 須の把 細粒子。微 釉。 は扁平な半円形状を呈する。 表採

， 手 細な黒色絋

物が少量混

入。
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第41表 陶質土器及び沖縄産無釉陶器

口径
図

器 種 底径 出土地点
図版 器 色 素 地 器面調整 特 徴 な ど

分 類 器高 出土屈
番 号

(cm) 

第71図 陶質土 17. 0 外面は黄褐色を呈 細かい。焼成は脆 外面，回転箆削り ロ縁内面が僅かに窪む。外面の類部に回転箆削 1地区

図版60 器 す。 弱。徴細な雲母・有 後に回転擦痕でナ りが顕著に認められる。回転箆削りは頸部を成 J -23 

I 鍋 内面は淡橙色を帯 色物質を多く混入さ デ消す。 形する際に生じたものである。手に粉末が付着 南壁の壁面

びる。 せる。 内面，回転擦痕。 する。 より採集

軟質の胎土。

” 陶質土 両面とも淡橙色を 淡橙色の細粒子。石 両面とも回転擦 炉の底部資料で、高台際に火を受けて変色した 7地区
II 器 7. 2 呈する。淡黄色の 灰質微粒子・雲母の 痕。高台の内外面 淡黄色の釉が施されている。高台の高さは 1cm ウー34

2 炉底部 変色した釉が高台 細片を少量含む。焼 と外底面は回転箆 と高く、削り出しで成形されている。畳付は使 攪乱層。

際まで施されてい 成は良く硬い。硬質 削り。覺付は斜位 用によ って大半が摩滅している。外底面の内到l

る。 の胎土。 に箆削りで成形し りは時計回りに袂り取られている。

て仕上げる。

II 無釉陶 18. 4 両面とも灰茶色の 茶紫色の祖粒子。細 両面とも回転擦根 口縁がラッパ状に開かせた後に玉縁状の肥厚を 3地区
II 器 釉。 かい石英が僅かに混 による調整とみら 造っているようである。肥厚帯下端は袂れてい ウー 8

3 壺 入。 れる。 る。咲開面に縞文様の白色陶土がサンドイッチ II a層

状に入っている。大型の壺の口縁とみられる。

” 無釉陶 12. 4 外面は茶黒色。 茶褐色の細粒子。石 外面は回転擦痕。 肥厚部の側面観は歪な菱形を呈し、口唇を尖ら 4地区
II 器 内面は明茶色。 灰質の細砂粒が少量 内面は水ナデ。 せている。内面に饒鑢成形の際に生じた締り目 0-22 

4 瓶子 混入する。 口唇は回転擦痕。 と3~4mmの陶土が付着している。 攪乱層より

出土。

II 無釉陶 9. 2 両面とも光沢のあ 茶紫色の徴粒子。粗 釉が施されていて 口縁がラッパ状に大きく開く為、口唇が外向き 1地区
,, 器 る茶紫色の釉。 い石灰質砂粒を儀か 判然としないが、 となる。器厚は口唇部で 9mm、類部で 5mmの C-13 

5 瓶子 に含んでいる。 回転擦痕か。 厚さを測る。釉に I.2mm程度の気泡が認められ I雇

る。 60~70cm。

" 無釉陶 外面と外底面は茶 茶褐色の細粒子。石 外面と外底面に雑 底面が浅く盛り上っている。底面からの立ち上 7地区
II 器 13. 6 黒色の器面に光沢 灰質粗砂粒と祖い有 な箆削りを加えて りは、やや内側に閉じ気味に立ち上らせ、その 溝状遺構

6 壺底部 のある灰黄色の釉 色鉱物を僅かに含ん いる。内面は雑な 後に底面近くに削りを加え、底部を強調してい

を施す。内面は茶 でいる。 轄櫨痕が観察でき る。

褐色。 る

,, 無釉陶 ー 外面に茶紫色の釉 茶褐色の粗粒子。石 外面は釉が施され 焼成中に窯内で傾いた為、外底近くに霰が発生 1地区

’’ 器 8. 4 を施す。内面は灰 灰質粗砂粒と橙色の ていて判然としな し、ハマの粘土が付若している。底面は剥賄が 溝状遺構

7 瓶底部 一 茶色を帯びる。 粗い鉱物を少量含ん い。内面は起状の 目立ち平坦面が少ない。

でいる。 ある饒鑢痕。

’’ 無釉陶 ー 外面は灰褐色を呈 茶褐色の細粒子。細 外面の洞下部は観 瓶子の胴部片で、胴上部に 「フ」の字状のヘラ 7地区
II 器 ー し、その上から茶 かい砂粒と粗い石灰 鑢痕で罰上部が回 記号を入れている。胴の最大径は9.4cmを削 Z-34 

8 瓶胴部 一 紫色の釉を施す。 質の砂粒を少量混入 転擦痕。内面は饒 る。 V雇

内面は明橙色の釉 する。 櫨痕と回転擦痕。 Pit. 2 

を施す。

” 無釉陶 ー 外面は灰黒色を呈 橙褐色の細粒子。石 外面はやや左上が 外面に叉状工具による斜沈線文を施し、その上 6地区

" 器 ーする。 灰質細砂拉が僅かに りの擦痕がみられ 下端に丸彫りの園線を施す。上位の圏線は 3本 W-30 ， 水甕か ー 内面は橙褐色。 混入する。 る。内面は饒櫨痕 まで確認される。丑大胴径は22.4cmを測る。サ v雇

厨子甕 と回転擦痕。 イズなどから厨子甕の可能性が考えられる。

” 無釉陶 ー 外面は茶褐色を呈 茶褐色の微粒子。混 外面及び外底面は ペタ底の小皿で外底面が上方向に僅かに盛り上 6地区

" 器 6. 0 する。 入物は観察出来な 回転箆削り。内面 がっている。外面及び外底面の回転箆削りで外 カー7

10 小皿底 ー 内面は灰褐色を呈 し'• は回転擦痕。 面は轄櫨の回転が遅い段階に実施されている 攪乱屈

部 している。 為、削りがやや右上がりに施されている。外底

面の縁端部と底面の箆削りに もズレが生じてい

る。
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箆削りである。内面及び口唇部は外面よ りも丁寧な回転擦痕を加えている。素地は灰白色の柑粒子で、粗

い石英や灰茶色と黒色の鉱物を多砧に含んでいる。器色は両面とも灰白色を呈 している。剪開面には亀裂

様の気孔が一本観察出来る。 1地区 J-llIJ層より出土。

第16節瓦質土器

一例のみ瓦質土器が得られている。壺の胴上部の破片とみられるものである。以下に特徴を記す。

第73図は外面の肩部付近に格子

目状の叩きを右から左方向に叩い

ている。頸部付近にも格子目状の

叩きを加えているが、雑な削り

（縦方向）で消されている。内面

には縦位に長い楕円形状の当て具

を用いているようである。胎土は

粗＜、粗い石灰質砂粒 ・明茶色の物質 ・tllい石英・微細な雲母が混入している。器厚はl.o ~ l. 4cmを測る。

器色は外面が黄白色、内面が淡い橙色を帯びている。表採査料である。

~~-二/
゜

5cm 

第73図 その他の陶器

第17節陶質土器

陶質土器の破片 2点を図化した。器種は鍋と炉の 2種類であった。図は第71図の 1・2に示したもので

ある。個々の観察は第42表に図化した。陶質土器の素地などについて若干、述べることにする。軟質の素

地を用いたものは鍋に、硬質の素地は炉に使用されている。軟質陶土の鍋は手や指先に粉末化した陶土が

付着する。硬質のものは陶器質に近いが、陶土に含まれている混入物は軟質のものと 一致している。器種

による陶土の区別 （使い分け）を意図的に実施されているようである。以上の特徴などについては、湧田
!,r.i) 

古窯跡でも確認されている。

今回、注目された点は、炉の高台に火を受けて変色した淡黄色の釉が施されている点にある。従来、炉

などに施すものと 言えば、白化粧土を塗付する程度であったが、釉を施す例は今のところ報告がされてい

ないようである。今後の類似査料に注目したいところである。

註

註 1.島袋洋 ・金城亀信ほか 「i勇田古窯跡 (ll)一県庁舎議会棟建設に1系る発掘調介ー」 沖縄県教育委貝会 1995年。

第18節滑石製石鍋

滑石製石鍋の破片が5点得られている。内訳は口縁 l点、胴部3点、底部 l点であった。以下に個々の

特徴を記すことにする。
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1. 口縁

第74図 lは唯一の口縁査料であ

る。口径の推算は22cmを求めた。

口唇は斜位に削って平坦に成形し

た為、口唇内端が尖り気味となる

が、使用によって口唇内端は磨滅

している。口唇外端と 口縁端部近

くに横方向の削りを入れた為、角

ヽ

5cm 

が取れ内樹気味の形態となってい

る。口縁の削りはやや斜め方向から実施されたものとみられる。内面は外面よりも丁寧に仕上げられてい

て、調整の方向は判然としない点などから研磨仕上げとみられる。器厚は16mmを測る。器色は内面と口唇

部が茶灰色、外面は灰褐色の煤けた色合いとなっている。 3地区オー8II層より出士。

2. 胴部

同図 2は削りをやや斜め方向から加えられたとみられる胴部片である。内面は丁寧に仕上げていて調整

の方向は判らない （研磨仕上げか）。 器厚は16mmを測った。器色は外面が茶灰色、内面は灰白色を帯びて

いる。 5地区 U-20IV層より出土。

同図 3は底部近くの破片とみられ、外面の削りが横位方向に入る。内面は研磨により 丁寧に仕上げられ

ているが、削りや使用の際に生 じたとみられる条痕と但が斜位に10数本認められる。器厚は13~15mmを測

る。器色は外面が黒色、内面は灰白色を呈する。 1地区 J-12 II層より出土。

同図 4は外面に縦方向の削 りを入れたものとみられるものである。内面は外面よ り丁寧に仕上げていて

調整の方向は不明である （研磨仕上げか）。 器厚は9~ 13mmを測る。器色は外面が褐色、内面は灰白色を

呈 している。 1地区 H-111]層25~30cmより出土。

同図 5は両面とも器面の保持が悪く 、削りの加工面が観察出来ない。器厚は13mmを測る。器色は外面は

灰黒色、内面は灰白色を呈 している。 8地区クー4Ile層より出土。

3. 底部

同図 6は底面から丸味を保持しながら内側に閉じ気味に立ち上ってくる。外面はやや斜位の方向に削り

を加えたとみられる。内面は研磨仕上げとみられるが他と比較して雑な感じを受ける。底面は剥離面が目

立ち調整は不明である。器厚は胴部および底面部分とも 11mmを測った。器色は外面お よび底面は茶灰色を

主体とし、外面が部分的に灰褐色を帯びている。内面も茶灰色を呈 している。 1地区 G-12 II層35~40

cmより出土。

小結

滑石製石鍋の口縁破片の耳や鍔は出土 していないが、口縁の成形や形態などから今のところ森田勉氏の
m 1> は 2)

石鍋A群の耳付き （縦位の把手）に相当するものとみられる。県内では耳付き （把手） の石鍋が熱田貝塚 ・
(:13) 

大泊浜貝塚で出土していて、鍔付きの石鍋は未だ検出されていない。熱田貝塚 ・大泊浜貝塚から出土 した
c.:t4) 

把手のある石鍋は共伴した造物などから12世紀に位置付けられている。本貝塚の石鍋との共伴逍物を検討

した場合、IV層で白磁玉縁碗か端反碗の胴部片とみられるものと須恵器が共伴しているようである。

第74図瓦質土器

、王
ニ―

-a

註 1. 森旧勉 「滑石製容器ー特に石鍋を中心と してー」「仏教芸術」 148 1983年。

註2.沖縄県教育委員会 「熱田貝塚発掘調壺ニュースJ 1978年。
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第75図滑石製石鍋

註 3.金武正紀ほか 「下田原貝塚 ・大泊浜貝塚」 沖縄県教有委員会 1986年。

註 4.註 3に同じ。

第19節鉄製品

鉄製の刀子と鏃が各 1点ずつ出土していたので、以下に特徴を記すことにする。

1. 刀子

第75図 lは残存長4.7cm、身部約2.5cm、茎部約 2cm、最大刀身幅2.8cm、厚さ2.2cm、残存重盛は8.2 g 

を測る。切先部は欠けている。身部と茎部の両端で曲る為、峯の部分からの上面観がゆる＜曲った状態と

なる。茎部と身部の境に僅かばかりの刃区が認められる。全体的に錆でふくらんでいる。出土地点及び出

土層は不明である。

2 . 鉄鏃

同図 2は鏃身が短かい変形菱形を呈するタイプのもので茎部を欠いてる。茎部と身部の間には扶りがな

く、身からスムーズに茎部へ移行する。全体的に錆でふくらんでいて、裏面の半分程度に錆汁が発生して

いる。茎部の横断面は隅丸方形状を呈する。残存長 4cm、刃幅 2cm、刃の厚さ l.5mm、茎部の厚さ 5mm、

残存重趾5.7 g。出土地点及び出土陪は 1地区 G-1311層より出土。
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第20節青銅製品

青鋼製品として取り扱ったものは、太刀の鐸と板状に破損した製品である。鐸は 2片得られているが、

同一個体として判断出来たので図上復元を試みた。板状の製品は 1片のみ出土している。これらの青銅製

111i11の名称や分類等に際しては、鉗と板状製品として名称を冠して以下に個々の特徴を記述することにした。

なお、太刀の鍔に関しては、東京国立栂物館学芸課の小笠原信夫課長、池田宏主任研究官、原田一敏主任

研究官より各氏の鑑定所見を戴いたので、これも紺介した。

1. 鐸

第77図 1は太刀の鐸で図上復元を試みた査料である。節のサイズや重罹については後述するとおりであ

る。復元幅（短軸）は3.54cm、復元長 （長軸） 6.08cm、厚さ1.03cm、残存重砿50.1 gであった。鐸の形態

としては葵葉形に分類出来るものとして考えられる。鎧の耳に沿うように装飾の為の透孔を 4個空けてい

る。耳の形態は角耳のタイプに近いようである。茎孔は楔形が今のところ予想される。鐸中央の扁楕円形

の凹みは柄の縁金物である籍が挿入される部分であり、鐸 ・柄 ・茎を鉗で安定させる目的で凹みを設けた

ものとして考えられた。鐸の錆の状況は柄側の面で淡脊緑色の錆が全体的に認められる。この淡青緑色の

部分が地金とみられる。刃側の面は濃青色の錆が全体的に付着し、部分的に地金の淡青緑色の錆が認め ら

れる。出土地点は 4地区 0・P-21のIICの層より 出土 している。なお、茎孔が楔形であるのであれば、

平造の太刀などが予想できるところでもある。

2. 板状製品

同図 2は板状に破損した青銅製品で用途は不明である。表面の左上寄りに 4mm程度の租孔が穿たれてい

たものとみられる。表面には明緑色の錆が部分的に付済している。内面には鑢による擦り目が交差してい

る状況が窺える。残存幅2.25cm、残存長l.82cm、厚 さ1nun、残存重砿2.3 g。出土地点は 7地区 Z-30の

w層上部より出土。

0平敷屋 トウバル遺跡出土の鐸について （鑑定の所見）

平敷屋トウバル造跡出土の鍔に関する鑑定所見 （上原静史跡整備係長のメモ）を以下に記述することに

する。鑑定年月日は平成6年 2月28日午後4時に東京国立博物館学芸部工芸課にて、陶磁室長の矢部良明

氏の御厚意により同館の学芸課の小笠原信夫課長、池田宏主任研究官、原田一敏主任研究官の三氏に鑑定
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第77図青鉤製品刀の鐸 (1)板状製品 (2)

を依頼する。

〔鑑定の所見〕

0太刀の鐸である。

0俄礼用ではなく実用の太刀である。

0鍔の特徴、幅（短軸）が狭く 、縦 （長軸）に細長い。これは古い様式をそなえている。（第78図）。

〇こしらえから鎌倉～平安時とみていい。（第78図）。

0正倉院 (760年代）のものに似ているが、透しがある点で異なる。様式的には近い。

0伊勢神宮 (794~1184年）のものに透しがある点で類似しているが、伊勢は丸くなり 、新しい。

0 10世紀相当で日本のものとみる。（原田研究官）

012世紀頃のものに比較すると古い要素をもっている点で確実にさかのぽる。

古式

角がとれ

丸くなる

もっばら突きさすものに
入りすぎないためのツバ

第78図刀の鐙 模式

> 

大きく
丸くなる

） 
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現在日本のこの時期 (8~ 12世紀）の類例がきわめて少ないため日本の

ものかどうか速断できない。（小笠原課長 ・池田研究官）

0矢部良明氏紹介 京都市埋文センター 永田信一（戦闘具研究者）

小結

仁ニエ
第79図鐸断面模式

太刀の鐸については、その所属する時期が8~12世紀と位置付けられた点については、非常に重要な成

果であり 、当該期の太刀の鐸の出土例は、全国的にみても類例が少ない。この種の鐸の出土例は、今日ま

で県内遺跡からの報告はなかった。貸重な出土資料であり 、今後、県内逍跡からの発見に期待したいとこ

ろである。本遺跡出土の鎧と板状製品については将来、素材の分析などを実施したいところである。

太刀の出土から今のところ考えられる点は、中国や日本の商船の来島があり 、何らかの交易を行ない、

その結果として太刀や開元通宝などが持ち込まれた。あるいは、太刀を所有していた中国人や日本人の商

船が漂流し、追跡のある海岸に船員が漂着し、住みついたのかも知れない。

時代は下るが、勝連町内には船の遭難による漂着事例が2件ほど確認されている。字内間で1876(明治
（註 1)

9年）に漂着した支那人死亡者の墓である。唐人墓がある。字浜では天保10年に水戸藩廻船の漂流で字浜
（註2)

の東海に漂着した水戸藩の死亡者の石碑が発見され、乗組員 5名が埋葬されたようである。

註

註 l. 勝連村役所 「勝連村誌J 1966年。(391Pに記載）。

註2.勝連町役場 「勝連町史二J 1984年。(676P~687Pに記載）。

参考資料

〇 飯村嘉宜 「刀剣要翌』 刀剣美術工芸社 1969年。

0 佐藤寒山編 「日本の美術刀剣」 第6号至文堂 1966年。

〇 末永雅雄 • 本間順治 • 佐藤貫ー監修 「日本刀大鑑」 第六回配本 刀装 大塚巧藝社 1971年。

（重要文化財 錦包毛抜形太刀 鐙葵莱形透、小切羽付。 時代平安時代 (794年-1184年）。

0 宮内庁 正倉院事務所 「正倉院の大刀外装j 小学館 1977年。

（黒作大刀 第13号 （中危8) 鐙．籍 奈良時代 (710-794年） 東大寺正倉院建立760年代）

〇 鈴木敬三「古典参考；行科図梨」 国卑院高等卒校 大塚巧我社 1988年。

（太刀（五） 毛抜透しの衛府の太刀と兵具鮨の太刀 l 伊勢神宮徴古館収蔵の毛抜透しの太刀 2・3 柄の形状と古様

の葵鉗

第21節 貨銭

総数10点が得られている。内訳は完形およびほぼ完形のものを含めると 6枚が出土していて、他の 4枚

は破損品である。貨銭の種類は「開元通宝」 8枚、 「無文銭」 1枚、「不明銭」 1枚の三種類であった。
(,,1,11 

貨銭の分類に際しては、永井久美男編の 「中世の出土銭ー出土銭の調査と分類ー」を参考に実施した。

個々の貨銭の特徴等については、貨銭観察一覧 （第42表）に呈示した。貨銭の部位名称については、古
(,j]'2) 

銭界の用語を使用した。

小 結

本遺跡出土の貨銭の中から模錆銭が2枚確認された。模鋳銭の 2枚は 「開元通宝」（第80図8) ・「不
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第42表貨銭観察一覧

外縁外径 外緑内径
挿図 初鋳造年 タテxョコ タテxョコ 重負 出土地点

番号 貨銭名 （西暦） 書体 孔 径 内郭厚 g 観 察 事 項 出土層
（クテX3J) cm cm 

第80図 621年 2. 54X2. 53 2. 11 X2. 09 面に費緑色の錆が発生し、文字は磨滅 7地区
図版63 開元通宝 唐武徳 隷書 0.7!X0.71 0. 15 3.3 気味である。孔内にバリが僅かに残っ Z-27 

l 4年 ている。背にも部分的に青緑色の錆が
発生。古銭界用語の 「大字短一元Jに
相当するものとみられる。

,, 621年 2. 53 X 2. 52 2.14X2. 13 面の錆は僅かに認められる程度で、文 6地区
II 開元通宝 唐武徳 隷書 0. 70X0, 74 0. 16 3.6 字は鮮明である。背の錆（青緑色）は T-27 
2 4年 面よりやや多めに発生している。古銭 Pit. 6 

界用語の 「容弱」に相当するものとみ
られる。

,, 621年 2. 47X2. 46 2. 09X2. 11 「元」の字の箇所より破損し折れてい 4地区
II 開元通宝 唐武徳 隷書 0. 71X0. 71 0. 15 3.0 る。面および背に淡い青緑色の錆が部 I -5 
3 4年 分的に発生しているが、文字は鮮明で II c層

ある。古銭界用語の 「容弱Jに相当す
るものとして考えられる。

,, 621年 2. 60 X (2. 60) 2. 16X2. 16 面の文字の癖などから同図 2と近似し 3地区

” 口元通口 唐武徳 隷書 0. 68 X (0. 68) 0. 16 I. 9 ている状況から開元通宝として考えら N-25 
4 4年 れる。文字は鮮明である。面および背 Ile層

の肉郭は磨耗し砥面となっている。面
と背の一部分に僅かではあるが鉄分が
付荘している。

II 621年 2. 44 X 2. 46 2. 06 X2. 08 素材が上記した I~4とは異なり質の 5地区
,, 

開元通宝 唐武徳 隷書 0. 64 X 0. 65 0, 13 2.5 悪い銅を使用していて脆い。破損箇所 W-20 
5 4年 から断面を観察するとアパタ状を呈し IV層

ている。 「元」の左側に 0.IX0.5mm
の扁楕円形の小孔がみられる。小孔は
鋳造の際に生じた自然の穴として考え
られる。面が全体的に微弱に窪んでい
る。面の文字は比較的鮮明である。廿
に青緑色の錆が多く発生している。古
銭界用語の 「容弱」に相当する。素材
の質が悪い状況と重量が他と比較して
軽い点などから判然とする私銭の可能
性も考えられる。

II 621年 2. 35 X 2. 36 2. 01 XI. 98 面と背に青緑色の錆が部分的に付筍し 7地区
II 開元通宝 唐武徳 隷書 0. 65 xo. 62 0. 14 2.3 ている。面側の細縁は外縁 （「通Jの いー24
6 4年 字右上）が欠けている。同じく 「宝J 表土

の字の左側細縁の内側が欠けている。
これらは鋳型の湯口から流された銅が
銭郭まで上手に流されていなかった
為、空気が残り気泡痕となったのかあ
るいは鋳型の銭郭に付着したゴミによ
るものである。古銭界用語の 「小字J
に相当するものとして今のところ考え
られた。

,, 621年 2. 52 X 2. 52 2. 05X2.12 面および背は費緑色の請が全体に広が 6地区
II 開元通宝 唐武徳 隷杏 0. 62 X 0, 61 0. 15 3.6 り、更に鉄分が付着し鉄錆で膨れ盛り キー6
7 4年 上っている。鉄錆は特に面側に集中し IV層

ていて大半を覆っている。 背では細緑
部分に目立っている。面の文字は翔で
不負判明な状況にあるが、開元通宝と判
読が出来る。
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外縁内径 外縁外径

挿図 初鋳造年 タテxョコ タテxョコ 重沢 出土地点

番号 貨銭名 （西暦） 書体 孔 径 内郭厚 g 観 察 事 項 出 土層

（りテx3J) cm cm 

第80図 621年 2. 30 X (2. 30) 2. 01 X (2. 01) 面の文字は全体的に不鮮明であるが 7地区

図版63 開元通口 唐 武 徳 隷書 0. 69 xo. 59 0. 11 1.5 「通」の字は潰れて判りに くい。外輪 T. T 6 

8 4年 の縁の幅が 0.2~ 1. 1 mmと非常に狭 南側

い。背の縁は無い。錯は黄茶色を帯び

ていて全体的に覆っている。肉郭およ

び文字面を除いた厚さは 0.3mmを測り

非常に薄い。孔郭と孔の位置がズレて

いる。以上の状況から判然すると模鋳

銭として今のところ考えられた。

ff ... 全体的に灰緑色の錆が発生し、僅かに 6地区

” D□□宝 隷書 0. 10 0.4 青緑色を帯びた部分が観察される。面 カー 6

9 の字の部分は灰白色の錆が付着してい w層上面

る。 「宝」の字は潰れている。残存す

る縁の幅は 1.7~2. I mmを測る。背の

部分の縁は不鮮明ではあるが僅かにそ

の痕跡を留めている。模鋳銭として今

のところ考えられる。

,, 
I. 85 XI. 85 全体的に青緑色の錆が発生し、部分的 1地区

II 無文銭 0. 85 X 0. 75 0. 04 0.3 に錆膨れが認められる。肉郭や孔郭は E-19 

10 無い。孔の一角は縁辺まで 3mm幅しか II a層

なく破損しやすい所である。孔の一辺

から縁辺までの幅は 4.1~4. 6 mmの幅

である。破損面の色合いは赤銅色を帯

びている。
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一第80図 貨銭 開元通宝 (1~ 8)、不明銭 (9)、無文銭 (10)
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明銭」（同図 9) で各 l枚ずつ確認された。この模鋳銭については、無文銭と同様に銭鋳型が近年、神奈
C,f.31 <,14 I 

川県鎌倉市の今小路西遺跡 (15世紀初頭）や大阪府の堺環滋都市迫跡内 (16世紀後半）などから出土して
(J!4)・,;i 5) 

いるようである。嶋谷和彦氏によると堺の模鋳銭には開元通宝～洪武通宝の21種類を同時に模鋳していた

ようであり、従来の貨銭の初銭年による遺跡の年代や時期決定については今後、慎重に実施しなければな

らない時期にきているのかもしれない。その他に開元通宝については永井久美男氏は次の様に述べて指摘

している。「開元通賓は或る短期間を除けば唐代を通じて鋳造され、後の南唐や清末の太平天国において

も同じ銭文をもつ銭が鋳行された。開元通賓の醤目 2鉢 4累 (3.75g)は貨銭の重醤標準となる。唐は開

元銭を鋳造して私鋳を禁じたが、鋳造期間と流通期間が唐280年余に及んだので種々の開元銭がある。…

中略…同じ銭文の開元通費であっても大小のものが滉在し銭形が一定でない。これは長期の間に鋳造が各

地で行われたため、初期鋳造銭と末期鋳造銭との間に格段の差が生じている ことに加え、柑悪な私鋳銭が

混在しているからである。…中略…柑悪な末期鋳造銭と私鋳銭の区分が困難であるものも事実であり、こ
(.16} 

れが今後の課題となる。」 と記述していて、本造跡出土の第80図8に示した「開元通宝」については、塘

代末期鋳造銭とみるかあるいは唐代の私鋳銭とみるかは、本銭を含めて、銭の成分分析などの科学的調査

に委ねたいところである。
.,t. 7) 

ところで、県内の貝塚や辿跡から出土する開元通宝については、高宮廣衛氏による重厚な論考がある。

これによると耕l元銭は、 30数辿跡が確認されていて、高宮廣衛氏は、先史時代終末期に属する追跡と、こ

れに後続する原史あるいは歴史時代の追跡などに大別されている。前述の両期を仮に前期 （奄美諸島を含

める）。後期に区分されている。本造跡は高宮氏の前期 (11遺跡のひとつ）に含められていて、出土状況

や共伴追物等について詳細に述べられている。高宮氏は先史時代終末期の11辿跡で、 5・6枚以上まとまっ

て出土した例が多い事実から当時の南島の人びとが通貨としての価値を多少なりとも認識していた証拠で

はないかと考え、先史時代終末期に屈する時期に貨幣経済へ移行する直前の黎明期の段階にあったと推察

されている。

、王――
―
,a 

註 I.水井久美男編 「中世の出土銭ー出上銭の調査と分類ー」 兵Joie埋蔵銭調査会 1994年。

註 2.陸原保 「改 訂 版東洋占銭filli格柊l甜 全J 万!'iii貨幣洋行 1975年。

吐3.;f滋 秀1月「 l.鎌倉の模鋳銭」 「中世の出上銭ー出土銭の調査と分類ー」 に収鉗。註 lに同じ。

註 4. 朗谷和彦「2. 堺出土の銭鋳型と中世後期の校鋳銭生産」 「中世の出土銭ー出土銭の調査と分類ーJ に収録。註 lに同じ。

註5.嶋谷和彦 （中世の銭l't流通と f莫幼銭） 「新発見考古速報展'95i~i添展講演会」 発表森料・ 1995年11月18日。

註 6.J11に同 じ。

註 /.I岱宮脳衛 「開元通宝から見た先史終末期の沖縄」「王朝の考古学 大川清t導士古稀記念論文集」 雄山閣 1995年2月20日。

第22節 ガラス小玉

ガラス製の小玉の破片が1点のみ出土していたので、これを図化し、特徴を

記述することにする。

第81図 1は扁平なガラス小玉の破片で半分以上を欠いている。側面観は二辺

に丸味のある長方形状を呈している。表面は磨耗し、気泡痕が表面や破損面か

ら観察出来る。孔の側面観察から縦方向の筋が2・3本観られ、孔の上端部に

,,-ヽ

~ 
こつ— CilD

0 1cm 

一第81図 ガラス小玉
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ガラスの盛り上った部分が認められる。巻きつけの横筋は観察出来ない。色合いは、青緑色を呈する。復

元最大径6.2mm、商さ3.9mm、復元孔径 2mm、残存重羅o.05 g。 7地区いー34のN層灰集中土堀 pit内よ り

出土。

小 結
(j.EI) ()12) (Jf.3) 

この種のガラス小王は県内においては稲福辿跡 ・勝連城跡 ・平敷屋古島遺跡などのグスク時代の追跡か
（註 4) c.f.5) 

ら出土する例が多いが、弥生相当期の遺跡からは、今のところ宇堅貝塚から 4個と具志原貝塚で 1個出土

しているのみである。宇堅貝塚と具志原貝塚出土のガラス小玉は免田式土器と共伴して出土 しているよう

である。今回の出土は、乳房状尖底土器と平行する時期のものであ り、沖縄貝塚時代後期追跡の出土例と

しては宇堅貝塚や具志原貝塚に次ぐ資料とみられ、 本品は県外から持ち込まれたものとして今のところ考

えられるところである。

註

註 J. 醤浜嗣一ほか 「稲福追跡発掘調査報告書」（上御願地区） 沖縄県教育委貝会1983年。

許:2. 琉球政府文化財保護委員会「勝連城発掘調査報告」 1966年。

註3.上原 静 「平敷屋古品遺跡発掘調査報告牲j 勝連町教脊委貝会 1991年。

註4.金武正紀ほか 「宇堅貝塚群 ・アカジャンガー貝塚発掘調査報告」 具志川市教育委員会 1980年。

註5.盛本 勲ほか 「伊江島具志原貝塚の概要J 沖縄県教育委員会 1985年。

第23節羽口

羽口の破片が 1点出土していたので、これを図

化した。以下に特徴を記すことにする。

第82図は円筒状の小型の土製羽口とみられる。

復元直径5.0cmを求めることが出来た。風道の復

元孔径は2.3cmを推算することが出来る。風道の

残存最長は1.97cm、厚さはl.5~1.67cmを測る。

残存重量は21.3 gを羅った。色合いは外面が灰褐

色を呈し、炉の接続箇所にはガラス質鉄滓が付済

する。内面は黄茶色を主体とするが、炉の接続箇

所は茶褐色を呈している。胎土に 1mm程度の粗い

石英が僅かに混入する。 4地区 0-20のN層上

‘ ---‘ 
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第82図羽口 ご□〉一

面から出土している。羽口はくびれ平底の土器と平行する時期のものとして考えられる。

第24節円盤状製品

本遺跡からは、染付の破片と沖縄製の荒焼壺の破片を打割調整で二次的に加工した円盤状製品が2点得

られている。以下に個々の特徴を記述することにするが素材名を冠して、染付製円盤状製品と荒焼製円盤

状製品として仮称することにする。
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1 . 染付製円盤状製品

第83図 lは染付の碗の胴部片を用いた製品で完

形品とみられる左側面の下側が本来の破損面とみ

られる。平面観は歪な円形状を呈し、両面から打

割調整を加えて成形する。横断面は湾曲している。

打割による剥離調整はやや雑である 。長径は

l. 97cm、短径は1.85cm、厚さは2.4~3.6mmを測る。

重掻は2.0gを絨った。染付は外面の呉須が淡青

色を呈し、構図は判然としないが吉祥文字かもし

れない。釉は白色を呈し、両面に細かい貫入が認

められる。素地は白色の徴粒子である。表採査料

である。

2. 荒焼製円盤状製品

o->
I 

~·--i- 2 

ー戸空冨
0 3cm 
1 .~ 

第83図 円盤状製品

染付製 (l)、荒焼製 (2)

同図2は沖縄産無釉陶器の壺の胴部片を再利用した製品で完成品とみられる。本来の破損面は左側面の

下側が破損面とみられる。平面観は歪な方形状を呈し、裏面から主に打割調整を加えて成形する。横断面

は湾曲がある。打割による剥離調整は雑である。長径4.15cm、短径3.85cm、厚さは9.3~9. 5mmを測る。重

最は20.2 gを鼠った。無釉陶器の特徴として、外面の色合いは茶褐色を呈し、内面は明茶色を帯びている。

跨開面は茶紫色を呈している。素地は茶紫色の細粒子で小さい気孔の痕が観察出来る。調整は外面が回転

擦痕、内面はやや雑な輛鑢痕が認められる。 8地区ク ー4の撹乱陪より出土。

小結

円盤状製品の 2点については、素材などから時期を検討した場合、近世の時期が予想されると ころであ
は I) (吐 2) (社 3)

る。この種の円盤状製品については、 首里城跡 ・安仁屋ト ウンヤマ追跡 ・阿波根古島遺跡などから出土し
（註4)

ている。 本製品の用途については様々な説があるものの遊戯具としての可能性が今のところ考えられている。

註

註 I.上原 静ほか 「首里城跡 ・歓会門 ・久股門内側地域の復元整備事業にかかる遺構調査J 沖縄県教育委員会 1988年。

註 2.島袋 洋ほか 「安仁届ト ウンヤマ遺跡」(-下級―F仕官隊舎建設に伴う緊急発掘調査報告ー） 沖縄県教育委且会 1992年。

註 3.島袋 洋ほか「阿波根古島遺跡」（一那覇 ・糸滴線道路改良工事に伴う緊急発掘調査報告ー） 沖縄県教育委員会 1990年。

註4.a. 上原 静「グスク時代 ・近世出土の円盤状製品」 読谷村立歴史民俗森科館紀要 第10号 1986年。

b. 上原 静「円盤状製品その後の森科」 読谷村立歴史民俗沢科館紀要 第13号 1989年。

第25節 土製品

土製の鈴が 1片出土している。破損片ではあるが鈴の割れ口

が丁寧に切り取られている。以下に特徴を記述することにする。

第84図は球体状の鈴の破片とみられる。器面の調整は外面が

箆削りとナデで仕上げている。裏面の鈴の割れ口は箆で削っ

て割れ口として仕上げている。内面はナデを加え丁寧に仕上げ

ている。厚さは 3~ 6 mmを測る。色合いは淡橙色を帯びてい
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る。素地は細かく 、焼成は良好である。

胎土に微細な石英と細かい茶色の鉱物

を多批に含んでいて、希に石灰質の細か

い砂粒 （サンゴ片 ？）が含まれている。

出土地点および出土陪 は2地区 F-32 

の撹乱層より出土。

土鈴の所屈時期は素材の色合いや胎土

等からグスク時代もしくは近世の時期の

ものとみられる。県内遺跡では近世の無
(.. I'I) (Jl'2) 

釉鈴がヒヤジョー毛造跡や壺屋古窯跡で

出土 しているのみであ り、土製の鈴の出

土は今のところ報告がないようである。

註

, ii: l. 金武正紀 ・城r.r1千栄子「ヒヤジ ョー毛追跡j

那覇市教育委貝会 1994年。

，； I: 2. 島 弘 ・玉城安明ほか 「壺屋古窯群 IJ 

那覇市教脊委員会 1992年。

第43表近世遺物出土状況
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第26節 軟体動物遺体

本遺跡は約10000面という広範囲の調査が行われ、膨大な祉の貝殻（コンテナ300数個）が出土している。

資料整理の都合上、土器の中でくびれ平底が主に出土した 1地区と尖底土器が主に出土した 7地区にしぼっ

て分類、集計を行った。

1. 最少個体数の算出方法

・巻貝、 1枚貝 ：完形、殻頂、破片に分けて集計し、前二者の合計を最少個体数とした。

・ニ枚貝： 右殻と左殻に分け、さらに完形、殻頂、破片に分けて前二者を合計し、多い方を最少個体数と

した。

2. 出土状況

本遺跡出土の貝は巻貝50科212種、二枚貝18科48種の計68科360種と既に報告されている県内の遺跡の中

では最も多くの種類が出土している。これは本遺跡が砂丘地にあるのも 一因すると思われる。ここではま

ず 1地区IIC層、 7地区]¥I層で出土したすべての貝について触れ、本逍跡の当時の自然楳境や採集活動に

ついて考えてみたい。

地区別の出土状況をみると 1地区 IIC層は17022個体 (27.7%)、 7地区]¥I帯は44332個体 (72.2%)で

7地区N層の方が出土批は多い。 1地区が陸側、 7地区は海側 （第 2図）という立地条件も多少とも批的

な差を槃栄している。主休貝は両地区ともイソハマグリで、 1地区 IIC lfj一8176個体、 7地区N陪一

31560個体が出土している。次に多いのはアラスジケマ ンガイで 1地区IIC嗜ー5715個体、 7地区W陪一

6828個体の出土、ヒメ ジャコは 1地区IIC I啓ー36個体、 7地区N屑ー3595個体、ミド リアオリガイは 7地

区]¥I庖ー3267個体 (l地区 IIC陪では出土なし） 、巻貝ではオハグロガイが 1地区 IIC培ー158個体、

区W居ー4735個体、マガキガイは 1地区 IIC陪ー1094個体、 7地区]¥I陪ー3408個体、クワノミカニモリは

1地区 IIC陪ー1932個体、イボウミニナは 1地区 IIC I思ー413個体、 7地区 ]¥I界一94個体、

タニシは 1地区IIC陪ー568個体、 7地区]¥I}界一2675個体が主な貝の出土状況である。
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第85図 貝類棲息地別出土状況
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3. 棲息地別の出土状況

I : 外洋 ・サンゴ礁域

〇：潮上帯

a : 岩盤ーイシダタミアマオブネ、キバアマガイ、リ ュウキュウアマガイなどが出土する。 1地区II

c層ー0.11%、 7地区W層ー0.09%と非常に少ない。これらの貝は水深 5m程度まで見られ、アマ

モ上で棲息するものもある。

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ーニシキアマオプネで 1地区IIC層では出土はなく 、 7地区W層では0.08
(i.tl) 

％の出土でかな り少ない。食用も可である。

1 : 潮間帯中 ・下部

a : 岩盤ー 1地区 IIC層で9.25%、 7地区N層で3.68%の出土である。巻貝ではクワノミカニモリ

(C.petrosa)、マダライモ、サヤガタ イモ、ハナビラダカラが出土している。二枚貝ではミドリ

アオリガイが7地区V層で特に 目立つ。 ミドリアオリガイはサンゴ礁の浅瀬では最もふつうに棲息

するもので小 さい個体の多くはこの種にあた り、平敷屋トウバル遺跡の近くでも群生しているとの
(o:1:2) 

ことである。また、クワノミカニモリはリーフ上のタイトプールやク レビスの砂地。低潮線に棲息

する。

b : 転石ー1地区IIC層ではかな り少ない。 7地区W層0.54%の出土である。アマオプネ、ウネレ イ

シダマシが出土 している。

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ー最も多く出土している。 1地区IIC層では全体の42.13%、 7地区W層

では53.31 %で本遺跡の主体貝である。主にイソハマグリがほとんどでリュキュウナミノコわずか

にみられる。巻貝ではイモフデガイが7地区W層で 1個出土しているのみである。

2 : 亜潮間上縁部

a : 岩盤ー 1地区IIC層では0.59%、 7地区W層7.00%の出土で巻貝はヤナギシボリイモ、ヤクシマ

ダカラ 、ホシキヌタ 、イトマキボラ、コシダカサザエがみられるが、特にイトマキボラは殻の破片

がかなりの撒出土 しているのが目に付く 。二枚貝ではヒメ ジャコ 、メンガイ類が出土している。

b : 転石ー 1地区 IIC層ではほとんど出土 してない。 7地区W層では0.04%出土する。最的には少な

ぃ。ホラ ダマシなどが見られる。

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ー 1地区 IIC層では6.5%、 7地区W層では6.36%の出土である。巻貝は

マガキガイ 、クモガイ 、サラサミナシ、クロミナシガイ (D-11II層最下部で大型のものが出土） 、

オハグロガイ 、カバミナシガイ (7地区あ～え36灰集中土堀、殻長108.7mm、殻径78.5mm)が出土。

二枚貝でヒレジャコなどが出土する。

3 : 干瀬

a : 岩盤ー 1地区IIC層ー2.64%、7地区N層ではl.95%、巻貝はチョウセンサザエ、ハナマルユキ、

コオニコブシが出士 し、チョウセンサザエは蓋の方が殻よ り多く出土する。シラクモガイ 、オニコ

ブシガイは 1地区 IIC層での殻が大きいのが出土している。

4 : 礁斜面及び下部

a : 岩盤ー 1地区 IIC層ー0.29%、7地区W層ー0.69%と非常に少ない。サラサバテイラは完形や殻

頂よりは破片の方がかなり多い。

C : 岩礫底、砂底、砂泥底一ほとんど出土 してないが、 トウカムリガイ、 トサガキなどがみられる。

II内湾・転石地域

1 : 潮間帯中 ・下部
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a : 岩盤一ほとんど出土なし。 7地区N層0.09%出上と非常に少ない。二枚貝のニセマガキ C.ec-
hinataが 7地区う 一32N最下部で出土する。

b : 転石ー 1地区IIC層では1.02%、7地区W層1.15%出土している。カンギクが多く、殻長38.6mm、
殻径42.2mm (7地区えー28N陪最下部）の大きいもの見られる。他にオキナワイシダタミ、マルア
マオプネが出土する。

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ー 1地区 IIC陪では2.93%、7地区N層では0.73%出土している。巻貝は
シマベッコウバイ、二枚貝はリュウキュウマスオガイなどが見られる。

2 : 亜潮間上緑部

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ー 1地区 QC IE/では0.62%、 7地区 J¥I層では8.14%の出土である。巻貝は
オハグロガイ完形、殻頂より破片がかなり多い。二枚貝はカワラガイ、リュウキュウザルガイが出
上する。

皿：河口干潟 ・マ ングローブ域

〇：潮上帯

C : 岩裸底、砂底、砂泥底ー 1地区IIC陪では0.14%では 7地区N陪では0.07%ではシレナシジミな
どがみられる。

d : マングロープ植物上ー 1地区 QC庖では0.02%、7地区W層ではほとんど出土してない。
l : 潮間帯中 ・下部

C : 岩礫底、砂底、砂泥底ー 1地区 QC府では29.91 %、 7地区N陪では11.73%の出土で I-l -C 

についで多い。巻貝ではイボウミニナ、 二枚貝ではアラスジケマンガイが出土する。
e : i炎水に流入する礫底ー 1地区 IIC陪では0.02%、 7地区W府での出土はない。カノコガイが出J.:.

している。

N: 淡水域ー 1地区 QC附では0.11%、 7地区W界は他少、 1地区 IIC層ではカワニナ、 トウガタカワニ
ナの 2種類が確認できる。

v: 陸域一 1地区 IIC培では2.67%、 7地区I¥罰 3.95%の出土である。オキナワヤマタニシが最も多く、
次にツヤギセルが多い。他にシュリマイマイ、パンダナマイマイ、オキナワヤマタカマイマイなど
確認できる。

4. 大きさについて

アラスジケマンガイ、イソハマグリ 、ヒメジャコ 、マガキガイ 、アンポンクロザメ 、サラサバテイラの
計測を行った。計測の数もかなり多くなるため、 1地区は D-11II c陪、 7地区は Z-34N陪のものについ
て計測した。第86図はその結果を棒グラフにしたが、 二枚貝については、右殻、左殻の合計をまとめた。

イソハマグリ ：1地区 QC層は殻長の1.2cm~2. 9cmの大きさが出土したが主にl.9cm台が多い。 7地区
w陪は殻長の1.5cm ~ 3. 3cmの大きさが出土したが主に2.2cm~2. 6cmが徐々に多くなる。V層は殻長の1.5 
cm~3. 1cmの大きさが出土したが主に2.2cm台が多い。

アラスジケマンガイ ：1地区 IIC府は殻長の2.0cm ~4. 6cmの大きさが出土したが主に2.9、3.0cmが最も
多い。7地区W層は殻長の2.3cm ~4. 0cmの大きさが出土したが主に3.3cmが最も多い。V界は殻長の2.2cm~ 
4. 8cmの大きさが出土したが主に3.5cmが最も多い。これについては時期はちがう近接の勝連城跡でも計測
を行いこれによると1.6cm ~ 3. 8cmの大きさのものが出土し、特に多いの2.4cm台のものである。これは本
遺跡のものより小さくなる。

ヒメジャコ ：7地区W層は殻長3.3cm ~ 120cmの大きさが出土したが主に8.0cmが多い。V層は3.8cm~
131cmの大きさが出土したが主に7.0~8. 0cm台が多い。同時期の喜如嘉貝塚では8.0cm台のものが多い。ま
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第86図 貝類大きさ別出土状況

(.£3) 

た、現世の脊料では4.5cm ~ 5. 5cmのもの多い。

マガキガイ ：1地区Ildけは殻径のl.9cm ~3. 4cm、上に3.1cm、3.2cmが出土。全体的に址は少ない。 7

地区N層は殻径l.8cm~3. 6cmの大きさが出土したが、屯に3.2cm、3.3cmが多い。VI名は殻径l.9cm ~3. 9cm 

の大きさが出上したが、ーヒに3.0cmが多い。批的にもこの界が他に比べて多い。本品も現代の報文がある。

これによると瀬底島で殻長が3.75cm ~6. 64cmの大きさで平均が4.99cmである。本辿跡の殻長の'f-均は5.3
(Jt 4 I 

cmである。現代のものより若千大きい。他に批的には少ないが大きさの目に付くものを下記に記述してする。

サラサバテイラは殻径7.lcm-13.lcm、オニコブシは殻径4.6cm~7. 2cmが確認される。 7地区あー31V 

層では殻径7.85cm、殻長10.87cm、シラクモガイは 1地区 I]C層に於いて出土 し、殻径4.6cm~6. 5cmをと

くになどである。

5. 割れ方について

割れ方についてみると第 図に上な貝の完形、殻頂、破片の出土状況 しめしたように。 1地区 I]C界は
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＊ハナムシロとオ キナワハナ ム ソロも向種の為オ キナワ ヽヽ ナ ム シロに坑ー
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第45表 b貝類出土状況（二枚貝）

＼ 二枚貝

I ‘地 区 個 7 地 区

1号溝 II 層 II c 陪 JV 屈 投乱 ／不明 小 計 体 溝状攪乱 I 陪 IV 層 V 尼i 土壌 l

完形 殻頂破 完形 殻頂 破 完形 殻 頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 数 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 盤 破 し

L .R L:R 片 L . R L • R 片 L : R L . R 片 L R L R 片 L . R L :R 片 L • R L R 片 L:R L.R 片 L R L : R 片 L : R L : R 片 L : R L : R 片 L'R L:R 片 L 

1 uタカ/II力’ィ I -2-a ： ： 

゜゚ ゜゜゚
I ： I I 1 

2 11・ こ1がイ I -2-a 1 I 2 : 2 2 6 3 22 23 22 1 I I 2 I 6 4 28 27 25 35 1 5 2 7 7 7 22 23 25 22 5 I 2 I 2 1 

3 7 tカ・イ科 iオカリが i1がイ I -2-a 

゜゚ ゜゜゚
1 l 2 

4 りlりキュりtH令り II -2-c 1 3 2 3 4 : 2 21 ， 8 5 10 68 3 3 I 3 2 l 3 1 3 16 12 I 6 14 98 36 I 2 3 4 3 32 33 23 20 82 138 128 107 80 298 73 5 7 16 23 42 2 ： 

5 1イカ会 1 ． ： ： ： 

゜゚
0 : 

゜゚
_;_ 

： ： ＇ I 2 ： ： 

6 クマ令がイ科 1iりケ,-1/ II -2-c 1: 3 • 2 7 ，： 7 34 : 28 51 : 1 1 I: I 11 7 38 32 58 50 2 : I 1 2 5 3 I I I 1 

7 りf'}力4 イ ： 

゜゚ ゜゜゚
1 I; I I ： 

8 イカ・イ科 リ1りhりtn・1/ ： ： ： ： ： 0 : 

゜
0 • 

゜゚
： ： 2' 2 ： ： ―: 

， hへ．が イ ： 0 : 

゜゜゜゚
： I: 

10 り『イスがイ科 りafぅりカ・イ I -4-a I 1: 

゜゚
I 1 

゜
2 3 I 5 I I 23 : 18 107 1 15 12 33 1 

11 ミト,'Jltリ I -I-a ： 0 : 

゜゜゜゚
'. 55 4 3 17 35 : 27 2 28 : 37 634 : 749 216 44 62 614: 558 134 ． ! 

12 ？りカ・イ I -2-a 3 ： 2 10 1 2 4 ~ ： I I 0' 

゜
3 2 19 4 ： I 4 I I 32 • 32 28 5 11 ： 

13 ”がイ科 町'Jlt'} I -1-a 0' 

゜゜゜゚
3 1 2 Ii 3 1 2 

14 杓｝卜'}ltリがイ I -1-a ： ： 0' 

゜゜゜゚
， 2 2 ： 2 20 . 11 3 2 2 2 3 I ． 

15 イクヤカ・イ科 イタヤカ＇イ
0 : 

゜゜゜゚
2 I 

： 

： ： 

I 6 fりうカ・イ I -2-b ： 

゜゚
〇‘

゜゚
： 1 2 I ： ： 

I 7 りミギ 9科 ,~ カぞイ I -2-a I 3' 2 20 3 2 14 : 11 67 : 1 9 : 2 16 2 : 2 1 3 12 5' 5 27 : 18 116 34 I: 5 : 12 16 : 4 37 • I 6 I 30 I 07 58 191 : 84 501 26 23 38・25 74 2 : I ； 

18 ”がイの一種 I: I 1 1 4 : 1 2 3 ： I 0' I 4 • 1 ， 4 5 : 2 10 24 • 16 30 : 4 93 5 : 2 2 2 6 ： 

19 ミ／がイ科 ミ／力＇イ I -2-a ： ： ： ： 0 : 

゜
0' 

゜゚
： ： I: ： ： 

20 ii'ッJりが午科 'ltl/J. キ I -2-a ： 1 ： ： 0' 

゜
0 . 

゜
1 △ 2 ： ： 

21 hヵ’キ？ ： 2 I 4 ： I 

゜゚
1 1 6 2 I 3 3 I 

22 こセ7カ・キ？ a -1-a I 2 

゜゚ ゜
2 I 2 1: 7 1 3 I 2 2 9 : 7 ， 14 7 3 

23 イク古，がキ科 {I¥り.Dカ・i I -1-a 5 6 5 1 9 8 38 4 I 1 2 

゜
I 14 44 30 46 '1 2 I 4 6 2 4 : 3 12 17 10 1 2 I 

24 卜りカカ＇キ I -4-a 1 

゜゚ ゜゜
1 △ I 

25 /]-¥'リカ'-¥ ： 0 : 0 

゜゜゚
： 

26 Hカ・イ I -2-c ： ： ： 

゜゚ ゜゜゚
： I 2 I I l: I ： 

ツキがイ科 りうキッキカゥイ n -2-c 
： 

゜゚ ゜゜゚
I I: 2 2 3 : z : 3 • I 3 

27 
8 2 I 

28 tJツキカ、イ I -2-c 1 

゜゚ ゜
1 

゜
I 

29 ~7· ぅHカ・イ｀ n -2-c ： ： ＇ ： 

゜゚ ゜゜゚
： ： I 

30 ]'がイ科 ~]- ヵ ・ イ
： 

゜゚ ゜゜゚
： 1 I I 

31 t~ イ'J] I -4-a I 

゜゚
0 : 1 

゜
1 1 I ； 

32 ケイトりカ・イ I -Z-a 2 I 2 5 2 I 

゜゚
5 6 2 ， I 2 I 4 5 10 6 11 8 s I 2 6 1 2 

33 ¥.¥, り・ル科 ,a, ・ル I -2-a I 

゜゚ ゜
I 

゜
2 1 l ， 5 3 2 I 2 

34 杵クサ,~ I -3-a 

゜゚ ゜゜゚
2 3 

35 li,t1H・ル I -1-a ： ： 

゜゚ ゜゜゚
ー｝

l: 2 2 ： ： 

36 トヤマカ・イ科 り□7トマヤがイ I -2-a ： 

゜゚
0 • 

゜゚
： ： 1 ： 

37 け・ルカ・イ科 リ1りヤりがい力’ィ II -2-c : I 5 I: 13・ 7 5 I 6 9 : 76 64・70 357 2 : 4 : 4 I l: l 6 73 : 81 77 : 82 4 20 170 I I 1 2 7 • 5 6 : 4 6 31 31 I 8 : 27 35 6 : 16 5 : I 0 14 ： ： l 

38 hりう力＇イ II -2-c 2・2 6 3 II 25 : 15 4 3 : 38 86 1' : 1 : 2 2 28 : 17 49・ 44 99 79 2 : I 2 6 12 ¥ ， 27・20 24 85 78 7 5 : 81 134 18 20 13 : 1 7 5 ： 

39 9うナミ I -2-a 3 4 6 7 ， 5 27 J I I 6 . 7 13 : 5 33 19 I. 6 3 : I 22 51 56 27 40 95 21 19 3 7 13 l 

40 'Jャ］，り， I -2-c 2 1 o: 

゜゜゜
3 △ 2 2 2 I 12 1 4 13 

41 9日がイ科 t~ ッ.tJ I -2-c I 6 1 101 7 4 5 14 308 I 24 1 29 1 • 4 6 17 468 22 1 28 6 : 1 4 21 207 50 53 59 95 1203 23 20 18 22 103 

42 t I'/'tl I -2-a 1 3 1 51 8 6 27 28 173 3 4 6 4 24 I 1 14 11 : 10 35 34 265 4 7 19 22 31 22 6 I 6 7 : 50 79 84 244 1010 1007 802 772 1940 436 401 2 50 2 3 9 529 51 

43 灯 Jカ・イ科不明 ： 5 3 12 66 ： 152 3 ： 1 o: 

゜
5 3 234 5 27 ， 11 160 

I-;-・ 3 
II 

44 1・カがイ科 リりキ1り11'力がイ II -2-c ： 2 4 3 I. 0 • 0 3 • 4 3 4 3 ： 2' 2 3 6 : 5 10' 6 6 I ： 

45 ff 1Jniがイ科 イ1117『'} I -1-c 7 . 10 50 . 54 14 78 . 90 495 . 513 181 1013 1022 6131 .6133 2407 45 . 43 131 122 8 22 • 32 84 • 8 6 14 1165 •1197 6891 . 6968 2624 8176 155 .145 91 :114 3 ZOZ5 2013 868 : 890 19 13451 16316 7233 • 7295 604 660 : 632 169 • 140 3 1 : 4 2 : 2 31 

46 ミ/Jがイ科 'ii? キ1りナミ/J I -1-c ： ： 5 5 II・ 8 5 I: 3 : 4 : I 6 : 6 14 : 12 5 21 ： 1: I: 13, 15 9 : 4 ： ： l . 1 ： 

4 7 こッ］りが イ II -2-c 

゜゚ ゜゜゚
2 3 4 1 I I 

48 J石 Jりがイ

゜゚ ゜゜゚
l 

49 こッ）り力，イ科 !Jiりキ］か／うトリ II -1-c 1 8 5 3 I 5 8 45 I 2 5 3 17 8 55 22 1 I 1 8 2 8 10 I I 

50 ll/Jサ.j I -2-c 1 2 6 

゜゚
2 

゜
7 2 1 1 l 2 2 4 I 1 

51 モ＋ヅキザラガイ I -2-c I 2 ： 

゜゚
I 

゜
2 I I 1 1 2 

I一. 
3 ， I 1 3 

―’ 

52 『"・ナミ科 hスiがイ a -1-c ： ： ： 

゜゚
0 : 

゜゚
： 2 I: ： 

53 'Iiりキ2りマスiがイ n -1-c I: I 2 I ， I. 5 23 • 17 70 ： I. 7 4 5 24 • 18 87 28 • I 1 2 2 6 : 5 21 14 . 15 28 : 22 89 8' 4 3' 3 7 

54 が1・ミ科 'I~ ナ'J/ミ 田ー0-c 7 13 : 13 17 4 
： 

I 

゜゚
I 6 : 18 29 20 : I 1 7 : 4 16 : 22 54 4 : 3 9 : 6 

4 3 : I 2 ， 11 

55 7う,JJカ^ィ I -2-c 2 3 ： 

゜
2 0 : 

゜
3 2 I 

56 ~u力, 1 Il -I -c ： I I I 1 3 1 

゜゚
2 2 4 3 I 1 3 1 7 I 5 7 28 4 

5 7 ，．ュス・カケ:>Uh・イ

゜゚ ゜゜゚
I 

58 ッぅtカ・イ I 2 3 2 2 8 11 2 2 I 10 14 4 I 5 

59 tvスリ・イナミカ・イ II -1-c I 1 5 6 7 I 51 59 64 78 30 I 3 3 1 2 2 3 59 65 75 91 34 158 l 2 l I 46 30 7 13 I I 38 164 34 27 16 I 2 17 3 3 

60 tJイナミカ、イ I -2-c 

゜゚ ゜゜゚
2 

61 7うスゾケマ］が 1 m-1-c 1 11 53 56 71 217 412 403 433 1553 3229 3018 40 70 63 57 I 7 21 19 66 50 76 838 7 3823 3519 3615 5 7 I 5 I 9 24 35 17 8 383 484 265 285 159 3211 3416 1609 1689 99 I 281 291 65 59 26 4 4 I 1 I! 

62 l?Hミtrリ I -2-a ヽ

゜゚
p 

゜゚
1 I 1 I 

63 171, スク,vヵ＇イ科 hマゲ'/ 1 2 

゜゚
1 2 

゜
2 I 1 

64 fl りセ ~1111''/ 1 1 8 4 19 3 3 7 5 73 90 2 I ， 3 4 4 3 88 7 8 123 92 ① 1 I 3 8 2 I 

65 切カケ'11マr1i IT -1 -c 2 1 l I 3 3 3 6 I 3 5 ~ 7 2 12 1 1 I 2 1 

66 t卜JI'/マ／＼マり'I}

゜゚ ゜゜゚
1 

67 ィiりIIマり．，｝ ， 〇 〇 〇 〇 〇 1 

68 iキ,,-ミ
‘ 

1 I 

゜
I 

゜
I 

゜
2 

69 tイ1カカ・ミ II -1-c 1 I 

゜゚
l I 

゜
1 

70 リ1りもり7サリ 1 1 I 1 7 

゜
1 2 I 7 2 

71 tnサリ II -1 -c 2 I I 

゜゚
2 I 1 2 I 2 I 2 2 

72 スク・ ~117?'') II -1 -c I 

゜゚ ゜゜
I △ ； ： 1 ~ 

73 ←枚貝不明 ： ： 2 2 ： 0 : 

゜
0' 

゜
4 △ ： ： I ： 3 ： 

合 計 14 : 21 112 :117 120 311 :353 968・1019 1022 2778 2699 9815 :9545 70 53 96 :123 238 "249 123 50 • 59 I 65 I 51 180 249'3255 11298'11081 8~98 14848 201'198 227'205 ld6 2629 2645 1397'1424 1002 18474 21482 11064'11175 6684 1635'1586 1248 :1157 1048 7 . 11 4 : 3 I I 2' 

個 体 数 138 1372 12593 372 224 14553 428 4069 32657 2883 15 

凡例 〇 ：幼 注＊二枚貝の各地区の小計と個体数は必ずしも一致しない。 （個体数は右殻、左殻のそれぞれの完形と殻頂を合計し多いほうを個体数とした。）



,... 

I ・ 地 区 個 7 地 区 個
II c 庖 IV 屈 撹乱／不明 小 計 体 溝状攪乱 I 陪 JV 層 V 居 土 壊 l 土 濃 2 不 明 小 計 体

破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完 形 殻 頂 破 数 完形 殻頂 破 完 形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 数
片 L : R L R 片 L :R L R 片 L.R L'R 片 L : R L . R 片 L'R L'R 片 L : R L : R 片 L : R L : R 片 L • R L : R 片 L:R L R 片 L : R L R 片 L ・R L : R 片 L . R L : R 片

゜゚ ゜゜゚
I ； I ： 1 I 0' 

゜゜
2 2 2 

2 6 3 22 23 22 I I I 2 I 6 4 28 27 25 35 1 5 2 7 7 7 22 23 25 22 5 I 2 I. 2 1 I 2 I I 3 2 31 • 27 36 35 14 70 

゜゚ ゜゜゚
I I 2 0 : I 1 2 

゜
4 

2 I ， 8 5 10 68 3 3 1 3 2 I 3 I 3 16 12 I 6 14 98 36 1 2 3 4 3 32 33 23 20 82 138 128 107 80 298 73 57 I 6 23 42 2 32 35 6 7 30 11 3 3 2 34 287 : 260 I 58 136 489 453 
0: 

゜゜゜゚
： I 2 ： ： ： 0 : 

゜
0 : I 2 I 

7 9: 7 34 28 51 I I: I: I 11 7 38 32 58 50 ： 2 : I I 2 5 3 I 1 1 I I 4 : 3 5 : 6 1 II 
： 

゜゚
0 : 

゜゚
I I 1 I I ： 2' 

゜
2、 I 

゜
4 

： 

゜゚ ゜゜゚
： ： ： 2 2 ； ： I 0 • 

゜
2 : I 2 3 

： 

゜゚ ゜゜゚
： ： ： ： I 0' 

゜
1 

゜゜
l 

I 

゜゚
I 1 

゜
2 3 : l 5 Ii I 23 18 107 I I 5 12 33 ： I 2 3 57 : 82 32 I II 3' 5 99 114 188 129 

： 

゜゚ ゜゜゚
55 43 I 7 35 : 27 2 28 : 37 634 : 749 2 I 6 44 : 62 614'558 I 34 82 : 181 1437'1414 453 I 02 : 150 33 154 : 280 2877 2941 855 3267 

10 I 2 4 I ： ： I 0 : 0 3 2 19 4 ： I 4 1 I 32 32 28 5 11 ： I 2' 3 I I: 

゜
40 51 30 52 

゜゚ ゜゜゚
3 I 2 I 3 1 2 o: 2 2 8 1 10 

： ： ： ： 0 : 0 

゜゜゚
2 2 ： 2 20 11 3 2 : 2 2 3 I ： ： I 2 • I 2 : 4 26 : 18 4 30 

0 : 0 

゜゜゚
： ： 2 1 ： ； 

2・ 

゜
0 : 

゜
I 2 ： ： 

゜゚
0 : 

゜゚
1 2 1 ： ： ： 0 : 

゜゜゜
4 △ 

20 3 . 2 14 : 11 6 7 . I 9 : 2 16 2・2 I 3 12 5 5 27 : I 8 116 34 I: 5 : 12 16 : 4 37 : 16 130 107 : 58 191 • 84 501 26 : 23 38・25 74 2 : 1 20 : 16 21 • I 0 24 4 : 5 : 4 26 176 : 101 297 : 139 768 473 
I 1: I 4 : I 2 : 3 I 0 : I 4 I ， 4 5 2 : 10 24 : 16 30 : 4 93 5 : 2 2 : 2 6 4 • 8 3 • 3 38 26 37 : 6 112 76 

： ： ： ： 0' 

゜゜゜゚
： ： 1 ： 1 ： I: 

゜
I: 

゜゜
2 

： I 0 : 

゜゜゜
l △ ： 2 ： ： ： 0 • 2 

゜゜゜
2 

2 1 4 I 

゜゚
I I 6 2 I 3 3 I 

゜
I 3 3 1 4 

I 2 

゜゚ ゜
2 1 2 1 7 1 3 I 2 29 7 ， 14 7 3 1 l I I 2 42 8 13 15 12 55 

5 6 5 I 9 8 38 4 1 I 2 

゜
I 14 44 30 46 I 2 1 4 6 2 4 3 12 17 10 I 2 I 3 I 5 1 18 26 14 34 

1 

゜゚ ゜゜
l △ I 

゜
1 

゜゜゜
1 

゜゚
0 : 

゜゚
； I J 1 

゜
1 I I 

゜
2 

゜゚ ゜゜゚
1 2 I I I: ： 1 ： ： ： ： I I 

゜
D : 2 5 2 

゜゚ ゜゜゚
I I 2 : 2 3 8 2 z : ］ 3 : 1 3 I ： 1 I 5 : 4 1' 10 6 1 9 

゜゚ ゜
I 

゜
I 0 : 

゜゜゜゜゜゚ ゜゜゚
： ： 1 ： 0 : 

゜
0' I 

゜
1 

： ： 

゜゚ ゜゜゚
I 1 1 0 : 

゜
0 : I 2 I 

： ： ： I 0 : 

゜゜
I 

゜
1 ： 1 I 

゜
I 

゜
I 

゜
2 

1 2 5 2 I 0 : 

゜
5 6 2 ， I 2 l 4 5 JO 6 II 8 5 1 2 6 I 2 2 4 3 1 I 15 13 25 15 8 40 

1 

゜゚ ゜
I 

゜
2 I 1 ， 5 3 2 1 2 2 I 5 • 10 7 6 I 19 

゜゚ ゜゜゚
2 3 3 

゜゜
2 

゜
5 

： ： ： 

゜゚ ゜゜゚
I: 2 : 2 ： ： ： 3 : 

゜
2 : 

゜゜
5 

： 0' 

゜゜゜゚
1 ： 0 : 1 0' 

゜゜
I 

51 69・76 64 : 70 357 2 • 4 4 1 I I 6 73 8 I 77 82 420 170 I, 1 I 2 7 5 6 : 4 6 31 : 31 18 : 27 35 6 . I 6 5 10 14 ： 10 : 13 I 2 2 3 2' 6 II 55 : 68 33 50 70 123 
11 25 15 43 38 86 I: I ： : 2 2 28 17 49 44 99 79 2 I 2 6 12 ， 27 20 24 85 78 7 5' 8 I 134 18 : 20 13 17 5 ： 4' 3 I 3 1 I 9' 7 ， 121 : 112 127 : 128 I 79 255 
4 6 7 ， 5 27 I 1 I 6 7 I 3 5 33 19 I 6 3 I 22 5 I 56 27 40 95 21 1 9 3 7 13 12 10 5 6 ， 1 1 86 92 38 54 139 147 
2 I 

゜゚ ゜゜
3 △ 2 2 2 1 12 I 4 13 J 1 1 3 6 I 28 8 

101 7 4 5 14 308 I 24 I 29 1 4 6 I 7 468 22 1 28 6 I 4 21 207 50 53 59 95 1203 23 20 18 22 103 I z 3 4 77 I 2 6 5 150 8 I : 79 90 147 1768 226 
51 8 6 27 28 173 3 4 6 4 24 I I 14 11 10 35 34 265 4 7 19 22 31 22 61 67 50 79 84 244 1010 1007 802 772 1940 436 401 250 239 52 9 517 549 235 255 595 48 51 42 46 214 2097 : 2080 1439 1418 3583 3595 
66 152 3 I 

゜゚
5 3 234 5 ： 27 ， 11 160 11 l 7 9 : 11 

゜゜
2 I 5 II 

： 2 : 4 3 I: 0 : 0 3 • 4 3 4 3 : 2 2 3 6 S 10 : 6 6 1: 3 : 1 l. 1 1: I 1 9 : ， I 3 : 10 12 25 
181 1013 1022 613 I 6 I 3 3 2407 45 43 131 :122 8 22 : 32 84 • 86 14 116 5 :1197 6891 : 6968 2624 8 I 76 155 :145 91・114 3 2025 :2013 868 : 890 19 13451 :16316 7233 : 7295 604 660: 632 169 140 3 I : 4 2 • 2 380 . 372 16 3 : 159 14 2283 :2314 1114 :1095 108 18955 21796 9640 : 9695 751 31550 

5 : 5 11: 8 5 I. 3・4 • I 6' 6 14 : 12 5 21 ： I I: 13・ I 5 ，． 4 ： I . 1 ： ： ： ： ： I 14・ 16 10 , 6 

゜
27 

： 

゜゚ ゜゜゚
： 2 3 4 1 I 1 ： ： ： ： 3 : 

゜
4: 4 1 7 

゜゚ ゜゜゚
I 1 

゜゜゜゜
1 

8 5 3 15 8 45 l 2 5 3 I 7 8 55 22 1 1 I 8 2 8 10 l I 10 3 ， 
゜

II 19 
1 2 6 

゜゚
2 

゜
1 2 I J 1 2 2 4 1 I I 

゜
l 4 3 6 5 

2 ： ： 0 : 0 l: 

゜
2 I 1: I I 2 I 3 ， I I 3 I: I 2 ： ： I 4 . z 2 : 4 16 ， 

： 0 : 

゜
0 : 

゜゚
： ： 2 1: I 

゜゜゜
2 l ， 1: 5 23 : l 7 70 I: 7 4' 5 24 • 18 87 28 • I I 2 2 6 : 5 21 14 • I 5 28 22 89 8 : 4 3、 3 7 1. I I I 2 : 7' 3 23 27 : 22 44 35 142 73 

7, I 3 : 13 17 3 • I 4 I 0 : 

゜
16 : 18 29 20 : I 2 : I ， 7 : 4 16 • 22 54 4 : 3 9 : 6 II 8 : 6 14 • II 20 I 1 2 20 : 13 41 : 42 96 65 

2 3 

゜
2 

゜゜
3 2 I 

゜
I 

゜゜゜
I 

1 I J 3 1 

゜゚
2 2 4 3 I I 3 l 7 I 5 7 28 4 I I 1 2 : I 8 8 42 I 3 

゜゚ ゜゜゚
l 

゜
l 

゜゜゜
I 

2 2 8 11 2 2 I 10 14 4 15 0 : 0 

゜゜゜l 51 59 64 78 30 I 3 3 I 2 2 3 59 65 75 91 34 158 1 2 1 I 46 30 7 13 I I 38 164 34 27 16 12 17 3 3 1 l 8 6 1 1 206 : 220 43 45 20 277 

゜゚ ゜゜゚
2 2 

゜゜゜゜
2 

433 1553 3229'2953 3018 40 70 6 3 57 17 21 19 66 50 76 1838 7 3823 3519 3615 5715 19 24 35 17 8 383 484 2 6 5 28 5 159 3211 3416 1609 1689 991 281 291 65 59 26 4 4 I I 192 214 48 37 6 174 168 120 121 143 4264 : 4601 2143 2209 1333 6828 

ヽ

゜゚
p 

゜゚
I 1 I I 0 : I I 2 

゜
3 

I 2 

゜゚
I 2 

゜
2 I I I I 

゜
I I 

゜
3 

I 9 3 3 7 5 : 73 90 2 I ， 3 4 4 3 88 78 123 92 ① I I 3 8 2 I I 2 : I 3 ， 3 10 
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、も一致しない。 （個体数は右殻、左殻のそれぞれの完形と殻頂を合計し多いほうを個体数とした。）
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